







































CONTENTS










プロローグ







第一章　厄神と災厄の加護持ち冒険者




第一話　災厄も人によりては

第二話　災厄と呪いの剣







第二章　厄神と不運の加護持ち冒険者




第三話　不運に笑顔で福来たる

第四話　不運と幸運は表と裏







第三章　厄神と死の加護持ち冒険者




第五話　死の足音がやって来る

第六話　死があるからこそ生きようとする







エピローグ






あとがき
















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















本文・口絵イラスト：絵西

デザイン：ＡＦＴＥＲＧＬＯＷ


















[image: ]




　薄うす暗ぐらく埃ほこり臭くさい遺い跡せき内部、粗そ末まつな武器を手にした小こ柄がらなモンスターに遭そう遇ぐうした。

　ミニクィークと呼ばれるそのモンスターは、子こ豚ぶたのような顔に背せ丈たけは小さく身体からだも細め。度胸さえあれば、子供でも余よ裕ゆうで倒たおせる程度の相手である。ただし数が揃そろうと厄やつ介かいだ。

　アヴェラは剣けんを構えた。

　少年の面影を残した顔立ちは、そこそこ見られるもので、短めの髪かみは無造作に撫なでつけただけ。身だしなみに気を使わない様子だが、しかし粗そ雑ざつな感じはない。生まれ育ちの良さが、どこかにじみ出ているような雰ふん囲い気きがある。

　しかしチュニックにソフトレザーを少し用いただけの、さほど使い込こまれていない軽装備を見れば、新米冒ぼう険けん者しやだと、さらに冒険者養成所の受講生と分かるだろう。

「数は面めん倒どうでも、こいつらを倒さないとな。まあ、頑がん張ばるか」

　アヴェラは実際に冒険者養成所の受講生で、しかも検定試験の真っ最中だった。堂々と冒険者を名乗り、正式に活動が可能となる大事な試験のため、気を引き締しめる。

　横に風を感じた。

　試験にあたって臨時にパーティを組まされた相手、そのウィルオスという少年が一歩前に出たことは、視線を向けずとも分かった。集中するアヴェラとは裏腹に、さして気にした様子もなく調子よさげな声をあげている。

「こいつらなら楽勝ってやつだ。早いとこ片付けちまおうぜ」

　検定試験では、ランダムに選ばれた相手とパーティを組まされる。

　相手の実力がどうかは運次し第だいの部分だが、このウィルオスは頼たよりになる部類だった。しかも陽気で人ひと懐なつこさがあって、問題なくコミュニケーションがとれる。ただ欠点をあげるとすれば、少しばかり危険を軽視する傾けい向こうがある事ぐらいだろう。

　そんなアヴェラの下している人物評も知らず、ウィルオスは意気込んで元気がよい。

「でもって、検定試験のポイント稼かせぎだぜ。ここで頑張らないとな」

「分かってる」

「まっ、でも俺おれと相棒でなら、こいつらなんて余裕だけどな」

「油断しない方がいい」

　アヴェラは短く答えた。

　正直に言えば、自分一人でも十分対処できる程度の相手ではある。むしろ、二人で戦う方が非効率なくらいだ。ただし、臨時パーティでの活動は相そう互ご評価をするため大事な部分だ。ウィルオスは良い奴やつだが、どんな評価をしてくるのかといった懸け念ねんがある。

　ようするに、お互たがい協力し人間関係を上う手まく築かねばならないという事だ。

　ついでに言えば、もう一つ懸念がある。アヴェラは左ひだり腕うでを押おさえ──まるで、そこにいる存在に語りかけるかのように──大人しくしろと小さく呟つぶやいた。

「とりあえず、サクッと倒しちまうぜーっ！」

「勝手に飛び出すのは良くない」

「へっへーん、お先に！」

　ウィルオスは忠告を無視する形で一人で前に出てしまった。

　一気に迫せまって驚おどろくミニクィークの粗末な棍こん棒ぼうを剣で払はらいのけ、すかさず首筋に刃やいばを叩たたき込んでいる。頑がん丈じようさを第一につくられた初心者の剣に斬きれ味など期待されず、叩きつけるに近い攻こう撃げきだ。そのまま倒れた相手を踏ふみつけ、ウィルオスは得意そうに剣を掲かかげた。

「どんなもんだよ！　俺にかかれば楽勝……ってぇ!?」

　だが、物もの陰かげから現れたミニクィーク四体が棍棒を振ふり上げ、一いつ斉せいに迫ってきた。仲間を倒され、しかも踏みつけられる様子に、怒いかり心頭といった様子だ。

「ちょっ、一度になんて卑ひ怯きようすぎ！」

「戦法としては正しいと思うよ」

「冷静に言うなって！　はよ援えん護ごしてくれ、助けてくれ！」

「了りよう解かい、何とかする」

　既すでに動いていたアヴェラは、そのままウィルオスの傍かたわらを通り抜ぬけ前に出た。

　素す早ばやい動きと剣捌さばきで右に左にと二体に斬り付け、倒れゆく邪じや魔まな身体を蹴けり飛ばす。さらに踏み込み一体に斬り付け、残った一体の攻撃を躱かわしざま、柄つかを握にぎったままの拳こぶしで顔面を殴なぐり付けた。

　そこにウィルオスが加わり、よろめいていた一体を殴り倒すように斬ってトドメを刺さす。

　瞬またたく間に四体のミニクィークが倒され、辺りには裂さかれた身体から漂ただよう生なま臭ぐささが充じゆう満まんした。しかし、その内の三体が溶とけるように姿を消していく。

　戦せん闘とうが終わり、ウィルオスは感心したように口を半開きにした。

「お前って凄すごいのな……」

「親が戦闘系職業で、それなりに鍛きたえられてるものでね」

「助かった。本当に助かったよ、あんがとさん」

　礼を言うウィルオスに対し、アヴェラは照れたように肩かたを竦すくめるばかりだ。そのまま、溶けるように姿を消したミニクィークがいた場所に近づき、乳白色の物体を拾い上げた。

　それは素材と呼ばれる残留物だ。

　ミニクィークを始めとした一部の生物は、倒されると特定の物質を残し消しよう滅めつするのだが、そうした特性のある生物がモンスターと呼ばれている。ただしモンスターでも、全すべての個体から素材が得られるわけではなく、今も遺跡の石床ゆかには一体の死し骸がいが転がったままだ。

　何な故ぜそうなるかは分からない。

　それは摂せつ理りのようなもので、この世界の誰だれも疑問には思わない事だった。

　少なくともアヴェラ以外は。

「ミニクィーク撃げき破ははいいけどよ、倒したのは相棒のお前ばっかだし……俺も合格になるんか？」

「評価はパーティ単位って話なんで大だい丈じよう夫ぶとは思う。それよりも、そもそも合格水準に達したかどうかが心配かな。そこら辺りの基準は少し分からない」

　アヴェラはミニクィークの素材、乳白色をした小角を手の中で揺ゆらし呟いた。三つあるそれらは、ぶつかりあい硬かたい音をたてる。

　この検定試験での討とう伐ばつ証明として、後で提出する必要のあるものだ。今日これまでに、他に幾いくつか回収している。しかし、幾つ集めねばならないかは指示されていなかった。

「そ、そうか。ここで合格して冒険者にならないと、生活がキツいんだよな。金を稼がないと、そろそろ懐ふところの具合がヤバイ。酒場の皿洗いってのも、いい加減に飽あきてるし」

「冒険者になれば稼げるって話だけど、どうかな。冒険者になれたとして、少なくとも初心者の頃ころから、直すぐに稼げるとは思えないから」

「マジか。皿洗いの達人になっちまうよ」

　都市近きん郊こうに存在する遺跡や森、湖や山といったフィールドで、高価な素材が回収できると聞いている。だがしかし、当然の事として、高価な素材を残すモンスターは間ま違ちがいなく危険で強大に決まっていた。簡単に倒せて大量に入手できるならば、素材が高価なはずがない。

　楽して簡単に稼げるなら、今いま頃ごろ全ての冒険者が豪ごう遊ゆうしているはずだろう。

　しかし現実には、場末の酒場で安酒を飲む冒険者ばかり見かける。




　アヴェラが雑布で剣を拭ぬぐっていると、ウィルオスが身を乗り出してきた。

「なあなあ、いきなり聞いちまうんだけど。相棒の加護って何なん？」

「こんな時に、こんな場所でする話じゃないと思うけど」

「まあ、いいじゃないか。堅かたい事を言いっこなしだぜ。パーティの仲間同士で情報交こう換かんってのは大事だろ。俺たちって、臨時だけど仲間だろ。俺と相棒は仲間だよな」

「うっ、まあ仲間だな」

「そうだろ。ちなみに俺から言うけど、風の神ゼフィロスの加護がある。へへへっ」

「ああ、メジャー神の加護なんだ。それは凄いもんだ」

　この世界で生きる全てのものは、何らかの神から加護を得ており、様々な影えい響きようを受けている。たとえば能力や才能などへの影響だ。しかし、このウィルオスを見ていると、風の神の気き紛まぐれさと突とつ拍ぴよう子しのなさが、性格に影響しているのではと勘かんぐりたくなってしまう。

「で？　お前の加護って、どの神様なんだ？」

　重ねて尋たずねられると、アヴェラはどう答えるか少しだけ迷った。

　こうした話は、仲間や友人同士でよく行われるらしい。婉えん曲きよくな断定であるのは、アヴェラにそうした経験がほとんどないからだ。友人が居ないわけではないが、しかし多くもない。そして、さらに大っぴらに言うべきでない事情というものもある。

　だから結局は誤ご魔ま化かす事にした。

「まあ……あまり言いたくない」

「そうなんだ。あっ、そうか。すまんな、別に気にしなくてもいいのに」

　ウィルオスは何かに気付いた様子で口ごもり、そして謝あやまった。

「マイナー神だからって、俺は変なこと言ったりしないよ。加護とか関係なくたって、お前は普ふ通つうに凄く強いって思う。そういうの気にするな、胸を張れ。お前は凄いんだ」

「……それはどうも、ありがとう」

　アヴェラは早口で答え、さりげなくだが素早く左腕を押さえつけた。

　まるでそこを宥なだめるかのように撫で擦さすっている。もし注意深い者であれば、そのチュニックの袖そで部分が不自然に蠢うごめいたと気付いただろう。だが、生憎あいにくとウィルオスはそうではなかった。

「ところでよ、筆記の方はどうだった？」

「思ったよりかは外したかな……」

　アヴェラがぼやくとウィルオスは大きく頷うなずいた。

「分かる。オインクの生態とか、デスナイトの生息地とかで問題出されてもね、そんな細かいとこまで覚えきれないっての。あんなの全部覚えてたら冒険者でなくって、学者さまの道を選ぶって」

「確かにそれはある。あれだけ勉強して暗記したのは、受験勉強以来だな……」

「受験勉強？」

「なんでもない、今のは気にしないでくれ。とにかく覚えきれないのは確かだ」

「だよな。俺さ、酒場の皿洗いで稼いでるけどよ。合間に客の先せん輩ぱい冒険者から話とか聞くわけね。よく言われるのが、知識だけってのは駄だ目めって事だよ。臨機応変ってのが大事なんだと」

「それは基き礎そ知識を持った上での話かな。やはり基礎は大事……」

　言いかけたアヴェラは遺跡の奥おくへと視線を向けた。

　古び歪ゆがんだ石床の通路に、カツカツと硬く小刻みな音が響ひびき、少しずつ近づいてくる。

「次が来た」

「よし！　また倒して、良い点とって合格しないと」

　ウィルオスは気合いを入れるが、先さき程ほどで懲こりたのか勝手な突とつ撃げきは控ひかえている。

　通路の先に現れたのは、白皮が滑なめらかな身体に大きな黄色いクチバシ、退化した翼つばさのような腕うでを持つクワックというモンスターだ。

　この遺跡では厄介な部類に扱あつかわれ、主な攻撃は突進からの体当たりだが、かなりの勢いがある。もし、まともに受ければ大きなダメージは必至だった。だがしかし、その動きは直線的であるため、油断せず見ていれば簡単に回かい避ひすることは容易でもある。

　さらにもっと簡単な対処法もあって──それを実じつ践せんすべく、アヴェラとウィルオスは左右に分かれた。するとクワックの首が左右に揺れる。どちらに突撃するか迷いだしたのだ。

　しかし、翼のような腕を広げ叫さけんだかと思うと、いきなり突進しだした。

「うおっ、こっちに来た！」

「騒さわがなくても、落ち着いて避よければ大丈夫だ」

「お前は落ち着き過ぎだっての！」

　狙ねらわれたウィルオスは、迫る姿を見定めタイミング良く飛び退のく。その前を通過したクワックは急ブレーキで止まり、再攻撃のため足あし踏ぶみしながら向きを変えた。だがそこにアヴェラが襲おそいかかり、思いっきり剣を振るう。

　短い悲鳴が一つ、危なげなく倒すことができた。

　クワックの簡単な対処法とは、誰かが注意を引きつけ、攻撃を回避した直後に仲間が攻撃するというものだ。やはりソロでボッチな者が生きづらいのは、いつの世もどこの世も変わらないらしい。

　残された素材として白皮を回収した。

　これ一枚で先程倒したミニクィークたちより高評価に違いない。

「俺の活かつ躍やく見てくれた？　まあ余裕な感じだったけどな」

「汗あせだくで息を乱して言ったところで、説得力がない」

「そりゃまあ、けっこう緊きん張ちようしたんでね」

「怪け我ががなくて何よりだよ。さてと、そろそろ戻もどろうか」

「はっ、なんで？　俺ってば、まだまだやれるぜ。もう少し倒せるモンスターを探そうぜ。やっぱさ筆記があんまりだったろ、ここでしっかり倒さないと合格するか不安だろ」

「いやダメだ、そろそろ戻ろう」

　ウィルオスの提案にアヴェラは首を横に振る。

「そろそろ疲つかれが出ている。だから戻るべきだし、途と中ちゆうで遭遇するモンスターを倒せば丁度いいはずだ。その辺りの見み極きわめ、制限時間に対してどう行動するかも、評価の対象になるはず」

「へー、はー。お前って……頭いいのな」

「そうかな？」

　ごく普通に考えた事を褒ほめられ、アヴェラは首を捻ひねる──しかし異変はそのとき生じた。

　何か重い響きの連続音を捉とらえたのだ。

　それは間違いなく足音に違いなかったが、ここでは聞いた事のない種類だ。小型なモンスターしか出現しないとされるため、こうまで重い響きという点がおかしかった。

「気を付けた方がいい、何か来るぞ」

「本当か？　おっ、本当だ！」

　少し遅おくれて気付いたウィルオスが身構える。

　どんな存在が近づいてくるのか。

　アヴェラは警けい戒かいしつつ、心の中では少しだけ興奮していた。

　このような思わぬ展開に遭遇するなど、まるで冒ぼう険けんファンタジーのようではないか。それはかつて、よく読み興奮した異世界ファンタジー小説の──次の瞬しゆん間かん、思考を止め気を引き締めたのは、薄うす闇やみの中に大おお柄がらな存在が姿を現したからだ。

　マズいと思って緊張するが、冷静さは失っていない。相手をよく観察する。

　肥満気味と言える半はん裸らの巨きよ体たいに豚ぶたのような顔。筆記試験のため覚えた知識が役に立ち、この遺跡でフィールドボス扱いされる存在と分かった。

「オインクだな」

「それって、この遺跡の奥の奥の一番奥にいるような奴じゃねーの？　何でこんな場所に!?」

「分からないが、これはマズい。すぐ逃にげないと」

「いや待った！」

　逃とう走そうを提案するアヴェラに対し、ウィルオスは勢い良く宣言した。

「俺、閃ひらめいたぜ。こいつを倒せば絶対に合格間違いなしだって！」

「なんでそうなる!?　馬ば鹿か言ってないで逃げよう」

　雑ざ魚こモンスターにさえ苦戦している者が、どうしてボスモンスターに勝てると思うのだろうか。アヴェラはあきれ果てるが提案は届かず、さらに制止しようとした手も振り払われてしまう。

「俺とお前の二人なら勝てるって。間違いない」

「無理だ、危険すぎる」

「やってみなきゃ分かんねえ」

「危険を軽視しすぎだ！」

「だから大丈夫──」

　その瞬間だった、オインクが咆ほえ声をあげたのは。

　──オオオオオオオッ！

　身体の芯しんまでビリビリ震ふるえる。

　だが、それだけではない。どうやら叫びの中に魔ま法ほう的要素が含ふくまれ、相手を威い圧あつさせる効果があるようだ。事実、怯ひるんだウィルオスが剣を取り落としている。

　だが、アヴェラは剣を構える。ある理由によって威圧や畏い怖ふといった状態にはならないのだ。けれども、突進しだしたオインクに反応しきれるかと言えば話は別となる。

「逃げっ──」

　そう声をあげるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　太い腕が振り回され、ウィルオスが防ぼう御ぎよもできずはね飛ばされ、喉のどから悲鳴のような息が漏もれ出ている。そのまま後方へと吹ふっ飛び、地面に叩き付けられ転がっていった。

　アヴェラは思わず、目でウィルオスの姿を追ってしまい、自分に迫る攻撃への反応が遅れてしまった。辛かろうじて両りよう腕うでをかざし防御態勢を取るのが精一杯だ。

「っ!!」

　凄すさまじい力だった。まるでトラックにはね飛ばされたような一撃。

　トラック──すなわち貨物自動車のことで、この世界には存在しない概がい念ねんだ。しかしアヴェラには、その知識があった。なにせ前世で死に至る要因だったのだから。

「うがっ！」

　弾はじき飛ばされ壁かべに叩き付けられ、肺の中の空気を全て吐はき出した。反射的に呼吸しようとして粉ふん塵じんを吸ってしまう。激しく咳せき込み、石床に手をつき、身を起こそうとするのが精一杯だ。

　マズいと思うが、直ぐには動けない。

　しかし動かねばならない。まだここで死ぬわけにはいかない。

　折角、再び人生を歩むチャンスを与あたえられたのだ。散々だった前世とは違って、今世はそこそこ幸せで恵めぐまれた境きよう遇ぐうになっている。このまま今度こそ幸せな人生を送るつもりなのだから、まだここで死ぬつもりはない。何より死にたくない。

　アヴェラは這はって逃げだす──だが、そこに突とつ如じよとして少女の声が響いた。

「御お兄にい様さまのピンチ。これはもう、わたくしの出番というものですね」

　もちろん、周りには少女の姿などない。

　狭せまい通路には、向きを変え次の攻撃に移りつつあるオインクと、倒れたままのウィルオスだけ。

　だが、アヴェラは声の主を探す素そ振ぶりさえしない。目を大きく見開いているのだが、それは驚きではなく明らかに焦あせりのためだった。そのまま、何故か自分の左手を押さえ付けようとしている。まるで、そこに居る何かを制止しようとするかのように。

　けれど、突進を受けた直後で痺しびれきり上手く動かせない。

「ちょっと待て、お前が力を使ったら後が大変……」

「大丈夫です、わたくしも弁わきまえておりますので。御兄様のご迷めい惑わくにならない程度の力を使います」

　どこか可愛かわいらしく、小威い張ばりするような声だけが響く。

　それを何とか制止しようとするアヴェラだが、またしても激しく咳き込んでしまった。その間に少女の声が再び響くのだが、今度は一転して冷え冷えとしたものになっている。

「御兄様を傷つけた報むくい。さあっ、恐きよう怖ふするがいい！　うふふふっ、あはははっ！」

　瞬間、アヴェラを中心に闇やみが迸ほとばしっていく。

　物理的ではなく精神的なそれは、通路いっぱいに広がっていく。

　モンスターであるオインクは、その闇を前に明らかに怯おびえていた。数歩後あと退ずさると、その目を恐怖によって限界まで見開く。闇の中に現れた何かを前に、ガチガチと牙きばを打ち合わせ震えている。

　そして遺跡の闇に少女の笑いが木こ霊だました。
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第一話　災厄も人によりては






　世界には様々なモンスターの脅きよう威いが存在する。

　けれど人類は逞たくましかった。強大なモンスターに何度も挑いどみ、これを遂ついには倒たおすに至り、そこから得られる素材を資源として活用するまでになったのだ。

　さらには素材を豊富に得られる地点に拠きよ点てんを構え、冒険者と呼ばれる者たちが、積極的にモンスターを狩かるようになる。やがて冒険者を支し援えんする施し設せつが用意され、様々な素材を加工する職人や流通させる商人が集まりだす。その家族や、その生活を支えるための人々が集まり、家を建て暮らし始めれば、経済、物流、安全を支える場所──探たん索さく都市と呼ばれる街が誕生した。

　アルストルと呼ばれる都市は、近きん隣りんに多くの採取地を抱かかえた世界有数の探索都市だ。

　近隣のフィールドから得られる豊富な素材によって経済は潤うるおい、都市では莫ばく大だいな富が常に生み出されている。王都すら上回る盛せい況きようぶりに、都市を治める大公こう爵しやくの権勢は、国王にも匹ひつ敵てきすると囁ささやかれるほどだ。

　その都市では毎年数多くの冒険者が誕生し、そして同じだけ死んでいく。

　けれど輝かがやかしい未来を夢見る者は、絶えることなく集まってくる。それでは有象無象が増え統制がとれないため、冒険者養成所というものが用意され、検定を受け許可を得た者しか冒険者を名乗れない制度が出来上がっていた。

　そんな冒険者養成所の一室には、検定試験の結果を待つ者たちが控ひかえていた。

　遺い跡せきの中で戦せん闘とうを行い、汗あせをかいた者たちが集まっているため、室内は強い臭においが立ちこめている。全員が同じ状態なので誰だれも気にしていないが、実際にはかなりのものに違ちがいない。

　そんな室内のざわつく環かん境きようでアヴェラは落ち着かない気分だった。やはり緊きん張ちようしているのだ。隣となりに並ぶウィルオスもそわそわしているため同じと思いきや、どうやら違ったらしい。

「なあなあ、あそこのエルフちゃんって良いと思わない？」

　ちらりと指さされた方を見れば、小こ柄がらだが金色の髪かみに整った顔立ちの少女がいた。もちろん耳の先は軽く尖とがっており、少し不ふ機き嫌げんそうな顔つきも含ふくめ、エルフらしいエルフだ。

「エルフか。長ちよう寿じゆの種族なら遥はるか年上なんじゃないかな」

「年上万ばん歳ざい、俺おれは子供は範はん疇ちゆうじゃないけど、上は何歳でもオッケー」

「あっそう」

　臨時とはいえパーティを組んだので、お互たがいに気安い口調となっている。

「そうなんだよ。おっ、あっち。あっちの子とか良いと思わない？」

「あっちでは分からないけど」

「黒くろ髪かみを後ろで結んだ子。いいよな、ああいう胸の大きめで包容力のある優やさしい感じ」

「…………」

　短い付き合いだがウィルオスは良い奴やつだと思う。それは認めよう。

　しかし、女の子の品定めで意見を求めてくるのは勘かん弁べんして欲ほしかった。なぜならば、周囲の女性たちに白い目で睨にらまれているからだ。間違いなく同類と思われている。

　そしてアヴェラは、そんな気分ではなかったのだ。

「お前、どしたん？　戻もどってから元気ないけど」

「頭痛が痛い……」

「そうか治ち癒ゆ術士のとこ行くか、行くならつきあうぜ」

「いや大だい丈じよう夫ぶ、気にしないでくれ」

　前世の頭痛ジョークは、ウィルオスには通じなかったようだ。

　なんにせよ、今は本当に頭が痛い。身体からだが怠だるく、重く、気分が優すぐれず、これを喩たとえるならば二ふつ日か酔よいで迎むかえた朝の気分だろう。もちろん今は二日酔いが原因ではない。

「くそっ、お前が暴れたせいで……」

　アヴェラは呟つぶやき左ひだり腕うでを軽く叩たたいた。

　そこで何かがビクッと身を縮める気配が明らかにあった。しかし幸いな事に、隣となりに座すわるウィルオスは辺りを見回す事に忙いそがしく、少しも気付かない。どうやら気にしないでと言った言葉を真に受けたのか、またも平然と話しかけてくる。

「それより、あのオインクは何だったわけ。お前って、何か聞いてる？」

「誰かがミスして、引っ張って来たとかって話らしい」

「へえっ、それでオインクはどうなったんだ？　俺らがどうやって助かったか聞いてないか？」

「さあ？　悪いけど頭痛いから……」

　アヴェラは頭痛を理由に言葉を濁にごした。

　だが、実際に言い訳とは言えない辛つらさがある。ぐったりするアヴェラの様子に、ウィルオスも再び心配そうな顔となった。そして、少し躊ちゆう躇ちよした後で口を開く。

「すまんかった、俺のせいで迷めい惑わくかけた」

「ん？」

「あそこは直すぐ逃にげるのが正解だった。なのに俺ときたら馬ば鹿かをやっちまったよ」

「無事だったから、気にしなくていいさ。もし気にするなら次に繫つなげればいい。ただ覚えておいて欲しいが、冒険者は臆おく病びようで慎しん重ちようなぐらいが丁度いいと思う」

「お前って奴は、本当に良い奴だな。もし良かったら──」

　そこで試験官が一人で入室してきた。

　アヴェラとウィルオスは、慌あわてて姿勢を正し座り直した。室内の全員がそれを行ったため、騒そう々ぞうしい音が一いつ瞬しゆんの間に響ひびき渡わたり、直後に静まり返った。

　ようやく気分が回復してきたアヴェラは、試験官に目を向ける。そこには使い込こまれたハードレザーの服に身を包む眼光鋭するどい男の姿があった。いかにも歴戦の戦士といった雰ふん囲い気きに、軽く百人は居る受講生たちの方が圧あつ倒とうされていた。

　たった一人の男の存在に、場の空気が支配されてしまったのだ。

「これから検定試験の結果を発表する」

　大きくはないが明めい瞭りような声に、皆みなが固かた唾ずを吞のんだ。まさに運命の分かれ道。これに合格すれば、クエスト受注や武器使用制限が解除され、いよいよ冒険者を名乗れるようになるのだ。

　だが、試験官の口調は淡たん々たんとしている。

「合格者の番号を読み上げていく。もちろん呼ばれなかった者は不合格だ。しかし、その前に警告しておこう。合格したからと、周りの事も考えず大声で喜ぶ奴は合格を取り消す。理由は言わないでも分かるな。では、始める。二番、三番、六番──」

　次々呼ばれる番号は座った席と連動しており、それで各人の様子が良く分かる。合格した者は密ひそかに喜びを嚙かみしめ、呼ばれなかった者は机に突つっ伏ぷす。中には泣きだした者もいるぐらいだ。

　不合格であれば冒険者の才能なしと判定されたに等しい。

　検定への挑ちよう戦せんは何度でもできるが、次の検定は一年後。再検定の費用だけではなく、滞たい在ざい費ひも考えれば金銭的負担は大きい。そのため不合格となった者の大半は、故郷に帰るか別の人生を歩む事になるのが普ふ通つうだ。

　アヴェラは静かに息を吸って、静かに吐はき出した。自分の番号札に記された、八十三番という文字を確かく認にんする。もう何度も確認し、頭に叩き込んだ番号だが、ついどうしても確認してしまう。

　ここは合格したいところだ。

　両親から期待されているし、何よりアヴェラも冒険者に憧あこがれている。もちろん職業として本格的に冒険者をするつもりはないが、しかしそれこそ赤ん坊ぼうになる前から憧れていたのだ。

「七十七番、七十九番──」

　試験官は淡々と読み上げていく。

「八十番、八十一番、八十三番、八十四番──」

　アヴェラは声を出さず喜びを嚙みしめる。続けて呼ばれたウィルオスは口を押おさえ震ふるえた。

　ふと視線を感じ隣となりを向けば、八十二番の少年が目と口をまん丸にして呆ぼう然ぜんとしていた。どうやら自分が呼ばれなかった現実が受け止めきれないようだ。まるで問い質ただすような視線を向けてくる。

　──その気持ちはよく分かる。

　皆が成功する中で自分が置いてきぼりにされる絶望。どうにもならない現実を信じたくない気持ち。アヴェラにはそれがよく分かる。

　だから慰なぐさめるように静かに頷うなずいてみせたのだが、それで少年は現実を認にん識しきしたらしい。勢い良く席を立つと、泣きながら走り去ってしまった。かえって傷つけてしまったようだ。

「しまったな……」

　自分の失敗に気付いたアヴェラは、合格の喜びに一点の傷を残した気分だった。

　試験官は最後まで淡々と読み上げた。

「以上、合格発表を終わる。合否基準に不満がある者は、後で総務課に行くように。まあ、過去に不合格が覆くつがえった例は一度もないがね。無む駄だな時間を費やしたければ精せい々ぜい抗こう議ぎしてくるがいい」

　試験官の男は皮肉げに告げた。

「合格した者にのみ告げる。明日、大講義室にて改めて説明を行う。開始時間までに集まるように。細かいことは掲けい示じ板ばんでも見てくれ。それでは、解散！」

　それで試験官の男は、面めん倒どうな役目は終えたとばかりに出口にむかっていく。

　試験官の姿が消えた途と端たん、雰囲気が弛し緩かんする。

　合格者が歓かん声せいをあげ、室内は喜びに沸わきたった。そうして騒さわぐ者たちの横を、不合格者が失意のまま出て行く。幾いく人にんもの運命が、二つに分かたれた瞬間だ。

　アヴェラは肩かたの力を抜ぬいた。

　ようやく安あん堵どし左手首を優しく撫なでていると、ウィルオスがそれに気付いた。恐おそらくは合格による高こう揚ようした気分もあるのだろう。身を乗り出し覗のぞき込むと不ぶ躾しつけにも腕うでを摑つかみ引き寄せる。

「うおっ、白しろ蛇へび!?　もしかしてこれ使い魔まなのか？」

　アヴェラの腕には、小さな白蛇が巻き付いている。

　それは指よりも細い身体で頭をもたげ、緋ひ色いろの瞳ひとみを向け細い舌をチロチロ見せた。大きく口を開け威い嚇かくするが、蛇であるのにどこか人間っぽく不機嫌そうに見える。

「まあ、そんなところかな」

「なんだよ、もう魔物と契けい約やくしてんのかよ。しかし蛇なんかってのは勿もつ体たいない」

　ウィルオスが顔を近づけると、蛇は明らかに小馬鹿にした様子をみせ、相手にしていられないとばかりにスルスルと服の中にひっこんでしまう。

「魔物使いの才能があるならよ、契約解除してもっと凄すごいモンスターを選ぶといいぜ。俺だったら絶対サキュバスだね、サキュバス一択たく！　お前も蛇なんてやめて、サキュバスにしようぜ！」

　その大声は室内に響き、女性たちが白い目どころか、軽けい蔑べつの目を向けてくる。自分まで同類に見られそうで、アヴェラはきっぱりと言った。

「実際に襲おそわれたら、そんな事は言えないと思うけど」

「サキュバスに吸われて死ぬなら男の本ほん望もう！」

　大声で宣言するウィルオスには感心する。人前でこんな宣言をするなど、やろうと思ってもできない事だ。自分がやりたいとは欠片かけらも思わないが凄いとは思う。

「ところでだけどよ。明日から新米といっても、俺たち冒険者だろ。それでな……」

　ウィルオスは鼻の頭をかきつつ、言いにくそうに軽く口ごもる。

「探索はソロだとキツイって言うし。さっきも言いかけたけどよ、もし良かったら俺とパーティを組まないか？　俺たち臨時でも、けっこういい感じだっただろ。どうかな？」

「それは……」

「他にも何人か誘さそってるけど、気の良い連中ばっかりだ。お前も気に入ると思うよ。あっ、もちろん先約があるなら、そっちを優先して構わないぜ。良かったらってことで」

　講習会をソロで過ごしたアヴェラにとって、予想もしていなかった誘いだ。

　誰かが自分という人間を認めてくれて、見み込こんでくれて、誘ってくれる。かつての人生ではなかった事で、じんわりと嬉うれしさが広がってきた。とてもありがたい事だ。

　しかし断るしかない。

　本当はアヴェラもパーティを組みたかった。仲間と共に冒ぼう険けんをしてみたい。だが、そこまで本格的に冒険者活動をするつもりがない事もあるし、何より組むに組めない理由がある。

「悪い、ちょっと理由があって組めそうにないんだ」

「おっ、そうか……別に気にしなくていいぜ。無理して組むもんでもないし」

　ウィルオスは少しだけ残念そうにしつつ、気にしていない素そ振ぶりで笑ってみせた。

「でもな、時々ぐらいはいいだろ。臨時でもいいから、時々は一いつ緒しよに行こうぜ」

　気き遣づかってくれていると分かりながら、それでもアヴェラは小さく頷くこともできなかった。




　室内では合格した者たちが笑い声をあげ、祝いあってはしゃいでいる。年ねん齢れい層そうは様々で男女の区別はなく皆が楽しげで、知り合い同士声をかけあって今後の事を計画し、夢を語りあっている。

　アヴェラも、その中に交じって仲間をつくり語り合いたい気分があった。既すでに去ったウィルオスの後ろ姿を見やり、何とも言えない気分だ。

　だがしかし、パーティを組むわけにはいかない理由がある。

　肩を落とし部屋を出るアヴェラの姿は、知らない者から見れば検定に落ちたと見えるらしい。道を空けてはくれるが、その時に向けられる目線には憐あわれみと優ゆう越えつ感が滲にじんでいた。

　誤解なだけに、それがちょっとだけ辛かった。

「…………」

　人のあまり来ない区画のトイレで、しかも個室に入る。

　トイレの蓋ふたをそのままに座り込んだ事を見ればわかるように、そこを本来の用よう途とで利用したかったのではない。一人っきりにならなければいけない理由があるからだ。

「御お兄にい様さま、御兄様」

　可愛かわいらしい声をあげ、袖そでの中から小さな白蛇が這はい出てくると──少女の姿に変じた。

　やや小柄だが年の頃ころは十代の半ば、緋色の瞳をした整った顔立ちにあどけなさが残る。長く黒い髪には白く小さなリボンが連続して左右対たい称しように飾かざられ、そこから白紐ひもが一筋伸のび黒髪の中にあってアクセントになっている。

　白いセーターの上に神官着のような白衣い装しようを重ねているが、そこに赤い線が戒いましめのように描えがかれ、飾り紐も封ふう印いんでもするように結ばれていた。そして腿ももから下は素足で、露ろ出しゆつした肌はだが白く健康的で眩まぶしいぐらいだ。

　少女はそのまま、アヴェラの膝ひざ上うえに跨またがった。

　ずいっと前まえ屈かがみに顔を近づけてくる。形良い唇くちびるは軽く引き結ばれ、滑なめらかな頰ほほは軽く膨ふくらんで不機嫌そうだ。しかし、あどけなさがあるため可愛らしさしかない。

「なんでしょうか、あの童わらべめは。わたくしを使い魔に勘かん違ちがいしたあげく、御兄様とわたくしの仲を引き裂さくようなことを言って。しかもですよ、わたくしを低級なサキュバス如ごときと比べるなど……許せません。おのれ世界で最も罪深き存在」

「落ち着こうか、ヤトノ。知らなかったから仕方がないだろ」

「いいえ許せません、許せませんとも。御兄様もお怒いかりですよね、そうですよね。ええ、やってしまいましょう。あの童に五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが焼けただれ、悶もん死しする呪のろいをかけてやりましょう」

「そういうの、やめような」

「だめですか？」

「だめだね」

「そうですか……あのような者にまで慈じ悲ひを与あたえるなんて、御兄様はお優しいこと」

　ヤトノは軽く拗すねた様子で抱だきつき、アヴェラの肩に頭をあずけ甘あまえてみせる。その柔やわらかな身体と温かな体温は心ここ地ちよい。

　しかし──この幼さを残す可か憐れんな少女、ヤトノは人間などではなかった。

　単なる蛇の使い魔でもなければ、もちろん妹でもない。

　このヤトノは一ひと柱はしらの神だ。

　それも厄神と呼ばれる、最さい凶きよう最悪として知られる災厄の神。人間はもとより他の神々からさえ恐れられ、忌いまれているアンタッチャブルな存在だ。その存在の一部が顕けん現げんした分ぶん霊れいがヤトノであった。

　そんな存在にアヴェラは憑つかれている。

　原因はアヴェラであってアヴェラでない前世にある。別世界に生きた前世のアヴェラは、厄年にトラックにはねられ丑うし寅とら──いわゆる鬼き門もんの──方角に飛ばされ、そこに祀まつられていた厄神の石せき碑ひに激げき突とつして死んだのだ。

　そんな縁えんもあって、厄神の加護を得てこの世界に転生したのである。

　ヤトノはいろいろな事情もあるが、おまけで憑いてきたようなものだ。

「確か遺跡で言ってたよな、迷惑をかけないように力を使うとか。あれのどこがだ？」

「わたくしは配はい慮りよしましたよ。意図的にやった事でありませんし、誤差の範はん囲いです、誤差の範囲」

「おかげで、さっきまで動くのも辛いぐらいだったけどな」

　厄神の一部であるヤトノが力を振ふるえば、その反動として厄が生じる。

　ヤトノが厄神の力をアヴェラのために使用すれば因果応報、反動としてアヴェラにその厄が降りかかり苦しませるのだ。先さき程ほどの反動は最悪の二日酔い気分だったが、それでもまだマシな部類。もっと酷ひどい場合は気絶してしまったり、または指一本動かせない状態になる。

「なら追い払はらうだけでいいだろ、なんで完かん膚ぷなきまで倒すんだ」

「何な故ぜって、御兄様を傷つけたのですよ。その報いを与えるのは当然じゃないですか」

「なるほど報むくいか」

「いひゃい、いひゃいのです」

　苦しみを受けたアヴェラは、すべすべした両頰を摑つかんで引っ張り、報いを与えておいた。

　解放されたヤトノは両頰を押さえシクシクと──しかし、どこかわざとらしく──泣き、少し拗ねた様子をみせる。だが何にせよアヴェラの上に跨がったままなのは変わりがない。

　そして、不意に視線を上げ、緋色の瞳を虚こ空くうに彷徨さまよわせた。

「あっ、本体からの連れん絡らく……ふむふむ、なるほど」

「合格祝いの言葉でも来たか？」

「質問に対し質問で申し訳ありませんが、わたくしの本体がそのような事をすると思いますか」

「まさか、思わないな」

「はい、その通りです。とりあえず御兄様が冒険者になったという事で、指示が来ました」

　なぜに厄神がリアルタイムでアヴェラの状じよう況きようを把は握あくしているのか。原因はヤトノが分霊だからで、その見たこと聞いたことは、本体に筒つつ抜ぬけという事だ。もしかすると人間が異世界転生もののアニメでも眺ながめるような感覚で、厄神もアヴェラの生活を眺めて面おも白しろがっているのかもしれない。

「この都市近きん郊こうに隠かくされた宝を回収せよ、との事です」

「近郊と言っても、かなり広い。もう少し場所を絞しぼる事はできないのか？」

「それを探すのも役目ではないでしょうか。さあ、どうされますか？　引き受けますか、断りますか。本体はどちらでも良いと考えてますよ」

　真正面から顔を突き合わせ覗き込んでくるヤトノ。その緋色をした瞳の奥おく底そこに、別の何者かの存在を感じるのは気のせいだろうか。

　しかしアヴェラは、その瞳に映る自分の姿を見つめ自問自答した。

　冒険者になったのは、命いのち懸がけで冒険をするためではない。もっと気軽な理由で、せっかく剣けんと魔ま法ほうの存在するファンタジー的な世界に転生したので、冒険者をやってみようという軽い憧れだ。

　それなのに、厄神の求める宝を探すのは少々ハードルが高すぎる。

　この世界は危険で、人間は世界の覇は者しやではない。各地に凶きよう暴ぼうなモンスターが闊かつ歩ぽし、場所によっては即そく死しトラップさえある。激しい暑さや寒さといった自然の脅威に耐たえ、飢うえや渇かわきにも負けず、苦難危険を乗り越こえ隠された宝を探すなど、あまりにも無む謀ぼう。

　考えるまでもなく断るべきだろう。

　せっかく生まれ変わったのであれば、今度こそ楽に自由に幸せに生きたい。前世のあの人生とは違って──考えてしまうとダメだった。これまで極力思い出さぬようにしていた前世が蘇よみがえってしまう。それは不出来で何も得られず何も残せず潰ついえた一人の男の記き憶おくだ。




　世界には享きよう楽らくや嗜し虐ぎやくのため、我が子すら手にかける酷い親がいた。

　それでも、少なくとも家族を持っていた。一方で、その男はどれだけ頑がん張ばろうと、誰からも省みられず、相手にもされず独り。だからきっと、その男は酷い連中以下の存在だったのだろう。

　もちろん、その男だって最初からそんな人生になるとは思っていなかった。

　子供の頃は未来を信じ、いつかきっと素す晴ばらしい出会いがあって、心の底から震える嬉しい事があると信じていた。笑い合える仲間、信しん頼らいできる友人、心から愛せる人との出会いがあると無む邪じや気きに、そして何気なく考えていた。

　でも、その男の考えは実現しなかった。

　思い知らされたのは、いつ頃ごろからだったのか。

　社会は、努力しても努力しても上う手まくいかない場所だった。輝ける未来と思っていた世界は、嫌いやな事や辛い事ばかり。子供の頃よりも遥かに辛く、叱しかられ嘲ちよう笑しようされ馬鹿にされていた。

　けれど周りをみれば、皆がそうでない事は直ぐにわかった。

　人間には才能や能力、美び貌ぼうや体格、財産や地位や名めい誉よなど、他より優れた部分が何かしらある。それを一つないし幾いくつか持つ者がいる一方で、どれだけ渇かつ望ぼうしようと一つも持てない者がいる。その男がどちらだったかは明らかで、生きる事は自分が無価値と思い知らされる事と同意義だった。

　だから、その男は努力する事を諦あきらめ意い気き消しよう沈ちんし、嬉しいとも哀かなしいとも感じず、ただ惰だ性せいで虚むなしく流されるように生きていた。だから何も得られず、何も成し遂とげられず、何も残せず、誰からも省みられず終わった。

　車にはねられた瞬間ですら悔くやしさも感じず、ようやく辛いだけの生活が終わるのだと、目の前に迫せまる石碑の存在を空くう虚きよに見つめさえしていたのだ。




　そして、そんな男が死の先に至り無へと消えゆく最さい期ごの瞬間のこと、厄神がその心を見つけ拾い上げ、この世界へと送り込み誕生したのがアヴェラという自分だ。

　他の無数に存在する誰でもなく、唯ゆい一いつこの自分を選んでくれた厄神には感謝している。

　その厄神の頼たのみであるならば、自分は危険に挑むべきではなかろうか。

「いや……違う、そうじゃない」

　アヴェラは軽く目を閉じ頭かぶりを振った。

「そうじゃない」

　厄神のためではない。

　誰かの頼みで動いては、この新しい人生もダメになってしまう気がする。

　前世を省みると、自分は常に受け身でいた。良い事も素晴らしい事も、いずれ向こうから訪おとずれると待っていた。誰かに命じられ、自分から何かを摑もうとはせず、決まり事の中で流れに任せ生きていた。

　誰かの頼みではなく、自分がどうしたいかで決めなければいけない。

　そうでなければ、今の人生も、前の人生と同じ轍てつを踏ふんでしまう。

　むしろ、既に前と同じ轍を踏みつつあったのではないか。

　生まれ変わったとはいえど、心と記憶が同じであれば今の自分は前世の延長線上でしかない。知らず知らず、前世で染しみついた逃げの思考で動いていた。

　最期に感じた空虚さは死よりも恐ろしい。

　だから変わろうと思わねばならない。

　変わるべき時はいつなのか──いつなのかと考えるのではなく、今しかない。

　無理矢理にでも少しずつでも変わらなければならない。

　いまこの瞬間に。

「引き受けるよ」

　アヴェラは力強く笑った。

　これに対し、ヤトノの方は瞬まばたきを繰くり返す。

「あの……わたくしが言うのもなんですけど。あっさり引き受けてしまって、御兄様はそれでよろしいのです？　この辺りの探索地点には未み踏とう箇か所しよもあるのですよ」

「行くさ、行ってみせるさ」

「わたくしには、御兄様が何を考えているのか分かりません」

「ヤトノには分からないことさ」

「御兄様のいけず」

　口元を隠したヤトノは、アヴェラの胸を軽く叩くような真ま似ねをしてみせた。その同じ手でオインクをバラバラに──それも嬉き々きとして──していたのだが、今はひどく優しい。

「何事もワクワクして考えないとな。そうして思うと、試験に現れたオインクは面白いぞ。良いイベントじゃないか。感謝しておこう」

「なぜ嬉しそうなのか、わたくしは理解に苦しみます」

「物事を前向きに、楽しんで考えてみたんだ」

「はあ……まあいいです。ですけど、その件は事故と責任者は言っておりましたね」

「遺跡という場所だから、何が起こるか分からない。実際にそうだから仕方がないな。でも、不幸な事故を期待した連中がいそうだが」

　アヴェラが厄神の加護持ちという事は、ごく一部の関係者の間ではよく知られている。

　大半は災厄を恐れ、関かかわり合いを避さけようとする。だが、排はい除じよ排はい斥せきを願う者は少なからず存在し、中には実力行使に及およぶ者だっている。今回の不可解なオインク出現も、それに違いない。

　冷静に考えれば厄神を怒おこらせるだけと分かるだろうが、世の中は当たり前が通じない人間が数多い。それは前世も今世も変わらないという事だ。

「責任者は関わっていなさそうですね。だって死にそうな顔で土下座しておりましたもの」

「あんまり苛いじめないようにな」

「失礼な、私もそれぐらい配慮します。それはあの者が死んで魂たましいになってからです」

　ぷんっと頰を膨らませるヤトノは可愛らしいが、言ってる事は恐ろしい。

　アヴェラとしては責任者の冥めい福ふくを──まだ生きているが──祈いのっておくしかなかった。つまりそれは祈るだけで何もしないという事だが。

「どうせ犯人はわからないだろ、どうしようもないな」

「なるほど、わかりました。つまり怪あやしいところを片かたっ端ぱしから呪い殺せばよろしいのですね」

　自信満々で勢い込むヤトノを抱きしめながら引き寄せ、その背を宥なだめるように撫でておく。

「いや必要ない、むしろ放ほうっておこう」

「えーっ、つまらないです。呪いましょう、呪い殺しましょう」

「どうせ我が慢まんできなくなれば、向こうから正体を現すに決まってる」

　アヴェラは口角をあげ、嬉しそうな顔になっていた。

「それまで相手はイライラしながら過ごすんだ。その方が楽しいじゃないか」

「御兄様って心底邪じや悪あくですねぇ……そこが良いのですけど……」

　厄神であるヤトノはあきれ顔だ。

「ところで御兄様。お尋たずねしますが、御兄様はあの童と冒険がしたかったですか？」

　上うわ目め遣づかいのヤトノは、どうやらウィルオスがパーティに誘ってきた事を言っているようだ。

　アヴェラがパーティを組めば、当然だが下手な隠し事などできず、ヤトノの存在を明かすしかない。だが厄神と関わり合いを持ちたい者などいないので、その時点でパーティは解散。場合によっては排斥だってされかねない。

　その危険性を考えれば、アヴェラはソロで活動するしかないのだ。

「御兄様がソロでボッチなのは、わたくしが原因なのですね」

「言い方が失礼だな。確かに、それは否定はしないが……」

　アヴェラは少し考えてみる。

　たとえばウィルオスに、ヤトノの存在を打ち明けていたらどうなっただろうか。あの様子からすると、なんとなく受け入れて、秘密を共有してくれそうな気がする。

　しかし、その他の言動を考えると──。

「やめておこう、一瞬で周りにバレるな」

「なんですか？」

「普ふ段だんの言動は大事って事かな」

「はい……？　よく分かりませんが、御兄様の仰おつしやる事なら納なつ得とくします。納得してみせます」

「それにな、もっと大事なのは可愛いヤトノと一緒に居る事だよ」

　とたんに少女の姿をした存在は白い肌を朱しゆに染め、恥はじらいの仕草をみせた。

「御兄様っ……」

　潤うるんだ目で見つめ、今にも抱きついてきそうだ。

　だが、トイレにドヤドヤ他の者がやってきた。良いところを邪じや魔まされたヤトノは、瞳を縦に細長く変化させ不機嫌そうになる。見知らぬ誰かに呪いの言葉を呟くと、姿を白蛇へと変えアヴェラの服の中へと引っ込んでいく。

「さて、とりあえず家に帰ろうか」

　アヴェラは苦く笑しようしながら呟き、わざとらしく水を流し立ち上がるのであった。





◆　　　◆　　　◆






　養成所を出たアヴェラは、寄り道する事なく自宅に向かった。

　冒険者の大半は各地から探索都市へと集まった者たちで、都市が用意した寮りようや自分で借りた宿で暮らしている。冒険者生活が上手くいき資金を貯ためた者は住居を購こう入にゆうするが、それは限られた一部の者でしかない。

　だが、アヴェラの場合はこの都市に自宅がある。

　アヴェラ＝ゲ＝エイフス。

　その名が示すように家名持ちの家系で、都市では比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくな者が暮らす北西区に家がある。

　この探索都市アルストルは、多数の冒険者とそれを支える膨ぼう大だいな数の住民が暮らしている。その区画を大きく分ければ、上流階級の者が暮らす北や北西区域と、商人や職人の多い東区、そこに仕える者たちが暮らす南区。そして養成所や支援所など、冒険者用施設が密集する西区となっていた。

　アヴェラの自宅は北西区域の第二区画。

　ただし、その区画の中でも裕福と言いきれない辺りに家がある。つまりはそういう事で、一応は庭付きながら、こぢんまりとした家屋に小さめの納な屋やがある程度の自宅だ。

　そこで両親と共に暮らしている。

「只ただ今いま戻りました」

　言葉遣いを丁てい寧ねいめに改め、木製の重い玄げん関かんドアを開ける。

　奥おくでガタガタッと音が響き、大急ぎで顔を出すのは父親トレストと母親カカリアだ。実の親とはいえど、アヴェラにとっては前世の自分より遥はるかに若い相手となる。そのため素す直なおに甘えきれない気分もあるが、そんなどこか他人行ぎよう儀ぎな息むす子こに対し、両親は精せい一いつ杯ぱい親らしく接してくれている。

「よく戻ったな、息子よ」

　トレストは重々しい口調で頷いた。

　正七位といった位階を賜たまわった下級騎き士しで、この都市に幾つかある警備隊の一つを任された隊長だ。住居から分かるような末まつ端たん官かん吏りだが、仕事ぶりは真ま面じ目め。賄わい賂ろは受け取らず、犯罪者を果か敢かんに取り締しまり、上役には一目置かれ部下には信頼され、裏の界かい隈わいからは恐れられる人物だ。

　しかしアヴェラは知っていた。

　このトレストが息子に対して激げき甘あまだという事を。

　どうせ今日は息子の検定結果が気になって仕事が手に付かず、心配した部下に邪魔だからと、敬意を込めて自宅に送り届けられたに違いない。

「今日は冒険者の検定試験がありました」

「おっと、そうか。そうだったな。よろしい、報告があるなら書しよ斎さいで聞こうではないか」

　さも言われて気付いたような口ぶりだが、そもそも玄関まで飛んで来た様子で待ちかねていた事などバレバレだ。それでも一いつ生しよう懸けん命めいに威い厳げんを保とうとする父親の様子が何ともおかしかった。

　流石さすがに笑うのは失礼だと、思わず鼻の下に手をやり口元を隠したアヴェラだが、その行こう為いはどうやら両親を勘違いさせてしまったらしい。

　カカリアが目を見開き慌てた。

「あっ、もしかして……いいのよ、気にしなくていいのよ」

「ど、どうした？　はっ！　そ、そうか……」

「いいのよ。検定の結果なんて関係ないのよ。あなたさえ元気で楽しくしていてくれたら、お父さんもお母さんも満足なのよ。だから少しも気にする必要はないのよ」

「うむ、母さんの言う通りだ。何も気にする事などない。いいか、息子よ胸を張れ。お前のした努力はお前を裏切りはしない。そしてお前は、お前の望むとおり生きると良い。私たちはいつだって、それを全力で応おう援えんし、協力をするのだから」

　もう二人とも大慌て、アヴェラを慰めようと必死の態ていだ。

　──良い人たちだ。

　苦笑しながら感心してしまう。

　肉体年ねん齢れいに引っ張られ気分は若いアヴェラだが、一方で精神は前世を含め数十年を生きている。この年若い両親に対しては、どこか微笑ほほえましい気分が付きまとってしまう。

　ただし、これは馬鹿にしているからではない。

　むしろ絶大な信頼と親愛を感じているぐらいだ。

　幼少期に厄神の加護持ちと判明し、世界の安全のためと命を狙ねらわれた時のこと、この二人があらゆる手を尽つくし全力で抗あらがい、絶対権けん威いとされる神しん殿でんにすら殴なぐり込み、全力で守ろうとしてくれた事を知っているのだから。

　それからも、二人はずっと惜おしみない愛を注いでくれている。

　家族の温かさや無私の愛、そんなものを教えてくれた大切な存在なのだ。

「とりあえず、報告は父さんの書斎でするので落ち着いて。深呼吸しましょうか」

　どちらが年上か分からない口調で両親の背を押し書斎に移動。さして広くもない建物なので、直ぐに狭せまい書斎に到とう着ちやくする。扉とびらを開けると少し埃ほこり臭くささがあるのは、少し前まで物置部屋として使われていたからだった。

　以前は居間で書類仕事をしていたトレストだが、あまりに資料を広げすぎて部屋が片付かなくなり、それで怒ったカカリアの決定で、急きゆう遽きよ納屋を書斎にしてもらえたというわけだ。

　壁かべの一部に小さな穴が開き、隙すき間ま風さえある狭く暗い部屋だ。それでもトレストにとって憧れの書斎という事で、何かとせっせと手を入れ改装している。

　いそいそと書斎の椅い子す──予算がないので背もたれすらない──に座るトレストと、その横に控えたカカリアは固唾を吞んでアヴェラの言葉を待ち構えている。

「検定結果なのですが。実はこれがいろいろありまして……」

　えへん、えへんと勿体ぶった咳せき払ばらいをするたび、身を乗り出す両親が何とも可愛らしい。

　しかし、あっさりヤトノが告げてしまった。

「御兄様は合格されました」

　白蛇がアヴェラの襟えり元もとから姿を現すと、するすると這って軽く跳はね、少女へと姿を変える。

　もちろんトレストとカカリアは、ヤトノの正体が恐ろしい厄神の分霊と知っているが、その目的がアヴェラを見守るためと聞けば、究極の親おや馬ば鹿かを発揮し、即そく座ざに家族として受け入れていた。周囲には孤こ児じを引き取り養女にしていると説明し、ヤトノはここで一緒に生活をしているのだ。

　こうした点も両親を信頼する理由の一つである。

「ヤトノ、人の台詞を取らないで欲しいな」

「あら、そうでした？　ちっとも仰らないので、口にしにくいのかと思いました」

　ぶすっとしたアヴェラが睨むと、ヤトノは白い衣ころもの長い袖で顔を軽く隠し、けれど舌を出してみせた。アヴェラを最優先対象としていても、このトレストとカカリアも、ヤトノにとってお気に入りの存在なのだ。

　そして横では両親が快かい哉さいの声をあげていた。

「そうか、合格したか！」

「やっぱり合格してましたね！」

　お互いの手を合わせ顔を突き合わせ、今にも踊おどりだしそうな様子だ。

「今日はお祝いですよ、アヴェラの好きなものをつくりましょう。あなた、あなたもお酒を飲まれてはどうですか」

「いや待て。私の酒などより、アヴェラに良いものを食べさせてやってくれ」

「大丈夫ですよ、ちゃんと用意してありますから。お飲みなさいよ」

「そ、そうか。それなら貰もらってしまおうか、めでたい日だからな」

　もはやアヴェラそっちのけで大喜び状態の両親に呆あきれてしまい──というよりも気き恥はずかしくて見ていられず──ヤトノを連れて、そそくさと書斎を抜けだした。




　庭に出たアヴェラは小さな溜ため息いきを一つ。

「あの二人、喜びすぎだと思わないか？」

「いいえ、全く少しも思いません。あれぐらいが当然なのです。なんでしたら、わたくしも喜びの歌でも歌って差し上げましょう。聞きたいですか、聞きたいですよね」

「それは絶対に止やめような」

　以前興が乗ったヤトノが歌ってみせたが、そこは流石に厄神の分霊。たちどころに突とつ風ぷうが吹ふき荒すさび天は曇くもり雷らい鳴めいが鳴り響き、市内各所に被ひ害がいが生じてしまったのだ。

　それと同じ悲劇を繰り返す気はないが、アヴェラが止める理由は他にもあった。

「ここでヤトノが歌ったら、うちの畑に被害が出るだろ。やるなら他でやってくれ」

「御兄様ときましたら……確かにここは大切な畑ですけど……」

　畑は庭を限界まで開かい墾こんした自家菜園、エイフス家の重要な食しよく糧りよう供給源となる場所だ。

　自分や家族以外なら被害が出ようと関係ないと、暗に断言した言葉にヤトノは呆れつつ、やはりアヴェラこそが真の邪悪に違いないと感心しきっている。

　そうとは知らぬアヴェラは畑を見回り満足げに頷いた。

「今日も育ち良し、これなら実りが期待できそうだ」

「当然ですよ。御兄様のため、ここらの土地神に豊ほう穣じようを命じておきましたもの。これで育ちが悪かったら、連中の首をすげ替かえてやるところです」

「そういうのいいから。むしろ、土地神様にはしっかりお礼を言っておいて欲しいな」

「御兄様はお優しいこと。ええ、しっかり念入りに礼を言って、またお願いしておきましょう」

　きっと、その土地神にとってはヤトノと遭そう遇ぐうしない事が、一番ありがたいに違いない。だが、そんな事は少しも気付かぬアヴェラは、井い戸ど水みずを桶おけでくみ上げ傍かたわらの木箱に注いだ。

　木箱には竹に似た植物を半割りにした管が繫がれ、そこを水が流れ畑全体へと供給される仕組みとなっている。これはカカリアが桶を担かつぎ水を運ぶ姿に奮起して、アヴェラが試行錯さく誤ごを繰り返し作り上げた給水設備だ。

　前世の知識を応用したが、もちろん知識チートなどとおこがましい代しろ物ものではない。精々ちょっとした工く夫ふう程度。この世界でも探せば、きっとどこかに似たものがあるだろう。

　知識チートなんてものは、現実的に考えればかなり難しい。

　たとえば手て押おしポンプなんて代物は便利かもしれないが、ネットの百科事典を驚きよう異い的記き憶おく力りよくで暗記して動作原理を知っていたとしても、現実で再現できるかは別の話となる。

　ピストン部のサイズも分からなければ、本体となる金属の厚さも分からない。トライ＆エラーで試行錯誤する資材も資金もなければ、未知の構造を曖あい昧まいな説明だけで理解し即座に完成品を作ってくれる天才鍛か冶じ師の知り合いもいない。

　アヴェラにできる事は、せいぜい日常の細々した事を多少便利にする程度だ。

　それでも管を流れる水を見ると、ちょっとだけ得意な気分になれる。

　続いて辺りの雑草を熊くま手でのような道具を使い、手早く搔かき取っていく。

　畑仕事は雑草との戦いだ。

　これを放置すれば水分も養分も奪うばわれ、作物の育ちが悪くなってしまう。だから小まめに雑草を取らねばならないが、その為ために丁度良い道具がなかなかない。

　自作するしかないものの、言うは易やすく行うは難かたし。

　小さな熊手のような道具をつくりあげる事さえ苦労の連続だった。通常はくず鉄として売られる余った鉄を集めるところから始まり、金かな槌づちで叩いて曲げたものを束ねて紐で縛り、鉄板を巻いて締め付ける。それさえも、何度も失敗してつくりあげたのだ。

　自分で作り上げた道具を使い、せっせと草取りをしていくと、何となく達成感がある。

「お疲つかれ様です」

　手を止めると、ヤトノが絶ぜつ妙みようのタイミングで差し出すタオルで額の汗を拭ぬぐった。

　長時間しゃがみ込んでいたせいで膝や腰こしが痛い。ただ前世の記憶にあるような腰よう痛つうといったものとは違い、この新しい人生の若さというものが嬉しかった。さらにヤトノが腰や背中を擦さすってくれる感かん触しよくがあると、尚なおのこと心地よく嬉しくなってしまう。

「そろそろ、あの二人も落ち着いたころかな？」

「料理を始めた気配もありますね、もうよろしいのではないでしょうか。ところで御兄様、実のご両親をそのように呼ぶのはどうかと思いますが」

「分かってるよ」

　アヴェラはしみじみ頷いた。

　前世の両親とは早くに死に別れ、おかげで世の中には無条件に愛し守ってくれる者が存在しない事は思い知らされている。だから親のありがたみは、よく分かっていた。

　ただ問題は、甘え方が分からないのである。





◆　　　◆　　　◆






「これより説明を開始する」

　大講堂で、昨日の試験官が一方的な口調で話しだした。

「まず最初に言っておこう、合格おめでとう。僕ぼくは今年合格した冒険者諸君に、ガイダンスを行うよう命じられた、運の悪い教官のケイレブだ」

　なりたて新米冒険者たちは、これからの冒険を想像し、期待と興奮で落ち着かない。そわそわしながら目を輝かせ、前のめりとなって話を聞いている。

　その様子にケイレブは薄うすく笑った。

「今後も関わりがあるだろう。だから、少しだけ自己紹しよう介かいしておこう。僕が魔ま術じゆつ師しとは誰も思わないだろうが、見ての通りに戦士系となる。これでも一応は上級冒険者の端くれでね、教官として後こう輩はい冒険者諸君への指導などを行っている。何か困った事があれば相談してくれて構わないが、くだらない用事は勘弁して欲しいね。時々講義なんてものを、命じられてやっている。暇ひまだったら顔でも出すといいだろう。もちろん他の教官も同じだが、講義を行う際は掲示板で知らせる」

　一気に言ったのは、きっと自己紹介が面倒だったからに違いない。

　ケイレブは眼光鋭く、ただ者ではない雰囲気を醸かもしだしている。

　三十代前半の若さに見えるが、前世の同年代と比べては失礼なほど堂々として、ある種の覚かく悟ごのようなものが感じられた。まるで一流アスリートのような雰囲気が漂ただよい、流石は数少ない上級冒険者といったところだ。

　実際、新米冒険者たちがケイレブを見る目は、憧れのスターに対するものだ。その一挙手一投足を食い入るように見つめ注目している。

「さてガイダンスだ。そう、ガイダンスをせねばならない」

　ケイレブは自分の頭をガリガリと搔いた。

「君たちは検定に合格した事で、最低限冒険者として認められるようになった。探索地点であるフィールドへの立ち入りは自由になり、それから大図書館が開放される。武器防具も自分の好みで選べるようになり、今はまだ低ランクでもクエストを受注し、多少ではあるが稼かせぐ事もできるだろう。これこそが輝かしい冒険者生活の第一歩だ」

　室内の百人近い者たちは、これから訪れるであろう明るい未来に思いを馳はせ、期待と希望を抱きつつ、それを体現した存在である上級冒険者ケイレブを憧れの目で見ている。

　けれど──。

「そんな希望は捨ててしまえ」

　ケイレブは口の片かた端はしを上げ笑った。

　皮肉を言うように、小馬鹿にするように。居並ぶ者たちに声を投げかける。

「一年後には、ここにいる半分しか残らない。冒険者という生き方は極きわめて過か酷こくなのだよ、それも君らの想像よりも遥かにね。モンスターから受けた傷で死ぬかもしれず、生きたまま喰くわれる事もある。クエスト依い頼らい人にんに騙だまされるかもしれず、口くち封ふうじで殺される事もある。報ほう酬しゆうを巡めぐり信じた仲間に裏切られるかもしれず、同じ冒険者に襲われる事もある。そこらの罠わなであっさり死ぬかもしれず、道に迷い食糧が尽き、飢えと渇きで儚はかなく死ぬ事もある」

　最初はざわついた大講堂だったが、ケイレブの言葉が続くに従い静まり返っていく。その力強い言葉には、現実を見て体験して過酷さを味わってきた者ならではの説得力があったのだ。

「仮に生き延び冒険者を続けたとして、待ち受ける運命もまた過酷だ。仲間の死に心折れる事もあれば、クエストに失敗し借金を背負う事もある。病やまいに倒れ稼げなくなる事もあれば、年老いて稼げなくなる事もある。成功できる者はごく僅わずか、残りの者は貧しいまま生き続けねばならない。もしかすると、さっき言ったような死に方の方がマシと思う日が来るかもしれないね。途と中ちゆうで諦め他の職を探す者は賢かしこいが、もっと賢ければ今のうちに冒険者を止めるべきだろう。これから先、君らは自らの判断で自らの人生に責任を持ち生きていかねばならない」

　完全に大講堂の中は静まり返り、咳せきの一つ身み動じろぎの衣きぬ擦ずれの音一つしない。

　多くの者が現実を突きつけられ不安になり、来きたるべき未来に気付いてしまい、恐れを抱いているのだろう。それはアヴェラも同じだった、自分のため前に進む事を決意したとはいえ、現実としての冒険は思い描けていなかったのだ。

　どちらかと言えば、物事が都合よく運ぶような甘い想像をしてもいた。

　ふとケイレブが視線を僅かに動かすのだが、アヴェラは自分が見られていると感じた。

「できれば、ここで早めに決断して欲しいものだね。これだけの人数を相手にするのは面倒で大変なのだよ。君らに死なれると都市としても処理が面倒なんだ。ああ、死体処理の事ではないよ。死体など残らない場合ばかりで、我々も回収する気などないからね。つまり、遺族にお悔くやみの手紙を書くのが面倒という事だよ。だから早めに辞めてくれた方が心底楽ってものだ」

　眼力による圧あつ迫ぱく。

　言葉と共に、早く辞めてしまえと命じているかのようだ。

「確かに成功した冒険者は存在する。こう言ってはなんだが、僕もその一人だから事実だよ。そうした者は名誉や富を得て、他の者から憧れを受け尊敬されるかもしれない。だが、それは極めて一部でしかない。はっきり言っておこうか。ここに居る大半が、日々の暮らしに精一杯なまま人生を終える。十年後には疲れきった身体で安宿に戻り、僅かに得た報酬で安酒を飲み、こんな筈はずじゃなかったと愚ぐ痴ちを零こぼし、栄光を摑んだ冒険者を羨うらやみ妬ねたみ、そして人知れず消えていくだろう。それが君らの憧れる冒険者という存在の実態だよ、分かったかな」

　その言葉にアヴェラは歯を嚙みしめ、ケイレブを睨み返した。

　いま言われた事は、生きる世界こそ違えども、まさに前世の自分──どう足あ搔がいても上手くいかず、途中から足搔くことすら諦め、薄い絶望と共に終わった人生──を示しているように思えたのだ。そして。その人生を揶や揄ゆされ馬鹿にされたように感じたのだ。

　視線の攻こう防ぼうをしばし続けると、ニヤリと笑ったケイレブが先に視線を逸そらした。

　その時には、アヴェラの額には汗が浮うかび、軽く呼吸を乱しさえしていた。

「それでも冒険者をやりたいと考える愚おろか者もいるだろう。だから僕は教えてやらねばならない。ある程度の成功を摑むためには、どれだけの実力が必要なのかという事を」

　大講堂の中に、ケイレブの力強い言葉が響き渡る。

「これは強制ではないが、覚悟のできた者は戦闘可能な状態で広場に集まるように」

　ケイレブは口の両りよう端たんを上げ獰どう猛もうな笑いを見せるのだが、新米冒険者たちの中には、顔すら上げられない者が確かに何人も存在していた。




　グラウンドに集合した人数は明らかに減っていた。

　先程の説明を聞き冒険者になる事を諦めたのだろうか。それとも強制ではないため単に来なかっただけなのか。なんにせよ、アヴェラの見たところ大講堂にいた半分程度だった。

　その残った中にウィルオスを見かけるが声は掛かけないでおく。

　パーティを断った後という事もあるが、何よりこれから始まる事に集中したかったからだ。

　ケイレブがやってくる。残念そうに肩を竦すくめ、手にしていた棒で肩を叩いた。

「なんだ、思ったより集まっているね。どうやら今年は賢くない者が多いらしい」

　使い込まれたハードレザーの服に古びた外がい套とう。これなら街の兵士の方が立派な装備だろう。しかし、誰もそれを侮あなどる事はなかった。大講堂で見た時よりも一回り大きくなったような印象があって、存在感というものが全く違う。そこに立っているだけで威い圧あつ感かんを覚える程だ。

　間違いなくケイレブは強い。

「では現実を教えてあげよう。手加減はする、好きにかかって来るといい」

　ケイレブは数十人に及ぶ相手に対し、片手で差し招くように合図をしてみせた。

　もちろん、だからといって誰も直ぐには動かない。隣や近くの者と顔を見合わせ、戸と惑まどい躊躇しながら他の様子を窺うかがい、牽けん制せいし合うばかり。だから──アヴェラは地を蹴けって前に出た。

　変わると決めたのであれば実じつ践せんせねばならない。前世の自分であれば、こんな時は傍ぼう観かんしたまま何もしなかっただろう。それであれば、ここは前向き且かつ積極的に行動するべきだった。

　尖せん塔とうや幾つかの建物が囲む広場の中、アヴェラは他の新米冒険者たちを置いて一人飛び出す。

「せいりゃぁっ！」

　気合いと共に、あえて真っ向から斬きり込む。

　どうせ相手は上位ランクの冒険者、絶対に勝てる相手ではないのだから遠えん慮りよなどしない。持てる力の全すべてを込め剣を振るえば、その鋭さと速さには周りから驚おどろきの声があがった。

　だが、ケイレブは軽く笑い僅かな動きで回かい避ひ。その体勢が沈しずむ。

　視認できたのはそこまで、何か来ると感じ剣で防ぼう御ぎよした瞬間、強く激しい衝しよう撃げきを受けていた。何が何だか分からないまま、気付くと地面に転がっており、手加減はされたはずだが、全身に痺しびれるような痛みが響いている。

　自分がそれなりに強いと思っていただけに、驚きとショックが大きい。

　しかも、反射的に防ごうとした剣が折れていた。

「くっ、やられたのか……」

　身を起こすにも苦労する痛みがはしり、何とか顔を上げる。目の前では新米冒険者の何人かが、ケイレブに対し一いつ斉せいに攻こう撃げきするところだった。

　アヴェラの襟元から、白蛇状態のヤトノがにょろっと顔を出す。

「御兄様、大丈夫ですか。痛みはどうですか」

「実は息をするのも辛い」
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「しゃーっ！　あの男め手加減が足りません、呪い殺してやります！」

「でも大丈夫だ」

　喋しやべれる程度には回復しているが、まだ少し動くだけで激痛がはしる。

　帰る前に購こう買ばいでポーションでも買って飲んでおくべきだろう。そうでないと、家で両親が大騒ぎして心配するのは間違いないのだから。

　ケイレブがまた一人を打ち倒し悶もん絶ぜつさせた。その瞬間、黒髪を後ろで束ねた少女が不意をついて背後から攻撃を仕し掛かけている。なかなかの素す早ばやさで、それこそ影かげから現れるような素早さだ。

　タイミングとしては絶妙だったが、運悪く足元に転がっていた何か──恐らくは、アヴェラの剣の折れた部分──を踏んづけ、足を僅かに滑すべらせてしまう。しかし、仮に足を滑らせなかったとしても、ケイレブには通用しなかっただろう。なにせケイレブは見向きもせず、少女の攻撃を回避しただけでなく、棒を振るい的確な攻撃を加えたのだから。

　少女は背中を打たれ、そのままつんのめったかと思うと盛せい大だいに転び、両手を投げ出してばったり倒れた。顔面から地面に突っ込み、流石のケイレブもそれには少し申し訳なさそうな様子だった。

「あんな子、いたっけ？」

「気になりますか。なるほど胸も大きく、御兄様はああいうのも好みですか。ふむふむ」

「何を言ってるんだ……おっ、あっちのエルフ凄いな」

　金色の髪をした小柄なエルフの少女が、その体格に対し大きすぎる訓練用の剣を軽々と振るっていた。しかも、恐ろしい勢いでケイレブと斬り結んでさえいる。まともに一合二合と打ち合うのは、恐らくこの戦いが始まって初めてかもしれない。

　それでも、その猛もう攻こうをただの棒で払うケイレブの技量は相当なものだろう。

「ものっそいのう！　よかろう、我は全力でいかせて貰うのじゃって！」

「御兄様、あれヤバい子です。近づかないでください」

　少女は嬉しそうに叫さけび剣を振り回し攻撃を繰り出すが、とてもエルフのする事には思えなかった。ヤトノもどん引きするぐらいだが、ケイレブは呆れ気味に付き合っている雰囲気があった。

　しかも、そこにはまだ余よ裕ゆうがある。

　横から斬りかかったウィルオスの攻撃など、いとも容易たやすく対処しているぐらいだ。胸に棒の一いち撃げきを貰い、ウィルオスは悲鳴をあげ噓うそみたいに吹っ飛んでいった。

　どうやら男女で手加減の違いがあるらしく、ごろごろ転がりバタッと倒れている。痙けい攣れんしているように見えるが、本当なのか演技なのか分からないところがある。

　何にせよケイレブは少しも気にしていない様子だった。

「あれは凄いな」

「よく飛んで転びましたね。なかなか面白い」

「そうじゃない。ケイレブ教官の方だ」

「ああ、そちらでしたか」

　痛みが治まるのを待つ間、アヴェラはケイレブを眺めている。

　上級冒険者の戦いぶりなど、そうそう見る機会はない。これから講義をしてくれる時もあるらしいが、しかしこんな多対一の戦闘状況ではないはずだ。

　同じように見つめる者は多い。

　だが、アヴェラのように戦いぶりを観察するのではなさそうだ。他の新米冒険者たちは、もう完全に腰が引け遠巻きに見ているぐらいだ。きっと厳しい現実を思い知らされているのだろう。

「よし、そろそろ動けるな」

　アヴェラは身体を動かす。まだ痛みはあるが、しかし動けないほどではない。全くの自己満足かもしれないが、この痛みを堪こらえ動こうとすれば、自分が変わろうとしていると思わせてくれる。

「無理なさらず。まだ休まれた方がよろしいのです」

「構わない、むしろこの痛みが気持ちいいんだ」

「そんな……御兄様は、そっち趣しゆ味みです？」

「うるさいな、そんなわけないだろ」

　アヴェラは無理して立ち上がった。

　周りを見れば、新米冒険者には大きく分けて二種類あった。武器を手にケイレブに挑む者と、躊躇したまま動けない者。前世のアヴェラがどちらだったかは言うまでもなく、動けない者たちがこれから先どうなるかも、やはり言うまでもないだろう。

　この横腹に感じる痺れるような痛みこそ、前へと進む第一歩と思える。

　痛みに顔をしかめつつ、けれどアヴェラは晴れ晴れした気分であった。半ばから折れた訓練用の剣を握にぎりしめ、痛みにふらつきそうな足をしっかり踏ん張る。

　ヤトノは渋しぶ々しぶと引っ込んでいく。

「はあ……まったく。御兄様は仕方ないですね。分かりました頑張って下さい、ヤトノは御兄様を常に見ております」

「ああ、見ててくれ」

　アヴェラは剣を引っ提さげ再度走った。

　途中倒たおれ伏ふしたままの者を飛び越え、まっすぐ疾しつ走そう。小柄な少女の相手をするケイレブへ斬りつけた。しかし半歩の動きで躱かわされ、棒が振るわれた。肩に衝撃、バランスを崩くずし倒れて転がる。

　かなり痛いが、明らかに先程より打だ撃げきは弱かった。

　どうやら手加減の上に手加減をされたらしい。

　勘違いかもしれないが、もしかしたらまた掛かってこいという事なのかもしれない。

　顔を起こしたところで、気付けば側に来ていたウィルオスが声をかけてきた。

「よう相棒、起きられるか？」

「手を貸してくれたらなんとか」

「よしきた、任せとけ」

　二人して立ち上がるのだが、お互いふらふら状態だ。

　それでも剣を構えれば、完全に傍ぼう観かん者しやとなった連中は何をやっているのかと見つめてくる。そのなかには呆れた様子もあれば、馬鹿じゃないかと笑う様子もある。

　──あれでは駄だ目めなんだ。

　アヴェラは両足に力を入れ、しっかりと背筋を伸ばした。

　今ここでケイレブに挑む事は無意味かもしれない。しかし、無意味だからこそ挑む価値がある。挑むからこそ生きている価値があるはず。人は簡単には変われないが、変わる努力は簡単にできる。

「あの子を中心、右に行くから左を頼む」

「任せとけって。エルフっ娘この援えん護ごなら全力でいくぜ」

　合図もなしに動きだし、小柄なエルフ少女の相手をするケイレブに向かう。

　気付いたケイレブが意外さと軽い感心を顔に覗かせ、僅かな笑えみを浮かべた。しかし余裕は少しも崩していない。確かにアヴェラの攻撃など意に介かいさない強さがあるだろう。

　だが、ほんの僅かでも注意を引ければ良かった。たとえば──黒髪の少女が、倒れたまま剣を投げる隙すきをつくるとか。

　飛んでくる剣を反射的に避けたケイレブに初めて動どう揺ようが表れた。空中にある身体へと、エルフの少女が剣を捨て飛びつき動きを封ふうじたのだ。

「むっ！」

　そこに左右からアヴェラとウィルオスが襲い掛かり、容よう赦しやなく叩き付けるように剣を振るう。絶対に避けられない状態でありながら、しかしケイレブは獰猛に笑った。

「惜しいかな、まだ届かせんよ」

　片手で振るった棒の先は、両側から迫る剣の刃やいばを軽く打ち、たったそれだけで軌き道どうを逸らしてみせた。そのままアヴェラとウィルオスの背中を打ち据すえ、しがみつくエルフを片手で引き剝はがすと放り捨てるように投げ黒髪の少女にぶつける。

　それだけの事を一瞬の間にやってのけ、四人がバタバタと倒れた。

「ほうっ、まだ動く気力があるのか」

　ケイレブが感心したように呟くのは、立ち上がるアヴェラの姿を確認したからだ。

「よろしい来なさい」

　小声でヤトノが制止しているようだが関係ない。アヴェラは再び剣を構えてみせた。

　その理由は先程までの、変わりたいという気持ちと少し違っており、上手くは言えないが……もっとケイレブに挑んでみたい気持ちが込み上がっていた。

　自分がどこまでできて、どこまで耐えられて、どこが限界なのか確かめてみたい。

　目の前にいる凄い人間の領域に、いつか自分も達してみたい気持ちもある。絶対に敵かなわない相手だからこそ、思いっきり馬鹿みたいに挑んでみたい時だってある。

　それから三度立ち上がって三度ともあっさり倒された。

「まだ来られるかな？」

　倒れたアヴェラに向けられる言葉には、苦笑の色がある。

　見下しているわけでも、馬鹿にしているわけでもない。汗一つかいていないケイレブには、アヴェラという存在を認め称しよう揚ようするものがあった。

　だから、アヴェラは嬉しかった。

　かつて取るに足らなかった自分が、今ここで誰もが認める一流の者に認められているのだ。嬉しくて、泣きそうなぐらい最高だ。

　頰を地面から引き剝がした。

　横に転がり肘ひじをつき上体を起こすと、膝に手をつき緩かん慢まんでも立ち上がってみせた。厄神の加護のおかげか、アヴェラは人よりも耐たい久きゆう力りよくが高い。だが、今の動きは気合いによるところが大きい。

「よろしい、構えなさい。これは君の健けん闘とうに対する僕からの贈おくり物だ」

　のろりと剣を構え握りしめた瞬間、ドンッと響く踏み込みでケイレブが迫った。

　これまでと比ひ較かくにならない衝撃が襲い、構えた剣は完全に打ち砕くだかれた。その一撃はあのオインクの攻撃を軽く上回っている。ふっ飛ばされた浮ふ遊ゆう感の中で、アヴェラの意識は途と切ぎれた。
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　冒険者に負傷はつきもの。

　そのため冒険者を支援する探索都市アルストルは、治ち療りよう専門の施設が充じゆう実じつしている。回復魔法の使い手のみならず、薬くす師しや薬草師など治療に携たずさわる者が幅はば広ひろく活かつ躍やくしていた。

　アヴェラが運び込まれた治療所は、個室はゆったり広めで、白を基調とした塗ぬり壁の明るい内装となっていた。窓では薄いレースのカーテンが穏おだやかな風になびき、どこからか薬草を蒸むすような微び香こうが漂ってくる。

「流石にフォローできません」

　ヤトノは緋色の瞳の目を細め、恐こわいぐらい鋭く睨む。

「御兄様の無茶は相当なものかと思います。あまりの無謀ぶりに、むしろ感心さえいたしました」

「もしかして怒ってるのか？」

「怒ってません、呆れてるだけなんです。もっと、ご自分の身体を大事にして下さい」

「そうか、悪い。心配させた」

　複数あるベッドの一つに腰こし掛かけるアヴェラは、隣に並ぶヤトノの頭に手を載のせた。

　アルストルの治療所は有能で、今やケイレブ教官との戦いで負ったダメージは、軽い痛みしか残らない程度だ。むしろ小柄なヤトノが向ける視線の方が痛いぐらいだった。

　その不機嫌さを有う耶や無む耶やにしてやろうと、黒髪をかき混ぜるように撫でてやる。

「もうっ、駄目です。やめてください」

　ヤトノは頰を膨らませ、アヴェラの袖を摑んだ。

　それは動きを止めるためにも見えるが、同時に離はなさないためにも思える。実際のところ、その両方の意図かもしれない。そのまま大事そうに引き寄せ、胸の前に抱きしめてしまったのだから。

「それで、いかがでしたか。戦ってみた感想は」

「なんだかワクワクして、凄く楽しかったな」

「はあ……まったく子供みたいなことを。ですが、御兄様がそう思われたのでしたら、よろしかったです。見ているわたくしは、御兄様がどうなるかハラハラしっぱなしでしたけど」

「しっかり手加減されていただろ」

「いいえ。あれは完全に本気でした。はっ！　まさかあの男……御兄様に害をなす者どもの仲間やもしれません。そうです、きっとそうですね。どうしてくれましょうか」

　ヤトノの目が据わり、ここにいないケイレブを今にも呪い殺しそうな顔となる。

「そんなわけないだろう。もし敵だったなら、今いま頃ごろここで会話なんてしてられないさ」

「その通りだね」

　力強い声が響いた。

　同時に入り口のドアが開き、あの古びた外套姿のケイレブが姿を現した。

「おっと、これでは盗ぬすみ聞いていたように思われそうだね。しかし、廊ろう下かまで声が聞こえていたのだよ。そういう事で気にしないでくれるかな」

　ケイレブは、すたすたやって来るとアヴェラの顔を覗き込んだ。少し埃っぽい土系統の臭いがする。それは不快ではなく、むしろ安心感や安あん堵ど感かんのある臭いだった。

「どうやら元気そうだ、感心感心」

「はあ、どうも」

「そのままでいい。回復魔法を受けた後ってものは、疲ひ労ろうが増すものだからね」

　ベッドの脇わきに椅子を持って来ると、どっかり座った。

　それを見たヤトノは顔をしかめ、長い袖を振り、追い払うような仕草をした。さらに緋色の瞳で強く睨み付けるが、その鋭さときたらアヴェラに向けていたものの比どころではない。

「御兄様を痛めつけた罪深き者めが。その身が朽くちるまで呪い続け、死して魂となった後も永えい劫ごうに苦しめてやりましょうか」

「止よさないか、ヤトノ」

　むしろアヴェラの方が慌ててしまう。

　ヤトノが厄神の一部である事を知られるのはマズい。

　白蛇状態で姿を見せないか、または可愛らしい少女の姿で過ごしていれば、誰もヤトノの存在や正体に気付きもしないだろう。けれど、今のように怒りと共に尋じん常じようならざる気配を放っていると、明らかに危険な存在と分かってしまう。

　特に相手は上級冒険者だ。

　だが、ケイレブは軽く眉まゆをひそめた程度だった。

「やれやれ厄神の気配ってものは、なかなかに肝きもが冷える。次からは何か対策をしておこう」

「もしかして……ヤトノの事をご存じですか」

　意外な相手に予想外の事を知られていたので、アヴェラは驚いた。

　思わず身体を動かすと、まだ残っていた痛みに顔をしかめる事になってしまう。途端にヤトノが反応し、寸前までの怒りは何ど処こへやら心配そうな様子を見せだしている。

　ケイレブは苦笑した。何やら楽しそうだ。

「昔にいろいろとね。その関係もあって、何かあった場合に君を手助けするよう指示されているのだよ。言わば護衛のような感じだが、普段は見守るだけだがね」

　ヤトノは形の良い眉を軽く上げた。

「なるほど、なるほど。それでは、その護衛すべき立場の者が、どうして御兄様が寝ね込こんでしまうような事をしたのですか。それを教えて頂きましょうか」

「その点については、あれだね。手加減するつもりが興が乗ったのだよ。面めん目ぼくない」

「この落とし前を、どう付けるのか。教えて頂きたいのですが」

　ヤトノは不機嫌そうに文句を言った。

　先程よりは落ち着き、呪い殺すような怒りは収まった様子に見える。だがアヴェラは知っている。それは完全には収まっておらず、何かあれば即座に燃え上がるのだと。

　人と同じ情動をみせているヤトノだが、実際はそのように振る舞まっているだけでしかない。

　ヤトノの本質は間違いなく神であって、生き物に対する考えや感覚は、人が蟻ありという生き物に対するそれと大差ない。根本的な思考が違うため、どのタイミングで怒り何をするか分からない部分が少なからずあるのだ。

　ただ、ありがたい事にアヴェラだけは別格に扱あつかってくれている。

「もういいさ、構わない」

　アヴェラは再びヤトノの頭に手をやって宥めた。

「こちらが挑んだ事だし、それに勉強にもなった」

「御兄様は本当にお優しいこと」

　ヤトノは少し拗ね気味に、つんっとそっぽを向いた。

　これでケイレブに対する怒りを収めたのかは不明だが、ひとまずは大丈夫だろう。

「はははっ、この部屋の使用料は僕が持とう。それで勘弁してくれ」

「回復魔法の使用料も込みです？」

「もちろんだよ、それぐらいは当然だよ」

「それなら下位の回復魔法でなくって、中位か上位でお願いしたかったです」

　さらっと強ゆ請するアヴェラにヤトノが感心している。

　回復魔法にも階級があって下位であれば、効果はそれ相応ながら、さして高くはない。これが中位になると格段に高くなる。

　だから経済的な面も含め、パーティを組む場合に、回復魔法が使える人材の確保は最優先とされている。性格や能力に難があったとしても、回復魔法さえ使えれば引く手あまた。

　慈じ愛あいや癒いやし系の加護を授さずかっているとなれば、養成所の入学と同時に唾つばが付けられ、青田買いされてしまうぐらいなのだ。

「流石にそれは勘弁してくれ。僕は結けつ婚こんして小こ遣づかい制なんだよ。さて、それはそれとして」

　ケイレブは情けない顔をしたが、咳払いをすると居ずまいを正し、椅子の上で背筋を伸ばす。

「改めて合格おめでとう、君は検定試験の裏検定に合格した」

「検定試験の……裏ですか？」

「その通り、あれもまた試験だったのさ。あの場所に来なかった連中は当然として、ただ見ていた連中も不合格さ。もちろん合格せずとも冒険者として活動はできるけどね。彼かれらは僕が説明で言ったように、日々の暮らしに精一杯なまま終わるだろう」

「あの説明は、少し酷いと思いました」

　アヴェラは前世の自分の怨うらみを込めて睨んだ。

「誰だって、好き好んでそんな生活をしたいわけじゃない。必死に頑張って、それでも上手くいかず苦しむ人だっていますよ」

「くだらないね。本気で何かに打ち込めば、必ず何かの形で成果は出るものだ。それがないのは、頑張っているつもりなだけだね。たとえばだ、自分は頑張ったと酒場でくだを巻く奴を見て、君はそいつが本当に頑張ったと思うのかい？　つまりは、そういう事だよ」

「…………」

「話が逸れたね。裏検定合格者は、担当教官がつき指導を行う。君の場合は私となる。基本好き勝手で構わないのだが、時々は僕に与えられた教官用の部屋に顔を出すように」

「何か指導があると？」

「いいや。たまには指導せねば、教官としての立場がないからね。それはそれとして、実際に何か困ったら相談してくれ。ただし探索地点の攻こう略りやく方法は教えないがね」

　先行冒険者は後輩に攻略情報を安易に教えない事が暗あん黙もくの了りよう解かいだ。冒険者の間には攻略法を教えられた者は全ぜん滅めつしやすいとのジンクスがあるためだった。

「なかなか厳しいですね」

「情報は買える、大図書館でも調べられる。それぐらいの労力は費やすべきだよ」

「でも情報があった方が、効率的に攻略できるのでは？」

「効率的!?　それは素晴らしい。ただし、そんな奴は誰かが教えてくれた事しかできなくなるだけだね。君は、そんなこぢんまりとした存在になりたいのかい？　違うだろう」

　ケイレブは鼻で笑うが、分かりきったことを聞くなといった様子だ。

「さあ、くだらない話は終わりだ。君が気絶していた間に、他の者に説明した事を伝えておこう」

　暇を持てあましたヤトノは、先程から欠伸あくびを繰り返している。

　もちろん袖で口元を隠してはいるが、言外に早くしろと言っているのは明らかだった。

「これからは各地のフィールドを自由に探索できる。もちろん何があろうと自己責任だからね、実力に見合ったフィールドを自分で選ぶといい。ただし、僕のお勧すすめは都市近郊の遺跡だ。そこでしばらく冒険者としての感覚を養うといい。そして回収した素材、お宝を精算所に持ち込み精算、ついでにクエストを受けておいて報ほう奨しよう金きんを手に入れる。さしあたっては、そうやって金を稼いで良い武器を手に入れるといい」

　するとヤトノが小さく嘲笑し、険しい目でケイレブを睨んだ。

「良い武器の入手ですか、なるほど素晴らしい意見です。言われた通りに稼ぎたいところですけど、御兄様の剣が砕けたのですよね。ええ、どなたかの一撃によってですけど」

「うっ……」

「多少なりとも悪いと思うのでしたら、その代わりを何とかすべきでしょう」

　アヴェラが使用していた剣は、養成所指定品を購入したものだ。

　重く鈍どん重じゆうで斬れ味など期待できず、頑がん丈じようさだけが取り柄えのような剣だった。しかし訓練期間以降でも使えない事はなく、しばらく使ってお金を貯めるつもりでいた。だが、それはケイレブの一撃を受け、壊こわれてなくなった。

　このままケイレブを脅おどし、もとい説得し、次の剣を手に入れようと賢けん妹まいヤトノは企たくらんでいるらしい。もちろんアヴェラも賢く黙だまって見ている。

「それは……仕方が無いね。なんとか同じ訓練用の剣を用意しておこう」

「貴方は歴戦の冒険者なのでしょう？　でしたら、あまった剣の一振りや二振りぐらいは持っているでしょうに。御兄様に余り物というのは少々気に入りませんが、この際は仕方ありません。さあ、できるだけ良い品を持って来て差し出しなさい」

「お古だって？」

　途端にケイレブの顔が暗くなり肩を落としてしまう。

「……僕の剣、長年苦楽を共にしたあいつら。幾つもの危機を一緒にくぐり抜けたあいつら。それを、それを……場所を取って邪魔だからって、どうせ使わないからって全部売ることないじゃないか。マイホーム購入資金が必要だって事は分かってるよ。そりゃ剣なんて一本かそこらあれば十分かもしれない。でも、だからって全部売らなくたっていいじゃないか……あいつらは……あいつらは、ただの剣じゃないんだ。つまり僕の相棒だったんだ」

　あまりの落ち込みぶりに啞あ然ぜんとするアヴェラとヤトノの前で、ケイレブは俯うつむいた。

「すまないね、少し取り乱してしまった。もう、お古はないのだよ……」

　その声は憐あわれで、しかも鼻をすする音すらしている。

　困こん惑わく顔がおのヤトノはアヴェラを振り仰あおいだ。

「哀あわれすぎて、流石のわたくしも、これ以上何も言えません」

「うん、まあ確かに」

「御兄様、如何いかがなさいますか」

「どうせ、しばらく訓練用の剣を使うつもりだったわけだし。剣が新しくなるだけで十分だよ」

　アヴェラはまだ僅かに残る痛みに顔をしかめつつ、ヤトノを伴ともないベッドを下りた。








第二話　災厄と呪いの剣






　探索都市アルストルの中でも、貴族や裕福な者たちが暮らす第一区画。

　そこは、他の区画とは違って広く華はなやかだ。敷しき地ちには美しい花々や見事な樹形の木が植えられ、噴ふん水すいや見事な彫ちよう刻こくも配置されている。そして、その背後には権勢を誇ほこるような豪ごう邸ていがそびえ立ち、胡う乱ろんな者が近寄らぬよう各所に衛士が睨みをきかせていた。

　アヴェラはそれらの前を通り過ぎ、第一区画の端へと進み、そこにある丘おかへと向かう。

　そこは小さいながら美しい丘だ。

　都市の中にあるにもかかわらず、短い丈たけの草に覆われた丘が存在しており、上部には群がって生える樹木と一軒けんの小さな邸てい宅たくがあった。

　土を削けずっただけの素そ朴ぼくな坂道──ただし、しっかりと手入れがされている──を上って進む。

　やがて邸宅に辿たどり着くと、恐らくは近づく姿が見えていたのだろう、執しつ事じの男が待ち受けていた。目が合うと、にっこりと微笑まれ会え釈しやくをされた。

「お久しぶりです、アヴェラ様」

「様はいりませんよ」

「畏かしこまりました。さあ、大旦だん那な様がアヴェラ様をお待ちです。お入り下さい」

「だから様はいらないのに……」

　いつものやり取りをしながら、アヴェラは邸宅の中へと足を運んだ。

　ここにはカカリア方の祖父ジルジオが暮らしている。この区画に暮らしている事から分かるように、きっと裕福なのだろうが、実はその素す性じようを全く知らなかった。

　両親と祖父の間に何かあったのは間違いない。

　おおよその見当として、何か言うに言えない出来事があってカカリアが身分の低いトレストに嫁とついだと考えている。両親も含め誰も何も教えてくれず、カカリア系統の親しん戚せきとの付き合いは全くない。さらにトレストは下級騎士で生活も苦しいが、ジルジオはどう見ても上流階級で執事とメイドに傅かしずかれた優ゆう雅がな暮らし。これで何もないと思う方が間違いだろう。

「よく来たのであるな」

　廊下を進みだしたところで、奥の扉が勢い良く開きジルジオが飛びだしてきた。

　白しら髪がは綺き麗れいに撫で付けられ整い、口元にはハの字になって先の上がった見事な髭ひげがある。上質な素材を使った仕立ての良い服を身に着け、如い何かにも上流階級といった姿だ。しかし今は、突とつ然ぜん訪れた孫の姿に舞い上がった祖じ父じバカ状態だ。

　やはりカカリアの親である事は間違いない。

「さあ、入りなさい。直ぐに美お味いしい菓か子しと飲み物を用意させるのでな」

「ありがとう爺様」

「よしよし、沢たく山さん用意してあるからな。好きなだけお食べ」

「まさか普段から用意している？」

「当たり前である。お前がいつ来ても良いよう、常に用意してある。だからな、もっと来ても良いのであるぞ。できれば毎日でも構わぬ」

　背中を押されるようにして部屋に入ると、ジルジオ自ら椅子を引いて座るように促うながしてくる。それに苦笑したアヴェラだが、まずは表情を引き締めた。

　その前に言わねばならない事がある。

「突然の来訪、平にご容赦の程を。今日ここに伺うかがいましたのは、報告があっての事です」

「むっ、改まりおったか。では聞こう、いかなる報告であるか」

「はい」

　芝しば居いがかった様子のやり取りは、二人の間でのちょっとした遊びのようなものだ。

「このたび冒険者支援施設での検定試験に合格しまして、無事に冒険者となりました」

「そうであるか、大義であった」

「「……ふふっ、ふふふふ」」

　後は顔を見合わせて笑いあい、それぞれ座って寛くつろぐ。

　菓子と飲み物が運ばれてくると、それを手に取り祖父と孫の語らいが始まった。




　上品な空気が漂う部屋は広々として、壁も天てん井じようも白い。床ゆかは磨みがき抜かれた木板の上に厚手のラグが敷しかれている。調度品は鉢はち植うえの木が一つと、ジルジオのお気に入りの品を並べた棚たな、そして二人の座るテーブルセットだけ。大きめの窓には高価な硝子ガラスが嵌はめ込こまれ、白いレースを通し柔らかな日ひ射ざしが差し込んでいる。

　普通であれば部屋の片かた隅すみに執事なりメイドが控えるものだが、この祖父と孫の時間を邪魔せぬよう誰もいない。お陰かげで何一つ気き兼がねすることなく話ができていた。

　ジルジオとトレストの仲は、良くもなければ悪くもない。

　カカリアにしても、ここを訪れるのは年に一度ぐらい。

　何かしらの確かく執しつがあるのは間違いないが、しかしアヴェラにとっては関係のないことだ。

　前世の天てん涯がい孤こ独どくを思えば、祖父という存在が嬉うれしくて堪たまらない。だから何も気にせず、ふらりと遊びに訪れるのである。ジルジオもそんな孫の存在が嬉しいようで、今日のような唐とう突とつの訪問でも喜んで歓かん迎げいしてくれる。

「それでフィールドには出ておるのか？」

「教官の指導で、これから初心者用の遺跡に挑戦するとこ」

「ほう、ちゃんと教官が付いたか。感心感心」

「まさか裏の検定があるとは思いませんでしたけど」

「そういうものであるよ」

　見事に裏検定まで合格した孫が誇らしくて堪らないのであろう、ジルジオは上機き嫌げんに笑い、髭の先をつまんでいる。

「それについて、わたくしからお話があります」

　突然に声が響いたかと思うと、アヴェラの襟元から白蛇が這いだし、そのまま白い衣を翻ひるがえし少女へと姿を変えた。現れたヤトノに対し、しかしジルジオはいささかも驚いた様子がない。

　存在を知っているのは当然として、さらに厄神の一部という事まで知っているのだ。

「その指導という名の立ち合いで、御兄様は大変な目に遭あったのです」

「なんと!?　ヤトノ姫ひめよ、それを詳くわしく」

「はい、御兄様は酷く悪い男の一撃を受けまして弾はじき飛ばされたのですよ。しかもです、しかもですよ、剣が砕けてしまって、気絶してしまったぐらいの一撃だったのです。酷いと思いませんか、思いますよね」

「その教官の名前は？　ちょっと教えておくれ」

　真顔になったジルジオにアヴェラは小さく息を吐いた。このままでは不幸なケイレブが、ますます不幸になりかねない。

　ヤトノの頭を小こ突づいて黙らせておく。

「別に問題ありませんよ。もし変な事をしたら、もう爺様の所には来ませんよ」

「……お前が認めたのであれば、きっと良い者なのであろうね」

　ジルジオは真面目くさった顔で頷いている。

　頭を小突かれたヤトノは涙なみだ目めになっている。

　気付くと窓から差し込む光は暖色を帯びていた。軽い報告だけのつもりが、思ったよりも時間が経たっていたらしい。暇な自分とは違って、この祖父は──何をしているかは知らないが──忙しい身のはずだ。

　ふと、視線を向けた棚に綺麗な物を見つけた。

　覚えのないもので、涙るい滴てき型がたをした赤みを帯びた澄すんだ透とう明めいな代物だった。日射しを浴び輝くのだが、その辺りだけが何か柔らかな光に包まれているようにも見える。

　アヴェラの視線に気付いたジルジオは嬉しそうに笑った。

「おおっ、それに気付いたのであるか。それは強い魔力を秘ひめたものであってな、持っていると魔法の威い力りよくが上がる品だ。とても貴重な品で、ドラゴンの涙と呼ばれておる」

「ドラゴンの涙？　ドラゴンも泣く？」

「それはそうであろう、生き物であればきっと泣くに違いない。だが、これが本当に涙であるかは分からぬのである。あり得ない代物という意味で、ドラゴンの涙と呼ばれるのやもしれぬな」

「なるほど。でもドラゴンの涙という名前は、ロマンってものがある」

「まっこと、そうなのである。しかも赤いであろう、これはレッドドラゴンの涙かもしれぬな。ああ、即そく物ぶつ的な話をすれば、色が濃こいほど価値が高いのであるよ」

　ヤトノが素足でペタペタ歩き棚に行くと、背を伸ばし何の遠慮も気にする様子もなく、そのドラゴンの涙と呼ばれる涙滴型の品を手に取った。

「ふむふむ、これは色の通り鱗うろこの赤いトカゲの涙ですね」

「なんと、やはりドラゴンの涙であったか。ああ、そのドラゴンは、いったいどうして泣いたのであろうか。抑おさえきれぬ喜びに涙したのか、それとも美しい景色に涙したのか。言うに言われぬ悲しみを抑えきれず涙したのやもしれぬ。なんとも言えぬロマンがある」

「軽く脅せば、もうポロポロとよく泣きますよ」

「おぉぅ……」

　厄神の一部が言う事に、ジルジオは何とも言えぬ顔をした。

「うむ、まあそれはそれとして。アヴェラが冒険者になった祝い代わりである、それを持って行くとよかろう。そのまま身に着けるもよし、金に換かえて装備を調ととのえるもよし。さあっ、冒険者生活に役立てるのである」

「まあ、嬉しい。良かったですね御兄様」

　ヤトノはドラゴンの涙を両手で掲かかげ、獲え物ものを持ち帰る猫ねこのような顔でアヴェラに差し出した。

「棚に戻しなさい」

「どうしてですか、売ればお金がっぽりで装備も万ばん全ぜんじゃないですか」

「別に要いらないんだ」

「御兄様、それはどうしてで──」

　言い募つのるヤトノの声を遮さえぎったのは、ジルジオのたてる物音であった。椅子の上から転げ落ちかけ、机にしがみつき慌てふためいている。

「要らない!?　どうして……まさか、まさかこの爺が嫌きらいになったのであるか！」

「そんな事はないけど。でも、これは貰えない」

「どうしてであるか!?　その理由を述べよ！」

「高価すぎて珍めずらしすぎるから。そういう物を簡単に貰うっていうのは……なんだろう？　上手く言えないけど、何かが間違っている気がする……自分の中の価値観とか物事の基準とか、そういう大事なものが壊れてしまう気がする」

「…………」

「珍しい品ってのは、自分で見つけて自分で手に入れるからこそ、価値があるのかなって思う。生意気で青あお臭くさい考えかもしれないけど、そう思える。爺様の気持ちは嬉しいけど貰えない」

「……ああ惜しい、惜しいのである。お前を世に出せぬのが惜しすぎる」

「世には出て、冒険者活動をしますけど」

「なんでもないのである。しかしアヴェラよ、その気持ちを大切にするのであるぞ」

　ジルジオは真しん摯しな顔で真しん剣けんに伝えてくる。

　その年齢は前世のアヴェラよりも若いのだが、しかし人間的には比べものにはならない重じゆう厚こうさがあった。きっと遥かに濃のう密みつで価値ある充実した人生を送ってきたに違いない。

　それを少しばかり羨ましく思いつつ、同時にこの祖父が何者かと軽く気になってしまった。

　ただし、そんな祖父は今まさに騒いでいる。

「ええい！　それはそれとして、何かを贈りたいのである。そうなのである！　誰ぞポーションを持てっ！　最高級ポーションであるぞ！」

「いや、そんな高級品なんて貰えないって。さっきの話、聞いてた？」

「ダメだ許さぬ。これは爺の気持ちと思って持って行け、これは絶対に押し付けるのである。持って行かぬのであれば儂わしにも考えがあるぞ」

「えっ、なに？　拗すねたりは止めてよ」

「ふふん、よく聞けい。お前の家の庭をポーションで埋うめ尽くし、外に出られないまで積み上げてやるのである。それが嫌なら、持っていけい！」

「なんて大人げない」

「うるさい、これは爺の特権なのである」

　言って、ジルジオは大笑いをした。

　どこまで本気なのかは分からないが、何にせよ、そのポーションを貰わねばならないようだ。これも祖父孝行と思って──そして何より嬉しくて──アヴェラは苦笑しながら喜んだ。





◆　　　◆　　　◆






　冒険者として活動する事になったアヴェラは、都市近郊にある遺跡に向かう。

　ケイレブ教官に勧められた初心者向けの古びた遺跡で、ここで腕を磨き装備を調えたのち、草原や火山や湿しつ地ちといった、フィールドの探索地点に向かうのがベストらしい。

　都市近郊という事で、入り口には見張りが立って、立ち入りを確認している。差し出した許可証を見張りの男に差し出すと、念入りに確認された後に言われた。

「よし、通っていいぞ。早く入れ！」

　偉えらそうに言ったあげく、犬でも追いやるように手を振っている。少し前に女性冒険者を相手にしていた時は、頰をだらしなく緩ゆるませ笑っていたというのに、態度が全く違っていた。

　アヴェラは呆れた気分で奥へと進むと、許可証を貴重品入れの革かわ袋ぶくろに仕し舞まい込んだ。襟元から白蛇状態のヤトノが顔を出し後ろを睨んでいる。どうやら見張りの態度が気に入らなかったらしい。

「なんて無礼な、何様のつもりでしょうか」

「いいじゃないか、他に威い張ばる機会もないんだろ。それを思えば気の毒なぐらいだ」

「ふむ……憐れな人間という事ですね」

「あの見張りもクエスト受注でやれるらしいな」

「ですね。掲示板で見かけましたが、なかなか報酬が良さげでしたよ」

「人気クエストらしいけど、どうだろう。ずっと立ってるのも大変だろうな」

　まだ見ぬ場所に足を踏み入れるという事で、アヴェラは上機嫌だ。

　何とも不思議な場所だった。何の遺跡は分からないが、壁や天井はごつごつした石が剝むき出しとなった自然洞どう窟くつのようで、しかし足元は平らな石が並び歩きやすい。所々に朽ちかけた箱や樽たるが転がり、植物の根のようなものが床の隙間から這いだしている。

　そうした光景はさておき、照明もないのに薄うすぼんやりと明るい。さらに密閉空間であるのに、空気が少しも淀よどんでいない事が酷く不思議だった。

　深呼吸した空気は新しん鮮せんそのもので、僅かに乾かん燥そうし土や砂の臭いがする。

「本当の意味でファンタジーだな」

「はい？　なんでしょうか」

「何でもない、気にしないでくれ」

「分かりました。御兄様の仰ることです、気になりますけど気にしないでおきましょう」

　入る時間をずらされた事もあって、先行者の姿も見当たらず静かだ。

　アヴェラの足音と話し声だけが辺りに響く。

「遺跡探索、遺跡探索か。まさに冒険の始まりだな」

「気合いを入れて参りましょう」

「もちろんだ。さてと、何が出るかな」

「それはモンスターの事でしょうか、お宝の事でしょうか」

「もちろん両方だよ」

　アヴェラはケイレブに貰った訓練用の剣を引き抜いた。

　造りは以前に使用していた剣とほぼ同じだが、微び妙みように握りや振り心地が違う。これまで同じ剣しか使っていなかったため、そうした細かい事が新発見で何か妙みように嬉しくなる。

　ニョロニョロッと動くヤトノは、鎌かま首くびを持ち上げ辺りを見回した。

「御兄様、まずはその新しい剣の具合を確認すべく戦いましょうね。周りの警けい戒かいはわたくしも行いますけど、ちゃんと注意して慎重にですよ。それからポーションは右腰に三瓶びんと左腰に一瓶ですよ。食べ物はリュックにありますけど、一度に食べては駄目ですから。でも、お水は喉のどが渇く前に少量ずつ飲んだ方が良いです。それから、あんまり入り口から離れてはいけませんよ。だって今日は様子見なんですから。無理せず適度なところで切り上げましょう」

「なあ、ヤトノや」

「はい何でしょうか御兄様」

「少し黙ってくれないか」

　流石に耳元で長々と話されると気が散る。

　何よりこれでは、過保護な母親が同どう伴はんしている気分だ。もちろん、そんな経験はこれまでないので喩えではある。流石にあのカカリアとて、ここまでは付いてこない。恐らくは。

「はあ……まったく、こんなに心配しているのに。いいですいいです、御兄様なんて知りません。ヤトノは静かにして引っ込んでおります。ですから、何があっても知りませんから」

　ふて腐くされ気味のヤトノは、アヴェラの首で一周すると、自分の尾おを咥くわえてしまった。まるでネックレス状態だが、これは拗ねた時の仕草で、喋しやべらないと態度で表しているつもりらしい。

　とはいえ、何かあればすぐに口出しをしてくるのが常なのだが。

　アヴェラは真新しい剣を手に心を弾はずませ、そして言われた通り慎重に歩きだした。




　ミニクィークが現れた。

　何かの言語を口にして、アヴェラに襲いかかって来る。

「せいっ！」

　振り下ろされた棒を避け、掲げ持った剣を勢い良く叩き込んだ。刃が小柄な体を捉とらえ反動の衝撃を掌てのひらに感じるが、そのまま押し込むように振り下ろしていく。肉を裂き骨を断たつ感触。苦痛の悲鳴。不意に手て応ごたえが無くなり、刃が石床に激突せぬよう動きを止めた。

　たったの一撃で戦闘は終わった。

　崩れるように倒れたモンスターの肉体は薄らいで消え、後には乳白色をした小角が転がる。楽勝と言えるが、やはりモンスターとは言えど、命を奪った直後に喜ぶ気にはなれない。アヴェラは静かに素材を拾い上げると回収袋ぶくろに落とし込んだ。

「よし、先に進むか」

　歩きだす前に、ヤトノに注意されていた通り、水袋から軽く一口飲んでおく。

　首元のヤトノが軽く身み動じろぎしたが、直ぐに大人しくなった。きっと何か言おうとして、しかし今は拗ねている最中と思い出したに違いない。

　きっと、もう少し放っておけば勝手に喋りだすはずだ。

　しかし……しかし、一人で黙もく々もくと歩きだせば違うという気持ちが強くなる。これではまるで前世のような孤独さだ。前向きになって生きたいのに、これでは気分が沈み込んでしまう。

「なあ、ヤトノ」

「…………」

「さっきは悪かったよ、許してくれ」

「仕方がありませんね、御兄様は」

　アヴェラが言い終わるとほぼ同時に、ヤトノは待ちかねていたように飛びだした。

　白蛇から少女に姿を変えると、遺跡の石床の上にひらりと降り立つ。長い黒髪が少し遅おくれて追つい随ずいするように揺ゆれている。胸の前で手を嬉しげに合わせるのだが、白い衣の袖は丈が長く少しだぶついているぐらいだ。

　表情は見るからに上機嫌。それでいて、一生懸命にふて腐れたフリをしようとしている。

「わたくしは別に怒ってなどおりませんよ。ただちょっとだけ、御兄様から謝罪の言葉を頂いてみたかっただけなのです」

　元気に言ったヤトノはアヴェラの隣に並ぶと、そっと身を寄せ手を繫いでくる。そのまま軽く見上げ楽しそうに宣言した。

「それでは参りましょう。二人の愛で全ての敵を呪い殺すのです」

「愛で呪いとか何を言っているんだ」

「あら知りませんか？　愛も呪いも相手を束そく縛ばくしようとする点では同じなのですよ」

「……そういうものなのか、知らなかったよ」

　少し考え込むアヴェラであったが、呪いでは一家言ある厄神の一部が言うのだから、きっとそうなのだろうと納得する事にした。




　遺跡の壁はゴツゴツしている。

　閉へい鎖さ空間だけあって音が響き、スカウト系能力を持っておらずとも敵の接近は簡単に気づけてしまう。アヴェラは前方から接近する足音に反応し、現れた四つ足の影に剣を構える。

「犬か？　それにしては大きいな」

「グアイオラーレですね。牙きばに若じやつ干かんの毒があるそうで、ここらの難敵だそうですよ。確か全滅要因の第一位だったはずですね。ただし男性の場合はですけど」

「なるほど。それなら、女性の場合はどうなんだ」

「クィークだそうですよ。ただし死んでの全滅ではなく、連れ去られて花はな嫁よめコースだそうですけど。救助されても精神的にダメになって、冒険者を引退する場合が多いのだそうです」

「うーん、やばいな」

「あと、クィークの中でも趣味で男性を襲うタイプも一定数いるそうですけど」

「見かけたら絶対に駆く除じよしよう」

　気軽な会話をしているが、前方から接近するグアイオラーレは三匹びき。低い唸うなり声をあげ、完全にアヴェラとヤトノに狙いを定めている。走ったところで、逃げ切れる相手ではない。

　実を言えばピンチだ。

「今の御兄様ですと、これは少し厳しい数ですね。仕方がありません。ここはヤトノが、ちょっとだけお手伝いいたしましょう」

「まさか、また力を使う気か!?」

「そのまさかですが、今度こそ大丈夫です。わたくしは学ぶ女なのですから。さあ、ちょっと張り切って援護してみせましょう」

「おい、言ってる事が不安なんだが」

　ヤトノが自重せねば、力の反動でアヴェラに厄が降りかかる。

　とはいえ、確かにグアイオラーレ三匹が相手となれば少し自信がない。覚悟を決め見守れば、ヤトノは前に出ながら長い丈の袖をまくり、ほっそりとした腕を露出させグルグル回した。その張り切った様子は、やはり不安をかき立てる。

「いきます、本体権能微び少しよう限定解除。ちょいさー！」

　可愛らしい気合いと同時に、軽い仕草で腕が振り下ろされる。

　瞬間、グアイオラーレたちが戸惑うように足を止めた。その仕草は明らかに怯おびえで、どうやらヤトノは今度こそ自重してみせたのだろう。

　それでもアヴェラには、強い気け怠だるさの反動が降りかかっていた。

「ぐっ……」

「さあ御兄様、今ですよ」

「わかった……！」

　全身の気怠さを振り払い、アヴェラは気合いを入れ突とつ進しん。剣を突きだし傷を負わせ、とどめに一撃。そのまま踏み込み次を斬り、文字通り尻尾しつぽを巻いた残りを逃がさず叩き斬る。恐きよう怖ふし怯えきった相手であれば、いくら調子が悪くとも何ら苦戦する事はなかった。

　モンスター素材の牙が一つだけ残される。

「分かっていても辛い」

「でしたら、強くなって下さいませ。わたくしの援護など必要ないほど……いえ、それはダメですね。わたくしが御兄様のお手伝いをできないなんてダメです。却きやつ下かです却下」

　ヤトノは石床を素足でぺたぺた歩き、ちょこんと屈かがみ込むとグアイオラーレの残した牙をあどけない幼女のように拾いあげる。そして小走りで戻って、笑え顔がおのまま両手で差し出した。

「さあ、どうぞ。無念に死んだモンスターの素材です」

「返り討うちになっただけだろ」

　受け取ったアヴェラはそれを回収袋に入れた。しかし、袋の中はまだまだ空きがある。

「早くこれに入りきらないほど集めねば」

「最初からは無理ですよ」

「分かってるさ。だが、次からはもう少し集めて稼ぐさ」

　探索都市は、こうした素材を様々な事に用い、たとえば日用品などを生産したりする。宝箱を含め冒険者たちが回収してくる素材からの産物は都市の基幹産業の一つとなっていた。

　そのため素材回収は奨しよう励れいされ、しっかりと買い取り精算してくれる。

　この遺跡で得られる素材は大した価値ではないが、それでも貴重な収入だ。

「取りあえず今日は様子見だからな、ヤトノが言ってたみたいに、無理せず切り上げるとしよう」

「はい！」

　嬉しげなヤトノを伴いアヴェラは踵きびすを返した。都市に戻る気になったのはヤトノの放った力の余波が原因だが、それはとりあえず内ない緒しよにしておく。
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　遺跡から早めに戻ったため、今は昼の食事時だった。

　そのため辺りでは購買やら食堂に走る姿が多く見られる。慌てる者あれば、仲間同士雑談しながら歩く者もある。こうした光景というものは、世界が変わろうとあまり変わらないらしい。

「あぁ疲れた、疲れた」

　燦さん々さんとした日射しに目を細め、アヴェラは両手を上げ伸びをした。

　都市から簡単に行ける場所にある遺跡だが、どこか遠くに行って来た気分だ。爽さわやかな空気を胸いっぱい思いっきり吸う。人の暮らす場所の空気と言うべきか、様々な匂においや臭いが入り交じっている。数度繰り返すと、ようやく緊張が解ほぐれてきた。

　さらに伸びをして腰を叩き肩を揉もむのだが、襟えりからちょこんと顔を出すヤトノは、白蛇の顔に呆れの色を出している。

「御兄様、その仕草は年寄りっぽいです」

「ほっとけ。こういうのは気分なんだ」

　疲れたというだけで、実際には腰も痛くなければ肩も凝こっていない。

　言葉にした通り、それは気分の問題だ。この世界に生まれ変わり十数年を過ごしたが、やはり前世で厄年三回目の年齢まで生きた習慣や仕草というものは、抜けきっていないのであった。

　しかし、その記憶があるお陰で、若さというもののありがたみをしっかり感じられるのだが。

　アヴェラが軽い足取りで歩きだせば、ヤトノが重い口調で喋りだす。

「多少は儲もうかると聞いておりましたが……あんまりダメでしたね」

「確かにそうだな。他のフィールドに行く事も考えないとダメかもな」

　回収した素材を混こみ合う精算所で換かん金きんしたが、得られた額は僅かでしかない。

　正七位の騎士で警備隊長をする父親の月収と比べれば、手元に得られた金額など、本当に小遣い程度の額でしかなかった。

　実家暮らしのアヴェラは生活費を両親に依い存ぞんしている。そのため稼いだ額を全て攻略につぎ込めるが、他の冒険者は生活するだけで精一杯となるかもしれない。

「まあ仕方ないよな。ちょっと行って、簡単に儲かるなら冒険者の全員が金持ちになるよな。ケイレブ教官も貧びん乏ぼうそうだったが……いや、あれはちょっと違うか」

「小遣い制と言っておりましたね。とにかく付近の探索のため稼ぎませんと」

「ヤトノの本体様は急せかしてるのかな？」

「いいえ、そうではありませんが」

「なら地道にやるさ。そういえば前の世界も若い頃は金に困ってたな、無理して車を買ってローンに苦しんで。何だか昔を思い出してしまうよ」

「また年寄りっぽい事を……御兄様ときましたら……」

　ヤトノは呆れ気味だ。

「でもな、苦労してやり繰りする時は楽しいな」

　言ってアヴェラは、楽しそうに笑ってみせた。

　その時は到とう底てい思えないものだが、貧乏してやり繰りしている時というものは、実は後になってみれば楽しかったのだと分かるものだ。それを知っているからこその笑いだった。

　アヴェラは適当な木こ陰かげに向かうと、地面に直接座り込んだ。

　剣けん帯たいを外し横に置き、厚手の服のボタンを幾つか外し少し緩める。

　木こ漏もれ日の中に微び風ふうがあって、程よい涼りようを感じ取れる。深く息を吸えば、今度は土と木と人と食べ物など雑多な匂いが鼻をついた。この夢のような世界が現実で、そして生活があり人々が生きているのだと改めて感じてしまう。

　なんとも平和で穏やかな、気持ちよく明るくのびのびとした雰囲気が広がっていた。

「良いなぁ」

「何が良いのでしょうか？」

「見ろよ、この景色。この景色が良い」

「はあ……？　そうですか御兄様が仰るならそうなのでしょう。ヤトノには分かりませんが」

　そんな返事にアヴェラは微笑ほほえむ。

　何気ない日常の、しかしわくわくするような景色というものも、後になってみると素晴らしいと分かるものだ。その素晴らしい景色の中にあって、こうして素晴らしいと感じる事ができる。これを良いと思わずにはいられない。

　目の前を数十人単位の集団がざわつきながら通過していった。

　いずれも身体に合わないサイズの服と、真新しい剣帯などの装備。表情には緊張と自信のなさが漂い、動きには固さがあった。集団行動をしながら、全員で道を間違え慌てて止まり、衝しよう突とつしあってすったもんだしている。

「初うい々ういしいですね、新たな養成所の受講生ですよ」

「一年前なのに懐なつかしいな。あの頃は、いろいろ緊張した覚えがある」

「いいえ。御兄様は、最初からふてぶてしかったですよ」

「そうだったか？」

「もちろんです、何度も先せん輩ぱいに間違えられていたではありませんか」

「そうだったかな」

　アヴェラは軽く笑い、荷物を探さぐり昼食の包みを取り出した。

「さてと、それよりお昼にしよう」

　包みの中はカカリアが用意したサンドイッチだが、料理の腕は兎とも角として、パンの食感は悪く挟はさんだ肉も質が悪い。この世界一いつ般ぱんで比べれば美味しい部類なのだが、アヴェラの場合は前世の記憶があるため、お世辞にも美味しいとは言えなかった。

　しかし、これがこの世界における味だった。

「ある程度まで稼げたら、料理にでも挑戦するかな……」

　この世界には、口頭説明で現代料理を再現してくれるような、発想力は皆かい無むでも腕うで前まえだけは一流な料理人はいない。そしてガスコンロやオーブン並みの、火加減調節が絶妙な竈かまどや石いし窯がまなどもない。品種改良を重ねた現代野菜と同等の、食感や甘あま味みを持つミラクルな原生野菜もない。

　そんな感じであるため、これまで料理には手を出してこなかった。何よりの問題は、エイフス家にはそんな余裕がなかったのだ。試行錯誤を繰り返す為には、大量の食材や資材を用意せねばならず、その為の金銭的余裕がなかったのである。

　アヴェラは今日の収入が入った小袋を握りしめた。

「いや、そうだな……金を稼いで余裕ができたら、まずは父さんと母さんに何か買うか」

「それは良いお考えです」

　ヤトノは尾を持ち上げ賛同の意を表明した。

　いわば初任給で両親に何かプレゼントといったところだ。前世ではそんな機会もなかったので、直ぐに思い至らなかったのは痛つう恨こんのミスだろう。

「靴くつとか服は……この世界だと高級品だから難しいな」

「あまり高価な物は逆に遠慮されてしまいますよ。やはり日用品です、さり気なく役立つ日用品」

「そうすると父さんには高めのポーション、母さんには化け粧しよう品ひんぐらいか？」

「さすが御兄様、ナイスチョイスです！」

　賛同してくれるヤトノの声が──言葉ではなく声が──嬉しい。やはり、こうして雑談ができる相手のいる生活は最高だ。

　アヴェラはその最高を与えてくれる相手を指に巻き付け、腕に這わせた。

「それでヤトノは何が欲しい？」

「えっ、わたくしもよろしいのですか。あのジルジオという者はよろしいので？」

「何を言ってるんだ、ヤトノの方が優先だろ」

「御兄様、好きっ」

「止めろって、苦しいっ」

　感極まったヤトノが首に巻き付き、おかげでアヴェラはしばし苦しまねばならなかった。解放されたのは気絶する寸前で、恐らく首回りに赤い痕あとが残っているに違いない。

「酷い目に遭った」

「わたくしは悪くないですよ。事故ですから事故」

　ヤトノは素直に謝あやまらず、言い訳気味の主張をしている。

「謝罪の言葉が聞きたいところだが、まあいいか。それより今後の探索を少し真面目に考えよう。新しい武器を手に入れるとして、今までの貯金と今日と同じ稼ぎが毎日と考えれば──」

「御兄様、大事な事を忘れておりませんか。武器防具は損そん耗もうしますよ、それを見み越こして貯めておく必要があります。ポーションや食糧など消耗品、水袋や背はい囊のうなどの必ひつ需じゆ品ひん、さらに細かく言いますと、雑多な日用品を買うお金も必要となってきますね」

「……トータルで考えると、あまり余裕はないな。むしろ赤字か」

「今のペースでは、そうでしょうね」

「本当に他の冒険者が心配だな。皆が生活できてるか心配になるぐらいだ」

　実家に暮らし衣食住を親に甘えているアヴェラとは違って、大半の冒険者は寮や借家で生活をしている。生活費と冒険にかかる費用を両立させようとすると、どう考えても生活していけそうにない気がしてきた。

「その辺りのやりくりも、勉強の内という事なのではないでしょうか。それに御兄様は稼げる方法を幾つか忘れておられませんか。たとえば、他の方はクエストを受けておられます」

「……確かにそうだった」

　アヴェラは手をぽんっと叩いた。

「受付けが混むし、報酬も高くないからスルーしたが、少しでも稼ぐなら利用すべきだな」

「はい、次からはそうしましょう。それからモンスターについては、情報公開されているのですよ、一度は目を通して勉強せねばいけません。お勉強です」

　ヤトノは相変わらず口くち煩うるさい。

　しかし、一緒に行動しているはずが何故かいろいろと詳しいのが不思議だった。

「前から思っていたけど、なんでそんなに詳しいんだ？」

「もちろん、ここらに漂う死し霊りようども、つまり志半ばで倒れた冒険者どもの魂を締めあげ……もとい尋ねて答えさせておりますので」

「ああ、そうなのか。適当なところで解放して昇しよう天てんさせてやれよ」

「……はーい」

　ヤトノは頷いた。厄神に捕つかまった死霊など、おつまみ程度の食事にされるのが決まりだ。しかし有益な情報を吐いた者ぐらいは昇天させてやろうと、ヤトノはアヴェラの意見を本体に送信した。ただし、それが聞き届けられるかどうかは知らないが。

「他に稼げる情報は？」

「えっ？　あっ、はいはい。その他の方法としてはパーティを組む事だそうですね」

「頭割りすると儲けが減りそうなもんだな」

「いいえ効率が段だん違ちがいだそうです。武器防具の損耗、それに消耗品の使用量が抑えられる。あとは回復魔法が使える者がいれば、ポーションはほとんど使わないのですから」

「それは大事だな」

「大事ですね」

　だが、パーティを組むことは現実として難しい。

「無い物ねだりをしても仕方がない。地道に戦ってお金を貯めて、他のフィールドでも稼げるように頑張るか」

「その意気です。わたくしも応援します」

「先行投資で少し良い感じの剣を、市場に行って探してみるとしよう」

　アヴェラは荷物を片付けしまい込み、立ち上がって服の土を落とすと、剣帯を装着した。

　剣を探すと考えるだけでワクワクしてしまう。

　武器だの防具だのを買うなど前世ではありえなかった事だ。

　実はこんな時のためにと、昔からコツコツと貯めた資金がある。それらは両親に内緒のため使うわけにいかず、せいぜいが別の道を歩んだ幼おさな馴な染じみに餞せん別べつとして使った程度。後は手付かずだ。

　今こそ、それを使う時だろう。

　どちらにせよ、これからも探索をするならば、良い剣は必需品なのだから。

「その点で生活費がかからないのは有利だな。ああ、親のすねを囓かじって頂く食事はありがたい」

「御兄様、さすがにその意見には賛同しかねますよ」

「もちろん親のありがたみってのは、しっかり分かってるよ。本当にね」

　前世で孤独だったアヴェラは寂さびしげに呟く。

　ヤトノはその手に飛びつくと、いつもより強めに巻き付きながら服の中へと姿を消した。
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　街の広場には、多くの簡易店てん舗ぽが並ぶ。

　青く晴れ渡った空の下、行き交かう人々は冒険者もいれば職人や市民、お忍び風に姿を隠した貴族やそのお付きと種々様々。種族も人間だけではなくエルフやドワーフなど多くの人種が入り乱れ、混み合った空間は喧けん噪そうと活気に満ちていた。

　そこは通つう称しよう、青空市と呼ばれているものの、正式な市場ではない。

　元々は行商や農家などが勝手に集まり、広場で商品を取り引きした事が始まりと言われている。やがて店を構える事ができない者たち──たとえば職人の卵たちなど手軽に稼ぎたい者たち──が参加するようになり、今や都市の賑にぎわいの一つとなっていた。

「こういう時は、ネットがないってのは辛いな……」

「ネットをお探しですか？　魚捕とり用でしたら、先程売っておりましたよ」

「教えてくれて嬉しいが、そのネットじゃないんだ」

　耳元で囁ささやく白蛇ヤトノに答えつつ、アヴェラは右に左にと視線を向け歩く。

「でも、この雰囲気はいいよな」

　地面に布を敷いただけの店もあれば、簡易テントや荷馬車の台で売る店もある。さらには手の込んだ木組みの店まであって、それがずらりと並ぶ様子はなかなか壮そう観かんだった。

　売られている物は食料品が多く、野菜や肉などの素材からハムや干し肉などの加工品。その場で調理した食事の提供もある。

　次に小物や古着などの日用品で、もちろん武器や防具もあった。

　駆かけ出し冒険者にとっては、安価に装備を揃そろえられるありがたい場所だ。

　ただし玉ぎよく石せき混こん淆こう。並程度の品が少しで低品質が多く、後は粗そ悪あく品ひんや偽にせ物ものが紛まぎれ込み、ごく稀に掘ほり出し物が見つかる事もある。言わば前世のネットオークションみたいなものだろう。

　何にせよ、まずは疑ってかかるのが原則だ。

「御兄様、あそこで剣を売っておりますよ」

　ヤトノは器用に尾を持ち上げ、ツンツンと簡易テントを指し示した。

　それなりに客が集まり品を物色中だ。アヴェラは近寄ると、背の低い亜あ人じん種の頭越ごしに商品を覗き込んだ。木の台上に剣が無造作に積まれ、客たちは掘り返すようにして探り、ガチャガチャと金属同士がぶつかり合う音が響く。

「…………」

　肩を竦めて素通りすると、店探しを再開した。

「気に入りませんか？」

「教えてくれて嬉しいが、今の店はちょっとな。止めておこうと思う」

　売り方が嫌だった。扱いが雑な点を考えれば、製造過程だって雑に決まっている。新米クラフターが修練中の品を出しているのだろうが、どうにも失敗作を処分している感じだ。

「構いませんよ。御兄様の満足する品を探しましょう」

「うーん、やはり青空市だと難しいか。そうかと言って購買所は品揃えが悪い。どこかの店を探した方がいいかもしれないけど、そちらは予算的に厳しい。やはり青空市か……」

「今日ここで買うわけではありませんし。気長に探してみましょう」

「そうだな」

　もう少し進んでみる。

　しかし、どこも同じように雑な売り方をしており、良さげな品物はなさそうだった。

　そんな時、少し先にある屋台風の店がアヴェラの目を引いた。

　赤布を敷いた台上に、剣が一本ずつ丁寧に並べられている。しかも、ちょうど店の者が値札に横線を引き、特価として安い金額に直したところだった。

　検定を受ける駆け出し冒険者は、まず最初に購買書で指定された剣を購入する。その時の値段を基準に考えると、特価として示された金額でもまだ高い。けれど元値を考えれば、お買い得品だ。

　アヴェラはすかさず近寄った。

　剣の全体を見たところ、雰囲気は悪くない。だが、それ以上は手にとってみなければ分からない。どうすべきか迷っていると、威い勢せいのよい声が響く。

「そこの僕っ、手に取るなら買っておくれよ」

「はあ……？」

　面食らってしまったのは『僕』と呼びかけられたからだ。確かに見た目は若くはあるが、いきなり『僕』と呼ばれる程ではない。さらに元からの精神年齢の高さもあって、その呼びかけには戸惑いが勝まさる。

　店の者はやや年配の男で、愛想はあるが腹に一物ありそうな雰囲気だ。

「手にしたら買う必要がありますか」

「新米冒険者の僕は知らないかぁ。いいかね、剣ってものは戦士様や騎士様の命なんだよ」

「そうなんです？」

「まだ分かんないかね？　剣ってものは自分の命を預ける品じゃないか。それを他人に触られるってのは縁えん起ぎが悪い。誰にも触ふれられた事のない自分だけの相棒。剣とはそういうものだよ」

「そうですか？　剣は別に剣でしょう──」

「あーぁ、もっと人の心の機き微びを学んだ方がいい。そうでないと長生きしないよ」

　海千山千の雰囲気を持った店主は鼻で笑った。

　他人が触ると縁起が悪いのであれば、職人や商売人も触れない事になる。そう言って指し摘てきしてやりたいところだが、思った事を遠慮なく言ってくる相手に余計な一言は禁句だろう。

　しかしアヴェラとしては僅か二本とは言えど、複数の剣を使った経験もあって、やはり一度は手に取り振ってみなければ、癖くせや具合が分からないと思うのだ。

「冒険者として大成したければ、僕も武器に使う金を惜しんではいけないよ。良い剣を持ちなさい良い剣を。良い剣を持たないとモンスターに食われて死んでしまうよ」

　店主は、たたみ掛けるように言う。

「この剣はお得だからね、もう直ぐにでも売れてしまうよ。さっきも見るからにベテランって冒険者がね、これを買おうか悩なやんでいたよ。もう一本迷ってる剣があるとかで、今はそちらを見に行ってしまっている。でもまあ、見て御ご覧らんなさいよ。これは良い剣だろ」

「まあ……そうですね」

「その人に、もう少し値下げして欲しいって言われてね。その時は断ったけど、それもそうだと思い直してね。ちょうど値下げしたところなんだ。あの人が戻って来たら、これを見るなり買ってしまうだろね。僕が買うなら今しかないよ」

　チャンスは今しかなさそうだ。

　しかもベテラン冒険者が迷う程の品なら、きっと悪くはない品のはず。さらに値下げもしているのであれば、これはもう買うしかないだろう。このチャンスを逃のがしたら、こんなに安くは手に入らないかもしれない。

「じゃあ買おう──」

「おおっと、アヴェラの坊ぼつちゃん。それは止めといた方がいいですぜ」

　そこに新たな声が割って入った。

　振り向くと、そこには鉄てつ槍やりと鉄てつ兜かぶとに鎖帷子くさりかたびら、赤いサーコートを装備する兵士がいた。髭ひげ面づらの強面こわもてながら、ニッと笑った顔は案外と人ひと懐なつっこさがある。

「ビーグスさん？」

　知り合いの登場にアヴェラは軽く驚きの声をあげた。

　しかも、他にも同じ格かつ好こうの兵士たちが何人も揃っている。もちろん全員が警備隊に所属し、アヴェラの父親トレストの部下だ。ときどき家にも遊びに来て──それは主に給料日前──カカリアの振る舞う手料理を食べていく。

　そんなわけで顔見知りであり、アヴェラは坊ちゃんなどと呼ばれているのだ。

「ここは父さんの管かん轄かつだったか……」

　呟くアヴェラを余所よそに、兵士たちは店の男を拘こう束そくした。

　暴れて叫びをあげる男を手慣れた様子で大人しくさせ、また黙らせもした。周りの店や買い物客が一いち瞥べつするものの、誰も大して気にした様子もない。よくある事なのかもしれないが、関わり合いたくないだけかもしれない。

「えーっと、もしかして盗とう品ひんだった？」

「品物の大半はそんな感じですよ。坊ちゃんが買おうとした剣は、盗品ではないですがね。ちなみに値段は毎日変わって、今頃の時間になると特価になるわけです。今日も一日見張ってやしたが、ベテラン冒険者なんて奴は一人も来ちゃいませんぜ」

「つまり……騙されかけたと？」

「損する前に良い勉強になったでしょう」

　カラカラと笑った兵士たちであったが、打って変わって鋭い目になった。

「うちんとこの坊ちゃんを騙そうとはな、徹てつ底てい的に絞り上げてやるからな。覚悟しとけ」

　手て荒あらく小突かれ、店主は震え上がっている。

　だがしかし、それでもまだ幸運だったに違いない。なにせ厄神たるヤトノが、ぶつぶつ怒りの声をあげているのだから。もしビーグスが脅しをかけねば、今頃は何か恐ろしい呪いが発動していたかもしれないのだ。

　どちらがマシかは、考えるまでもなかろう。

「なるほど勉強になったよ」

「へいへい。それよか坊ちゃん、冒険者になりなすったとかで。おめでとうございます」

　ビーグスの言葉に、他の兵士たちも挙こぞって祝いの言葉を述べてくる。

　おかげで、辺りの店や買い物客から注目されてしまうほどだ。これは気恥ずかしい。

「ああ、もう知れ渡っているんだ……」

「そらもうね。トレストの旦那ときたら、もう大喜びで話をしてらっしゃいますぜ。それもあちこちでね。きっと今頃は、アルストルの全兵士が知っているでしょうな」

「…………」

　アヴェラは遅おそきに失したと理解した。帰ったらトレストに何と言おうかとも思ったが、多分一番の仕返しは何も言わない事だろう。もちろん口をきかないという意味でだが。

「そりゃそうと、坊ちゃんは剣を探しておられるのでしょう。俺から言わせてもらえばですがね、ちゃんとした店で買った方が賢いってもんですぜ」

「そうかな？」

「青空市の方が安くて便利と思う奴は多いですがね、ご存じのように偽物や粗悪品が多いんですわ。そりゃ探せば掘り出し物もあるかもしれんですが、そういうのは滅めつ多たにない」

「確かにそれは知ってたけどね。これは良いかなと思ったんだ」

「まだまだ甘いですな。自分の命を預ける武器なら、ちゃんとした場所でお買いなさい。買わなくても顔を出して、商人に顔を覚えて貰い、まともな品に目を慣らしなさい。というわけで、こんな青空市でなくって、ちゃんとした店に行けって事です」

「なるほど。だけど、どの店が良いのか分からないのが問題なんだ」

「はっ、俺らを誰だと思ってます？」

　ビーグスは自分の胸をドンッと叩いてみせた。鎖帷子がジャラリと音をさせている。

「この街にある店なら、売り物の質から店主の性格。どこと繫がりがあって、どんな売り方をしてるかまで全部把握してやすぜ。いやむしろ、そんなのはトレストの旦那が一番詳しいんですがね。なんで聞かんのですかい」

「それ、父さんに聞いたらどうなると思う？」

「あー、そらそっすね」

　ビーグスは空を仰いだ。

　トレストの親馬鹿ぶりは周知の事実。

　もしアヴェラがトレストに聞きでもすればどうなるか。それはもう一生懸命に教えてくれるだろうが、最後には店まで付いてきて説明をしだしかねない。もちろん、その時にはカカリアだって同行するだろう。

　親おや同どう伴はんで武器を買いに行くなど遠慮したいところだ。

「それなら、あっしらに聞いて下さればいいのに。水くさいですぜ」

「仕事の邪魔したくなかった。というよりは、父さんに知られたくなかったんだけどね。まあこうなれば丁度いいや、どこか良い店を教えてくれるかな？」

「喜んで」

　アヴェラに尋ねられたビーグスは明らかに張り切った様子だ。拘束された男は、転がされた地面の上から恨うらみがましげに睨んでいるが気にもしていない。

　話を聞きつけた他の兵士連中も集まり、どの店が良いかを相談しだす。全員がアヴェラを子供の頃から知っており、それぞれ兄貴気分でいるのだ。この分であれば、恐らく捕まった店の男の扱いは相当酷くなりそうだった。因果応報であろう。

「老舗しにせと言えばグライキ商会だが、あそこはダメだな」

「確かに、お高くとまった貴族様か常連しか相手にしないものな。バッターモン商会並みに駄目だ」

「チイマイ商会は高いわりに、ぱっとせん。坊っちゃんには相応ふさわしくない」

「クリボッタ商会もなぁ、利益追求だろ。しかも金に細かい大女将おかみが仕切ってる」

「そんならシマヤヤ商会ならどうだ？　店主は変わり者でも品はいい」

「だめだめ、最近店を建て替えたせいで売り方が変わっただろ。今じゃ金にしか興味がない」

　やいのやいのと騒ぎ立てるのだが、流石にアルストルに存在する店の事に詳しい。

　こんな往来で公こう僕ぼくがそんな事をすれば、前世の世界であれば大問題に大炎えん上じよう待ったなしだろう。しかし、ここは異世界で人々の心には余裕とゆとりがあり、誰も何も気にする事はなかった。

　ややあって、アヴェラに紹介すべき店が決まったらしい。

　ビーグスが代表して咳払いした。

「と言うわけで、コンラッド商会を勧めやすよ。あそこは商売とはいえ、義理も人情もある店なんで。やや高いですが、それは品質が良いからでやすし、何より売り方が正直なんでね」

　こうなると、皆が選んでくれた店に向かうしかなさそうだった。

「ありがとう。さっそく行ってみるよ」

　アヴェラは感謝を込め手を振ると歩きだす。

　その姿が雑ざつ踏とうに消えた途端、笑顔だった兵士の表情が一変。転がった店主を足あし蹴げにしたあげく、その簡易店舗を手荒に片付け、品物を押おう収しゆうしだした。
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　教えて貰った店は、灰色石を使用し落ち着いた雰囲気の建物だった。

　スッキリと簡素な見た目の造りだが、よく見れば目立たぬ場所に細かな彫刻が施ほどこされている。入り口部分は雨宿りができる程度に奥まり、ドッシリとした両開きの扉の存在がさり気なく高級感を醸し出している。

　良い店だとアヴェラは思った。

　さらに扉の横に『コンラッド商会』と記された、一枚のプレートを見つける。その飾らない主張に、ますます良い店だと感じ入った。ビーグスたちの紹介はやはり間違いなさそうだ。

　近寄るとドアマンが穏やかな笑顔でドアを開けてくれる。

「ようこそ、いらっしゃいませ」

「お邪魔します」

　そっと挨あい拶さつしながら入った店内は、シックで落ち着いた雰囲気であった。

　石の壁はあえて一部にレンガを使用し明るさがあり、床は明るい木材が張られている。多めに設置された魔ま術じゆつ灯の下に、商談スペースのブースが幾つか設けられていた。カウンターテーブル調の仕切りの向こうには、整然と商しよう品ひん棚だなが並んでいた。微かすかに漂う優しい香かおりが心地よい。

「いらっしゃいませ。何をお求めでしょうか」

「何か良い剣がないかと探してます。見るだけでもいいでしょうか」

「ええ、構いませんとも。剣などの武具でしたら、このまま真まっ直ぐ進んで頂けますか。武器専門の担当がおりますので、そちらが応対させて頂きます」

「ありがとうございます」

　歩きながら他のブースを失礼にならない程度に見ていく。

　何組かが商談の最中だが、どうやら客が商品を選ぶのではなく店が用意するらしい。店員が話を聞きつつ要望をまとめ、お勧めの商品を紹介している。

　武器防具が置かれた付近に到着すると、待機していた担当の女性店員がやって来た。

　そして、お互いに面食らった。

「あれっ、アヴェラなの？　どうしたの？」

「……ニーソじゃないか」

　現れたのは幼馴染みの少女だった。

　アヴェラが冒険者になると決め、養成所に入る少し前の頃。

　このニーソは商会に勤めが決まったと話していた。お互いに落ち着いて、少し成功するまで会わないでおこうと決めたのだが、どうやらここで働いていたようだ。

　店の制服を着た彼かの女じよを改めて上から下まで見やる。

　可愛らしい部類の容姿。ショートの碧あお色をした髪に、やはり碧色の瞳。制服の白いブラウスに膝下丈の紺こん色いろスカート。胸むな元もとには髪と同じ色をしたリボンがあしらわれているが、それがとても良く似合っている。

　小柄で華きや奢しや気味な体つきはあまり変わらないものの、たった一年程度で、特に胸の辺りなど、随ずい分ぶんと女の子らしさが強調された気がする。

　慣れない店で緊張気味のアヴェラだが、気心知れた相手で安堵した。

「久しぶり。意外な場所で意外な再会で驚いたよ」

「そうね、私も驚いたのよ。仕事に慣れてきたから、実はそろそろ連絡しようと思ってたところだったもの。あのね私ね、ようやく武器防具の接客を任されたの」

「接客なら店の顔って事だな、凄いじゃないか」

「全部アヴェラのお陰よ。計算とかを教えて貰ってたから」

　このニーソは幼馴染みとして、一緒に時を過ごした。そのおかげで前世で染みついた異性観を払ふつ拭しよく──そんなに恐くもなければ敵意もないと──してくれたのだ。それではと調子に乗って読み書き計算に、前世的なマナーや礼れい儀ぎ作さ法ほうに立ち居振る舞い。更さらには行動規き範はんや倫りん理り観などまで、この世界では知り得ない知識や情報を教えてしまったぐらいだ。

「その程度は大した事ないだろ」

「ううん。でも、そのお陰でお店に雇やとわれたもの」

　前時代的なファンタジー世界で、店に雇われる事はかなり難しい。

　店側にとって人を雇う事は死活問題だ。

　雇った相手の能力が足りなかったり、性格的に問題があったりする危険性は常に付きまとう。もちろん見知らぬ者を店内部に招き入れるため、それが素性を隠した盗とう賊ぞくの手下や他店の送り込んだスパイという危険性もまた存在するのだ。

　そこで大事にされるのは縁えん故こ採用。

　前世においては諸悪の根源とされていたが、この世界では極めて有益なシステムとして作用している。つまり紹介する側にも面めん子つや責任があるため、能力や人間性や家族構成まで見極め、これぞといった見込みのある者のみ、身元を保証して紹介するからだ。

　ニーソが商会という破格の就職先を紹介されたのも、極めて高い事務能力を見込まれての事となる。もちろん、その容姿や穏やかな性格も大きく影えい響きようしたに違いないのだろうが。

「ここに来たなら、やっぱり武器を買いに来たの？」

「冒険者になれたから、新しい剣を探そうかと」

「そっか頑張っているのね……それに引き替え、私は……ううん、変な事言ってごめんね……」

　接客ブースの席で、ニーソは両手を足の間に挟み項うな垂だれてしまった。

「どうした、何かあったのか？」

「……ちょっとだけ」

「その様子だと、ちょっとじゃないな」

「ちょ、ちょっとだけだもの……」

　どうやら、仕事上で何か大きなミスをしたらしいとアヴェラは察した。精一杯平静さを装よそおっている様子に、及ばずながら助力してやりたい気持ちが強まってくる。

「ほら言ってみろよ。大丈夫だ。何とかしてみせる」

「…………」

「無理かどうかは、言わなきゃ分からないだろ。さあ、言ってくれ」

　前世の自分は、自分自身に自信がなかったので誰かを助ける事にも消極的だった。しかし、今は変わるために努力中。できるできないかはともかく、やってみようという気持ちになっている。

「……助けて欲しいの。お願い」

「よし、任せてくれ」

「ありがと」

　ニーソは小さな花が咲さくように微笑んだ。

「実はね、初めて仕入れを任されて、ビシュウ国のナガミツソードという剣を、上手く仕入れられたの。それって名工作ってだけでなくって、魔法で＋２まで強化されてる凄い剣なの」

「それで周りに妬ねたまれて、パワハラかモラハラでも受けたか」

「違うの、そんなんじゃなくって。あのねその剣……呪いの剣だったの」

「呪いの剣だとマズいのか？」

「だって売れないもの。凄い値段で仕入れたから、お店に大きな損害が出るの」

「ああ、なるほど」

　アヴェラは納得した。そして困ってしまったのは、お金の話ではできる事が何もないからだ。

「しかし呪いの剣か……」

　この世界は神々の加護があって魔法があり、モンスターや死霊が存在する。

　だからだろうか、命のやり取りをする場で使われる武器や防具などは様々な想おもいを宿し、そして呪われやすい。大きな戦いがあれば一つや二つは呪われた装備が誕生するし、高位のモンスターを倒してもやはり誕生してしまう。

　発現する呪いの作用は千差万別。

　動きを阻そ害がいする呪い、モンスターを呼び寄せる呪い、強きよう迫はく観念が起こる呪い、周囲が全て敵に思える呪い。愛する者を殺させる呪い、人に忌み嫌われる呪い。中には性格や性別まで変化する呪いまであるという。

　なんにせよ、持ち主にとっては害にしかならない。

　しかし呪いを解除する事は困難と聞く。高位の魔術師か教会に依い頼らいし呪いを祓はらってもらうしかないが、大きなリスクを伴い依頼料も高額となる。成功しても装備が消しよう滅めつという場合もある。

　故ゆえに呪われた装備は、その事実を隠したままこっそり流通する場合が意外と多い。そしてトランプのババ抜きと同じように、運の悪い迂う闊かつな誰かへと押し付けられるのだった。

「さっき会頭さんに報告が行ったとこなの。怒られるだけならいいけど、解かい雇こされるかもなの。もしそうなったら、紹介してくれた親戚の顔を潰つぶしちゃうよ。私、もうお終しまいかも」

　頭を抱えて嘆なげくニーソを、白蛇状態のヤトノが顔を出して見つめた。

「ふむ、御兄様が目をかけたニーソのためです。その会頭という者が問題なのですね。分かりました、ここはひとまず其そ奴やつを呪い殺し始末するとしましょう」

「ヤトノ様違います、それやめて下さい」

　ニーソは小さな白蛇を拝み倒すようにして頼んだ。

　もちろん幼馴染みなだけにヤトノの存在を──さらにはそれが厄神という事まで──知っている。しかもやると言えば本当に呪ってしまい、それでどんな惨さん状じようが引き起こされるかまでも、実際に見て知っているのだ。

　だから慌てて当然だった。

「遠慮などいりません。わたくしに打ち明けてくれた、御兄様に対する気持ち──」

「あー！　わー！　今はそれやめてー！」

「御兄様の事を──」

「わ──っ！　それ言ったらダメなの──！」

　大声を出すニーソに、向こうで接客中だった店員が咳払いでもって注意を促した。それで余計に落ち込み、頭を抱え机に突っ伏してしまう。とどめを刺さされたかのような、もはや魂が抜けたような顔であった。

　これでもヤトノは心配して励はげましているつもりなのだ。

　なんにせよアヴェラはどうすべきか腕組みしながら考え込んでいる。

「そうだ、待てよ……」

　突っ伏すニーソのつむじを見つつ、アヴェラは閃ひらめいた。

「ヤトノ、ちょっと確認したい事がある」

「何でしょうか御兄様？　ニーソめを助けてやる方法を思いつかれましたか」

「上手くすればだけど」

　そして幾つかの確認をし回答を得ると、アヴェラはにんまり笑った。そして突っ伏すニーソの肩を優しく叩いて起こした。

「会頭さんに取り次いでくれるか、直接話をしてみたい事がある」

「えっ？　……そんな事を言われても、いきなり会頭に会うとか難しいのよ」

　ニーソの言い分も当然だった。

　商会の長ともなれば他店との交こう渉しよう、領主や市長といった身分の高い人々の相手をする立場にある。それだけに格が求められ、よほどの上客ならともかく、アヴェラのような者が会いたいと言って、おいそれと会ってくれる相手ではない。

　前世で言うのなら、突然押し掛けた会社で社長を出せと言うに等しいだろう。

　つまり非常識なこと極まりない。

「悪いようにはならない。ニーソの仕入れミスを何とかできるかもしれないんだ」

「でもアヴェラが謝ってくれても、どうにもならないと思うの」

　ニーソは自分で言い出した事ながら、思わぬ方向に話が進んでしまい困っている。きっと、単に愚痴がてら相談したかっただけなのかもしれない。

「大丈夫だ謝るわけじゃない。むしろピンチをチャンスに変えるだけだから」

「何か思いついたの？」

「もちろん。だから取り次ぎを頼むよ、もし会頭が会ってくれないなら……そうだな、父さんの名を出しても構わない」

　トレストは正七位の下級騎士でしかないが、一方で警備隊長という職にある。今日も警備隊が盗品バイヤーを取り締まっていたように、商会にとってはありがたい存在である。反面、心象を損ね睨まれては恐ろしい存在でもあった。

　その警備隊長の身内が面会を求めれば、商会の会頭とて簡単には断れないだろう。

　しかしニーソは軽く驚いた顔をした。

「おじさんの？　でもアヴェラって、そういうの使うの嫌だったよね……」

「もちろん嫌だ。嫌なんだが、ニーソを助けるためなら手段は選んでられない」

「ありがと」

　頼もしい言葉と、それが自分のためと聞いてニーソは頰ほおを染めている。それをヤトノが冷やかすように尾で打っていたりするが、肝かん心じんのアヴェラは気付いてもいない。

　今はただ、自分の思いつきを実行することで頭がいっぱいなのだ。




　奥のドアが開き、ニーソの案内で大おお柄がらな男が現れた。

　白が大半となった黒いフサフサ髪に、鼻が高く目の大きな彫ほり深い顔。体格は太めながら、元から大柄なためか不健康な印象はない。仕立ての良い上質な生き地じを気軽に着こなし、ゆったりと大おお股またでやって来る。

　どうやら、これがコンラッド商会の会頭たる人物らしい。

　立ち上がったアヴェラが頭を下げれば、その様子を穏やかに笑って見ている。先にニーソから聞いておいた話では、若い頃は冒険商人として各地を旅していたそうなので、もちろん穏やかなだけの人ではないはずだ。しかし、それを感じさせない落ち着きがある。

「貴方が、あのトレスト隊長さんの息子さんですかな」

「失礼なお呼び出し、申し訳ありません。また、その失礼に応じて頂きありがとうございます」

　ビシッと両手を横に付け、腰を直角に折って謝罪する。

　もちろん前世のビジネス経験による謝罪だ。ここまで丁寧に謝るのは、この中世的な世界において権力や財力は絶対で、地位ある相手に下手な事をすれば簡単に破は滅めつするからだ。

「どうしてもお会いしたかったので、失礼を承知で父の名を使わせて貰いました。ですが、この件は父と一いつ切さい関係ありません。商売に関する個人的なものになります」

「なるほど、確かに失礼ですな。しかし商売の話となれば、これは聞き逃せませんな。実りある話を聞かせていただけると、期待させて貰いましょう」

「ありがとうございます」

　アヴェラはコンラッド会頭の様子──茶目っ気を持ってウィンクし、席に着いてくれた──に安堵した。ここで怒って立ち去られていれば、話をするどころではなかったのだ。まず、一つ目の賭かけには成功した。

　しかし、ここからが正念場だ。

　座りながらそっと息を吸い、改めてコンラッドを見やる。

　商会を背負って立つ人物なだけあって顔には自信と覇は気きがあった。けれど、こうした人物にありがちな陰がない。人を出し抜こうとか押し退けようとか、そういった品のなさが少しも見られないのだ。したたかさはあるが、同時に優しさや温かさを持っていると見受けられた。

　しかも警備隊の皆でさえ、義理も人情もある店で売り方が正直と言っていたではないか。

　──これならニーソの件は問題ないな。

　ニーソは責任感の強い性格なので、心配するあまり悩んでいたのだろうが、この人物であればアヴェラが何もせずとも大丈夫だったに違いない。

　アヴェラが好意をもって頰を緩ませると、コンラッドの方も似たような顔をしている。

　会頭の登場に周りは少しざわついている。

　何人かの客はさっそく挨拶をしたそうな様子だ。それを他の店員たちが、やんわり制している。そうとはいえ店員は店員で──さすがに教育が行き届いているため露ろ骨こつではないにしても──アヴェラの正体が気になるのか、ちらりちらりと視線を向けていた。

　しかしコンラッドの意識は全てアヴェラに向けられたままだ。

「さあ、どんな話を聞かせて頂けるのでしょうな」

「ニーソが仕入れでミスした事は、もうご存じかと思います。失礼に失礼を重ねて、聞いてしまいますが、損害はどれぐらいでしょうか？」

「そうですな、呪われたナガミツソードの話でしたな。あれは仕入れ値が千二百万Ｇ、強力な呪いのため解呪は不可能。損害とするのでしたら、その金額そのものでしょうな」

　他の客には聞こえぬ程度に、すらすらと落ち着いた声が言ってのける。

　商会の中をしっかり把握しているからなのか、それともニーソのミスが大きかったからなのかは分からない。しかし、どうにもアヴェラには前者に思えた。

　こうした商会の資金力は個人が思うより遥かに大きい。

　そこからすれば千二百万Ｇ程度の損失は織り込み済み、無視はできないが痛手ではないはずだ。

　しかし、ニーソはその辺りを把握していないのか、会頭の横にちょこんと座ったまま魂の抜けたような顔をしている。改めて事実を突きつけられショックを受けているのだ。

「なるほど、では次です。こちらの商会には、まだ他に呪いの装備はありますか？」

「ふうむ、正直に申せばありますな。新人が呪いの装備を摑まされるのは通つう過か儀ぎ礼れいみたいなものでしてな。どこの商会もそうですが、外には出せず倉庫の片隅に封印してあるものです」

　それを聞いてニーソは顔を輝かせた。

「本当ですか。私だけじゃなくて、みんなやってるのですか」

「そうなのですよ、この商会にいるほとんどがやっておりますな。そうとは言え、ニーソ君が引っかかった呪い装備の損害額は過去二番目に高い。なかなか豪ごう快かいなものですな」

「うっ……すいません」

「ちなみに過去最高の損害を出したのは、誰だと思います？」

　コンラッドはニヤリと笑う。

「実はこの私で、なんと二千五百万Ｇ。これには誰も勝てますまいて、はっはっはー」

　なかなか、お茶目な会頭だった。

　世の中は綺麗事だけではないのだと、警備隊長をする父親からそれとなく聞いている。店の仕入れは正規の市場だけには頼っていられない。旅の行商や転売屋、そして旗師など裏世界に足を突っ込んだ連中と取り引きせねばならない事だってあるのだ。

　このコンラッドにしても、その連中とやりあう裏の顔が必ずあるはずなのだ。

　しかし、それを踏まえた上でアヴェラはコンラッドに好感を抱いだいた。

「そこで商売の話です」

　アヴェラは背筋を伸ばす。そこに気負いはなく、ただ自然な話として言ってみせた。

「その全く売れない呪いの装備が売れるようになったらどうします？」

「ほほう、なかなか興味深い。しかしどうやってですかな」

「呪いを何の問題もなく簡単に祓ってみせます。ニーソの仕入れたナガミツソードも含めてです」

「なるほど。では、そちらの要求は？」

　普通なら、ここでできるかどうか確かめようとするだろう。

　だが、コンラッドは真っ先に要求を確認してきた。これはもう本物の商売人だ。

「まずニーソのミスを不問とは言えないまでも、問題を軽くしてやって欲しいです。それと、後は自分の為です。つまり剣を一本用立てて欲しいです」

「なるほどなるほど、要求はそれと。では、私から三つ言いたい事がありますな」

　コンラッドは指を三本立ててみせた。

　まず指の一本を折る。

「まずは、ニーソ君のミスはもともと通過儀礼として損害は織り込み済み。実際、これで彼女は仕入れの時に、より慎重となるでしょう」

「つまり、あえて失敗の経験をさせていると」

「失敗しない人間はおりません。ならば分かる範囲で失敗をさせ、その失敗に対する対処を学ばせた方が良い。とはいえ、なかなか豪快な失敗でしたが」

　少し疑問だったのだ。

　新人が通過儀礼のように呪い装備を摑まされるのであれば、商会としては防ごうとするはずだ。それをしない理由が人を育てる為とは、なかなかどうして商売人も凄いことをするらしい。

　次の指が折られる。

「そして、世の中には呪いの装備を欲しがる方もいらっしゃるのです。ですから、たとえ呪われた剣でも、売ろうと思えば売る事はできるのですよ」

「コレクターの業ごうは深いって事ですか」

「全てがコレクターではありませんよ。たとえば嫌いな相手に呪いの装備を贈るのですが、政敵や恋こい敵がたきやいろいろですな。ですが、これはまあ大した問題ではない。普通に売った方が間違いなく儲かりますからな」

　そして最後の指が折られた。

「最後の一つは、ありきたりな確認です。あなたは本当に呪いを祓えますかな」

　真正面からじっと見られる。

　その目に茶目っ気はなく、完全に商売人としての鋭さだ。あのケイレブの威い圧あつするような目とはまた違うもので。鑑かん定ていし真しん贋がんを見極め値ね踏ぶみをし、相手の価値を推おし量ろうとするような目である。

　気の弱い者なら萎い縮しゆくしそうなところ、アヴェラはある種の感動を覚えていた。

　コンラッドは前世で言えば大企き業ぎようの社長のような人物になるだろう。しかも一代で財をなし多くを従え、皆から敬意と尊敬を受ける風雲児。

　そんな凄い人と対等にやり合っているのだ。一人寂しく孤独に死んだ、ただの冴さえない男が今ここでドラマのようなやり取りをして生きている。これが嬉しくならずにいられようか。

「実際やってみた方が早いと思いませんか？」

「まっ、そうでしょうな。では、呪われた剣を何本か試ためしてみるとしましょうか。それが見事に祓えましたら、良い剣を見み繕つくろってお譲ゆずり致いたしましょう」

「ありがとうございます」

「礼を言われるのは、まだ早いですな」

「早くはありませんよ。これはチャンスを頂けた事の礼ですから」

「なるほど、これは一本取られましたな」

　コンラッドは額に手をやり微笑んでみせた。

「よろしい、それでは試しましょうな。ですが、流石にここでは場所がマズいというものです。私は品を運びますので、ニーソ君は彼を奥の部屋に案内して差し上げなさいな」

　会頭という立場のわりに、コンラッドは意外にもフットワークが軽かった。スタスタ奥に戻って行く姿はどこか楽しそうだ。見送るアヴェラも、同じように楽しくなっている。

　しかし、ニーソは不安そうなままだ。

「アヴェラの事は信じてるけど……本当に祓えるの？　期待してもいいの？」

「もちろんだ。ニーソのために頑張るさ」

「えっ、あっ……うん」

　ニーソは頰を染めた。

　潤む目でそっと見つめられるが、しかしアヴェラはそれに気付かない。既に心は呪いの解除に向けられ、その先に待つ成功と未来を見み据すえているのだ。

　ニーソは軽く頰を膨らませ、馬鹿っと小さく呟いた。




　案内された奥の部屋はグレードが上がり、調度品も豪ごう華かで間違いなく上客を歓かん待たいする部屋だった。テーブルには赤い毛織物が敷かれ、その上に十本の剣が丁寧に並べられている。

　いずれも呪われており、数が数だけにテーブルの上には見るからに危ない気配が漂っていた。中には死霊でも憑いているのか、顔のような靄もやがちらつく剣もある。

　お陰でニーソは怯えているが、しかしコンラッドは平然としたものだ。

「こちらが当店にあります、呪いの装備の幾つかですな」

「なるほど壮観ですね」

「壮観、確かにそうですな。これだけ勢せい揃ぞろいさせたのは初めてです」

「後は結果だけと。では、取りかかりましょうか。ヤトノ頼むぞ」

　アヴェラがテーブルに手を差し伸べれば、袖そで口ぐちから白蛇状態のヤトノがしずしずと登場した。

　こんな事が起きれば普通は驚くだろう。しかし何も説明していなかったにもかかわらず、コンラッドは平然としている。内心はどうか分からないが、穏やかな笑みを湛たたえた顔は全く変化がなかった。流石は大商人というものである。

　ヤトノはテーブルの上を這うが、尻尾の先は上機嫌に揺れている。

「うふふっ、わたくし御兄様に頼られています。さあ、いきますよ。ちょいさー」

　その尾が剣を軽く打った瞬間、バチッと閃せん光こうが弾はじけた。

「ちょいさーちょいさーちょいさーちょいさー……」

　そして尾で打つ事を繰り返していけば、その度たびに閃光が弾けていく。そして十本あった剣に漂っていた危ない気配は完全に消え失うせてしまった。

　ただし、ヤトノが力を使った代だい償しようとしてアヴェラは頭痛になやまされている。

「っ……これで完全に呪いは消えたはずです」

「では、さっそく」

　コンラッドは躊躇ためらうことなく手を伸ばし剣を手に取った。

　もしニーソが小さく制止のような悲鳴をあげねば、アヴェラも顔に出していたかもしれない。テーブルの上に漂っていた嫌な気配は消え失せているが、だからといって先程まで呪われていた品を躊躇わず触れるかと言えばそうでもなかろう。

　その肝の太さには舌を巻くしかない。

　念入りに確認するコンラッドの姿を見やり、大商人というものの恐ろしさの片へん鱗りんを味わっていた。

「ほうほう、確かに呪いが消えてますな。しかも完全に。なるほど、そちらの蛇のヤトノ殿どのでしたかな。こうして呪いを祓うことができると……」

「そうです」

　アヴェラは頷いた。

　そもそも災厄の化け身しんたる厄神は、世界そのものに取り憑いた呪いのような存在だ。もちろんその分霊となるヤトノも、この世のどんな呪いよりも遥かに強力無比な呪いとなる。

　だから、毒をもって毒を制する事ができないかと考えたのだ。

　結果として、その考えが正しかった。たかが剣一本に取り憑いた呪いや死霊は、ヤトノという強力な呪いの前に弾かれ消滅してしまったのである。

　厄神の力をこんな事に利用すると怒られそうな気もするが、しかし使えるものは使うべきであるし、探索のための資金稼ぎとすればきっと文句は言われまい。何よりヤトノが了りよう承しようしているので何の問題もない。

「これは予想以上でしたな、このコンラッド感服いたしました。では、今後もお願いできると考えましてよろしいでしょうかな」

「はい。定期的に商会にお邪魔しますので、その時に祓います。もちろん急ぎの何かがあれば、ニーソを経由して連絡を頂ければ伺います」

「確かニーソ君と貴方は幼馴染みで、しかも貴方が計算なども教えられたとか」

「ええ、まあ。いろいろと教えました」

「なるほど、そうした教育を施したという事は身内に招くおつもりですかな」

「もう身内みたいなもんですよ」

　質問の意図が理解できないままアヴェラが答えれば、ニーソは頰を染めつつ声を出さずに馬鹿っと口を動かしていた。そんな一部始終にコンラッドは面白そうに微笑むのだが、その姿はどこか好々爺こうこうやといった風ふ情ぜいがある。

「なるほどですな。では、そうした手て筈はずで、今後はニーソ君を貴方の担当として頑張って貰うとしましょう。呪いを祓って頂く事は報酬をお支し払はらいするとして、その額は呪いの強さに応じてでどうでしょうかな」

「お任せしますよ」

「商売人にお金を任せるとは、なかなかに肝が太い方ですな」

「信頼してますから」

「なるほど、信頼というものは重い鎖くさりですからな。さてさて、貴方に差し上げる剣ですが。そうですな……ノサダソードかマゴロクブレードか。どちらも実用剣として高い評価を得ている剣ではありますが……そうですな……少しお待ちを」

　コンラッドは席を立ち、少しして戻って来た。一振りの剣を持っているが、その手は分厚い金属籠こ手てを装着していた。

「こちら真銀の籠手でないと抜けないぐらい強力な呪いでしてな。これを祓えますかな？」

　慎重に鞘さやから抜き出された剣は、視覚化した呪いが黒い靄の筋となって漂うほどの代物であった。同席するニーソは悲鳴をあげ、仰のけ反って椅子ごと倒れそうになった程のヤバさが漂っている。

　しかしアヴェラは気にもしない。

　そっと卓たく上じように置かれた剣を見つめ呟いた。

「凄い剣だ」

　片かた刃はとなった剣の全体が冴えているように明るく、その品質が極めて高い事は誰が見ても分かるだろう。剣身の幅はばは指二本と幅広、切先の伸びた大柄な姿にがっしりとした厚さがある。ゆったり湾のたれ刃が幅厚く付き、そこに朧おぼろ気げな影が乱れるように伴う。

　堂々とした姿と優美さが共存し不思議な美しさが存在し、呪いの黒い靄さえ気にしなければ明らかに非ひ凡ぼんな片刃の剣だった。

「遥か昔、ビシュウ国の伝説の名工が鍛きたえたカネミツソード。魔法の強化は＋３ですよ」

　それを聞いたニーソがしゃっくりのような声と共に、小さく国宝クラスと呟いている。そちらを見やったコンラッドは、悪戯いたずらが成功した子供のような顔で笑った。

「邪じや神しんを斬って呪われたとも聞きます。もし呪われてさえいなければ、確かに国宝にもなっていたでしょうな。そして、これの買い入れ額は二千五百万Ｇ。つまり私がやらかしたものですよ」

「邪神を斬ったですと……？」

　白蛇状態のヤトノが近寄り、どれどれと覗き込んだ。明るく輝くような剣の表面に姿が映り込む。

「ふむ……どうやらこれは本体を傷つけたものですね。邪神なんて失礼なんです」

「ほほう、そちらの白蛇殿。本体とは何の事ですかな？」

「はい、わたくしの本体は厄神をやっておるのです」

　流石にコンラッドは大したもので、とんでもない答えにもポーカーフェイスを崩さなかった。しかし、注意深く見れば額にじっとり汗が浮いている事が分かっただろう。

　そうしたやり取りの間も、アヴェラは剣を眺め続けていた。

「凄いな……」

「ふむふむ、これを祓えと言われるのは癪しやくですね。それはそれとして、わたくしと同質の力ですので、逆にこれを取り除くのは難しいことです」

「だったら呪われたままか」

「そうですね。これが使えるのは御兄様ぐらいのものですよ、我が本体の加護を受けてますから」

「二千五百万Ｇもするのに勿体ない」

　アヴェラは何気なく手を伸ばした。

　見ていたコンラッドとニーソが止める間もない。あっ、と二人が小さく声をあげた時には既に柄つかを握っていた。たちまち黒い靄が触しよく手しゆのように蠢うごめき、アヴェラを侵しん食しよくしようと襲い掛かる。

　しかし、その動きがピタリと止まる。

　黒い靄は確認するように数度アヴェラの手に触れたかと思えば、するする戻って剣の中へと吸い込まれ消えてしまった。そうなれば見た目は、呪われているとは思えない状態だ。もちろんコンラッドとニーソは到底触る気にはなれなかったが。
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　アヴェラはそのまま剣を見つめる。

　最上の鍛えをみせる金属は表面に淡あわ雪ゆきのような輝きがあり、陽炎かげろうのような模様が微かに立つ。刃は如何にも鋭く物斬れ感が強く頼もしい。これは武器というだけでなく芸術品と呼んでも良いぐらいだ。

　ややあって剣をテーブルに戻すときは、名残なごり惜おしいぐらいだった。

「勝手に触ってすみません。剣は戦士や騎士の命で他人が触るのはマズかったですね」

「いえ、構いません。剣は手に取らねば、その質が分からないものです。それにですな、どうやらその剣はアヴェラ殿しか触れられないらしい。よろしいでしょう、その剣を差し上げます。どうぞ、お納め下さいな」

「えっ……貰ってもいいのですか」

「ご遠慮なく。呪いが祓えれば差し上げようと、最初から思っておりましたのでな」

「そうですか、では頂きます」

　アヴェラは平然と剣を受け取った。

　そのやり取りがあまりにも自然であったため、横で見ていたニーソは何が起きたか分からずキョトンとしていたぐらいだ。一呼吸か二呼吸置き、とんでもない金額の品が右から左に動いたと気付き喘あえぐような息をした。




　荷馬車が音をたてながら石いし畳だたみの上を移動していく。

　それはコンラッド商会に運ばれてきた荷であったが、アヴェラを見送るため外に出ていたニーソは、そちらを少しも眼中に入れていない。

「ありがと。えっとね、そのね……ありがとう……私ね、アヴェラの事がね……」

「なに気にするな、幼馴染みを助けるぐらいどうって事ない」

「うん、幼馴染みだよね……」

　ニーソはどよーんと押し黙り、少しばかり恨みがましい上目遣いをした。

　呪われたカネミツソードを手にするアヴェラを見送っているのだが、隣には異例な事にコンラッドまでが見送りに出て来ているため、小さく手を振る事しかできない。

　先程から頰を染めっぱなしのニーソであったが、そこは駆け出しといえど商売人。

　アヴェラが通りの向こうで角を曲がって姿を消すと、直ぐに気持ちを切り替えた。

「会頭、どうしてアヴェ──彼にカネミツソードを渡したのですか？」

「使える方に使って頂く……と言いたいところですが。実を言えば、これは先行投資ですな。私の勘かんですが、彼はきっと大成しますな」

「当然です、アヴェラは凄いのですから」

　ニーソはまるで自分の事のように得意げに言った。

「でも、あんな呪いの剣を世に出してしまって大丈夫なのですか？」

「まあ良識……いえ、損得勘かん定じようのある方ですからな。上手く使いこなして頂けるでしょう。なんにせよ、彼はいずれ間違いなく上位冒険者の域に足を踏み入れるでしょう」

「つまりその時に、うちの商会を御ご用よう達たしにしてくれたら宣伝効果抜ばつ群ぐんと？」

「商売人としてはそれもありますな。ですが少し違いまして、私は彼を通じて冒険がしたいのですよ。私が紹介し用意した武器や防具に道具を使い、彼が数々の冒険を繰り広げる。そして、その冒険話を聞く事こそが、私の冒険なのですな。商売ってものはですね、ただ売れば良いのではありませんよ。そこにロマンがあって、楽しみがありませんとな」

「ロマンと楽しみ……」

「若いニーソ君には、まだ分からない感覚でしょうな。何にせよ、これから彼の対応はニーソ君が専属で最優先に行いなさい。よろしいですね、頑張りなさいな」

「はいっ！」

　元気よく心の底から返事をしたニーソは、アヴェラが姿を消した曲がり角へと視線を向けた。目を輝かせ微かに頰を紅潮させた様子は、少女らしい華やかさを引き立てている。

　その様子を見守るコンラッドは、こちらで繰り広げられそうなロマンも楽しみにしていた。
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第三話　不運に笑え顔がおで福来たる






　大国ハポンに存在する探たん索さく都市アルストル。

　そこで生み出される富は莫ばく大だいなものとなり、都市のみならず国全体の経済を大きく潤うるおわせている。始まりこそは冒険者や、その関係者の集まりでしかなかったが、都市の形態ができた後には聖職者と貴族がやって来て支配した。

　そのためアルストルにある幾いくつかの勢力は大きく分けて三つとなる。

　一つは領主の大公こう爵しやくをトップとする、貴族階級の勢力。

　一つは教会の大司教をトップとする、聖職者たちの勢力。

　一つは都市の市長をトップとする、市民や冒険者の勢力。

　この三つは互たがいに権勢を競きそうのだが、しかし全体としては協力しあってアルストルという都市を支え発展させていた。だが、この三つの勢力に跨またがり存在する集団については、誰だれも知らない。

　なぜならそれは最近誕生したばかりなのだから。

　彼かれらは共通の敵に対し一いつ致ち団結していた。国を憂うれい、人を救おうと決意し、邪じや悪あくな存在に義ぎ憤ふんを感じ、世界を守ろうと正義に酔よっている。

　使命感に突つき動かされ協力を誓ちかった者たちは、今日も今日とて都市の一角にある、上流階級御ご用よう達たしの高級飲食店に集結していた。美う味まい料理が味わえるのはもちろんだが、接待や会合や商談など密談をするには最適な店だ。ただし、本当の上流階級からは敬遠されてもいる。

　これ見よがしに高級な調度品が飾かざられ、味よりも素材の希少性や珍めずらしさに拘こだわった料理。贅ぜいはあっても品のない店と思われているのだ。実際この店を利用する多くは、成り上がりであったり、品性に欠けたりする者が多いと言われる。

　そうとはいえ、会合を開く彼らは少しもそんな事に気付かず真しん剣けんだ。

「あの恐おそるべき邪悪の化け身しんがついに冒険者となった」

　その宣言に全員が嫌いやそうな顔をした。

「これは憂ゆう慮りよすべき事態と言えるのではないか。奴やつが力を付けてしまえば、それだけ世界に災さい厄やくが撒まき散らされる事になる。もはやこれ以上、災厄の使者を放置しておいて良いはずがない」

「検定試験で上う手まく始末するはずではなかったのか」

「残念だが失敗した」

「かなりの金をかけ、遺い跡せきのボスモンスターをぶつけたのにか？」

「そうだ。だが、お陰かげで奴は異常で危険という事が改めて確かく認にんできた」

　さも失敗から結果が得られたように男が言って頷うなずいた。

　まるでダメな経営者がよくやる言い訳のようだが、他の者も似たような感性なので何も言わない。もしくは自分が失敗した時の予防線として、他人の失敗を指し摘てきしないようにしている。

「またボスモンスターを捕ほ獲かくしてぶつけるか」

「それはどうかな。利用した冒険者の口くち封ふうじも含ふくめると、コスト的には見合わんよ」

「帳ちよう簿ぼを誤ご魔ま化かして用意した予算なんだぞ。あまり無む駄だには使えん」

「では、もう少し小型モンスターをぶつけてはどうだ」

「それも良いが、強い使命と実力を持った者を呼び寄せておいた」

　彼らは様々な組織から自然と集まった者たちで、世界で初めて確認された厄神の加護を持つ人物をとても危険視している。

　厄神は疫えき病びようや飢き饉きん、地じ震しんや噴ふん火かといった様々な災厄をもたらす危険な神。この世界に暮らす人々が安心安全に生きていく為ためには、少しでも厄神の影えい響きようを排はい除じよせねばならない。災厄など遭あわないに越こしたことはなく、災厄に見み舞まわれ愛する人を失うなど絶対に許されない。その為にも、厄神の加護を持った存在など駆く除じよすべき──と、彼らは考えていた。

「あとは、俺おれの伝つ手てを使ってアサシンも呼び寄せた」

　これまでも様々な場所や機会を利用し、厄神の加護を持つ者を排除しようとしてきた。その目もく論ろ見みは全すべて失敗しており、むしろ無関係な者や周囲に被ひ害がいを生じさせているが、それさえも厄神が悪いと思い込こんでいるような連中だ。

「もちろん奴は冒険者になったのだ。であれば、不幸な事故は付きものだろう？」

「今度こそ上手くいくのだろうな」

「他にも手配はしておこう。たとえば金に汚きたない冒険者でも雇やとって使うとかな。そうだ、そいつらを使って小型モンスターの群れをぶつけさせよう。安上がりで簡単だ」

「そいつらは信用できるのか？」

「なになに、金をちらつかせている間は信用できるだろう」

　そのときドアがノックされ、彼らは一様に押おし黙だまる。

　会話を邪じや魔まされ不快そうな顔であったが、しかしそれも直すぐに消える。

　入室してきたのは、肌はだも露あらわな衣い装しようの女性たちだったからだ。きつめの顔立ちの美人たちで、派手な厚あつ塗ぬりの化け粧しようにたっぷりと香こう水すいをつけている。

　その女性たちは彼らの隣となりに座り、甘あまえる仕草で媚こびた笑いをあげだした。

　彼らの顔はだらしなく緩ゆるみ、見え隠かくれするのは下心ばかりだ。値段だけは高い酒が用意されると、手にしたグラスになみなみと注がせ、それを手に自分語りや、過去の武勇伝を口も軽く喋しやべりだした。

　相づちをうつ女性たちも自分のグラスに酒を注ぎ、次々とグラスをあけていく。追加の酒が運ばれ高価な果物も運ばれ、誰も手をつけない料理も運ばれてくる。

　そうして正義を語っていた場は、ただの宴えん会かいへと変わった。





◆　　　◆　　　◆






　初心者向け遺跡に出現する獣けもの型モンスター、グアイオラーレが落とす素材は牙きばや爪つめ。

　これらは浅い層で得られる素材のため、大した品質ではない。しかし同時に、一番よく回収され流通する素材でもある。硬かたすぎず軟やわらかすぎず、大量供給大量消費に向いており、たとえば釣つり針や革を縫ぬう針など、日用品に加工されており用よう途との幅はばが広い。

　そのため冒険者施し設せつのクエスト掲けい示じ板ばんには、グアイオラーレ素材の回収依い頼らいが常に並ぶ。慣れない冒険者にとっては、強敵でも生活を支えてくれるありがたいモンスターだ。

　アヴェラもグアイオラーレ関連のクエストを引き受け、遺跡に挑いどんでいた。

「御お兄にい様さま、二体おります」

「分かった。さあ、この剣けんの斬きれ味を試ためさせて貰もらおう」

　グアイオラーレは狼おおかみと犬を合わせ、少し熊くまを足したような姿。

　いかにも獰どう猛もうそうな顔つきに、鋭するどい牙のある口から咆ほう吼こうがあがる。鋭い爪のある足で遺跡の石床ゆかを蹴けり、長く伸びた尾おを靡なびかせ躍やく動どう感かんある動きでまっしぐらに駆かけてくる。

　以前は三匹をヤトノの協力でなんとか倒たおした。

　今は二匹ひきを相手に、アヴェラは片かた刃はのカネミツソードを手に気負わず立ち向かう。

　グアイオラーレが見る間に迫せまり、大きな口を開け食いつこうと跳ちよう躍やくした。それを横に避よけながら、下からすくい上げるように剣を振ふり抜ぬく。さしたる手て応ごたえも感じず、スッパリ胴どうが輪切りになった。毛、肉、骨とそれぞれ硬さの違ちがう部位を何の手応えもなく斬り裂さいている。

「次っ！」

　恐ろしいほどの斬れ味だ。

　悲鳴すらあげず二つになったグアイオラーレには見向きもせず、そのまま次に向き直る。だが、思ったよりも早い。既すでに飛びかかって来た姿を回かい避ひしながら剣を振るう。不安定な状態からの攻こう撃げきでは剣先が軽く掠かすめただけに終わった。

　着地したグアイオラーレは出血にも怯ひるまず素す早ばやく向きを変え、次の攻撃に移る。

「浅かったか──んっ？」

　果か敢かんに再攻撃に移ろうとしていたグアイオラーレが、いきなり血を吐はいたのだ。そうかと思えばドサッと音をたてて倒れ、ついには舌を出しながら痙けい攣れんし動かなくなった。

　警けい戒かいするアヴェラは剣先を向けながら慎しん重ちように近づいていく。

　そのグアイオラーレの身体からだは崩くずれるように消え、後には牙が残されただけだ。

「死んだ？　どうしてなんだ」

「ふむ……これは見事な呪のろいの効果ですね」

　白しろ蛇へび状態のヤトノが顔を出した。

「今は御兄様の負担を減らそうと、この剣めも呪いを抑おさえておりますが。それでも、この程度の低ランクモンスターには耐たえようがないという事でしょうね」

「なるほど呪いの効果か。恐ろしいが便利なもんだな」

「流石さすがは御兄様、呪いの効果を便利なんて普ふ通つうじゃありません。そんな事を言うなんて……素す敵てき！」

　呪いというものは普通、恐れ怯おびえ竦すくみ忌き避ひすべきもの。それを平然と扱あつかって、便利と言うアヴェラの感性はおかしいかもしれない。もちろん一番は、それに感心するヤトノの感性なのだろう。

　アヴェラはカネミツソードの豪ごう壮そうな姿をしみじみ見つめた。

「しかし、これは斬れ味が凄すごいな」

「元からというのもありますが、それも呪いの効果の一つです。ええ、もちろんわたくしの本体たる厄神の力なのです。つまり同時に、わたくしの力。御兄様のお役に立っております！」

　ヤトノは得意そうに言うのだが、しかしアヴェラは渋しぶい顔をしながら素材を拾い上げた。それを回収用の袋ふくろに入れつつ、軽く唸うなる。

「うーん……だが、斬れすぎるのが何とも」

「はて、気に入りませんか？　斬れ味が良いのは良い事ではありませんか」

「斬った時の手応えが、いまいちこうな……どうにも斬った気がしない」

「それはつまり、肉を裂き骨を断たつ感かん触しよくを味わいたいと？　御兄様にそのような嗜し好こうがあろうとは、流石のわたくしもビックリです」

「意味が違う意味が」

　アヴェラが言いたかったのは、あまりにも斬れすぎて困るという事だ。

　特にこれまでは訓練用のゴツくて重い剣を使い、ぶっ叩たたくようにして戦っていた。使用感覚が全く違いすぎ、逆に扱いづらくなっている。

「これはしばらく感覚を摑つかまないと、斬れすぎて困る──」

　しかし雑談はヤトノの警告によって終わる。

「御兄様、また何かが来ます」

「次の敵か」

　アヴェラは即そく座ざに身構え前を見み据すえる──だが、直ぐに剣を鞘さやに納めた。

　向こうから近づいてくるのは同じ冒険者だったのだ。見たところ相手は三人、それも女性ばかりのパーティらしい。探索地点のフィールドは多数の冒険者が活動している。だから、どこかで遭そう遇ぐうする事も当然ながらある。

　ただし警戒は解かない。

　アヴェラはまだ経験していないが、些さ細さいな事でトラブルになり、因いん縁ねんをつけ攻撃してくる者すらいるらしい。冒険者になるための講習会では何度も注意を促うながされていたのだ。もちろん、こんな時にどうするか指導されている。

　端はしに寄りカネミツソードの先を下に向け、敵意のなさを示し待機するのだ。

　やって来たのは女性の三人組であった。

「うわっ、あいつソロじゃん！　マジ!?」

　いきなりの大声が遺跡内の壁かべに反はん響きようする。

「こんなところで一人とか。これ可か哀わい想そうだよ、可哀想」

「ソロなんて、冒険者として終わってね？」

「きっと友とも達だちいないんだよ、可哀想。てか、ソロでも頑がん張ばってますって感じ？」

「それ馬ば鹿かじゃん！」

「可哀想だから仲間にしてあげちゃおっか？」

「ちょぉっ駄だ目めそれ。今どきソロとか、人としてマジやばくない！」

「そうかもー。あたし可愛かわいいから襲おそわれるかも」

　三人組の前衛二人はクスクス笑い、ギリギリ聞こえる程度の声でアヴェラを小馬鹿にしている。後衛の子だけは、本当に申し訳なさそうな顔で何度も──それこそ何度も健けな気げに──頭を下げてくれるのだが、それはそれとして不快な気分に変わりはない。

　イラッとするが──そんな事より左ひだり腕うでを押さえる方が忙いそがしかった。

　服の中でジタバタ暴れるヤトノは、今にも飛び出しそうだ。もちろん、それで何をする気なのか分かっているので出せやしない。

　アヴェラは腕を押さえ早足に去るのだが、どうやらそれを逃にげたと思ったらしい。後ろから少女二人の爆ばく笑しようが追いかけてきた。気分は悪いが、しかしそれどころではない。

「シャァァァーッ！　あの女どもっ！」

　暴れる白蛇ヤトノの尾を摑み、逃がさないようにせねばならないのだ。そうでなければ遺跡の中を這はい進み、今の相手を襲いに行く事は間違いない。

「御兄様になんたる無礼。呪いましょう！　いいえ呪います！」

「やめろよ、大人しくしてろって」

「なぜですか、御兄様は悔くやしくはないのですか!?」

「悔しいとか悔しくないとかでなくてな。そんな事をするなよ」

「嫌です、許せません」

「あの程度なら、前世に比べれば大した事ない」

「え？」

　戸と惑まどうヤトノにアヴェラはあっさり言った。

「前世なんかな、人格を否定しながら何時間も立たせて説教する上司とか。顔を合わせる度たびにネチネチ嫌いや味みを言ってくる同どう僚りようとか。蹴ったり殴なぐったり、ゲーム感覚でやってくる奴とか普通にいたからな。それを思えば、あんなの序の口だろ。相手にする気もないな」

「そこはどんな修しゆ羅ら世界ですか……」

　白蛇ヤトノは目を瞬またたかせ口をパカッとあけた。

　すっかり毒気を抜かれ、もう怒いかりも消え失うせているようだ。

　どうやら厄神という災厄の神であっても、前世の出来事は呆あきれ果てるものらしい。アヴェラは前世で体験した数々は黙っておこうと判断した。もしヤトノが知れば、今度こそ抑えきれず、前世の世界に大災厄が起きるに違いないのだから。

　しかし──アヴェラは想おもいを巡めぐらす。

　思い出した前世と今世を比べれば、この生まれ変わった世界は、まだまだ朴ぼく訥とつとしたところが多く残っている。もちろん、先さき程ほどのように嫌な奴らは存在している。けれど、それでも人と人との間に信しん頼らいが協調が寛かん容ようさがある。

　その理由はなぜかと考えてみれば、きっと人間が絶対強者ではないからだろう。

　ここでは人間は大自然やモンスターに怯え、天変地異や疫病など災厄に恐きよう怖ふし、その痛みや恐怖を強く知っている。つまり死や破は滅めつが身近であるからこそ、人と人は互いに手を取り合い他人を思いやる事ができるに違いない。

「災厄こそが人を優やさしくするのか……」

「どうかされましたか？」

「いんや、厄神は良い神様なんだなと思っただけだ」

「……はいっ？　そんな事を言われるのは初めてなのですが」

「きっと厄神は、世界に愛とか平和とか優しさとか、そういう存在の意義を教えてくれる神様なんだ。だからこれからも、災厄を振りまいて頑張って欲ほしいと思うんだ」

「えっ、なんで……わたくし厄神……災厄なのに。そんな、ありえない……」

　ヤトノは白蛇の頭を何度も振り、うわ言のように何かを呟つぶやき困こん惑わくしきっている。

　災厄を司つかさどる厄神という存在は、世界の全てから恐れられ、忌いまれ憎にくまれ避けられる事が普通なのだ。自ら好んで災厄を願う者などいるはずがないのだ──少なくともこれまでは。

　アヴェラはヤトノの困惑など気にもせず、背後を振り向いた。

「それより後衛の子、可哀想だったな」

　もちろんそこに誰の姿もない。

　すれ違った三人パーティはとっくに立ち去っているし、遺跡の中は明るさはあっても見通しが悪く、少し距きよ離りをとれば薄うす闇やみに閉とざされ意外に視界が悪い。それでもアヴェラは奥おくを見やった。

　きっと、あの少女は前衛二人に利用されているに違いない。

　かつての人生でも似たような経験がある。

　一人が辛つらく、なんとか友人をつくろうと交流をした事がある。もちろん上手く入れず。それどころか、友達になってやるといった態度の相手から小馬鹿にされ、良いように利用されるだけだった。

　あの後衛の少女に自分を重ね、気になってしまう。

　辛いことを思い出し、何だか寂さびしいような哀かなしいような気分になると、ヤトノが白蛇から少女へと姿を変えた。そしてアヴェラの腕にしがみつき、にっこりとする。

「そんな事されると動きにくいが」

「良いではありませんか、しばらくこのままがいいのです」

「そうか、なら仕方がないな」

　アヴェラは照れたようにそっぽを向いた。

　今は一人ではなく、こうしてヤトノが傍そばにいてくれる。この存在にどれだけ心温められた事だろうか。やはり厄神には本当に感謝しかない。だからこそ自分を変えるため、世界を探索するだけでなく、そこにある宝を回収し応こたえてみせたくなってしまう。

　しかし今は腕に感じる優しさにこそ身を委ゆだねたかった。

「敵が出るまでだぞ」

「はい！」

　ヤトノを抱だきつかせたまま遺跡の中を進んでいく。

　次々モンスターを倒していたアヴェラであったが、ふいに立ち止まり視線を遺跡の奥へと向けた。吸った息を軽く止め、耳をすませ剣を握にぎる手に力を込め警戒する。

「足音がする。何か来るようだな」

「そのようですね、ふむ相手は一体？　でも油断なさらず」

「何が来ようと問題ない。今ならこのカネミツソードで全てを斬り捨ててやる」

　意気込むアヴェラであったが、しかし現れたのはある意味で最強の相手だった。

　即すなわち──ほぼ裸はだかの少女だ。

「えっ……!?」

　辛かろうじて服の切れ端が身体に引っかかっているだけで、どうやら下着さえ身に着けていない。胸を手で押さえるものの際きわどい部分しか隠しきれず、しかも豊かさを押さえ付けた姿ときたら、ありていに言って全ぜん裸らよりむしろいかがわしい。

　驚おどろき戸惑うアヴェラに気付き、相手の少女は悲鳴をあげた。

「ひゃああっ！」

　さらに何もない場所で躓つまずき、両手を投げ出しながら通過。ポニーテールをなびかせ、ばたっと倒れ床に顔と胸を打ちつけている。

「……ううっ、痛い。もうこんな目に遭うとかさ、本当酷ひどいよ」

「「…………」」

　アヴェラとヤトノは無言で白く滑なめらかなお尻しりを眺ながめやる。いろいろ見えてはいけない部分まで見えてしまっている。誤用ではあるが、かける言葉が出て来ないという表現がぴったりな気分だった。

　つい先程すれ違った三人組の後衛に間違いなかった。

「御兄様、いけません痴ち女じよです。近づいてはいけませんよ」

「いやいや待って下さい、それ違いますって！　逃げて来ましたから！　貞てい操そうが危険で危ないとこから間かん一いつ髪ぱつで逃げて来ましたから！　それなのに痴女だなんて、酷いって思います！」

　ポニーテールの少女は膝ひざを抱かかえるように身体を丸めた。両手を使い腿ももを合わせ恥はずかしそうに身体を隠しているが、それはそれで何と言うかつまりやっぱりいかがわしい。

「あなたの事情なんて知りませんが、まあいいでしょう。何に襲われたのです？」

「クィークです！　ああっ、まだ追って来てる！」

　通路の奥から甲かん高だかく短い鳴き声が聞こえてきた。

　目を血走らせたクィークの群れが現れる。その様子は明らかに性欲に支配されており、絶対に少女を逃がす気がないといった覚かく悟ごと執しゆう念ねんが感じられた。

　──確かに逃がしたくないな。

　アヴェラは足元で絶望する少女を見やり納なつ得とくしてしまった。

「ううっ、もういいです。あの二人みたいに、私を置いて逃げていいからさ。こんな事に巻き込まれて犠ぎ牲せいになる事はないですので。あっ、でも自決用の刃は物ものを残してくれると助かります。故郷のお母さん、ごめんなさい」

　もうガックリ絶望しきっている。

　アヴェラは迫り来るクィークを見たが、その数は多い。カネミツソードを手にした今であれば倒せない事もないが、それはあくまで自分一人の場合。少女を庇かばいながらとなると難しい。

　苦く渋じゆうの決断で傍かたわらを振り返る。

「非常に不本意だが、不本意なんだが。ヤトノ、頼たのむ」

「ああ、御兄様に頼たよられてます！　わたくし頼られてます。なんて幸せなのでしょう！　分かりました。やります、やってしまいます。もちろんできるだけ力は抑えますとも。わたくしは学べる女ですので。さあ──怯えよクィークどもっ！　ちょいさーっ！」

　気合いと共に腕が振り抜かれ、ぞわりとする気配と共に、厄神の気配が撒き散らされる。

「はっ、ひぃっ!?」

　少女は本能的な恐怖に圧あつ倒とうされ、頭を抱え悲鳴をあげた。

　クィークたちは恐きよう慌こうに陥おちいり、その場で右往左往と騒さわぎたてる。

　そしてアヴェラは目め眩まいに見舞われふらつき、胃が突き上げるような気分となった。しかし歯を食い縛しばり堪こらえ、カネミツソードを構え一気に斬り込む。体調不良に見舞われているが、それよりも状態が悪い相手を倒すことは容易であった。

　一振り二振りと心の中で数えながら意識を集中させ、自分の行動を一歩引いた気分で見つめ動く。それで全てのクィークを斬り捨てた。

　全てを倒すと遺跡の壁に手をつき、荒あらい息を繰くり返す。

「もうちょっと力を抑えて欲しかったな」

「申しわけありません、つい嬉うれしさが天元突とつ破ぱしてしまったので」

「まあいいか。クィークの群れ相手で精神的被害だけなら完勝だよな」

「さてどうでしょう。こちらの方にとっては辛しん勝しようかもしれません」

「ん？」

　ヤトノの視線を追ってアヴェラは気付いた。助けた少女は厄神の気配を間近に受け、乙おと女めの尊厳を決けつ壊かいさせてしまったという事を。シクシク泣いているのは、助かった喜びではなく股こ間かんを濡ぬらす生暖かさが理由らしい。




「ええっとですね、私はノエルと言います。ええと、その……助けて貰ってありがとうございます。いろいろ思うところはありますけど、はい」

　ノエルという少女は丁てい寧ねいに頭を下げた。

　とりあえず上はアヴェラが着ていた革チュニック、下は布を巻いている。胸むな元もとはかなり窮きゆう屈くつそうであるし、真っ白な素足が眩まぶしく太ふと股ももの付け根を隠す為に軽く引っ張り押さえねばならない状態だが、それでも先程までのボロ布だけよりはずっとマシだろう。

　服を提供したアヴェラは肌はだ着ぎ姿で、肌寒さを感じていた。だが少しの後こう悔かいもなく、ノエルの姿を気にしてチラチラと見ている。目の保養と言うべきか、魂たましいの保養という気分だった。

　ヤトノは白い衣ころもの袖そでを手で合わせ身を乗りだす。

「こんな場所でクィークの群れに襲われるとは、ついていない方ですね。連中の群れは、もう少し奥辺りで出るものと聞いておりましたのに」

「それはその……」

「ふむ、ふむふむ。なるほど、これが原因ですか。あなた不運の神コクニの加護持ちですね。それもかなり強い加護、これは珍しい」

「えっ？　どうしてそんな事が分かるんですか!?」

　ヤトノの異常な力を目まの当たりにした少女は、若じやつ干かんの警戒と恐怖を感じつつ驚きが勝まさった状態だ。

「どうして分かるのか知りたいですか？　そうですか知りたいのですか」

「あっ、なんだかさ。それ知らない方がいいような気がしてきたかな」

「仕方ないので教えてあげましょう」

「待って、待って！　やっぱり知りたくない。凄く嫌な予感がするからさ！」

　しかしヤトノは少しも聞いていない。

　座すわった状態から軽く腰こしをあげ、そのまま後ろへと跳とぶ。そのままくるっと後方回転すると、白蛇となって降り立った。鎌かま首くびをもたげ、しゃーとか叫さけぶ姿は歌か舞ぶ伎きの見み得えを連想させる。

「……はいっ？」

　目を瞬かせるノエルの前で白蛇は身をたわめ跳び、白い上着の袖をなびかせ少女の姿に戻もどる。そのまま素足でぺたりと石床に座り込むと、にっこり幼子のような笑えみをみせた。

「分かりましたか？」

「えーとなんだろう。人の姿が蛇に変わったように見えたかな。私の目って、どうかしたかな。そっか、いろいろ大変な目に遭ったからさ。きっと精神的にマズい状態なんだろね」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ちゃんと姿が変わりましたから」

「そうなんだ、それは良かった良かった……いやいや、良くないですって。姿が変わるとか、そんなのありえないですって。ありえないって、なんなんですかもう」

「なぜなのか聞きたいのですか？　そうですか聞きたいのですか」

　ノエルは両手を前で振って後あと退ずさる。腰に巻いた布がめくれてしまい、もう際どいどころでない状態だが少しも気付かない。

　嬉しげに語るヤトノを止めるべき──そもそも姿を変えた時点から止めるべき──アヴェラだが、しかし肌も露わな少女の姿に目を奪うばわれ、するべき事を忘れてしまっている。

「あのですね、それ聞きたくないんですけど。ほらさ、こういうのってあるじゃないですか。これを聞いた以上はタダでは済まさない、とか何とかっていうものが」

「わたくし、厄神なんです」

「だからさ、聞きたくないって言ってるのに……って、えっ？　えっ？　えーっと……本当に？」

「わたくし噓うそは嫌きらいです。それこそ呪いたくなるぐらいに」

　戸惑う少女にヤトノは含み笑いを浮うかべた。

　気に入った相手を弄いじることが案外と好きなのだ。

「えーっと、ほらさ。冗じよう談だんでもそんな事を言ったらダメだからさ。厄神様ってあれだからね。名前も言えないぐらいの恐こわい災厄の神、最悪最低の邪悪の権ごん化げだよ。出会ったら死ぬとか、他の神様ですら避けるとか太陽神様ですら遠えん慮りよしてるとか、ちょっとでも関かかわると末代まで祟たたられるって言われてるからさ。そういう名前を出して迂う闊かつに関わったら駄目だから」

「まあ、なんて無礼な娘むすめでしょうか」

　ヤトノの目が怪あやしく光れば、ノエルは呼吸を乱し相手がやばい存在だと魂で理解した。

　落ち着かせるためアヴェラは水みず袋ぶくろを差し出してやった。その量がほとんど残っていないのは、ノエルや石床を洗うため消費されたからだ。

「あ、どうも。すいません」

　数度口をつけたノエルはなんとか息を整えた。

「ふう……これって結構にマズい感じだよね。あっ、いえ別に水の味とかではないのですけど。つまりその、厄神様というのは内ない緒しよの事だよね」

「はい、内緒にしておりました」

「そうなるとだけど、これって口封じ案件なのかなーと。あははっ、やだなぁ」

「うふふっ」

　ヤトノが口元に手をやり優しげに笑えば、ノエルは勝手に察してしまった。遺跡の床に両手をつき項うな垂だれ、もう周囲の声など聞こえないぐらいに、どんよりしている。

「うぅ、なんでこう私は不運ばっかなんだろう。日ひ頃ごろの行いは良い方だと思うんだけどさ、やっぱり加護のせいなんだろね。もう何だか悲しくなってきたよ、うん。でもさ、泣きそうだけど頑張らなきゃ。ここはポジティブに考えてみよう、厄神様に会えるなんて超ちよう激レア体験だよね。これで不運な人生とおさらば、次はきっと幸せになれるはず。でもお母さんごめんなさい。私はここでお終しまいみたいです……あははっ、はぁ……」

　なんだか嘆なげきだしている。

　その隙すきにヤトノがちょいちょいと手招きし、けれどアヴェラが少女観察に熱中しているため、近寄って指で突つついて我に返らせ耳打ちした。少しだけ口を尖とがらせているのは嫉しつ妬とかもしれない。

「御兄様、御兄様。この娘、なかなかお買い得ですよ」

「えっ、ああ……ん？　お買い得という言い方はどうかと思うが、そりゃまたどうして？」

「この娘、加護の影響で強い不運体質となっております」

「そうなんだ。それは気の毒に」

「ですけど、悪い事ばかりではありません。確かに不運ですが、常にそうとは限らないのです」

「へぇ？」

「わたくしが視みたところ。この娘、凄すさまじい存在です。つまり真の意味で危機に陥ると、それまでの不運だった分だけ豪ごう運うんが訪おとずれます。たとえば、クィークに襲われ逃げた先で偶ぐう然ぜんにも心優しき神しん霊れいに遭遇するとか、そういった天運レベルで」

「それって凄いのでは？」

「凄いです。ですから、このまま仲間に引き入れましょう」

　ヤトノはぴんっと人差し指を立てながら提案した。

「で、本音は？」

　アヴェラは目を細めつつ、ヤトノと顔を突き合わせる。

　物心ついた頃ころから世話になって共に過ごしてきた相手なのだ。豪運の持ち主という程度で、わざわざ正体を明かしてまで仲間に引き入れるとは思っていない。

　必ず何かあると疑っていた。

「酷いです。わたくしが御兄様に隠し事なんてするはずありませんのに」

「そういうのいいから、本音を言ってみようか」

「いけずなところも、大好きです……ええ、実はそろそろ仲間を一人二人増やそうかと思いまして。御兄様も仲間を欲しがっておられましたでしょ。ほら、ちょうど良いと思いません？　しかも女の子です、女の子」

「なるほど、不運の神の加護持ちで弱みもあるし丁度良いと」

「……さらっと出てくるその発言。さすがは御兄様、とても素敵！」

　悪わる巧だくみをする二人は揃そろってノエルを見やるのだが、対象の少女は自分の世界に入っていじけたままだった。その辺りだけ、何か視覚的なエフェクトがかかっているぐらいに暗い。

「本当はさ、今回ばっかりはもう駄目と思ったんだよね。今日は間違いなく、私の人生最大のアンラッキーデーだよね。折角パーティに入れて貰えたのにさ、クィークの中に見捨てられたでしょ。貞操危機の大ピンチを逃げ出したと思ったらさ、今度は厄神様と出会うとか。これはもうちょっと私の人生って、山あり谷ありで険しすぎ。あっ、でもそういえば、なんか谷ばっかりだったかも。あはははっ……はぁ……」

　そんな感じの、とぼけた声が聞こえてくる。

　頭の後ろで一つに束ねた黒くろ髪かみ。大きな浅あさ葱ぎ色いろの瞳ひとみをした可愛い系の顔立ち。年とし頃ごろの発育のよい体つきは先程からよく確認できている。今現在は落ち込んでいじけているが、全体としては明るめな普通の女の子といった印象だ。

「…………」

　アヴェラの胸中に邪よこしまな気持ち──ささやかに邪な気持ち──が込み上げてくる。

　こんな娘がそばにいてくれたら幸せだ。恋れん愛あいに積極的な気持ちなんて、前世でとうに涸かれ果てていたが、もう一度頑張って前向き積極的に生きるのなら、それもありかもしれない。たとえそうでなくても、こんな娘と一いつ緒しよに冒ぼう険けんができたら最高に嬉しくて楽しいに違いない。

「なんとか仲間にしたいな……」

「畏かしこまりました、このヤトノめにお任せ下さい。ええ、お任せ下さいな」

　ヤトノは優しげに頷いた。

「御兄様のため、わたくしが上手く声を掛かけてみせますとも。さあさあ、女の子同士で話をしますから御兄様は少しあちらに。でも、勝手に遠くに行っては駄目ですよ。危ないですからね、ちゃんとヤトノの目の届く範はん囲いにいて下さい。寂しくても少しの間だけですから我が慢まんなさって下さい。そうそう、あまり女の子をジロジロ見てはいけませんよ。女の子は視線に敏びん感かんですからね、やるならもっと上手く見ませんと。コツはもっと──」

「いいから、早く誘さそえ」

「まあ酷い」

　くすっと笑ったヤトノは素足でペタペタ歩きノエルに近づいた。相手がビクッと怯えるのも構わず、ちょこんと膝を揃え座り込んだ。

「そう怯えずとも構いませんよ。誰も取って食べたりしませんので」

「でも何と言いますか。そこで普通に食べるとかって台詞せりふが出るとこが恐いと言いますか……」

「ものの喩たとえというものです。それはさておき、あなたに少々お話があります」

　安心させようと、にこにこと優しげな笑顔をみせるヤトノ。

　その姿だけを見れば、誰もヤトノが厄神の一部とは思わないだろう。それぐらい無む邪じや気きな笑顔なのだ。それでノエルは安あん堵どして──直ぐに間違いだと思い知った。

「先程、あなたを助けましたので。それに対する代だい償しようを頂きたいと思います」

「だ、代償!?」

　もちろん、代償など必要ないがノエルはそんな事は知らない。ただし相手はヤバイ厄神であるため、当然ありうる事として疑うことすらなく信じてしまう。

「えっ、えっと。代償とかって急に言われましても、何をどうすればいいか分からないのだけど」

「別に何でも。これを差し出すと口にして下さい。運命だろうと寿じゆ命みようでも、家族の命でも将来産むかもしれない我が子の命でも、それを頂いてしまいましょう」

「ひいぃっ！」

「クィークに捕つかまる悲ひ惨さんな運命から救われたのです。相そう応おうの代償を期待しておりますよ」

「うっ、ううっ……わたしって不運すぎませんか？」

　ノエルは涙なみだ目めになり、遺跡のゴツゴツとした岩でできた天てん井じようを見上げ嘆いている。そんな相手にヤトノは一転して優しく甘い言葉を投げかけた。

「とはいえ、それも気の毒ですね。ですから、わたくしは別の提案をしましょう」

「は、はい！」

「わたくしの御兄様に従い、あなたの全てを差しだし共にあると誓いなさい」

「ええっと？」

「おや、分かりませんか。これは温情ですよ」

　ヤトノは白い上着の袂たもとで口元を軽く隠し楽しげに笑う。

「よろしいですか、ノエルさん。あなたの人生に選せん択たく肢しは少ないのですよ。不運の加護を受けた以上は、これから先も他の方との冒険は難しいでしょう。今までもそうであったように、他の人間からは忌避され利用され捨てられる事は間違いありません」

「うっ、分かってるけど改めて言われると哀しい……」

「ですけど、わたくしの御兄様は違います！」

「そ、そうなんだ？」

「この厄神である、わたくしすら受け止める度量の深さ。あなたの不運など少しも気にもせず、受け入れてくれること間違いありません。どうですかボッチ脱だつ却きやくですよ、ソロ冒険者脱却ですよ」

　さらにヤトノはたたみかける。

「そんなお得な御兄様に、今ならなんと厄神の手助けまでついて来るのです。さあ、このチャンスを逃のがす手はありますか？　これから先の人生、あなたを受け止め、助け、認めてくれる相手に出会えると思いますか？」

「…………」

「さあ選びなさい、今すぐここで。自分の運命を選せん択たくするのです」

　指を突きつけられたノエルは今日のここまでの出来事を思い出していた。
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　ノエルを仲間に入れてくれた二人は、手を打ち合わせ喜びの声をあげていた。

「楽勝じゃね？」

「いけるいける、うちら初心者用のフィールドとか余よ裕ゆうだし」

「しかも荷物持ち入れて大正解ってやつ」

「だよねー」

　大きな背はい囊のうを担かつぐノエルは、ぼーっとそれを見ているばかり。パーティの中にいるはずが、なぜだかソロでいる時よりずっと寂しい気分だった。

「ちょっとー、ノエルちゃん。ここは、さっと飲み物を差し出すとこじゃない？」

「戦ったのはあたしら、あんたは見てただけ。どっちが苦労したか分かんないかなー」

「ご、ごめんなさい」

　ノエルは急いで荷物の中から水袋を取り出した。

　ひったくられた水袋をあおり飲む二人を見て、少し後悔する。思い切って声をかけ、それで仲間にして貰えた時は凄く嬉しかった。でも今は少しも嬉しくない。

　投げつけられた水袋を受け取り、先に行ってしまった二人を追いかける。

「って言うか、さっき見た男ってターゲットっぽくなかった？」

「違くない？　なんか凄い剣持ってたし」

「確かに。初心者って話だし違うってか。今日はもう引き揚あげっか、どうするかい？」

「もうなんか超ちよう絶ぜつ面めん倒どうな気分。もー、本当やだ。探しましたがいませんでしたーって、そう言えばよくね？　ダメでしたでよくね？」

「いや報ほう酬しゆうがでないっしょ」

「そりゃそうか。じゃ、帰るべ帰るべ」

　大した戦せん闘とうもしていないのに、もう帰る話になっている。これでは何の報酬も得られず生活費にも困ってしまう。良くない相手に関わってしまったかと、ノエルは後悔していた。

　それでも置いていかれぬよう二人を追いかけ、クィークの群れに遭遇した。

「ちょっとー、なんでー!?」

「マジありえん。なんで、ここにいるわけ！」

「超絶ピーンチ」

「ちょぉっ、ダメだこれ逃げられない。マジヤバくね？　ヤバいでしょ？」

「もうこれはダメってこと？　ちょっと誰か助けてぇー」

　女性冒険者にとって、最悪なモンスターに数えられるのがクィークだ。

　普ふ段だんはもっと遺跡の奥に居るはずなのだが、なぜかここに居る──恐らくそれが、自分の持つ不運体質のせいだとノエルは気付いた。

「あたし思いついたよ、クィークから絶対逃げられる方法」

「どうすんの？」

「こうすんの！」

　次の瞬しゆん間かん、ノエルは背中に衝しよう撃げきを感じた。

「はいぃ？」

　重い荷物を背負っていた事もあり、前に数歩よろめき倒れてしまう。それでも苦労して荷物の下から這い出すと、すぐ目の前にクィークがいた。這いつくばったまま振り向くと、仲間だった筈はずの二人の遠ざかる後ろ姿があった。

「あははっ、もしかして、もしかするとなんだけどさ。これって結構ピンチな状じよう況きようのような……」

　強こわ張ばった笑顔でジリジリ後退すると、同じだけクィークがジリジリ迫ってくる。

　そのモンスターの鼻息は荒く、血走った目でノエルの身体を舐なめるように見ている。何を考えているかは想像するまでもない。他種族の雌めすを使い繁はん殖しよくすると言われる相手なのだから。

「あのさ、冗談はやめようね。えっとほら、私も女の子なので初めては好きな人……一万歩譲ゆずっても人間がいいわけでして、はい。つまりクィークさんとは、そーいうのは遠慮したいわけでして」

　尻しり餅もちをついたまま後退するノエルは、身を翻ひるがえし決死の思いで逃げようとした。しかし一いつ斉せいに襲いかかって来たクィークに髪かみを摑まれ、押さえ付けられてしまう。

「いやーっ！　放してーっ！」

　服が裂かれ下着に手をかけられ、ノエルは絶体絶命に陥る。だが、それでもまだ抗あらがおうと必死になって──世界のどこかで何かが転てん換かんしたような気がした。

　運悪く何かに躓いたクィークの一匹ぴきが転び、そのまま運悪く仲間にぶつかる。運悪く足が絡からみあい連れん鎖さ的に次々と倒れ込んでいく。大混乱のクィークたちは甲高く耳みみ障ざわりな声で鳴き交かわし、振り回した腕が運悪く仲間の鼻面を叩き、仲間割れのような喧けん嘩かが始まった。

　はからずも解放されたノエルはチャンスを見み逃のがさなかった。

「いまっ！」

　運良く目の前に転がってきた短剣に手を伸のばし、まだ摑まれたままの衣服を躊ちゆう躇ちよせず切り離はなした。運良く退いたクィークの間から転び出た。手を伸ばすクィークたちは運悪く互いにぶつかり、運悪く何かに躓きバランスを崩し転んでいる。

　その隙にノエルは短剣すら放り捨て全力で走りだした。

　ボロボロの服を気にするどころではない。胸だけは押さえるが、それも揺ゆれて邪魔なだけだからだ。後は一目散に走りだす。その先にきっと助けがあると信じ──そして出会ったのだ。
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　一通りを思い出したノエルは力強く宣言した。

「私、決めました！」

　目の前の厄神の一部という少女に肯うなずいてみせつつ、少し離れた場所で剣を手に周りを警戒する相手を指し示す。その眼まな差ざしには強い意志があった、決意があった。そして何より希望があった。

「私はあの人に従って共にあると決めましたよ。どうせクィークに奪われたかもしれない人生だったわけですし、私の人生全部を差し出し従っちゃいます。だから末永くお願いします！」

「まあ、これは思わぬ棚たなぼた」

　ヤトノは両手を打ち合わせた。それはもう嬉しげに。

「人生全て差し出すとは、このヤトノ感心しました」

「あれぇ？　これそういう意味だったと思いますけど？　さっき全てを差し出せとか、共にあれとか言いましたよね。言いましたよね？」

「言いました。ですけど、それはパーティとしての協力としてのつもりでしたが」

「ええぇ、そんなぁ。だったらさ、やり直しとか──」

「ああ、ちょっとすいません」

　言葉を遮さえぎり、ヤトノは視線を宙に彷徨さまよわせた。

「あなたの加護神コクニが、わたくしの本体に菓か子し折おりを持って挨あい拶さつに来たようですね。自分の加護持ちをよろしくだそうです。あれもフットワークが軽い神ですから」

「えっ……噓……」

「わたくし噓が嫌いですよ、それこそ呪い殺したくなるぐらいに」

　にっこり笑うヤトノ。

「では、よしなに」

「うぅっ、別に決意した事に後悔はないのにさ。なんだろう、この凄くやっちゃった感は」

　ノエルはドヨーンと石床に両手をついた。もう自分の姿など気にもしておらず、いろいろ見えてはいけない部分が見えてしまいそうなぐらいだ。

「これ絶っ対に勘かん違ちがいさせる気でしたよね!?」

「さあ？」

「はあ……物申したいところはありますけど。もう、いいや。これからお願いします」

「こちらこそ、お願いいたします」

「それなら、さっそく聞きたい事がありますけど。いいかな？」

「構いませんとも。さあ、何なりとお尋たずね下さい」

「あの人、なんて名前ですか？」

　そういえばと、まだ名乗っていなかった事にヤトノは気付いた。

　手招きされたアヴェラが自己紹しよう介かいし、改めて名乗りをあげる。そして──。

「御兄様、お聞き下さい。こちらのノエルさんがパーティに加わるそうで、しかも出会ったばかりの御兄様に人生と貞操を差し出して良いと仰おつしやってます。いきなりの宣言、凄いですよね」

　たちまちアヴェラは動どう揺ようし狼狽うろたえている。

　そしてノエルは多少の遠慮を見せつつ、突っ込みを入れた。

「あれ？　何だかとっても曲解されてません？　それにさ、そもそも勘違いさせるような感じで誘ゆう導どうした部分とかさ。そういうとこ、ちゃんと説明して下さいよ」

「まぁまぁ、良いではありませんか」

「良くないから！　主に私の評価というものが！　人生差し出すに至った決意とか決断とか。いろいろ台無しですよ、もうっ」

「その辺りは、いずれ睦むつみ合う仲になった時にでも、ご自分でお話しなさい」

「……？　ごめん、睦み合うってなに？」

「ふふふっ、いいでしょう。そのうち御兄様が教えて下さる時が来ますわ」

　そんな賑にぎやかしい会話の中に、えへんっと態わざとらしい咳せき払ばらいが割って入った。

「ヤトノ、あまりふざけるんじゃないぞ」

「あら御兄様、もう構いませんよ。このままこの場でノエルさんを押し倒してオッケーです」

「だから、そういう変な事を言うんじゃない」

　アヴェラは慌あわてた。

　このノエルという少女が仲間になってくれる事はとても嬉しい。これからもパーティを組んで欲しいわけで、その為には嫌われるような事は慎つつしまねばならないのだ。それがセクハラ発言のせいで嫌われて解散となったら最悪ではないか。

　ノエルが既に覚悟を決めている事など少しも気付かないまま、アヴェラは一いつ生しよう懸けん命めいに紳しん士しぶって、ヤトノの頭に拳こぶしを落とし涙目にさせてしまう。

「うっ酷ひどい。御兄様の意地悪、体たい罰ばつ反対。あっ、でもこれはこれで良いかも」

「しばらく他の神に、たとえば太陽神に祈いのりを捧ささげてもいいけど」

「ダメです。それ反対です、反対なんです！」

　そんな調子に、ノエルは何度か瞬まばたきをして首を捻ひねっているばかりだ。

　石床に正座したアヴェラは丁寧に頭を下げる。

「まあ何と言うべきかな。これからパーティを組むという事で、よろしく」

「いえいえこちらこそ。ふつつか者ですが、よろしくお願いさせて貰いますです」

　ぎこちなく話しだす二人の様子に、ヤトノはほくそ笑みながら気を利きかせ、せっせと背囊の中から携けい帯たい食しよく糧りようを取り出し、飲み物を──なぜか空になった水袋から水を取り出し──用意するなど歓かん待たいの準備を行っている。

「まず何から説明するか……ヤトノについてかな。素す性じようは分かったと思うけど、基本的には戦闘に加わらないという事でよろしく。あまりアテにしないでくれ」

「御兄様、そのような言い方をされますと、わたくしは哀しみを覚えます。御兄様に成長して頂くのも大切なことと、この良妹賢けん妹まいヤトノはお手伝いしたい気持ちを堪こらえ、見守っておりますのに」

「などと言ってるが、ヤトノがさっきのように力を使うと、いろいろ問題があるんだ。つまりその余波がここに降りかかるんだ」

　アヴェラは自分自身を指し示した。

「さっきはそれで、かなり酷い目にあった」

「えーと……それ何だか分かるかも」

　頷くノエルもヤトノが振るう力の余波の被害を受けている。

　それとは意味が違うと説明したかったアヴェラだったが、先程のノエルの惨さん事じを思い出すと、この話題には触ふれない方がよかろうと判断した。

「軽く説明しておくと、こちらの戦闘方式は戦士メインで武器は見てのとおり剣を使っている。デバフ系スキルもあるので、弱らせて戦う事も可能だ」

「あ、そうなんだ。私も戦士がメインだよ。今は剣がないけど……。とりあえずエンチャント系で自己強化して戦えるから多少はなんとかできるかもだけど。それと、スカウト系スキルで鍵かぎ開けと不意打ちができるよ」

「なかなか器用なんだな」

「もともとソロ覚悟だったので」

　あのケイレブ教官との戦闘を行った中で、不意打ちをしていた少女がノエルだったと思い出す。相手が悪かっただけで、その時の動きはなかなか鋭かった。

「それでしたら、お二人とも相あい性しようがよろしいという事ですね。御兄様が敵に嫌がらせして、弱ったところをノエルさんがエンチャントでぶん殴る。これは楽しみですわー」

　ヤトノは白い袖ごと手を合わせウキウキ状態だ。なんとなく表現が微び妙みように歪ゆがめられているような気がするが概おおむね合っている。確かにその戦い方が一番効率良いに違いない。

　そんな時に、ノエルが小さく可愛らしいくしゃみをした。

　アヴェラは携帯食糧の欠片かけらを口に放ほうり込み立ち上がる。

「まあ、細かい自己紹介は追々していこう。そろそろ街に戻ろうか」

「それ賛成です。私も結構寒くなってきましたので……あぁっ！」

　急に声をあげ、ノエルは頭をくらくらさせ項垂れた。

「今日の私は人生最大のピンチを乗り越えたわけですけど。それが何と言いますか、装備を全部失ったので無一文に近くなりまして。明日からどうしよう」

「生活費とか、服の予備なんかは？」

「寮りようのお金は来月まで振り込んだので何とか。服は少し前ので、小さめでキツいのなら。あっ、もちろんお腹なか回りとかではないですよ」

「そ、そうか……」

　アヴェラは思わずノエルの胸元を注視してしまい、急いで視線を逸そらした。その豊かさ加減からすると、恐らくきっとそこらがキツいに違いない。

「服がないのは大変だ」

「そうなんですよ、頑張って古着屋さんで良いのを見つけないと。でも……予備のお金で足りるかな……装備とか考えると大変かな、とほほ」

　この世界の服は当然ながら糸を紡つむぐ、生き地じを織る、布を縫う、その全てが手作業で膨ぼう大だいな手間と時間を要する。おいそれと捨てられない品であり、持っている服が一着のみという者も多い。

　前世では消しよう耗もう品ひん扱いだった衣服でも、ここでは貴重品で財産の一つに数えられていた。

「こっちも金欠だが……まあ服は誰かに相談しよう。でも武器の心配は無いかな。予備があるから、後でそれを渡わたそう。その他の事は戻ってから考えよう」

「いきなり、とんだご迷めい惑わくをかけまして」

「気にしなくていい。これからはパーティなんだ。仲間が困った時は互いに助け合う、それがパーティってものだから」

「そうだよね！　パーティだよね。ありがとう！」

「一緒に頑張ろう」

　アヴェラは力強く頷いてみせた。

　相手の信頼を得るには、惜おしみなく恩を売っていくべきだ。前世ではそうした事もせず、人との関わりすら避けて終わってしまった。だが今は違う。

　このノエルという少女には、見返りを期待せずに全力で恩を売っていきたい。

　勢い込むアヴェラの様子を見やり、ヤトノは軽く口元に手をやりニコニコ見つめる。それは凄く嬉しそうな、微笑ほほえましいものを見るような目であった。

「御兄様、頑張りましょうね」

　ヤトノはアヴェラの腕に抱きついたかと思うと、そのまま白蛇に姿を変え巻き付いてしまう。その光景にまだ慣れないノエルは驚きの顔をするものの、きっと直ぐに慣れるに違いない。

「よし、戻ろうか」

　遺跡の中は静かで誰の気配もなかった。人もモンスターも現れそうな様子はなく、狭せまい空間の中で二人っきり。並んで歩く距きよ離り感かんなど、互いに少しばかり遠慮やぎこちなさがある。

　そうして来た時の道を戻り、幾つかの角を曲がり、出口に到とう着ちやくした。相変わらず、見張りを請うけ負った冒険者が控ひかえている。

　どうやら交代したらしく、今は女戦士が生き真ま面じ目めな顔で立っていた。気を張っているのかもしれないが、愛想の欠片もなくアヴェラたちを冷たい目で睨にらみ付けてくる。

　嫌なタイプだと思いながら、その前をそそくさと通り過ぎた。

「ちょっと待ちなさい」

　だが、呼び止められた。

「そっちの子は何があったの！」

「ん？」

　指し示されるのは全装備を失い気落ちするノエルだ。

　明らかに男物の服を一枚だけ着用し、下はタオルを巻いただけの素足。襟えり元もとに覗のぞく鎖さ骨こつや首元には赤いひっかき傷。まるで何か酷い目に遭わされたような様子だ。

　警備の女戦士は、アヴェラを最低卑ひ劣れつの悪漢であるかのように睨み付けている。どうやら彼かの女じよは強い正義感の持ち主で、なお且かつ思い込みが激しいようだった。

　そしてアヴェラは拘こう束そくされた。
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「そう怒おこらんでやってくれ」

　ケイレブは教官に与あたえられる部屋で言った。

　口元を引き締しめ威い厳げんを見せているが、それは今にも緩みそうで、明らかに笑いを嚙かみ殺していた。婦女暴行犯に勘違いされ拘束投とう獄ごくされた者に対する態度としては凄く不適当なものだ。

「そうは言いますけど、ちょっと酷いと思いませんか」

　アヴェラは下した唇くちびるを嚙みつつ不満を表明する。

　すっかり疲つかれ切った顔だが、つい先程まで拘留所に押し込められていたので無理もない。

　あの警備の女戦士は無実を訴うつたえる声──しかもそれにはノエルの声も混じっている──にもかかわらず、少しも耳を貸さず騒ぎ立て、可哀想で気の毒な少女を保護。使命感と正義感に燃えるがまま卑劣な男を拘束し、金切り声で罵ば倒とうし悪態雑言を投げつけ続けたというわけだ。

　おかげでアヴェラは、担当教官のケイレブが呼ばれるまで拘留所で過ごす羽目になったのだ。

「酷いとは思うがね、女性冒険者というものはいろいろ大変なんだよ。実際問題として、襲われたあげく暴力で脅おどされる事件はある。話を聞いた様子からすると、今回の件もそのように誤解されても仕方あるまい？」

「それは分かりますけどね」

「一言で言えば運が悪かった。ただそれだけだよ」

　もっともらしく言うケイレブだが、その口元がにやけだしているため説得力はない。

　クィークに襲われかけた女の子を助けたら自分が犯人と勘違いされたなど、確かに酒場の笑い話にはぴったりだろう。話を聞けば、きっとアヴェラも軽く笑っただろう。

「これも良い勉強になったと思って──」

　ケイレブのにやけ顔は次の瞬間、背筋に氷を入れられたように引きつった。

　部屋の隅すみに佇たたずむヤトノの放つ殺気を直接浴びたせいだ。

　黒髪の少女は表情さえ抜け落ち、白リボンの飾りや白服の上に白衣い装しようを重ねた姿は人形のようにも見える。辛うじて理性は残って暴走はしていないが、纏まとう気配は完全に人にん間げん離ばなれしている。

　何にせよ、アヴェラが拘束される間ずっと耐えていた事もあって凄く凄く機き嫌げんが悪い。ギロリと眼球だけを動かし緋ひ色いろの瞳でケイレブを睨み付けた。

　常人であれば震ふるえ上がるような空気の中で、しかし流石にケイレブは上級冒険者だった。

「おっと、睨んでも無駄だな。小こ遣づかいを駆く使しし、知り合いの賢者から手に入れた呪い除よけの護ご符ふがある。賢かしこい冒険者ってものは、こうやって危機から身を守るものだよ。勉強になったかな」

　ケイレブはいそいそと護符を取り出した。

　それは判読不能な文字が描えがかれた紙し片へんで、魔術に疎うとい者であっても、そこに何らかの護まもりの力が存在すると分かる代しろ物ものだった。

　しかし──ヤトノが目を細め一いち瞥べつすれば、瞬時に燃え尽つきた。

「……で？」

「待て、話し合おう」

「…………」

「確かに早とちりはあったが、誤解されても仕方がない理由もある」

　遺跡や郊こう外がいにあるフィールドなどの探索地点は、広く複雑に入り組み、モンスターの出現する場所だ。ある意味で密室となった場所に、多数の冒険者が活動をする。しかも、それぞれが生活の糧かてを得るための活動をしており、金が絡めば争いが起きて当然だった。

　しかも、それとは別に生死をかけた戦いで気が昂たかぶってしまう者が存在する。都市はその対策として、公設娼しよう館かんを設置しているぐらいだ。とはいえ、そこまで我慢できない者や金のない者も一定数存在する。

　だから女性冒険者が活動中に襲われる危険性は常に存在していた。

「君を拘束した冒険者女史も、どうやら過去に未み遂すいとはいえ被害を受けたらしい。それでつい過か剰じよう反応したそうでな、今は反省していると言っていた」

「そう言えば許して貰えると？」

「許すしかないじゃないか。もちろん教官権限で、あの冒険者女史は職務不適格にしておいたよ。もう同じ仕事にはつけないだろう。それで勘かん弁べんしてくれないかな」

　しかしヤトノはその程度では不満らしく、目線は鋭くなるばかりだ。部屋の中は日ひ射ざしがあるにもかかわらず、どこか薄うすら寒く背筋が冷え込むような雰ふん囲い気きに陥っていく。

　緋色の瞳をした目が細められ、素足のペタペタ歩く足音がケイレブに迫る。

　だがしかし、そんなヤトノをアヴェラが制して止めた。

「まあ仕方ないさ。ヤトノ、それ以上は言っても仕方ない。むしろ、直ぐ拘留所まで来てくれた教官に感謝すべきだろ。もし教官が来てくれなかったら、父さんか母さんが呼ばれたはずなんだ。そうなっていたら、どうなっていたと思う？」

「うっ……」

　ヤトノは想像したに違いない、知らせを聞いた二人がどんな反応をするのかを。

　息むす子こが卑劣な犯罪者にされかけたと知れば、それこそ何をしでかすか分からない。下手をするとアヴェラを拘束した管理部局に乗り込み、激しく強く抗こう議ぎしかねない。否いな、多分やる。間違いなくやるに決まっている。しかも、あれでなかなか人望が有る父親なので、警備隊の面々まで巻き込み大騒ぎとなっていただろう。

「はあ……仕方ありませんね。いいでしょう、ここは引き下がりましょう」

　厄神の怒りを免まぬがれ、ケイレブは安堵しながら頭を搔かいた。

「やれやれ、トレストとカカリアは相変わらずか」

「まさか知り合いでした？」

「同年代で一緒にパーティを組んでいた時もある。あの二人と来たら……まあ、いろいろ酷かったな。無茶もあれば苦労もあって、砂糖を食べさせられている気分の日もあったよ」

「それはすいません」

「なに、君が謝あやまる事ではないね。僕ぼくは少し前まで諸国を旅していたが、ようやく身の回りも落ち着いたところだからね。そろそろ挨拶くらい行くつもりだ。そう、二人に伝えてくれないか」

　まるで家庭訪問のようで少し嫌だったが、そうとも言えず頷くしかなかった。

　そのとき、ドアがノックされた。

「お邪魔しまーす」

　ひょっこり顔を出したのはノエルであった。白い服の上下に、青染めの胸当てを重ね、やはり青い腰こし巻まき型のマントで足元を防護といった装備に着き替がえていた。

「ケイレブ教官さん、ありがとうございます。奥さんから服を頂いてしまいましたよ」

「気にする必要は無い。稼かせげるようになったら、嫁よめに花の一つでもやってくれ」

「はい、そうなれるよう頑張ります」

　素す直なおに頷くノエルも、ケイレブの指導対象であった。

「ふむ、君ら二人が組むことになるとはね。少し意外だが良かったかもしれん。ああ、前のパーティから抜ける件については、僕の方から手続きをしておこう。移い籍せきについては後で揉もめる事が多いからね」

「そういえば、ノエルが組んでいた二人はどうなりました？」

「彼女をクィークに差しだしたという二人かな？　普通に戻ってクエスト報酬を受け取ったよ」

「なんですそれ？」

　流石にアヴェラは眉まゆをひそめ、ヤトノとノエルも面おも白しろくなさそうだ。

　ケイレブは手を軽く左右に振って苦く笑しようした。

「文句を言いたいのは分かる。だが、どうしようもない事だね。まず一つ、証しよう拠こがない。次に一つ、相手が認めない。都市の外は誰の目も届かないからね、被ひ害がい者しや側の主張だけでは裁きようがないのが現実だよ。おかげで都市外部での犯罪行こう為いは、ほぼ野放し状態なんだよ」

「都市は、それをどう思ってます？」

「個人としては不ふ愉ゆ快かいだが、組織としてはどうも思っていない。そうした危険も含め、君らは冒険者になる事を選んだのだ。それが嫌なら冒険者なんて辞めてしまえばいい」

　窓の外が明るすぎ薄うす暗ぐらく思える室内でケイレブは笑う。椅い子すにどっかりもたれ、肘ひじ掛かけに両手をのせ軽く脚あしを組んだ男は、この世界の現実を告げてくる。

「だから僕は言おう。信用できる仲間こそが、冒険者にとって一番の宝だとね」

「はぁ……なんでしょうかね。何を言うかと思いきや、陳ちん腐ぷなありきたりな事ですか。しかも、まるで良い事を言ったようなドヤ顔っぷりです」

「蛇娘よ、ありきたりとは失礼じゃないか。僕が言ったのは凄く良い事だと思うのだがね」

「しゃーっ！　誰が蛇娘ですか。なんという無礼者、呪いますよ！」

　賑やかな横でアヴェラはノエルを見やり、確かにそこに一番の宝があるのだと思った。そして、自分もまた相手にとっての宝になれるよう、努力し頑張ろうと考えていた。
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「今日は何かと酷い目に遭った」

　都市の建物群を仰あおぎ見ながらアヴェラは唸った。

　足元は平らな石を敷しき詰つめた道で、両りよう脇わきには腰こし高だかの石いし壁かべが続く。片側は古い壁のようで茶と緑の苔こけに覆おおわれ、そこに根を張った木が枝を張り緑の葉を広げている。

　僅わずかに水の匂においを感じた。

　石壁の向こうに小さな池があり、亜あ人じん系らしいネコ耳少女が水面を眺めて舌なめずりをしている。きっと、そこにいる魚を狙ねらっているのだろう。

「ごめんね。アヴェラ君には、とんだ迷惑だったよね」

「悪いのは、あの見張りだから。気にする必要はないと思うが」

「それでも私は、やっぱり謝るべきだと思うからさ」

「なるほど、それならそれでもいいけど」

　やがて石壁が途と切ぎれると、広々とした雰囲気になった。青々とした芝しばの地面に丈たけの高い木が生え、程よい木こ陰かげを提供してくれている。

　この付近の区画は上級冒険者に与えられた部屋が多いため、歩く者は疎まばらだ。

　研究職らしい白衣を羽織った生真面目そうなエルフや、穏おだやかそうな顔の長衣の神官、如い何かにも歴戦といった年配冒険者、怪しげなローブ姿の老人などが歩いている程度である。

　のんびり歩くアヴェラは、隣となりを歩くノエルをさりげなく見やった。

　日射しを受ける彼女は明るく快活で、気取った様子は少しもない。穏やかな顔立ちで、なんとなく年上のお姉さんを連想させる雰囲気がある。不運の神の加護を受け、これまでいろいろ大変な目に遭っているはずだが、少しもそれを感じさせなかった。

　こんな少女が隣を歩いている事実が不思議になってしまうぐらいだ。

「うん？　私がどうかしました？」

　視線に気付いたノエルは不思議そうに小首を傾かしげ、軽く見上げてきた。そこには微び笑しようがあって、嫌そうな気配は少しも無い。

　アヴェラは照れながら、しかし流石に見つめていただけとも言えず慌てた。

「初心者向けの遺跡程度なら、普通の服でも大丈夫だなと思って」

「ああ、そうですね。それ私も聞きました。だから、元からあんまり防具は気にしてなくて。うん、防具はボチボチ揃えていこうかなって考えてたのですよ。それから新しい武器、と考えてたけど。これはもう、都市の支し援えん金きんに頼るしかないかな」

「支援金と言っても借金と変わりないはず。それから剣は、言ってたように予備がある。訓練用の剣だけど、それを使ってくれ」

「うんっ、ここは遠慮しても始まらないとこだよね。と言いますか、実はちょっとその言葉を期待してましたー。えへへっ、それでは甘えさせて貰って借りてしまいます」

　冒険者は武器がなければ始まらない。

　それは魔法メインの魔術師や神術師であろうと同じだ。格かく闘とうスキルを身に付けたグラップラーでもないかぎりは、杖つえや槍やりや棍こん棒ぼうなど何らかの武器を用意せねば、まず身を守れない。

「訓練用の剣は譲るよ。新品同様だからね」

「え？　殆ほとんど新品？　同じ剣を新しく買い直しでもしました？」

「いやそうじゃなくって。ほらケイレブ教官と訓練での戦闘を覚えてるかな。あの時に、まず使ってた剣が破は壊かいされたんだ」

　建物と木々の間を抜けると、都市の中で大きめの通りとなる。

　近くには食堂があるため食欲を誘う匂いが漂ただよい、もちろん人通りは増えている。個人バザーもチラホラみられ、余った素材やクエスト用の品などが売られてもいた。

　もう少し先に行くと、クエスト受注所があって一番賑やかな場所になる。

「うん、覚えてる。そうだよね、あのとき確かに、アヴェラ君の剣はバッチリ砕くだかれてたよね。凄い一撃だった……でも今の剣もあるのに、それで同じ剣を買った？　はて、これ如何に？」

「ヤトノがケイレブ教官を脅して新品を貰った」

「うわっ、そんな事したんだ。でもさ、何だかやりそうだね。うん……」

　抗議の声がアヴェラの襟元から聞こえて来たが、それはスルーされた。

「貰った新品は少し使ったけど、思い直して新しい剣を探す事にしたんだ。で、これを手に入れる事ができたから使わなくなった」

　アヴェラは剣けん帯たいに吊つるされたカネミツソードの鞘を叩いた。ちょっとだけ自じ慢まんしたくなる。

「ちなみにタダ」

「タダ!?　それを？　どうやってです？　今後の参考に教えて欲しいです！」

　ノエルは両手を上げ驚いてみせたかと思うと、即座に拝むように手を合わせた。

　その感情表現豊かな態度は面白く、しかもそれをするのが女の子なのだから悪い気はしない。だから青空市場での一件と、そしてコンラッド商会での一件を説明する事にした。

　前世の職場では、部下の女性に指示をするときにさえ上手く話せなかったからだ。ボソボソとした声で話すばかりで、目さえ合わせられなかった覚えがある。もちろん、それを陰で笑われ馬鹿にされていた事も、やっぱり覚えている。

　だから、今ここで自分が上手く話せているだろうかと心配になる。

　しかしノエルは何度も頷いて興きよう味み津しん々しんの様子だ。なんと言うべきか、これは凄く嬉しい。

　やはり異性との会話は心が沸わき立つ。

　ヤトノとの会話もそうであるし、幼なじみのニーソともそうである。こうして連れだってゆっくり歩くなど久しぶりで──そこで気付いた。

　言っておかねばならない事がある。

「そうだ、トラブルがあるから気を付けて欲しい」

「トラブル？　それってどんなです？」

「ほら厄神の加護持ちだろ。それで時々な……アサシンとかに狙われるんだ」

「……え？　いや、それって冗談だよね」

　ノエルは声を抑えながら驚きをみせた。

　この剣と魔法の世界には、闇やみ夜よを駆け抜け人知れず刃やいばを振るう暗殺者、即ちアサシンも存在した。それは泣き止やまない子供を脅かす言葉でもあり、権力者が突とつ然ぜん死しすれば犯人として噂うわさされる言葉でもある。あまり身近な存在ではないのだが、裏の世界には確かに存在しており、何かの時に遭遇し命を奪われるのではないかと恐れられていた。

「昔は週一で襲われた時もあったな」

「私の加護も大たい概がいって思ってたけどさ、うん。アヴェラ君も苦労してるんだね」

「今は冒険者をやってる理由が、いろいろ挑ちよう戦せんしたいからだけど。元々は強くならないと殺される危険があったからなんだ」

「そ、そうなんだ」

「だからフィールドに出たりするのも、危険は危険なんだ。下手すると襲われるかもしれない」

「でもさ、遺跡だって入り口が見張られてるよね。さすがにアサシンだなんて……」

「検定試験でなぜかオインクが襲って来た」

「うわぁ……」

　遺跡のボスは、入り口付近には出現しない存在である。

　つまり何者かが故意に誘導、もしくは捕獲し放った事は間違いない。この探索都市アルストルには、アヴェラを快く思わず始末したいと思っている存在がいるのは間違いなかった。

　だからこれから先も同じような危険性は常にある。

　パーティを組めば、ノエルもまたアヴェラと一緒に危険な目に遭う可能性は十分にあり得た。

「だからパーティを組むのも、実は結構危ない。もし──」

「ちょっとさ、それ待とっか」

　ノエルは一歩前に出ると、アヴェラの前で両手を腰に当て立ちはだかった。

「なるほどさ、これはアレだよね。話の流れ的にさ、恐いなら仲間になるのを止めろっていうアレだよね。でも大丈夫だよ、私の人生だっていろいろ大変だったから。今いま更さらちょっとやそっとの事で、怯んだりしないんだからさ。ドーンと来いってとこだよ」

　不敵に笑うノエルが、なんとも頼もしい。力を込めて叩いて見せた胸の質感も頼もしい。

「それにさ、私は言ったよね。末永くよろしくお願いしますって、それに二言はないから。だからさ、そんな事は言わないで。これからは、二人で一緒に頑張って乗り越えて行こうよ」

　ノエルは胸を張り、明るく朗ほがらかに、そして高らかに宣言してみせた。その姿はとても眩しく、気き遣づかってくれる心が嬉しくありがたい。

　ありがたいがしかし──。

「何と言うか、その……早く行こう」

「どうしたのさ？」

「それは、まあ。つまりこんな場所で、そんな事を大声で宣言されると……困る」

「はい？」

　言われてノエルは辺りを見回した。

　そこはクエスト受注所付近に位置する広場だ。

　冒険者が仲間と待ち合わせをしたり、荷物の確認をしたりする場所だった。もちろん個人バザーで品物を売る姿もあれば、その間で捜さがし物をする者たちの姿も多くある。時間帯としては、そろそろ夕方も遅おそめであり、各地のフィールドから帰き還かんしてきた者たちの波が一段落した頃ころ合あいだ。それでも、まだ大勢の冒険者がいる。

　そんな中でされた末永くよろしく宣言は、舌打ちでもって迎むかえられていた。

　石床を蹴る姿だってあるが、特に女性冒険者グループは怨おん敵てきを睨むような目を向けてさえいる。

「えっと、あのさ……あははっ、どうしましょう」

「明日からの探索は、これまで以上に気を引き締めた方がいいかもしれない」

「すいません、私って女子寮暮らしなんですけど。そこではどうすれば？」

「さあ、そこまではどうしようもない」

「そんな事を言わないでってば、これどうしたらいいのだろ」

「武器は早めに渡しておくよ」

「それ襲われる前提で言ってません!?」

　二人が騒ぐ様子を傍はたから見れば、じゃれ合っているようにしか見えず──実際、じゃれ合っているのだろうが──周囲の視線はキツくなるばかりであった。








第四話　不運と幸運は表と裏






　探索都市アルストルの一角にある丸天井のホールは、軽く百人ぐらいが入れる規模があった。

　茶ちや褐かつ色しよくをした四角いタイル張りの床に、四角い窓から入った光が台形の陰いん影えいを描きだす。天井を支える太い丸柱の向こうには人の背せ丈たけほどの縦長の衝つい立たてが幾つか立ち並び、そこには小さな羊皮紙が幾つも留められている。

　ホールの中が熱気に満ちているのは、多くの冒険者が衝立の間を歩き回り紙片を確認しているからで、大声小声、相談や諍いさかい、足音や唸り声など雑多な音が響ひびいていた。

「しまったな、まだ混こんでたか」

　アヴェラはホールの入り口から混み合う中を見やり、軽く顔をしかめた。うんざりとしてしまうのは、これから自分がそこに入り込まねばならないからだ。

　大勢の熱気に香水や体たい臭しゆうに食べ物の臭においまでが入り乱れ、頭がくらくらしそうな程だった。

「せっかく時間をずらしたのに、意味がなかったか」

「もしかするとだけどさ、クエストの貼はりだしが遅おくれたのかな。うん、ここはポジティブに考えなきゃ。たとえば、まだ良いのが残ってるかもとかって」

「なるほど。混んでるのは変わらないし、そう考えた方がいいか」

「そうそう。それでは頑張って探してみよっか」

　ノエルに促され、アヴェラは衝立のようなクエスト掲示板に歩み寄った。

　探索都市アルストルの冒険者支し援えん施設には、個人の些細な依頼から商家からの大口依頼まで、その内容も含め多種多様な依頼が多数寄せられる。それらの依頼はクエストとして羊皮紙にしたためられ掲示板へと貼られる。

　冒険者たちはその羊皮紙を手に取り受付に行き、簡単な手続きを行った後に各探索地へと向かう。もちろん効率と報酬の良いクエストは人気があって争そう奪だつ戦せんになり、時には殴り合いの喧嘩にまで発展する時さえある。

　だからアヴェラとノエルは、できるだけ混雑する時間を避けるようにしていたのだ。

　二人並んでクエスト掲示板を見ていくが、混雑の中で離れないようにせねばならない。自然とノエルがアヴェラの肩かたにしがみつくような形になっている。

「この辺りは、行ったことのないフィールドの名前が多いよね」

「多すぎて分かり難にくいな」

「きっと貼る人も大変なんだよ」

「せめてフィールド毎ごとに分けてあればな」

　ぼやきながら、羊皮紙を眺めていく。

　綺き麗れいなものは新規のクエストになり、薄うす汚よごれてぼろぼろのものは定期的なクエストとなる。

　アヴェラとノエルが後者を探すのは、定期クエストはアルストルの市や貴族が都市生活を支えるため出しているクエストだからだ。

　そうしたものは難易度が低いにもかかわらず、報酬は多めになる。

「初心者向け遺跡のクエストは少ないな」

「先に取られちゃったのかもね」

「これは……報酬はいいけど、下水の掃そう除じか。やめておこう」

「でもさ、そういうのも大事だよね」

「知り合いに聞いた話だと、臭いが服とか髪に染しみついて大変らしい」

「やめておこうね、うん」

　背せ伸のびをして上を見たり、屈かがんで下を見たりしながら良さげなクエストを探していく。しかし、これに時間を取られては本ほん末まつ転てん倒とうなため、探すのもほどほどにせねばならない。

「うーん、あんまり良さそうなのがないよね」

「諦あきらめて移動するか」

「そうだよね。いっぱい素材を回収して、今日のお夕飯のスープの具を増やさないと」

「スープの具……それに困るぐらい大変なら、家に──」

　その時であった、けたたましい大きな声が響いたのは。

　しかも、それが耳元であったためアヴェラは耳鳴りがするほどに驚かされた。それでも咄とつ嗟さに左腕を押さえたのは、ヤトノが過剰反応しないためだ。

「ちょー！　あんた、ノエルちゃんじゃないかい」

　少し年上程度の女性が二人いた。

　驚かされた事もあるが、どちらも何とも嫌な印象を受ける相手であった。他人を小馬鹿にしたような、なめ腐くさったような質の悪さが強く漂っているように思えるのだ。

　そして、それは間違いではなかった。

「ノエルちゃん、あんたクィークの巣穴から生せい還かんしたんだー」

「クィークベビー産んだの？　それよかクィークってどうだったん」

「うはっ、あたしも知りたいわー。体験したくはないけど」

　掲示板の前は混雑していたが、騒ぎ立てる二人の辺りだけ人が散ってしまう。そして周りからは、興味本位な探さぐるような視線が飛んでくる。もちろん、それは話の対象にされるノエルに対してだ。

「違います！　それ違いますから！」

　ノエルは己おのれの評判や評価を守らんがため、頰ほほを紅潮させ一生懸命に訴えている。

「こちらのアヴェラ君に助けて貰って無事でした」

「あ、そーなん？　そんじゃ、あれか。クィークの代わりに男を誑たらし込んじゃったか。うっわー、あんたウブい見かけによらずやるねー」

「はい？　どうして誑し込んだことに？」

「とぼけちゃってさー。あざといんだから、このこの」

　聞いているだけで不快な言葉と内容だ。

　それを感じているのはアヴェラだけではなく、周囲で成り行きを見守っていた他の冒険者も同じ様子であった。そのため面倒事を避け、クエストの物色を再開しだしている。

　前世の創作物語であれば、ここらで正義感猛たけ々だけしいキャラが割って入るところだが、現実としては誰もそんな事はしない。面倒には関わろうとしないのが普通だった。

　そしてアヴェラたちも、二人を相手にせず立ち去る事にした。

「ちょい待ち、ちょい待ち」

　二人組の片方が何かに気付いた様子となって、相方を突つついて合図する。

「あん？」

「今の名前って、あれじゃね？　あれだよ、あーれー」

「あれってなんだ、マジ分からんわ」

「だから依頼の、あれだって。分かんね？」

「んっ……おおっ！　分かった、あれか。マジであれのあれじゃん！」

　二人組の間で何か合図がされたかと思うと、そのままヒソヒソと囁ささやき合う。しかも、チラチラと視線を向け嫌らしく笑う様子が鬱うつ陶とうしかった。

「ノエルちゃんさー、ちょっと聞くけど。そっちの奴、アヴェラとか言わなかった？」

「え？　言いましたよ」

「ふーん。もしかしてノエルちゃんと同じ初心者なん？」

「そうですけど、でもアヴェラ君は凄く強いです。えーと理由は言えませんけど、クィークの群れぐらい簡単に倒して、私を助けてくれたぐらいなんです。それにですね、あなた方のように、仲間を見捨てたりもしません。絶対にそんな事しませんから」

「あんた仲間じゃないし、ただの荷物持ちだったし」

　嘲あざけるような態度に、流石のノエルもムッとした。実を言えばノエルはなかなか忍にん耐たい強づよく、ここまで怒るどころか、不快な顔すらしていなかったのだ。

　さらに今でも何か言いたげに、つぐんだ口を嚙みしめているだけだった。

「じゃーね、その男に捨てられないようにね」

「でもあれじゃね。どうせ長くないって」

「確かに思うわ。まっ、短い間でも楽しめばいんじゃね」

「行くべ行くべ」

　聞くだけで気分の悪くなるような笑いと共に去って行った。

　その姿が消えた途と端たん、辺りが静かに思えてしまったぐらいだ。もちろんホールの中は、クエスト受注の喧けん噪そうが響いているのだが、気分の問題なのかそう感じられた。

　アヴェラはノエルの肩をいたわるように触れた。

「よく怒らなかったな。同レベルにならないのは賢いよ」

「それ違うから。私、怒りたかったけど……どうやって怒るか考えてたら終わっただけだから」

「なるほど。でも、それが偉えらいと思うし良いと思うよ」

「ありがとう」

　にっこり笑うノエルは、やっぱり良い相手だと思えた。可愛い見た目とかは付加価値なだけで、この性格こそが一番の価値なのだ。きっと仲間にするには最高の相手に違いなかった。

「私、頑張るからね！」

　無理したように元気をみせたノエルであった。

　だが、その手がクエスト掲示板に触れた途端──恐らくは老ろう朽きゆう化していたのだろう──そのボードがゆっくりと傾かたむきだし転てん倒とうした。しかも、向こうにあった次のクエスト掲示板に激げき突とつしている。そちらも倒れ、また次に激突して連鎖していく。

　なお、流石に冒険者たちは危機察知能力が優すぐれているため、誰一人として下した敷じきになる事はなかった。ただし、転倒した掲示板にあった多数の羊皮紙が舞まい上がり、ひらひらと宙を舞うそれを前に事務員が頭を抱えているばかりだ。

「あっ、これどうしよう」

「設備の老朽化だな。巻き込まれなくて良かった、という事だ」

「でもさ、そういうわけには……」

「触さわっただけで壊こわれるはずないだろ。たまたまだよ、たまたま」

「うーん……」

　自分の加護による不運を知るノエルは困った顔で悩なやんでいる。

　そしてアヴェラはひらひら舞う羊皮紙の一つを摑み取った。

「おっと丁度いい。遺跡のグアイオラーレ討とう伐ばつだ」

　不運な加護などは些細な事で、穏やかで協調性のある性格こそがノエルの魅力に違いない。

　頷いたアヴェラは悩みつづけるノエルの背を押し促すと、クエスト受注手続きに向かった。呆ぼう然ぜんとして固まる事務員に羊皮紙を差し出し手続きを依頼する。

　そして気分も新たに遺跡へと向かった。





◆　　　◆　　　◆






「アタックアップ、スピードアップ」

　ノエルはスキルを使用すると同時に飛びだした。

　前方にいたクィークは、突とつ然ぜん加速した姿に目を瞬かせ、次いで迫る剣の勢いに極限まで目を見開いた。もちろん避けようなどなく、板のように分厚い剣を脳天に叩き込まれモンスターとしての生を終わらせた。

　勢いの付きすぎた剣を止められず、その先が石床を打ち、火花と共に砕けた石片が飛び散る。しかしノエルは躊躇ためらわず、次のクィークに剣を叩き込む。肉を抉えぐり腰骨を砕き、弾はじき飛ばした。

　スキルを使用したからこその速さと威い力りよくだ。

　しかし、順調なのはそこまでだった。

　踏ふみ込んだノエルは運悪く小石を踏んで足を滑すべらせてしまう。持ち前の不運による影響だ。その体勢を崩したところに、残っていたクィークが飛び掛かり錆さびたナイフを振りかざした。

「スピードダウン、アーマーダウン」

　しかしアヴェラがスキルを使い飛び出す。

　動きの遅くなったクィークに対し、切っ先の長く豪壮なカネミツソードを振るう。軽々とした無造作な動きだったが、その鋭い刃はクィークの体を軽々と斬り裂き致ち命めい傷しようを与えている。

　体勢を整え直したノエルが踏み込み、残る最後の一体を剣でぶん殴り戦闘を終わらせた。

　パチパチと小さく手を叩くのはヤトノで、白い衣の裾すそを翻した。

「お二人とも、お疲れ様です。この辺りのフィールドなら余裕な感じですね」

「まさか初日で、こんなに深くまで来られるとは思わなかった」

「ぴったり息が合っておられますから。これでしたら、さくさく進めますね」

「ああ、それとヤトノが素材を拾ってくれるだろ。それも助かってるからな」

「御兄様、わたくしを褒ほめてどうするのですか。こんな時は最初に褒める相手がいますでしょ」

　ちょいちょいと突かれ合図された。

　その先には剣を納め、荒い息を整えるため胸に手を当て──ただし手をのせているようにしか見えないが──深呼吸するノエルの姿がある。

　今の戦闘の動きで疲れたというよりは、ステータス上じよう昇しよう効果の切れた反動が来ているのかもしれない。スキルに熟練すれば、そうした反動も減るそうだが、しかしノエルはスキルを覚えたばかりなのだ。

　頷き、近寄り、水袋を差し出す。

「お疲れさん」

「あっ、お水。ありがと。今の戦闘って、良い感じだったよね。これならさ、もっと進めるかな？」

「どうかな。スキルの使用回数からすると、そろそろ戻った方がいいと思う」

「そっか、そうだよね。確かに戻る途と中ちゆうでの戦闘を考えるとさ、戻った方が良さそうだね」

　スキルも無限に使えるわけでもなく、回数制限がある。

　ただし、正確な回数ではなく感覚で把は握あくしているので、実際に使おうとすれば誤差がある。ぴったり正確に分かるまで慣れるには、まだまだ熟練度が足りない。

　散らばったクィークの残ざん骸がいは、その何体かが溶とけるように消え、素材だけが残される。

　すかさず素材回収係を引き受けたヤトノが、石床を素足でペタペタ歩き、それらを拾っていく。些細な作業に思えるが、いちいちしゃがんで拾い集めるのは意外に疲れるものだ。先程アヴェラが言ったように助かる事だった。

「お二人とも、こちらを見て下さい」

　そんなヤトノが軽く興奮した声をあげた。

　振り向くと、いつの間にか木箱が転がっている。まるで、ずっとそこにあったかのように鎮ちん座ざしているが、間違いなく先程までは存在しなかったものだ。もしあったなら戦闘中に、ノエルが躓いていたに違いないのだから。

「宝箱だな」

「宝箱だよね」

　両手で抱えて持ち運べる程度の大きさで、木の板は長い年月を日に晒さらされ白んだような風合い。やや錆びの出た鉄板と鋲びようで補強がされ、大きめな鍵穴がこれ見よがしにある。

　いかにも宝箱と主張するような箱だった。

「モンスターを倒すと出るとは聞いてたが、実物を見るのはこれが初めてだ」

「一応なんだけど、私ってスカウトスキルⅠを習得してるんだよね。だからさ、簡単な鍵開けができるのだけど……」

「だけど？」

「これが初宝箱なので、はっきり言って自信がないです」

　ノエルは手を挙げ宣言したが、微妙にお手上げ状態の雰囲気がある。

「えーと、そうだ。こんなのどうかな、このまま外に持って出るの。初宝箱を記念に持って帰るっていうのもさ、案外と乙おつかもって思うんだよね。うん、名案かも」

「少し動かすと消えるとか誰かが言ってたな」

「そういえば、そうだったかも。うん、講義で言われた覚えがあるね。そっか、こうなるとやっぱり私が開けるしかないって事だね」

「鍵開け技能がないから頼むよ」

「はい、任されました。さあっ！　ここは気合いを入れ、鍵開けに挑戦してみますか。よし、頑張っちゃおう。でも緊きん張ちようするね」

　ノエルも興奮しているのか、口数が多くなっている。

　この初心者が挑む探索地点の宝箱であれば、スカウトスキルⅠでも対応できる。後は本人の運次第で……間違いなく、それが一番の不安要素だった。

　宝箱の前でノエルは両手を合わせ、気合いを入れるポーズを取ると膝を突いた。

　アヴェラとヤトノは後ろにつくとワクワクしながら見守る。

「何が入っているのでしょう、わたくし期待します」

「そうだな。今一番欲しいのは、お金だな。あっても額は少ないだろうがな」

「宝箱……なんだかワクワクします」

「そうだな」

　ヒソヒソ喋っていると、ノエルが振り向いた。口をへの字にして目付きが険しい。

「あのさ後ろで喋るのって、やめて貰えます？　集中できないから」

　慌てて首を竦めた見物者を軽く睨み、ノエルは視線を木箱に戻した。そして、手を伸ばし木の板に触れると目を閉じ集中する。そして──。

「よっと……うん、開いてないね」

　触れただけで何もしておらず、ましてエフェクトもなければ効果音もない。

「ピッキングツールで鍵穴を弄って何かしたりとかしないのか？」

「うん？　スキルなんだから、そんなのしないよ」

「……そうか」

「何だかさ、そこはかとなく残念そうな」

「いやいや頑張って頼む」

「はい、頑張って開けます」

　ノエルは再びスキルを使った。

　やはりと言うか当然と言うべきか、運の悪さが如によ実じつに表れ何度も失敗していく。だんだんと額に汗あせが浮くのは、疲ひ労ろうしているからと言うよりも、ばつの悪さからくるものに違いない。

　やがて小さく解かい錠じようの音がカチャッとだけ鳴った。

「や、やっと開いた。開いて良かった……」

「パカッと開いて光が出るとかないのか？　なんか凄く地味なもんだな」

「うっ、地味だったかな。私としては凄いと思うんだけどな……」

　ノエルは宝箱の蓋ふたに手をやったまま、がっくり項垂れた。宝箱の初解錠で張り切って、ようやく成功したところを地味と言われ、どんよりしている。

　すかさずヤトノが身を乗り出した。良妹賢妹はフォローも万ばん全ぜんなのだ。

「そんな事ありませんよ。ノエルさんのスキルがなければ開けられなかったのですし、凄いですよ」

「えっと、そう……かな？」

「よく頑張りました。ほら、良い子良い子」

「もうっ、そういうのなんだか気き恥はずかしいですよ」

　ヤトノに頭を撫でられるノエルは照れている。

　気まずいアヴェラは、軽く咳払いをしながら宝箱に手を伸ばした。

「あー、それなら中でも確認するか。開けていいか？」

「くすぐったい……あっはい、どうぞ」

「それじゃあ開けさせて貰おう。スキルってのは便利だな、一発で鍵も罠わなも外すとはな」

「いえいえそんな、大した事ありません。それに私は鍵を開けただけだから」

「なにっ？」

　アヴェラは蓋を開け、中から噴ふき出した白い粉末を浴びた。

　顔や髪を真っ白に染め何度も咳せき込むアヴェラに、ヤトノは両手を頰にあて絶ぜつ叫きようした。

「御兄様──っ！」

「騒がなくていい、これはただの小麦粉だ」

「むっ、これは確かに小麦粉の味……ですが気を付けてください、御兄様。もしこれが、毒だったらどうするのですか？　御兄様の無茶ぶりは相当なアレで、危険が危ないレベルに達たつしている点は、むしろ感心さえしてしまいます。いいえ、今更言っても詮せん無なきこと。今は御兄様のご無事を喜びましょう。あっ、でも小麦粉の汚よごれは濡れると落ちにくいので大変ですよ」

　ヤトノは大騒ぎしながらアヴェラに纏わり付き、パタパタと白い粉を払はらっていく。

　それで自分が汚れようと関係なしだ。なかなか甲か斐い甲が斐いしいのだが、アヴェラはそれを迷惑そうにして宝箱の中を確認した。

「なんだこれ……鍋なべばっかり!?　しかも全部穴が開いてる」

「あっ、本当だよね。でもさ、この鍋に使われた素材が何か凄いものという可能性があるかもだよね。ちょっとは期待してみてもいいかな」

「どうかな。鉄のような気もするけど、金属は分からないな」

　鍋肌を指先で弾いてみると確かな固い手応えがある。色の感じや硬さからすると銅でない事は分かるが、しかしそれが鉄か未知の金属なのかまでは分からない。この初心者向けの遺跡で凄い品が出るとは思えないが、ノエルが期待するように可能性は捨てきれなかった。

　ヤトノがひょいっと手に取りあげた。

「ふむ、これは鉄ですね」

「分かるのか」

「いつもお料理で使う鍋と同じ感触ですから」

　指先で触っているが、軽く力を入れ簡単に変形させてしまう。

　そして、そのまま子供の手遊びのようにして金属製の鍋を丸めて球にしてしまった。ヤトノの言葉通りなら鉄なのだが、まるで粘ねん土どのような扱いだ。

「じゃあ価値は……」

「ありませんね。いえ、これは御兄様が冒険者として初めて手に入れた物なのです。それであれば極きわめて貴重。未み来らい永えい劫ごうまで残るよう、本体の元へと転送しましょう！」

「それを言うなら、最初に倒したミニクィークの素材じゃないか」

「はっ！　確かにそうです。わたくしとした事が、なんて迂闊な……しくしく」

　ヤトノは白い袖を目元にあて、泣き声をオノマトペしている。しかし初宝箱が無価値で気落ちするアヴェラが構ってやらないものだから、直ぐに止めてしまった。

「仕方ないよね。それじゃあさ、戻もどろっか」

「そうしよう」

　嘆いたアヴェラとノエルが歩きだし、構って貰えないヤトノはちょっとだけ拗すねて後を追った。





◆　　　◆　　　◆






　遺跡の奥付近から戻るとなれば、それなりに距離があるのでモンスターとも遭遇する。そのため冒険者が一番全ぜん滅めつしやすいのは、戻りの時と言われていた。引き際を見誤り疲れきり傷を負って、入り口に戻る前にモンスターに囲まれ力尽きる。

　そんな最さい期ごを遂とげた冒険者は枚挙に暇いとまがない。

「油断しないでいこう」

「そうだよね。戻るまでが冒険って言うからね」

　アヴェラが前方を警戒し、ノエルが後方を警戒する。

　通路の広さは左右並んで歩けるほどだが、同時に剣を振り回し戦うにはギリギリの幅だ。特にノエルは訓練用の重い剣を使うため、最大の効果を発揮するには思いっきり振り回さねばならない。だから自然と前後の担当が決まっていた。

「油断する気はないが、この感じなら問題ないかな。もちろん、よっぽどの数に襲われるとマズいかもしれないけど。今だったら、もしかするとオインクでも倒せるかもしれない」

「オインクって、ここのボスだよね。そっか検定試験で襲われたって言ってたよね。あのさ、それってどんな感じだったの？」

「説明資料にあった通りに、見た目は肥満気味の大おお柄がらで顔は豚ぶた。吼ほえて体当たりしてくるけど、あの威力はトラック……いや、ケイレブ教官の打ち込みぐらいだな」

「うわー、あの威力なんだ。それってさ、けっこう凄いね。注意しなきゃだよね、うん」

「まあ、まだ挑むのは早いけど」

　雑談しながら警戒は緩めず、アヴェラとノエルは遺跡の中を進んでいく。

　ヤトノはアヴェラの隣を歩き、時折あくびなどしている。さっきまで不ふ機き嫌げんそうだったが、アヴェラが頭を撫でた後は普段通りに御機嫌になっていた。

　幾つかの交差や二ふた股またに分かれた道があるものの、さして複雑でないため覚えている通りに歩いて行く。少し大きめの区画に入り、三さん叉さ路ろの交差部が大きく膨ふくらみ広くなった空間に差し掛かると、軽く素早く連続する複数の足音を確認した。

「やっぱり出たか」

　前方にグアイオラーレ三体を確認した。ほぼ同時に向こうにも捕ほ捉そくされ、一斉に駆け寄ってくる。辺りに獣の荒い唸り声と爪が石を叩く音が細かく鳴り響き、二人は武器を構えた。

「スピードダウン」

　効果範囲に入ったところで、アヴェラは先頭の一体にデバフスキルを放った。

　そのグアイオラーレはいきなり足をもつれさせ転倒。後ろの一体はすかさずジャンプして回避したものの、残る一体は避けきれず巻き込まれた。

「いまっ！」

　すかさずノエルが飛びだし、着地した瞬間のグアイオラーレに対し避けようのない攻撃を放つ。両者の勢いが激突した事で威力が倍増したのか、たったの一撃で倒してしまう。だが、反動を受けたノエルは痛みに顔をしかめ、運悪くも剣を取り落としてしまった。

　しかしアヴェラが残り二体にカネミツソードを振るい戦闘を終しゆう了りようさせる。

「素材は回収いたしますわ」

　ペタペタ素足で走ったヤトノが、残された素材に駆け寄った。一つずつ屈んでは集め革かわ袋ぶくろに入れていくのだが、その仕草に合わせ背中では長い髪が滑らかに揺れている。

「ノエルさんは御兄様との相性ばっちりですね」

　ヤトノは上機嫌に小さく手を打ち合わせた。

　それは女の子が喜んだときによくやる仕草だが、実はノエルがやるのを見て最近覚えたものだ。厄神の一部とは思えないが──否、厄神の一部だからこそ人間の真ま似ね事ごとを面白がってやっているのかもしれない。

　ヤトノは素材の入った革袋を、両手で包み込むようにして持った。

「ふむ、けっこうな量になりましたね」

「ここは競争相手も少ないみたいだな。次からは、この辺りで戦うとしようか」

「御兄様も戦い慣れまして重ちよう畳じようですわ。グアイオラーレを転ばせたところ、凄いです最高です！」

「上手くいって良かったよ」

　以前は剣だけで戦ってスキルはあまり使っていなかったが、しかし慣れてきた今はちょくちょくと使用している。とはいえ、今日は何度かの戦闘をこなしているため、そろそろ使用回数が心こころ許もとない頃合いではあった。

「さっきのって狙ってやったの？」

「ん、何の事だ？」

「スピードダウンでグアイオラーレが転んでたの。あれってさ、狙ってやってたんだね」

「そりゃ走ってる途中で、足が思ったように動かなくなると転ぶだろ」

「ごめん、よく分かんない」

「何て言うかな。スキルの効果を部分にかけたんだ。片足だけ遅くなったから転んだってことだ」

「なるほどなるほど。そういう使い方もあるんだ……」

　不思議そうだったノエルは感心したように頷いた。なぜなら、そうしたバフやデバフの効果というものは、部分や全体という意識すらなく、ただ対象に使用するものという事が常識なのだから。

　アヴェラが前世の記き憶おくから、別の常識を持っているが故ゆえの使い方だった。

「御兄様──」

　いきなりヤトノが警告の声をあげた。

「何か来ます、これは人の足音ですね。ふむ、また誰ぞ裸で走って来ますかね」

「女の子が走って来たりとか？」

「そんな痴女は、そういないと思いませんよ。ですけど、前例がありますものね」

　両者は囁きあうが、アヴェラは結構本気の心配顔であるし、ヤトノは結構本気の笑い顔だ。もちろん両者が誰をどんなシチュエーションで想像しているかは明らかで、ノエルは顔を赤らめた。

「もしかするともしかしてだけどさ、それ私に言ってます？　もーっ！　だから勘違いなんですってば、ちゃんと私に対する認識を改めて下さいよ！」

　ノエルは両手を下に振り、顔を迫らせてまで抗議した。しかしニヤニヤ笑うヤトノは相手にせず、白蛇状態になるとアヴェラに取り付き引っ込んでしまう。一応は人が来るという事で隠れたつもりらしい。

「ほんっとにもうっ、私の評判がいろいろ酷いような気がするんですけど」

「ヤトノがすまない。さあ、そろそろ来るぞ」

　アヴェラが警戒態勢になって前方に意識を集中すれば、それを見てノエルも口を尖らせながら警戒に移る。この遺跡の中は不思議と明るいが、遠くまで見通せるものでもない。確認できるのは音だけで、それは少しずつ確実に近づいて来ていた。

　しかし足音の様相が、どうにも普通とは違う。

「これは……どうも数が多いな。もしかするとモンスターに追われているかもしれない。そうすると巻き込まれる危険があるな。今の内に逃げた方が良さそうだ」

「アヴェラ君。そういうのってダメなんだからさ。追われてるなら、同じ冒険者同士で協力しなきゃだよ。うん、助けてあげようよ」

「そうか……」

　これがパーティを組み、仲間とあるという事かとアヴェラは認識した。

　誰かと共にあれば、時には相手の考えや行動に合わせる必要があって、自分の意に沿わない事をせねばならない時もある。しかし前世の自分は、そういった面倒を避け続け、結果として孤こ立りつし誰とも打ち解けられなかった。その行く末がどうなったかはよく知っている。

　アヴェラは静かに頷いた。

「もう少し横に行こう。ここらだとぶつかる」

　真ん中に立っていては、走ってくるであろう相手と衝しよう突とつする可能性がある。しかもモンスターに追われ逃げて来た先に人が立っていれば、相手が驚いて立ち止まってしまう可能性もあった。

「御兄様、よろしいですか。冒険者のルールでは、他人の戦闘には頼まれるまで手を出してはなりません。ですが緊きん急きゆう時はこれに当たりませんので、その辺りを上手く見極めて下さいね」

「分かった……来た！」

　飛び込むように現れた相手は女性二人であった。

　どちらも必死の形相で、しかし見覚えがある。それは以前にノエルと行動を共にし、ノエルをクィークの中に置き去りにして見捨てた相手だった。

　思わず構えた剣先が下がってしまう。

「あれを助けるのか？」

「もちろんだよ。困ってるなら助けてあげないとだよ、うん。そうしなきゃダメなんだからさ」

「自分に言い聞かせてるな。って……何のつもりだ？」

　その二人は思わぬ行動をとった。

　進路を急に変えアヴェラたちへ向け突とつ進しんしてきたのだ。走り込んできた勢いのまま一いつ切さい躊躇わず突っ込んでくる。その瞬間、アヴェラは気付いた。相手の目線が自分を捉とらえ、にやっと笑ったのだ。これは明らかに狙った行動だ。

　その突進を回避したアヴェラだが、やはりノエルは運悪くバランスを崩してしまう。

　続いてクィークの集団が飛び込んできた。甲高い叫びをあげながら武器を振り回している。その数は軽く十を超こえており、まだ後ろから続いてくるぐらいだ。

　二人組の女冒険者は既に逃げ去っており、クィークたちの標的はその場に居たアヴェラとノエルへとシフトする。もしかすると、先の二人組より上質の獲え物ものがいると気付いたせいかもしれない。

　何にせよ──ピンチだ。

「この数はマズい！」

「ごめん、私のせいで！」

「そんな事はいい、走るんだ！」

　とても戦うどころではない。

　アヴェラは即座にノエルの手を取り、引き起こしながら走りだした。咄嗟に手近な通路へと飛び込むが、そこはまだ進んだ事のない箇か所しよだ。

　必死に走る二人の後ろにはクィークの群れ。

　モンスターに追われ逃げ惑まどう冒険者の姿は、前世では映画だのアニメで見かける定番だった。しかし実際に自分が追われる状況となると最悪だ。しかも、現実は追いつかれる可能性が高いという事も合わせれば、もう最高に最悪だった。

　唯ゆい一いつの救いは、ここが初心者向けフィールドでトラップがない事だけだろう。

　後ろのクィークどもは少しも諦める様子がなく、どこまでも追ってくる。

　もちろん狙いはノエルに違いないが、先程の女二人よりノエルに価値を見いだした点は、見る目があるのだろう。ただし、中には男狙いのクィークもいるそうなので、アヴェラが狙われている可能性も否定できないのだが。

「こうなったらヤトノに──」

　疾しつ走そうで息を乱し、アヴェラは呟いた。

　ヤトノの厄神としての力を使って貰うしかない。前回より数が多いため、使う力も大きくなるはずだ。それだけアヴェラに降りかかる代償も大きくなるが、この状況から助かるにはそれしかない。つまり背に腹はかえられないのだ。

　しかしそれを聞いたノエルは、走りながら叫んで否定する。

「それダメだから！」

「大丈夫だ、代償だって耐えてみせる」

「ダメったらダメ、ダメなんだからさ！　つまり私が耐えられないから！」

「あー、そういう……」

　ノエルは前に厄神の気配を間近で浴び、乙女の尊厳を決壊させている。前回は何も穿はいていない状態だったが、今の状態では更さらに悲惨な事になってしまうだろう。

　走りながら叫んだせいでノエルは咳き込みペースが落ち、その手をアヴェラがしっかり摑み引っ張る。もちろん、このままでは駄目なことは分かっている。

　いい加減、体力的にキツイ状況だ。

　このままクィークと体力勝負をして勝って逃げ切ったとしても、疲れきったそこを別のモンスターに襲われては意味が無いだろう。恐らく今が最後のチャンスに違いない。

「こうなったら戦うしかない！　スキルを全部使う気でいこう！」

「それしか無いんだよね！」

「いくぞ、スピードダウン！」

　アヴェラは振り向きながらスキルを放つ。そのまま姿勢を低く腰を落とし、踏ん張りながら石床を滑って停止。ノエルも息の合ったタイミングで停止しているが、そちらは運悪く膝をぶつけて顔をしかめている。

　クィークたちの先頭が転倒した事で、後ろの半分ぐらいが巻き込まれていた。残りも急停止すると押し合い圧へし合いしている。これなら逃げきれたのではと思えるが、しかし、戦うつもりの意識は切り替かえられない。

「いくぞ！」

　カネミツソードを抜き放ち、意を決して斬り込む。

　一体ずつ確実に仕留めるのではなく、まずは少しでも多くのクィークに手傷を負わせる事に集中する。それは多対一の戦闘方法の基本だが、この頼もしくも呪われた剣が斬った相手に呪いを与える事を考こう慮りよしての事だ。

　予想していた通り、アヴェラの攻撃を受けたクィークは通常の痛みに加え、呪いに悶もだえ苦しみだす。まだ数は多い。自由に動ける連中が左右に展開し囲むように広がりだすが、数の多さをしっかりと考えた行動だ。当然の行動とはいえ、なかなかどうして厄介だった。

　ノエルが訓練用の頑がん丈じような剣を手に斬り込んだ。

「スピードアップ、アタックアップ」

　使用したスキルの効果が発現し、途中から一気に加速。重量ある剣を思いっきり振り回し、こちらは一体ずつ確実に倒していく。もちろん加護の影響か運悪く何度か外してしまうが、その猛もう烈れつな勢いのある剣風はクィークを怯ませてもいる。

　──っ！

　アヴェラは反射的に跳んだ。

　それまでいた場所を鋭く飛んだ矢が通過し、背後の壁に激突し硬い音と共にはね返っていた。だが、その矢が石床に落ちるよりも早く前に進み、思いきりカネミツソードを斬り下ろす。僅かな手応えと同時に弓を持ったクィークの胴を斜ななめに両断──そのクィークは数歩動いて、体が二つに分かれた。

　恐ろしい斬れ味と、恐ろしい腕の冴さえ。

　驚きよう愕がくと共に怯んだクィークたちに攻撃を続け、途中何度か危ない箇所もあったが、半分以上を倒すと残りが逃げ出した。辺りには素材へと姿を変えなかった死し骸がいが幾つも横たわり重なり合い、鼻を突く血ち生なま臭ぐさい嫌な臭しゆう気きが漂っている。

　だが、それを気にする気分ではなかった。

「疲れたな……でも思ったよりやれた……」

「やっちゃいましたね。でも、しばらく動きたくないよ」

　アヴェラとノエルは石床に座り込み、自然と背を合わせ体重をかけもたれ合う。

　確かな体温に汗で上気した身体の存在に安堵を感じるのだが、きっとそれはお互い同じ状態なのだろう。疲れきり緊張から解放された直後は、誰かの存在という安心が欲しいものだ。

「御兄様、お怪け我がなさっていますね。いけません、ポーションを使って下さい」

　出て来たヤトノが姿を変え少女の姿になると、念入りにアヴェラの身体を確認し怒ったような声を出した。それは腕の軽い傷だ。いつの間にか、クィークの爪が当たっていたのだろうが全く気付かなかった。

「この程度なら大丈夫だろ」

「ダメです。ばい菌きんが入ったらどうするんですか」

「ポーションを使っても殺さつ菌きん効果はないだろ。この程度なら使う必要はない。ポーション代だってタダじゃないんだ」

「そんな事は言わず、早くポーションをキメて元気になりましょうよ。使う度に次も買わねばならなくって、買わないと落ち着かないぐらいで、購こう入にゆう費ひにお金が消えていくかもしれませんけど」

「ますます使いたくなくなってきた……」

「どうしてです!?」

　心配するヤトノをいなすうち、呼吸と動どう悸きは平常に戻り気も落ち着いてきた。そしてアヴェラはある事に気付いたのだが、どうやらノエルも気付いたらしく、先にそちらが言葉を発した。

「あのさ、ここってどこなんだろ。もしかしてだけど、完全に迷ってるよね」

「そうだな、場所がさっぱり分からんな。入り口から遠いことだけは間違いないけど」

「かなり走ってきたからさ、私は元の場所まで戻る自信が全くないよ」

「出口を見つけられないまま食糧が尽き、飢うえて渇かわいて死ぬ……という話もあったな」

「いやいやいや、恐い想像は止めませんか。そもそもさ、ここ初心者用の遺跡だよ。そんな複雑な迷めい宮きゆうじゃないから大丈夫だよ、大丈夫だよね。大丈夫と言って」

「大丈夫」

「それ心が籠こもってない！」

　しかし、ノエルが言ったようにここは初心者用の遺跡なので構造も複雑ではない。軽くマッピングでもすれば、進むうちには出られるはずだ。もちろん途中で他の冒険者に遭遇すれば、頼み込んで出口を教えて貰う事だってできる。

　それであの二人組のことを思い出した。

「あいつら絶対に許せないな。戻ったら訴えてやろうか」

「でもさ、どうせダメだよ。前と同じで不問になると思うからさ」

「ケイレブ教官の雰囲気だとそうだろな。今回も同じように──助けるという行動を選んだのは君たちの判断だ、その結果がどうなろうと知ったことではない──とか言いそうな気がするな」

「うん、それ似てる」

　軽く笑ったノエルであったが、その表情は一転して落ち込んでしまう。上うわ目め遣づかいで心の底から申し訳なさそうな様子となる。

「えっと、ごめん。私が助けるとか余計な事を言ったからさ」

「それこそ結果論だ。悪いのはあの二人、ノエルは悪くないだろ」

　しかし気落ちしたノエルは項垂れてしまう。それにヤトノがフォローするように近づいた。

「そうですよ。わかりました、わたくしがあの二人を呪い殺しておきましょう。もちろん死後は、わたくしの本体の元で未来永劫責め苦を受けられるようにします」

「いやいや、そこまでする必要ないから。あれっ、もしかして私があの二人の運命を握ってる？」

「もちろんです。さあ、あの二人の運命を選んでみましょう。呪いますか、もちろん呪いますよね」

「絶対にヤダ！」

　当たり前と言えば当たり前の事だが、ノエルはキッパリ拒きよ否ひしてみせた。

　いくら自分を酷い目に遭わせた相手とはいえど、それを地じ獄ごくに突き落とせるかと言えば、そうではない。これがアヴェラであれば承しよう諾だくしたかもしれないが、ノエルはそんな事はできないようだ。




　ある程度まで疲労が回復したところで歩き出し、出口を探し移動を開始したのだが、その通路の先に木製の両開き扉とびらを見つけた。しかも近づくと誘うように半分開く。

「あのさ、私さ。嫌な予感がするけどさ、どうしよう」

「戻るという手もあるが、さっきのクィークがいるかもしれないな。しかも仲間をつれて」

「この部屋に入ろっか。もうクィークの群れよりマシだよ」

「そうしよう」

　二人が中に入ると、後ろで扉が勝手に閉まった。驚いたノエルが扉をガタガタ鳴らし開けようとするがダメらしい。その間にアヴェラは内部を見回していた。

　中央に道のような空間があり、突き当たりには扉のようなものが見える。そして左右は何本もの柱が等とう間かん隔かくに並んでいる。これまでの通路などとは違い、どこか神しん殿でんっぽい雰囲気だった。

　そしてアヴェラは重い足音を聞きつけ、呻うめきのような声を漏もらした。

「おいおいおい……」

　幾本もの柱の向こうを移動してくるのは、大柄な豚の顔をしたモンスター。それはオインクで間違いない。武器こそ持っていないが、マントと腰巻きを身に着けている。前に遭遇した個体に比べ一回りも二回りも大きく、まるで錦にしき絵えに描えがかれた力士のように力強く逞たくましかった。

「えっとさ、あれってさ。もしかしてだけどさ……」

「もしかせずとも、この遺跡のボスになるオインクだ。やったぞ、これに勝てば初心者用の遺跡は制せい覇はだ。晴れて初心者卒業を名乗れるぞ。ただし勝てればだけど」

「前は勝ったんだよね」

「ヤトノが恐怖させて動けないところを攻撃してだけどな。しかも、もっと弱そうだった」

　死ぬ気で頑張るか、死ぬより辛い目に遭うかの二択たくしかなさそうだ。

　だが迷っている暇などなく、オインクはゆっくりとだが着実に近づいて来る。

「やるしかないか」

「そうだね！　クィークの群れにも勝ったからさ、やればできるよ！」

「行くぞ、アーマーダウン、スピードダウン」

「アタックアップ、スピードアップ」

　即座にスキルを放ちオインクへと向かう。

　しかし、アヴェラの放ったデバフは弾かれている。熟練度が低いのかオインクに効きにくいのか、その両方なのかは分からない。何にせよ万全の態勢で向かってくる相手に挑まねばならぬ。

　先に身軽なノエルが斬りつける。

「くぅっ！」

　だが、オインクの身体に剣が弾かれている。それは単純に皮ひ膚ふが硬いからというだけではない。相手の勢いに押し負けた部分も大きい。

　続いてアヴェラが斬りつける。

　すれ違いざまの攻撃だが、そこは流石に伝説の名工が鍛きたえたカネミツソードだった。サックリとした手応えの斬れ味は、苦痛の声をあげさせる事に成功。だが浅い。巨きよ体たいを避けながらの攻撃では、剣先が辛うじて引っ掛けた程度にしかならなかった。

「呪いは……あまり効いてないな」

「うん、抵てい抗こう力りよくが高いみたい。もっと沢たく山さん斬るしかないよね」

「今のを何度もやるのか」

　アヴェラは冷や汗を浮かべている。

　巨体が全力で突進してくるなど、それは恐怖でしかない。

　少しでも当たれば大ダメージは確実であるし、何より──前世の死因がはね飛ばされた事だ。勢い良く突っ込んでくる巨体というものは、どうしてもそれを連想させ、トラウマとまでは言わないが恐きよう怖ふ心しんはどうしてもあった。

　反撃に暴れるオインクを避けるため、立ち並ぶ柱を利用する。間を走り抜ければ突進も回避できるし、回り込めば障害物として振り回される腕の回避にも役立ってくれていた。

　だから──動き回りながら疑問が湧わいてしまう。

　どうして柱があるのだろうか。これでは、オインクが万全の力を振るえない。むしろアヴェラとノエルに利用されている。今も突進して来た巨体の動きを柱が止め、細かな破片と埃ほこりを落下させ持ちこたえた。

　まるで攻こう略りやくする側に有利な条件を与えているようではないか。

「アヴェラ君、危ない!!」

「くっ！」

　気付いた時にはオインクが間近に迫っていた。振り回された腕を回避するため、とっさに柱の陰へと逃れるものの、しなった腕先の手が当たってしまう。

「ぐうっ！」

　それは肩かた口ぐちに命中した。

　あまりの威力に、ほぼ水平に弾き飛ばされ柱に激突してしまう。ヤトノが大慌てに騒いでいる。額に手をやれば、かなりの量の血が出ていた。直ぐに左腰のポーションを取って飲み干す。肩の痛みが治まり、出血も止まった。祖父ジルジオから押し付けられた最高級品の効果は絶大だ。

　オインクが柱に手をかけ、その隙すき間まに身を乗り出し進んでくる。

「仕方ない。死ぬより辛くても死ぬよりはマシ。こうなったら、ヤトノの──」

「待って、私に考えがあるから。だからさ、少し下がって」

「……分かった、任せよう」

　アヴェラが素直に従う気になったのは、ノエルの目に強い意志があったからだ。有う無むを言わさないような、何かがそこにはある。だから何かが起きる予感を強く感じていた。

「ここはさ……私がさ……なんとかするんだから！」

　ノエルは自問自答し宣言した。

　そもそもの原因は自分にある。逃げると提案してくれたのを止めたせいでクィークに襲われ、そして遺跡内部で迷ってしまい、ついには遺跡のボスと戦闘にまでなってしまった。最初の出会いから助けられてばかりで、剣も譲ってくれたし、戦闘中のミスや加護の影響による不運だって少しも嫌な顔をしないでフォローをしてくれる。

　ここで活かつ躍やくせねばパーティの仲間でいる資格はない。

「私がなんとかするんだから！」

　ノエルの決意は自らを追い込んだ。

　その彼女に加護を与えるコクニは不運の神として知られている。だが、同時に幸運の神である事はあまり知られていない。ノエルが本当に追い詰められ、さらに自らの意志で前に進もうとするときに全ての不運は裏返るのだが、その時が訪れたのだ。

「なんとかしてみせます！」

　突進してきたオインクは、運悪く目に埃が入り目測を誤る。だから、その攻撃がノエルに届く事はない。後ろでまとめた髪を跳ねさせ飛び出すノエルは、手を伸ばし巨体に触れる。そして──。

「アタックアップ」

　最後に残ったスキルをオインクに使用した。

「さあこっち！　私はここ！」

　片目を押さえたオインクが声に反応し全力で突進、それをノエルはギリギリで跳んで回避。手にした剣を振っているが、それは偶然にも巨体の膝の急所を打っていた。おかげで巨体が姿勢を崩し、前方の柱へ身を投げ出すように激突。

　しかもオインクの体当たりは、ノエルのスキルにより威力が上昇している。

　体当たりを受けた柱は打ち砕かれ倒れていき、次の柱へと激突し押し倒す。その柱が次の柱に激突……柱がグルッと円を描くように次々と激突していき、最後に中心へと向かって倒れ込んでいく。もちろん中心にいたオインクへと、幾つもの柱材が激突した。

　数え切れない破片が降り注ぐが、しかし側にいたノエルには小さな欠片一つ当たっていない。それどころか、まだオインクへの攻撃を続けている。

「せーのっ……！」

　トドメとばかりに振り下ろした剣が頭に叩き込まれ、間違いなくそれは急所に命中したようだ。ビクンッと跳ねたオインクだが、後は力を失い動かなくなる。

　見ていたアヴェラとヤトノは啞あ然ぜんとなった。

「……なにあれ恐い」

「加護が逆転して天運になったようですね。あの状態ですと、ほぼ無敵です」

　やがて瓦が礫れきもろともオインクの姿は消え失せ、そこに宝箱が出現する。しかもそれは黄金色だった。いかにもレア感を醸かもし出す宝箱であった。

「やった！　宝箱だよ。という事は倒せたんだね！」

　ノエルは元気よく両手を上げジャンプした。背では一つに束ねた黒髪が乱れるように跳ね動き、質量ある胸も麗うるわしく躍やく動どうしている。そんな様子に元気が良いのは、元からの性格もあるが、戦いに勝利し高こう揚ようしているからなのだろう。
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「御兄様、あれ絶対にレアな宝箱ですよ。ここでレア宝箱が出たなんて、辺りを漂う死し霊りようどもすら知らないと言って騒いでおります」

「そうか。なあ、レア宝箱ってのはスカウトスキルⅠで開けられるものなのか？」

「果てしなく低い確率でなら。ですが、今のノエルさんなら……ほら、やっぱり開きましたね」

　その言葉のとおり、ノエルはスカウトスキルⅠでレア宝箱を解錠してしまう。さらに上機嫌で蓋を開け中を覗き込んでいるではないか。

「レア宝箱なら罠もあるはずですが……やはり発動すらしませんね……」

「天運恐るべし」

「ですが、そろそろ効果が切れる頃合いですね」

「何事も程々がいいな」

　アヴェラが近づくと、ノエルは宝箱の中身を取り出したところだった。それは赤と黒のリバーシブルになった布だ。それを両手で広げ眺めている。

「これマントだよね、うん。きっと何か魔法がかかってるに違いないよ、だってほら、そんな感じがするからさ。これアヴェラ君が使ったらどうかな？」

「ノエルが倒したから、ノエルが使うといい」

「でもさ……」

「そのマントはノエルの方が似合うと思うんだ」

「そうかな、似合うかな！　よっし、それなら頂きます。あっ、でも呪われているとマズいよね。戻って鑑かん定ていしてから身に着けようかな……」

「呪いがあるかは直ぐ分かる。それにかけてはエキスパートがいるな」

　オインクの残した素材を回収していたヤトノを呼ぶと、そのマントを確認させてみる。両手で持って矯ためつ眇すがめつ眺めやり、ひっくり返し確認するなど念入りだ。

「ふむふむ、呪いについては何もありませんね。少し強化がかかっているような気配ですね、＋１か＋２か分かりませんけど。詳くわしくは鑑定できる人間にでも確認して下さい」

「成る程、さすが宝箱のアイテムだよね」

「それと宝箱に、まだ何かありますね」

　黄金色の箱の中に手を突っ込むと、ヤトノは差し出すようにそれを掲かかげた。それをアヴェラとノエルが屈み込んで見つめる。

　鍵だ。

「奥のドアの鍵……普通に考えればさ、そうだよね」

「入り口に戻れる転送魔法陣じんがあるんじゃないか。ボスを倒すと開かれると聞いた覚えがある」

「うん、そうだよね。じゃあ試してみようよ、もうアレですよ。もう疲れましたからさ、戻って冷たいお水を飲んで、パスタを食べてゆっくりしたいかな。うん、今日は塩だけじゃなくて卵も混ぜたい気分」

　ノエルは奥のドアに向かって歩きだし──同時にいろいろな事が起きた。

　バタンッと音をたて宝箱の蓋が閉まる。

　翻っていたノエルの腰巻きが挟はさまれた。

　歩きだそうとした瞬間で転んでしまう。

　一つに結ばれた髪が大きく跳ねている。

「ううっ、痛い。なんて運が悪いんだろ……ああっ！　見ちゃだめー！」

　どこがどうなったのやら、服の下がすっぽり脱ぬげていた。一応は下着は死守されていたが、そちらもかなりずれている。しかも布が貴重な世界が故に下着の布地も極めて少ない。

「御兄様。間違いありませんね、この方やっぱり痴女ですよ」

「違いますって！　今の見てましたよね。と言いますか、見てたなら助けて下さいよ、もうっ！」

　無む慈じ悲ひな言葉にノエルは倒れたままシクシク泣いた。もちろん転んだ際にぶつけた顔の痛みもあるが、主に自分に対するイメージの悪化を嘆いているのだろう。

「うぅ……なんと言うかさ、やっぱり不運。あっ、すいません。そろそろ手を貸して貰えます？」

　そんなこんなで辿たどり着いた扉は、手に入れた鍵で問題なく開いた。さらに予想通り転送魔法陣が存在し、一行はようやくアルストルに戻る事ができたのであった。
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　コンラッド商会の個室でコンラッドは言った。

「では、鑑定させていただきましょうかな」

　シックで落ち着いた雰囲気の室内は、通常の商談スペースよりも上質で優ゆう雅がな内装となっている。間違いなく、特別な客を迎えるために使われる部屋だ。

　滑らかな質感の長椅子に並んで座るのはアヴェラとノエルで、向かいのコンラッドが黒と赤のリバーシブルになったマントを手に取る様子を固かた唾ずを吞のんで見つめている。

「なかなか珍しく貴重なものですな。これはどちらで？　差し支つかえなければ教えて頂けますか」

「初心者用の遺跡で、そのボスモンスターの宝箱からです」

「はて、その宝箱ですとメダルが回収されるはずですが」

「宝箱が金色でした」

「金色……!?」

　流石のコンラッドも目を剝むき、手にしているマントを凝ぎよう視ししたぐらいだ。

　このマントがどういったアイテムかは鑑定するまで分からない。しかし鑑定に出せば、当然だが鑑定料が発生する。装備一式を失ったノエルは元よりアヴェラにも、そんなお金の余裕はなかった。斯かくして正体は謎なぞのまま放置されかけたのだが、マントに気付いたコンラッドが鑑定を買って出てくれたのだ。

　しかも代価は冒険話と言うので、破格の条件であった。

「金色となりますと、上級冒険者でもなければ解錠できないはず」

「えっ、そうなんです？　普通に開きました……あっ、失礼しましたです」

　言いかけたノエルは相手が商会の会頭と思い出し、慌てて謝った。

　顔を強張らせ平身低頭となるのは当然の事で、会頭は上級貴族にも匹ひつ敵てきする地位なのだ。そんな権力者に対し普通な言葉遣いで話しかけ、何故か気に入られるといった超展開は現実ではありえない。無礼者はそれ相応の扱いしか受けない。

「はっはっは、そう硬くならず」

　ただしコンラッドは人ひと柄がらが人柄であるし、アヴェラとのやり取りもあって気さくなものだ。

「普通に開きましたか。ふぅむ、まあ……アヴェラ殿どのに関わり合いのある方ですし、そういう事もあるでしょうな。とにかく、まずは鑑定してみますか」

「鑑定よろしくお願いします」

「ちゃっちゃとスキルを使いまして。結果が出るまで少々お待ちを。ああ、それと鑑定を生業なりわいにする方もいらっしゃいますので、この事は内緒に。さてと──」

　コンラッドの手元が微かすかに輝かがやいた。

「ほほう、これはオルクスのマントで魔法の強化が＋２ですな」

「オルクスのマント？　いったいどんな効果でしょうか」

「少々お待ちなさいな」

　大おお股またで部屋の書しよ架かに行ったコンラッドは軽く腕を組み、本のぎっしり詰まったそこを左右上下にと見回した。頷くと目的の本を引っ張りだす。そしてページをめくりながら戻ってくる。

「ああ、ありました。オルクスは死の神ですな、その力を付ふ与よされたマントとなると、防ぼう御ぎよ力りよくが高いだけではなく、即そく死し攻撃から守ってくれる特とく殊しゆ効果があるようですな。レアリティはかなりのもので、これが市場に出れば１千万Ｇは固いですな」

「えっ、そんなに高い!?」

「しかもオークションであれば始まりの値でしょうな。即死攻撃を防げる装備は貴重な上に、＋２装備。ふふふ、これはよい品ですので大事に使われるとよろしいかと」

「うっ、お金は欲しいけど命には替えられない。あれ？　でも即死攻撃してくる敵は当分先のような……あーもー、どうしよう」

　ノエルが腕組みして悩みだせば、コンラッドはそれを微笑ましくも懐なつかしげに見つめている。

　きっとコンラッドも同じような経験があるのだろう。利益を取るか実利を取るかで悩みに悩み、同時にまだ見ぬ未来へ希望と期待を抱く。商会の主にまで昇り詰めた身の上では、もはや到とう底てい味わえない事なのだから。

「さて、もう一つの用件に移りましょうかな」

　すっと立ったコンラッドが棚から古びた木製の小箱を持ち出してきてテーブルに置いた。蝶ちよう番つがいの金具を軋きしませ蓋が開くと、中には赤布が張られ大おお振ぶりの指輪がひとつあった。

　がっしりとした造りは無骨でさえあり、リングの一いつ端たんの太くなった部分に紋もん章しようが彫ほり込まれ、どうやら指輪型印章のようだ。くすんだ金属に細かな傷が幾つかあって、かなり使い込まれていることが分かる。

「ひとまずこちら、お願いできますかな」

　つまり呪いの解除である。

「指輪も呪われるのですか」

「わりと、よくありますな。これは相続争いの中で亡なくなられた方がお持ちになっていたそうでして。受け継つがれた方が仰るには、あれですな。夜な夜な呻き声が聞こえてくるのだとか」

「呻きだけなら実害はなさそうなものですけど」

　アヴェラがあっさり言えば、それは本気かとコンラッドは困り顔だ。呪い装備とその解かい呪じゆについて聞いていたノエルも横から口を出す。きっと悩み疲れて他に意識を向けたらしい。

「あのさ、それ普通に恐いって思うんだけど。だってさ呻き声だよ、指輪が呻いちゃうんだよ。うん、私なら恐くてあんまり寝ねられなくなるかも」

「そうですな。なかなか不気味なものですな」

「ええ、そうですよ。アヴェラ君ときたらこんな調子なんですよ」

　ノエルは肯き、コンラッドに親しげに話しかけていた。ついうっかり地が出てしまったという事もあるが、相手に気を許させるコンラッドの人徳のなせる部分もあるはずだ。

　テーブルを這うヤトノが興味深そうに指輪を見つめる。

「ふむ、これは呪いではなく取り憑ついておりますね。よく熟うれ腐った性しよう根ねの魂、己の財の象しよう徴ちようと執しゆう着ちやくがこれだったのでしょう。本体のオヤツに丁度良さげ」

「食べるのか？」

「それとは少し違いますが、まあ似たようなものでしょうね。では、チャッチャと送り込んで片付けてしまいましょう。ちょいさー」

　尾の一撃が指輪を打つと、辺りに何か声ではない絶叫が響いた。それにアヴェラとノエルが身み震ぶるいする。ただしアヴェラの場合は、ヤトノが使った力の反動によるものなのだが。

「我ら商人には耳の痛い話でしたな。財に固こ執しつするのは、ほどほどにしておきましょうかな……そうですな、お礼とは別に良い品を差し上げましょう」

　コンラッドは指輪の入った箱を棚に戻しつつ、辺りの引き出しから何かを持って来た。細長い小型の瓶びんとベルトのようなものだ。

「こちらポーションですが、瓶を少し変えてみました」

「試験管……いえ、何でもないです」

「ニーソ君の提案でして、このような形の方が扱いやすいと。専用のホルダーも合わせて作製してみました。一度、お使いになって感想など聞かせていただければ」

　試作品と言いつつも、商品化一歩手前なのだろう。それはしっかり二つ用意されており、アヴェラとノエルの為に用意していたに違いない。つまりノエルの存在も、しっかり把握されていたのだ。

「失礼します」

　ドアがノックされ、ニーソが飲み物を運んできた。

　ショートの髪は緑を帯び、軽い会え釈しやくと共に軽くサラサラ揺れる。幼おさな馴な染じみの登場にアヴェラは小さく手を上げ合図をしてみせた。

「ああニーソ、ありがとう──ん？　どうした」

　後半部の言葉はノエルに向けたものだ。

　そのノエルは瞬きを何度かしながら、アヴェラとニーソを何度か見ている。

「いえ、なんと言いますかね。随ずい分ぶんと親しげかなっと思いまして、はい」

「そう言えば話してなかったか。ニーソは幼馴染みで、こちらでお世話になっているんだ」

「あーそーなんだー」

　ノエルの態度は微妙に素っ気ないような硬さがある。まるで自分だけのお気に入りの場所に、誰か知らない相手を見つけたような感じであった。

「ついでに紹介すると、こっちは仲間のノエルだ」

「アヴェラったらダメだよ。ついでなんて言ったら」

　にっこり笑ったニーソにノエルの眉が微かに動いた。

　これは盛り上がってきました、と白蛇状態のヤトノが鎌首を持ち上げ嬉しそうに呟く。しかも、それにコンラッドも頷き僅かに身を乗り出している。ただ吞のん気きなのはアヴェラだけだ。

　ニーソとノエルは笑顔で会釈をした。

「アヴェラとは幼馴染みで、昔からお世話になってるの」

「いえいえ、こちらこそ。そうですか昔ですか、私は最近ずっとお世話になりっぱなしでして」

「私がここで働けたのも生きていられるのも、全部アヴェラのお陰。だから何かあれば全力で協力するつもりなの。よろしくね」

「そっか、それなら私と同じだよね。私も人生が危険で危ないところを助けてくれまして、もうアヴェラ君に人生差し上げて、一緒にやっていくと言ってありますので。よろしくです」

　二人は顔を見合わせ、和なごやかに笑い合っている。

「良かった、どっちも友達が少なそうだからな。仲良い相手ができて本当に良かった」

「御兄様の目は大丈夫でしょうか。流石のヤトノもフォローできません」

「フォロー？　何を言ってる」

「ええ、ええ。御兄様はそれでいいのです。はあ……まったく仕方ない方ですね」

「お前は何を言っているのだ」

　アヴェラは不思議そうにヤトノを見つめた。

　苦笑するコンラッドがそっと立ち上がり、アヴェラを手招いた。

「よろしければ別室で解呪をお願いできますかな。数は五点になります」

「わかりました。それにしても五点ですか。思ったより集まりませんね、もしかして市場にある呪い装備は数が少ないですか？」

「いえいえ、それこそ腐るほどありますよ。しかしですな、一度に大量に買い入れてご覧なさい。これは何かあると、他の連中に気付かれてしまいます。そうなれば、あっという間に買い占しめられてしまうのですよ」

「なるほど。一度に大量に集めると、呪い装備が値上がりしたり、手に入り難にくくなりますよね」

「ええ、そうですな。さあ、参りましょう」

　促されたアヴェラはヤトノに手を差し伸べ巻き付かせ、別の部屋へと向かった。

　完かん璧ぺきな解呪の方法があると他の商会が知れば、間違いなくアヴェラを放っておかないだろう。何としても手に入れ利用しようとし、もし手に入らなければ害する事さえする危険だってある。他人の儲もうけを認められない者は少なからず存在するのだから。だからこそ、呪い装備の解呪は目立たず細々とやらねばならない必要があった。

　こうした考えのできるコンラッドに出会えた事は、アヴェラにとっては幸運だった。

　そしてアヴェラとコンラッドが別室に行くと──二人残されたノエルとニーソは、次し第だいに仲良く話を弾はずませだした。アヴェラが言っていたように、どちらも友達が少ないのだ。だから話のできる同世代という存在は貴重なのだった。

　初対面の仔こ猫ねこ同士が最初は威い嚇かくし合い、すぐに仲良く遊び出すようなものだ。

　そして、この場合の遊びは共通の話題となる。

「アヴェラって普通は知らないような計算方法とか、いろいろ変わった事を知ってるのよね。ああいうのって、ちょっと不思議って思うの。もちろん一緒に居ると面白いけど」

「そうだよね、なんだか時々妙みような事を言いだすよね。で、何か誤魔化す感じがあるし」

「あっ、それ分かる。勢いで誤魔化そうとするの」

「あの時って気まずそうな顔するよね。あれ可愛くて結構好きだな、うん」

「分かる分かる！」

　二人は意気投合して仲良くなっていた。

　その意味ではアヴェラの見立ては間違いがなかったのだが。もし、アヴェラが部屋に残っていれば大いに後悔しただろう。もしくは恥ずかしさで悶えたのかもしれない。
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第五話　死の足音がやって来る






　探たん索さく都市アルストルの一角、とある部屋。

　上級冒険者であるケイレブは、テーブルを挟はさんで向かい合う小こ柄がらな少女を見やった。

　少女は金色の髪かみに金色の瞳ひとみ、整った顔立ちに華きや奢しやで優美な体つき。身に着けた赤い衣ころもは幾き何か学がく的文様が品良く白で刺し繡しゆうされたもの。しかし、ソファの上で胡座あぐらをかき、自分の膝ひざに頰ほお杖づえをついている姿が全すべてを台無しにしていた。

　しかも、ふて腐くされたようにそっぽを向き、口をへの字にさえしている。

　ケイレブはこめかみを揉もみ、溜め息を吐ついた。

「どうしても嫌いやなのか」

「いーやーじゃー！　さっきから、そう言うとるじゃろって！」

「パーティを組むのは悪い事ではないと思うのだがね」

「じゃーかーらー、何で我がパーテーなんぞを組まねばならん!?　そんなん弱い者同士で群れおうとるだけではないかー」

「いいかな、今度のイベントは初心者用の遺い跡せきとは勝手が違ちがうぞ。相手にするのはモンスターだけではなく、もっと──」

「何が出ようと関係ない。我の力を見せてやる、全てぶちのめしてくれよう」

「いや待て、そういう問題じゃないぞ」

「そういう問題じゃって。パーテーとかで馴なれ合って足を引っ張られるのは嫌なんじゃ」

　ぷいっと顔を逸そらし、窓の外に視線を向けてしまう。

　ケイレブは自分の額を押おさえた。

　この少女を呼び出し、パーティを組むよう説得しているのだが、かなりの時間が経たとうとしても、まったく聞く耳を持たない。どれだけ言っても、話は平行線を辿たどっていた。

「分かった。パーティを組むのは、どうしても嫌なんだな？」

「しつこいのー、嫌と言うとるじゃろが！」

「そうか、だったら仕方が無い。諦あきらめるとしよう」

　ケイレブの言葉に少女はしてやったりと、膝を叩たたきニッと快活な笑え顔がおをみせる。だが、それも次の言葉を聞くまでだった。

「では、諦めて君のお父上に連れん絡らくするとしよう」

「ふええええっ!!　ま、ま、待て。なんで、そこで父上が出てくるんじゃー」

　たちまち少女は動どう揺ようした。

　金色の瞳をした目は大きく見開かれ、両手は頰ほほに当てられている。この姿を絵にでも描えがけば、間違いなくタイトルは『叫さけび』になるであろう。

　今度はケイレブがニッと笑った。

「君のお父上とは以前に関かかわった事があってね、それで時々連絡を取っていたりもする。つまり君がこの都市に来たのも、その縁えんがあっての事だよ。もし指示に従わない時は、遠えん慮りよ無く連絡してくれと言われていてね」

「お前なー！　そういうのって狡ずるいぞー!!」

「ふむ、教官に対しお前と言うのか。では、それも連絡しておこうか」

「ま、また言いおったな。こいつ！」

「こいつ？」

「えーい！　分かった分かった、パーテーを組めばいいんじゃろ！　小こ煩うるさい奴やつなんじゃって。後で組むやつを紹しよう介かいせよ。仕方がないから、パーテーを組んでやる！」

　少女はひょいっとソファから飛び降り──実際、足が床ゆかについていなかったのだ──立ち上がると、そのまま床を踏ふみ締しめ部屋を出て行った。小柄なくせに偉えらそうな歩き方のため、ノシノシといった感じがぴったりだ。

　しかしドアが閉まる前に、ひょっこり顔だけのぞかせる。

「というわけでの、父上には連絡するでないぞ。よいな、我との約束じゃぞ」

　ニカッと──それこそ太陽のように──笑ってドアが閉められる。

　ケイレブは椅い子すにもたれかかり、天てん井じようを見上げ深々と息を吐いた。

「やれやれ、後はあちらを説得か。そうすれば問題児をひとまとめにできるよ」

　開かれた窓からは、賑にぎやかしげな都市の音というものが聞こえてくる。ちらりと見やったケイレブは、再度深々と息を吐く。そして疲つかれた気分で立ち上がり、次に呼ぶべき相手の居場所を思い出していた。

　確か今いま頃ごろは新しいフィールドに向かったはずだ。
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　様々な素材を効率的に回収できる採取地点。

　フィールドと呼ばれる場所は各所に存在し、規模もモンスターも様々。得られる宝物や素材のクオリティも異なり、優良な採取地点が多数存在する国は富み栄える事ができる。

　それだけに各都市は冒険者の支し援えんを充じゆう実じつさせ、たとえば貴重な秘術や神秘を惜おしみなく使い、遠えん距きよ離りに位置するフィールドまで瞬しゆん時じに移動できる手段まで用意する程ほどだった。

　冒険者たちはそれを利用し、様々な財貨の種を持ち帰り──斯かくて未知なるものを求め旅する冒ぼう険けんは廃すたれ、冒険者たちは日々素材を回収し続ける。




　アヴェラとノエルは都市にある転送魔ま法ほう陣じんを利用し、新たなフィールドへと到とう着ちやくした。

　移動時間を大おお幅はばに縮める事が可能な非常に便利な機能だ。額に汗あせして延えん々えんと遠距離を歩き、危険を冒おかしてモンスターを倒たおした後に、集めた素材を持って戻もどる重労働から解放されるのだから。

　到着したそこは小さな部屋だ。軽く数人が憩いこえる程度の広さで、前世の基準で言えば六畳じよう間ま程度だろうか。四方も天井も床も石が組まれた堅けん牢ろうそうなもので、空気はひんやりしていた。

　いきなり屋外の炎えん天てん下という事ではないらしい。

「新しいフィールドだね。モンスターが変わるならさ、もうクィークは出ないよね」

「そうらしいな。何が出るかは情報を買ってないから分からないけどな」

「お金の余よ裕ゆうがないからさ、それ仕方ないよね」

「とりあえず討とう伐ばつクエからすると、ヒースヒェンという名前のモンスターがいるのは確かみたいだ。特とく徴ちようなんかも少し聞いている」

　新しいフィールドに少しの緊きん張ちようと、多くの期待がある。

「ここで足あし踏ぶみはしたくない、頑がん張ばろう」

「そうだね頑張ろー！」

　ノエルがオルクスのマントを翻ひるがえし、弾はずむように駆かけ寄った扉とびらを開け──平原だった。

　丈たけの短い薄うす緑みどり色いろした草と小さな白花が風に靡なびいて揺ゆれ、所々にこんもり茂しげった木が存在する。緩ゆるい丘きゆう陵りようが起き伏ふくをつくる景色は、遠方を移動する冒険者の小さな姿が見えるぐらい広かった。

　白しろ蛇へび状態のヤトノも顔を出し、物もの珍めずらしげに辺りを見回している。

「ふむふむ、これは新しん鮮せんな草の香かおり」

「うわっ、凄すごいよね。どこか分からないけど、きっと遠くの草原まで一瞬で移動したんだよね」

「普ふ通つうに歩けば、きっと一日はかかるのでしょうね」

「そうだよね……でもさ、転送魔法陣って誰だれが設置したのだろ？」

「おや、聞きたいですか？　よろしいでしょう、教えて差し上げましょう」

「却きやつ下か、それ却下。絶対に聞きたくないから」

　ノエルは耳を塞ふさいで拒きよ否ひしている。前に同じようなノリで、とんでもない事を聞かされたのだから無理もない。少女に姿を変えたヤトノに追いかけられ逃にげ惑まどっている。

　なんにせよ、こうして遠方まで一気に転送される至れり尽つくせり感。これはもう前世の科学技術よりも遥はるかに優すぐれている。どんな文明にも優れた部分と、そうでない部分があり、単純に異世界文明が遅おくれていると思い込こむのは間違いだろう。

「絶対の絶対に聞きたくないから」

「仕方ありませんね……さあそれよりも、早く参りましょう」

「そうだね、ここでこうしていても駄だ目めだよね、うん」

　ノエルは訓練用の厚い剣けんを抜ぬき放った。鞘さやの合わせが悪いのか、ごりごりと鞘走りの音が響ひびく。剣の中では格安で生産される品のため当然と言えば当然だった。

「よし、頑張っちゃおう！」

「その意気です。わたくしも及およばずながら、お手伝い致いたします」

　ノエルとヤトノが楽しげな様子を嬉うれしく思いつつ、アヴェラもまた剣を抜く。

　流石さすがに名品を納める鞘だけあって音もなく滑すべるように抜き放たれる。

　切っ先の長く豪ごう壮そうな姿をした剣が日ひ射ざしを浴びて燦さん然ぜんと輝かがやく。如い何かにも物斬きれしそうなそれを何気ない仕草で振ふるえば、辺りの草がスッパリ見事に切断された。草のように腰こしの弱いものを斬る事は難しいのだが、このカネミツソードは凄すさまじい斬れ味がある。

　さらに呪のろいの効果によって、残った草が根元まで見る間に萎しおれてしまったぐらいだ。

「ふむ、これなら家の草くさ刈かりにも便利そうだな」

　剣を引っ提さげ歩きだしたアヴェラにノエルはあきれ顔だ。

「あのさ、それって呪いの剣だよね？　草刈りで便利とかって物じゃないよね」

「ノエルさんの意見には、わたくしも全面賛成ではありますが……しかしですね。それは御お兄にい様さまですから仕方がないことなのです」

「そ、そうなんだ」

「ええ、そうなんです。でも呪いを便利な道具か何かと思っているのです、酷ひどいと思いません？」

「なんかさ。感覚間違ってるよね、うん」

　ノエルとヤトノはやっぱり仲良さげに話をしている。アヴェラは新たなフィールドの草原を見やった。世の中を平へい穏おん無ぶ事じに生きるコツは、自分に対する評価を気にしない事なのである。

　草原に生える草の丈は短い。

　だが、注意深く見れば場所によっては人の背せ丈たけほどだったり膝ほどだったりとまちまちだ。

　のどかではあるが、似たような風景が続き、緩い起伏の丘おかが見通しを遮さえぎっていたりもする。甘あまく見ていると、方向感覚を失って戻る方向が分からなくなりそうな感じだ。

「今日は初めてここに来たわけだし、まずはヒースヒェンを倒して素材回収に集中しようか」

「そうだよね。でもさ、ヒースヒェンってどんなモンスターなんだろう。ちょっとドキドキだね」

「それならクエスト受注の時に、一応は確かく認にんで聞いている。どうやら耳が長くてフワフワの毛でピョンピョン跳はねるそうだ」

　その説明でアヴェラが思ったのは、前世にいたウサギだ。

　この世界と元の世界はある程度の共通点がある。呼び名が違うのは当然としても、もしかするとウサギのような姿なのかもしれない。見た目がウサギなモンスターとなると倒しづらそうだ。

「可愛かわいい生き物かもしれないな、そうなるとやりにくいな」

「なるほど、確かに可愛いと倒しづらいよね。耳長フワフワピョンピョン……ねえ、あれだよね。ほらさ、あそこにいるよ」

「ん……？」

　ノエルの示した先を見やりアヴェラは訝いぶかしんだ。

　それは確かに耳は長い、毛もフワフワ、ピョンピョン跳ねて動いていた。だがしかし思い描いていたウサギとは似て非なる生き物だ。

　耳は上に立つものと垂れるもので合計四本。毛は景色に同化するためか薄緑色の縞しま模も様よう。著いちじるしく発達した後ろ脚あしを使い、ピョンピョンと直立姿勢で跳ねている。だが、そこまではまだ許容範はん囲いだろう。問題は面つら構がまえにあって、その目は血走り口には鋭するどい牙きばもある。

「認めたくはないが認めざるを得ないのか。やはりここは異世界なのだと……」

　そして、狩かりを始めた。




「回り込むんだ、そこから右手の方向に」

「待って追いつけないから」

「よし、こっちに来た！　このまま仕留めてみせる」

　膝ひざ丈たけほどもない草を踏み分けながら、アヴェラはヒースヒェンに突とつ進しんし、剣を振って牽けん制せいした後に二度三度と勢い良く斬り付ける。しかし、カネミツソードがどれだけの斬れ味を誇ほころうとも当たらなければ意味がない。

　跳ねるように動くヒースヒェンの動きは素す早ばやく、刃やいばが迫せまるタイミングでは既すでに逃げてしまった後だ。攻こう撃げきこそしてこないが、むしろこれは回かい避ひに専念しているような生き物だ。

「えっ、あっ……ごめ……！」

　ノエルが声をあげ先に謝あやまりながら、しかし最後まで言い切れずに転んだ。足元の草が絡からみ合った部分に運悪く足を引っ掛かけてしまったらしい。両手を投げ出しながら見事に転んでしまった。

　転び慣れでもしているのか、痛そうに呻うめきながら直すぐに起きあがった。押し倒した草の上で女の子座りをすると、涙なみだ目めになりながら頭を搔かいている。

「ごめん、また私のせいで逃げられちゃった」

「加護が加護だから仕方ないさ。それに、今のはどっちにしても追いつけなかった」

「でも、やっぱりごめん」

「気にするなら次を探そう。なんとか倒さないと」

「そうだよね。うん、頑張ろう」

　手を握にぎって決意表明するノエルに頷うなずき返し、アヴェラは次のヒースヒェンを探した。それで気付くが、先程まで追いかけていたヒースヒェンが直ぐそこにいた。あれほどまで逃げていたくせに、今は立ち止まって観察するように見つめてきている。

「そのまま逃げれば良かったものを。悪いが狩らせて貰もらう」

　アヴェラはカネミツソードを握る手に力を込め、今度こそはと勢い良く地を蹴けり襲おそい掛かった。

　しばらくして──。

「ダメだ、疲れた……」

　アヴェラは汗だくで座り込んでしまう。すかさずヤトノが手にした布で汗を拭ぬぐってやり、さらにはどこからか取り出した扇おうぎで風を送りだす。良妹を自認するだけあって、なかなかに甲か斐い甲が斐いしい。

「御兄様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「いや、そうでもない……新しい場所の壁かべは厚かった……こっちは大丈夫、ノエルを頼たのむ」

「かしこまりました」

　アヴェラは荒あらい息を整え、傍かたわらで倒れ込んだままのノエルを見やった。頰を地面につけ、もう完全にグッタリしているではないか。

　なお、二人ともダメージは受けていない。ただ単に疲れ切っているだけだ。

「……何と言うかさ、ヒースヒェンって……足速すぎ……」

　ヒースヒェンはとにかく逃げ足が速かった。デバフをかけスピードを落とし、そこにバフでスピードアップしたノエルが襲いかかっても逃げられるほどだ。

　二人とも重い防具は身に着けていないとはいえ、手には剣がある。その状態で長時間走り続ければ疲ひ労ろうして当然であった。結局、戦せん闘とうにすらならないまま疲労によってダウンしたのだった。

　ヤトノがしばらく足を揉んで擦さすってやると、少しずつ回復してきたのかノエルが地面から顔を上げた。頰に付いていた草が、はらりと落ちる。

「ありがと……うわっ、あれ見て。なんか腹立つかも」

　周囲の草むらには、遠巻きに囲み様子を見に来たヒースヒェンたちの姿があった。後ろ脚で軽く跳ねる様子は、まるで小こ馬ば鹿かにしているようだ。

「まあ仕方ない、今日のところは勘かん弁べんしてやろうじゃないか」

「それって何だか負け惜しみだよね。うん、まあ気持ちは分かるけど。でもさ、素材回収のクエストはどうしよう。これ、ちょっと達成できる自信がないんだけど」

「キャンセルすると違い約やく金きんだから……仕方ない、しばらく保留しておこう」

「ううっ、こんなに難しいのならクエストを受けなければよかった……失敗したかもだよね……」

「嘆なげく前に何か方法を考えよう」

　アヴェラは地面から石を摑つかみ投げてみたが、ヒースヒェンは避よける素そ振ぶりすらしない。もちろん石はヒースヒェンの頭上を通過し草原に消えていた。それさえも何か腹立たしくなる。

「こいつらが積極的に襲って来ないだけマシだが。さて、どう倒す？　挟み撃うちにしても逃げられるだけだろうし……」

「たとえばだけどさ、うちの村の猟りようと同じやり方。それだとさ、複数で追い込んで仕留めるんだよね。それだと足の速い獲え物ものでも簡単に獲とれてたかな。うん、私の不運で失敗する時もあったけどさ。でも、その方法がいいと思うよ。そうすると、もう一人ぐらい仲間が必要だけど」

「仲間か」

　恐おそらくそれが一番手っ取り早く確実な方法だろう。

　魔法とか弓といった選せん択たく肢しは今のところ現実的ではない。どちらも用意するには、お金がかかる上に習熟に時間が必要となる。それであれば仲間を増やす方が現実的で簡単だ。

　だがアヴェラとノエルは揃そろって息を吐いた。

　仲間を増やす。

　それが難しいと二人とも分かっているのだ。なにせ厄神と不運の加護持ちパーティなのだから。それを知れば、普通は回れ右して去って行くに違いない。

「まあまあ、頑張りましょうよ」

　さも楽しげに言った厄神の化け身しんであるヤトノは、再びアヴェラを扇あおぎ風をおくっている。




　草原から引き上げるのだが、走り回った後の疲労で身体からだが重い。今は白蛇状態で待機するヤトノでさえ重い気分だった。ただし、重いなどと言えばカプッと嚙かまれるに違いないが。

　なんとか辿り着いた転送部屋は、ひんやりした空気が心ここ地ちよい。

「ああ、もう癒いやされちゃうよね。疲れてるしさ、汗が引くまでここで休きゆう憩けいしようよ」

「そうだな、急いで戻っても仕方ないからな」

「でもクエストも達成してないしさ……ううっ、今日は無収入だね。このまま稼かせげなかったら、ご飯どうしよう」

　ヒースヒェン狩りが徒労に終わって素材も回収できず、何の収入も得られていないのが現状だ。ましてノエルは、少し前に装備一式を失っている。これは結構に切実な問題だろう。

「食事だったら、うちの家に来ればいい。父さんも母さんも、むしろ喜ぶと思う」

「えっと……ご両親!?　ここはちゃんと身だしなみを整えねば……あっ、でも服がこれしかない。どうすれば。うわうわっ」

「そんな事は気にしなくてもいい。父さん母さんも昔は冒険者やっていたそうだし。それに父さんの部下の皆みななんて、ご飯時を狙ねらって来るぐらいだからな。別に気軽に来てくれて構わない」

「いえいえ、そうもいきませんって。今日は特に汗かいてるしさ、うん。今後のためには第一印象が大事なのでして……そのうち必ず行きますけど」

　転送の部屋の隅すみに座り込み、しばしの休憩。周りには誰もおらず、ここはモンスターも来ない場所。そして気心知れた若い男女が二人きり。

　それに気付いたアヴェラは妙みように緊張した。しかもノエルが何やら顔を赤らめているものだから何だか面おも映はゆい気に──しかし転送魔法陣が白味を帯びた光を放ちだした。どうやら、アルストル側から誰かやってくるらしい。

　何となく邪じや魔まされた気分で不ふ機き嫌げんになるが、現れた中に見覚えのある姿を見つけた。

「あっ……」

「おっと、相棒じゃないか」

　向こうも気付いたところで、アヴェラは立って軽く手を挙げた。

「ウィルオス、久しぶり」

「そっかぁ、もう草原に来てたのか。俺おれはようやく今日なのに、先を越こされちまったな」

「こっちも今日初めて来たところさ。それで何の成果も無く引き上げるところだ」

「そうなん？　ここって、けっこうキツいんか!?」

「キツいというか何と言うか……まずは自分の目で見た方がいい。別に意地悪ではなくて、楽しみが減るからって理由でだけど。ただしヒースヒェンってモンスターは、苦労するとだけ言っておこうか。意味は後でわかると思う」

　アヴェラが苦く笑しようするとウィルオスは、なるほどと頷いた。

　そして、ちらりと傍らに目を向けた。そこではちょこんと座すわったノエルが、視線に気付いて軽く頭を下げている。

「そっちが相棒の仲間なんか？」

「あー、そうだよ」

　アヴェラはパーティを断っているだけに少し気まずく答えるのだが、しかしウィルオスは楽しげに笑う。そして肘ひじでぐりぐりしながら、声をひそめる。

「なるほどなー、こっちを優先すんのは当然だな。羨うらやましいぞ、このこの」

　この気の良い相手とパーティを組みたかった、そんな思いが軽く胸を過よぎるが、それはちょっとした未練というものかもしれない。

　そんなウィルオスも、その仲間に促うながされている。

「じゃっ、また今度な。あっ、そうそう。掲けい示じ板ばんに、ケイレブ教官から呼び出しが入ってたぞ」

「ケイレブ教官から？」

「戻り次し第だい、部屋に顔を出すようにだとさ。それじゃあな、相棒！」

　ウィルオスは手を軽く挙げ、仲間と共に扉を開けた。

　それを見送ったアヴェラとノエルは顔を見合わせ、それから魔法陣を使って探索都市アルストルへと移動した。




　都市では上級冒険者が教官として後こう輩はいの指導を行っている。

　ただし、それは全ての冒険者に対してではなく一部の選ばれた者だけだ。その選び方はある意味で独特。思想として『自らの行動によってその価値を証明せしめ、証明した者に成功への機会を与あたえる』といったものだ。

　行動で価値を証明し指導を受けられるアヴェラは、ノックと同時にドアを開けた。

「お呼びと聞きまして、参上しましたよ」

　教官であるケイレブの部屋は奥おくの窓が開け放たれ、そこから明るい日ひ射ざしと共に喧けん噪そうが入り込んでいた。ドアの開閉で風が動き、机上にあった書類がパタパタと動く。

　風に舞まった一枚の紙し片へんを、しかしケイレブは軽い仕草で摘つまみ取った。

「来てくれたか。すまないね、呼びつけてしまって。おや、随ずい分ぶんとお疲れの様子じゃないか」

「草原に初めて挑いどんだ戻りですから……」

「ははぁ、なるほど草原か。そうすると当ててみるとしようか、それはヒースヒェンが原因だな。僕ぼくもあれには苦労させられた記き憶おくがあるからね」

「ご明察です」

「まあ、あいつの攻こう略りやく法ほうは自分で考えるようにな。さあ、座りなさい」

　勧すすめられたソファに座るアヴェラであったが、ニヤニヤ笑うケイレブを見れば、どうやらヒースヒェンは通つう過か儀ぎ礼れいらしいと気付いた。あれが狩れねば、仮に無視して先に進んだとしても意味がないに違いない。何とか倒さねばならないだろう。

　しかし、ヤトノの感想は違ったらしい。

　するりと這はい出すと、即そく座ざに少女形態をとって緋ひ色いろの瞳で睨にらみ付ける。

「御兄様が疲れた身体に鞭むちを打ち、ここまで出向かれたというのに。なんたる無礼な口ぶり。とっとと這いつくばって、御兄様に適切な助言でもなさい」

「おっと、出たな。だがね、今日は知り合いの商人に頼んで取り寄せた呪い除よけがあるのさ」

「またですか、懲こりない男ですこと」

「今度のは結構に高かったからな、来月の小こ遣づかいまで使って大変なぐらいだよ。さあ、どうだこれを見るといい。西方においては魔除けに厄やく払ばらいに幸運のシンボルとして──」

　ケイレブは何かの植物っぽいものを取り出した。

　それは赤く先の尖とがった植物を幾いくつか連ね紐ひもで縛しばったものであった。

　何やら貴重そうに取り扱あつかっているが、しかしヤトノが一いち瞥べつし目を細めれば、それは瞬時に崩くずれ落ちてしまう。机上に積もった残ざん骸がいが風によって散り、ケイレブの手には紐の端はししか残らなかった。

「……で？」

「待て、話し合おうじゃないか」

「往おう生じよう際ぎわの悪い男ですこと」

「生き汚ぎたないのが冒険者ってものだよ」

　前と似たようなやり取りが行われているが、アヴェラは手近に飛んできた植物片を拾い上げた。赤い破片の中に幾つか平べったく丸い種らしきものが確認できる。

　砕くだける前に見た姿は覚えのあるもので、軽く嚙んでみると想像の通りとても辛からかった。

「ケイレブ教官、この残骸を頂いてもいいですか？」

「ん？　ああ構わんよ。できれば、その前にこの状じよう況きようを助けてくれると嬉しいのだが」

「ヤトノ、とりあえず大人しくするんだ。早く話を終わらせて帰りたいから」

　アヴェラの言葉にヤトノは軽く頰を膨ふくらませ、いけずと呟つぶやいた。そしてケイレブをジロリと睨んで舌を出すと、また元の白蛇姿になってアヴェラの腕うでに巻き付き、するする引っ込んでしまった。なんとなく少し拗すねた様子だ。

「それでは、呼び出しの理由を教えて貰えますか。草原から帰って疲れてますから、できれば早く帰って休みたいですけど」

「ああ、ごもっともだね。では、まずは疲労回復用のポーションをあげよう」

「余裕があれば一本余分に貰えます？　仲間にも飲ませたいので」

「君は小遣い生活というものの苦しさを知っているのかね、それを聞きたくなってきたよ。いいさ、予備はあるから持って行くといい。仲間ってものは大事だからね」

　アヴェラは先に貰った瓶びんを大事にしまい、それから新しい瓶を貰って飲んだ。

　どういった原理か不明ながら身体が楽になる。きっと疲労物質が消しよう滅めつしたに違いない。そう思ったものの、しかし疲労の根本原因である体力の低下自体は変わらないはずと気付いた。

　薄うす茶ちや色いろをした瓶をまじまじと見つめる。

　これで疲労が回復したと思い無理に動けば、元気なまま過労死しそうだ。多用は止やめておくべき薬物なのかもしれない。前世の薫くん陶とうもあって薬物に対しては強い拒きよ否ひ感かんを持っているのだ。

「さて、近々だがイベントが開かい催さいされる。冒険者に合格して一年以内の者で希望者が参加するものだ。もちろん今回もふるい分けだからね、ちゃんと参加するように」

「またですか……」

「その通り、またなんだよ。だからこそ、こうして君に教えているのじゃないか」

　ケイレブは、さも当然のように言った。

「依え怙こ贔ひい屓きですね。教官がそんな事して大丈夫なんです？」

「知らなかったのかね、世の中ってのは依怙贔屓で成り立っているのだよ。全ての物事ってのは、結局は人と人の付き合いなんだからね」

「…………」

　アヴェラは黙だまり込んだ。

　きっと前世でも同じく、世の中は依怙贔屓で成り立っていたのかもしれない。

　しかし、その世界を生きたアヴェラになる前の男は、少しもそんな事に気付かず自分を第一に生きていた。だから上う手まく生きられず孤こ独どくに終わったのだろうか。物悲しい気持ちと、その男の愚おろかさを悔くいてしまう。

　贔屓をしてくれるケイレブに感謝すべきなのだろうか。

「話が逸れたけどね、そのイベントで頼みたい事がある」

「はあ、できる範囲の事でしたら」

「もちろん難しい事ではない。そのイベントでパーティを組んで貰いたい者がいるだけさ」

「なんだ、そんな事ですか。それでしたら構いませんよ」

「あっさり引き受けてくれるのはありがたいが、本当にいいのかな。よく考えたらどうかな」

　即そく答とうを貰ったケイレブだったが、喜ぶどころか少し心配するぐらいの素振りですらある。

　しかしアヴェラは笑った。

「物事は人と人の付き合いなんですよね。だったら教官がわざわざ紹介する相手というなら、もうそれだけで信用しても構わないはずでしょう」

「おや、これは一本取られたかな」

「もちろん、今後もいろいろ便べん宜ぎをはかって貰えるだろうと期待してますよ」

「君の信しん頼らいが嬉しいね、ああ涙が出そうなぐらい嬉しいよ。それはそれとして、ノエル君に相談しないまま決めていいのかな。別に相談してからでも構わんよ」

「相談する必要はないですよ。こちらの決定は理解してくれますから」

「そうか、君たちの関係が羨ましいよ。今では我が嫁よめのご意向を伺うかがわねば、僕はペンの一つも買えやしない身の上なのでね」

　嫁の尻しりに敷しかれるケイレブは窓の外を眺ながめ、物悲しげに息を吐いている。だが、アヴェラは特に気にはしない。どうせそれは既き婚こん者しや特有の惚のろ気けなのだろうから。

「ところで確認したい事がありますけど、よいですか？」

「構わんよ」

「イベントの内容は何です？」

　その問いにケイレブは鷹おう揚ように笑い、指を立ててみせた。

「ああ、言ってなかったね。初心冒険者講習というものだ。それでは、新メンバー候補と顔合わせをして貰うとしようか」




　新メンバーの相手が呼ばれて来るまでの間に、アヴェラもノエルを呼びに行って来た。さすがにそれは一いつ緒しよの方が良いと思ったのだ。もちろん改めて紹介するのは面めん倒どうという理由もある。

　疲労回復ポーションを飲ませたノエルと共に、ケイレブが用意してくれた小部屋で相手と顔合わせをするのだが──。

「こいつらがパーテーを組む相手なんかー、頼たよりなさそうじゃのう」

　現れた少女は、幾何学的文様が白にて刺繡された赤い衣のような服を着ていた。

　背丈はノエルより低く子供ぐらい。真ん中分けした長いストレートの髪は金色に輝き、その間から先の尖った耳が少し出ている。瞳の色も金で神秘的だが、整った容姿は勝ち気と言うより尊大さがある。

　どう見てもアヴェラより年下に見えるくせに妙に偉そうだった。子供っぽい印象を受けてしまうのは、背の低さと華奢な体格。そして何より、口をへの字にしてそっぽを向く様子のせいだろう。

　とはいえ、まじまじと相手を見やったアヴェラも、口をへの字にしている。

「こんなチビッ子とパーティとは予想外だ」

「貴様ぁーっ！　我に向かってチビッ子じゃとおおおっ!?　この我をなんと心得おる！　我こそはエルフの矛ほことして名高き氏族、ディードリが三の姫ひめ、イクシマなるぞ！　凄いんじゃぞ！」

「あっそう、お嬢じようちゃん凄いね」

「お主ぃーっ！　よいか我はお主なんぞより年上なんじゃぞ！　敬意を払えい！」

「あーそういうタイプも需じゆ要ようあるらしいな」

「頭を撫なでるなああっ！　やめろおおおっ、やめんかああっ！　撫でるなと言うておろうがー！」

　払いのけようとするイクシマという少女の手をいとも容易たやすく阻そ止ししながら、アヴェラはその頭を撫で続けた。丁度良い高さに頭があるし、何より叫ぶ反応が面おも白しろい。

　結局はノエルが止めに入る。
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「ほらほら、アヴェラ君ってば失礼なんだよ。そういうの止めようね。それから、ごめんね。私はノエルって言うの、よろしくねイクシマちゃん」

「がぁーっ！　お主、我を子供扱いするな」

「うん、ごめんね」

　ノエルは優やさしく謝るが、まるで幼い子を宥なだめるような素振りだ。しかしイクシマはそれに気付かないまま、口を尖らせながら引き下がった。

「まったく、人間どもめ。礼れい儀ぎも知らんとは、これでは先が思いやられる」

　そして乱れた髪を直そうと一いつ生しよう懸けん命めいに手て櫛ぐしで整えている。だが、その仕草はチョコマカしたものでノエルは手伝いたそうにウズウズしているぐらいだ。

　アヴェラは果てしない疑問を抱いだいた。

「エルフって言ったよな……これがエルフなのか？」

「お主なー！　誰がこれじゃー、しかも何な故ぜに我をエルフなのかと疑うん!?　無礼なんじゃぞー」

「いやしかし、エルフってのは金きん髪ぱつ美人で細っこくて耳が長くて傲ごう慢まんで……ああっくそっ！　特徴としては全部合ってるじゃないか。でも違う、何と言えばいいんだ。このコレジャナイ感は」

「なんじゃこのー、まったく褒ほめるか貶けなすかどっちかにせんか」

　文句を言うものの、美人と言われたイクシマは気を良くしている。

「パーテーを組むとはいえ、我の事はあまり気にするな。あのケイレブめの卑ひ劣れつな策略によって、やむなくパーテーを組むだけなんじゃからな。言うておくが、講習が始まれば我は別行動をとるからな。心得ておけ」

「それだと困るんだが」

「ふっふーん、我はパーテーを組むとは言うたがな。しかし一緒に動くとは、ひと言も言うてはおらん。どうじゃ、何の問題もなかろ」

　イクシマはニカッと、いい笑顔をしてみせた。その様子は屁へ理り屈くつを言う子供のようだが、実際にその通りなのだ。

「講習の間ぐらいパーティを組めばいいだろ。なんで嫌なんだ？」

「我は一人がいいのじゃって、しつこく誘さそうなよー」

「あれか？　馴れ合うのが嫌とか、孤こ高こうに憧あこがれるお年とし頃ごろなのか？」

「なんじゃ、その孤高に憧れる年頃とかってのは!?　あーもー、分かった分かった教えてやろうではないか」

　そう言ってイクシマは軽く怒おこったような顔をした。

「良いか、我がパーテーを組みたくない理由はな。ここらの連中はな！　どいつもこいつも金持ちになるとか、爵しやく位いが欲ほしいとかばっか考えておるからじゃ！」

　憤いきどおっているエルフはいるが、しかし冒険者を目指す者の理由はそれが当たり前だ。誰もが貧しい暮らしを抜け出すため、より良い生活のため、命を危険に晒さらし各地に趣おもむき稼いでいるのだから。

「我は強くなるために冒険者となった。故ゆえに、お前たちとは行動方針というものが違うのだ。どうじゃ、一緒になどやっておれんじゃろって」

「いやまあ、分からんでもないが。しかし金だって大事だろ」

「それは認めよう。優れた武具を手に入れるには、金も必要じゃからな。さあ、お主らも言うてみよ、なんで冒険者となったかをじゃ。いいか噓うそは言うなよ、噓など直ぐ分かるのでな」

「冒険者になった理由か……」

　指差されたアヴェラは頷いた。噓を言う気はないが、しかし厄神からの依い頼らいについては言う気はない。もちろん人生をやり直すためという理由も同じくだ。しかし噓を言う事と、真実を言わない事は全く別なのである。

「そうだな冒険は楽しい。あとモンスター斬り倒すのも楽しい」

「ふええええっ!?」

　話を聞いたイクシマは流石に予想外だったのか、大おお袈げ裟さに身をのけぞらせた。

「斬り倒すの楽しいとか。なにそれ恐こわい！」

「何だ、その反応は。そっちの強くなりたいって理由と似たようなもんだろ」

「違ーうっ！　天と地ほど違う！　こやつ、やたら考えがおかしいぞ……ええいっ！　次っ、そっちのノエルとやら。お主はどうなんじゃ、言うてみい」

　指を突つきつけられたノエルは軽く困って頭をかき、自分の束ねた髪を弄いじった。

「うーん、正直に言うとさ。私は、お金が欲しいからなんだよね」

「ほれみろ、やっぱしじゃな。お主ら人間は結局それじゃ。まったくもう、これじゃからのう」

「いやまあそうなんだけどさ、でもお母さんの為ためなんだから許して欲しいかな」

「なんじゃって……？」

　イクシマは虚きよを衝つかれた様子で目を瞬またたかせた。

　困った様子のノエルは、その豊かな胸の下で腕うで組ぐみすると天井を軽く見上げた。そこには少しだけ寂さびしげな哀かなしげな様子が見え隠かくれしている。

「うん、あんまり言う事でもないけどさ。私のお母さんって、どこかの貴族様の侍じ女じよだったらしいんだよね。それで貴族様との間に私が生まれたわけで……でもさ、私の加護が良くなかったから……つまりさ、私のせいで追い出されてしまったんだよね、うん」

　ノエルの加護は不運の神コクニだ。

　確かに貴族の家には、外聞としても実利としても相応ふさわしくないだろう。アヴェラとて災さい厄やくの神の加護は外聞の良いものではなく、その辺りの事は良く分かるし似たような事は経験している。

「それでもお母さんはさ、私が貴族の血を引いてるから見み窄すぼらしい生活はさせられないって。大して強くもない身体でずっと頑張ってくれてさ、しかも恨うらみ言なんて少しも言わないんだよね。自分の事は全部後回しにして、女手一つで私を育ててくれたの。だから私はさ、お金を稼いでお母さんに楽をさせてあげたいんだよ」

　ぼたっ、ぼたっと水すい滴てきの落ちる音が響いた。

「お主、お主ぃぃっ……!!　うおおおーんっ！　もうよい、もうよい！　これからは我に任せよ！　ディードリの名にかけ、この我が力を貸そうぞ！」

　イクシマは滂ぼう沱だの涙を零こぼし協力を申し出た。

　それをチョロいと笑う事はアヴェラにはできなかった。なぜならば不覚にも鼻の奥がツンッとなっていたのだから。ささっと出て来たヤトノが咥くわえてきたハンカチを受け取り目元を拭うが、涙目のイクシマはまだ白蛇の存在には気付いていない。

「じゃが……じゃがな……実は言うておらなんだが。我がパーテーを組みたくなかった理由ってのは、もう一つあるんじゃ。黙っていて悪かった」

　エルフの少女イクシマはしばし下を向き、ややあって決心すると顔を上げた。

「実は我は……我はその……死の神オルクスの加護を受けておるのじゃ」

「死の神の加護!?」

「どうじゃ、恐ろしかろう。我とともにあれば、死の災いが訪おとずれるやもしれん。それでもいいのか？　いや待て待て構わぬ、皆まで言わずともよい。怖おじ気づいたとしても、我は責めはせぬ」

「「えーと……」」

　アヴェラとノエルは顔を見合わせた。そしてヤトノは蛇へび状態で口を開け、少々馬鹿にしたように欠伸あくびをしている。

「パーテーを組むのを止めても別に良いのじゃぞ。うむ、我はそういうの慣れておるのでな。もちろん万一にも、ちょっとでも組んでもいいと言うのであれば嬉しいがのう。なんなら我は離はなれて後を付いていってもよい。なーに、戦闘だけでも力を貸してやる」

　そっぽを向くイクシマの横顔は少し寂しげであった。

　最初の素っ気ない冷たい態度も、何となく分かる気がしてきた。つまり恐かったのだ。下手にパーティとなって加護を知られ、そして拒きよ絶ぜつされる事が恐ろしかったに違いない。

　だから、ああやって最初から拒絶して傷つく事を避けようとしていたのだろう。

　ノエルは手を挙げた。

「はい、不運の神コクニの加護持ちです」

　アヴェラも手を挙げた。

「災厄の神、厄神の加護持ちだ」

　ヤトノまで尻尾しつぽを挙げた。

「ついでながら、厄神の分ぶん霊れいです」

「ふんぎゃああああ！　蛇が喋しやべったあああ!!　というかな、おかしいじゃろぉ!?　絶対みんなおかしすぎじゃって！　と言うか、その蛇が厄神の分霊ってなんなんじゃー！　あーりーえーんー!!」

「まあ何て騒そう々ぞうしい小こ娘むすめですね」

「小娘とか言うなぁーっ！」

　叫んで反論したイクシマだが、素早く口を押さえ身を仰のけ反らした。

「ああ、こいつ厄神の分霊じゃった!!　我呪われてしまうん!?」

「なんて失礼な小娘でしょうか。まったく……御兄様の仲間になるのであれば、わたくしは呪ったりなんてしません。それとも呪って欲しいのですか？」

「んなわけあるかあああっ！　本当じゃな、本当に呪ったりせんのじゃな!?」

「わたくしは噓は嫌きらいです、それこそ呪いたくなるぐらいに」

「よしっ、この話終わり。呪いもなし、よいな我と約束なんじゃぞ！」

　かくして騒々しいエルフの小娘イクシマが、一緒に行動する事になった。





◆　　　◆　　　◆






　山の麓ふもとに用意されたベースキャンプ。

　周りを崖がけと木々に囲まれた広めの空き地で、数十人規模の冒険者たちが揃っていた。全員が今年新たに冒険者となった者たちばかりだ。

　もちろん、アヴェラ、ノエル、イクシマの姿もある。

　そこは都市所有の飛ひ空くう挺ていで移動すること数時間といった場所で、ちょうど向こうで飛空挺が離り陸りくしていくところだった。皆はそれを物珍しげに見送っているが、つまるところ迎むかえが来るまで帰れないということでもある。

　天気は快晴。

　真っ青な空から日射しがさんさんと照りつけ、金属系防具を使用する者にとっては、今日最初の教訓を得ているところだろう。もちろん革製防具であっても通気性は悪いため、暑いことに変わりはないのだが。

　そうした暑さと熱さに苦しむ者たちが細かく身じろぎし、武器防具のたてる細かな音がガチャガチャと響いている。山から通り抜ける風だけが救いであった。

　アヴェラは深呼吸する。空気は澄すんで深呼吸するだけで爽そう快かいになる。

「武器を買い換かえたのは半分ぐらいか」

「うーん、私と同じく訓練用の剣って人も多いよね。でもさ、そういう人も防具買ってるよね。こうなると、そろそろ私も装備更こう新しんを考えていかないとダメかな。むしろ、この装備でも大丈夫なのだろうかと少し心配かも」

「まあ訓練用の剣も悪くはないと思うけどな」

　厚く重く刃やいばも鈍にぶく命中性と速度が劣おとるという欠点があるものの、逆に言えばそれだけ頑がん丈じようで耐たい久きゆう性せいがあり一撃の威い力りよくは高めということだ。そこから発展した、大きく分厚く重く大おお雑ざつ把ぱな鉄塊のような剣もあるそうなので、つまりは使い方次第ということだ。

　イクシマは、かんらかんらと笑った。

「しっかしのう、早めに自分にあった使いやすい装備を選んだ方がよいのは事実じゃぞ。ほれ、この我のようにな！」

　掲かかげられたのは鉄の八角棒だ。人の腕ほどの太さがあり、表面には菱ひし形がたの鋲びようが打たれている。凶きよう悪あくなそれを軽々振り回す膂りよ力りよくは凄いが、周りからは迷めい惑わくそうな視線が送られていることに気付くべきだろう。

「またエルフらしからぬ武器なんて使いおって……コレジャナイエルフめ」

「なんじゃその評価ー！　言うておくが、我はエルフなんじゃぞ！　しかもカナボウちゃんを使って、どこが悪い!?」

「うわ、こいつ名前まで付けてるのか」

「可愛いじゃろって」

「ふうっ……」

「な、なんじゃ今の溜め息は。言いたい事があるなら、ちゃんと言えよー！」

　アヴェラが見つめる前で、イクシマは足を踏みならしている。折角日射しの中で金髪が煌きらめき美人系の顔立ちであるというのに、いろいろ台無しだ。

　何と言うか……何と言うかだ。からかい甲が斐いのある奴であるし、話してみれば悪い奴でもない。一緒にいると面白くはあるのだが……しかしノエルに対し感じるような、何かドキドキするような感情というものは込み上げてこない。

　──これが残念美人というやつか。

　納なつ得とくしたアヴェラが見つめていると、なぜかイクシマは照れた感じだ。

「な、なんじゃお主は。そんなに見つめられると、その……困る」

「ふうっ……」

「またも、溜め息!?　我なんかしたん!?」

　騒さわぐイクシマに周りの者が何事かとざわつくぐらいだ。

「もうっ、二人とも静かにしないと駄目だからね。ほらさ、教官さんたちが来たよ」

　ノエルが指さしたとおり、飛空挺の飛び去った方から数人がやって来た。

　神官着のまったりタイプの女性、フード姿の性別すら分からない者、斧おのを背負ったドワーフ、険のある顔の老人、そしてくたびれた外がい套とうのケイレブ。

　いずれも上級冒険者の実力者、この初心冒険者講習を担当する事になった教官たちだ。流石に一流の迫はく力りよくとでも言うべき雰ふん囲い気きがあり、ざわついていた参加者も黙り込んでしまった。

「これより説明を開始する。僕らが初心冒険者講習を行うよう命じられた運の悪い教官……ああ、これではガイダンスの時と同じ出だしじゃないか。我ながら芸がないものだね」

　ケイレブは顎あごを搔きつつ呟いた。

「まあ細かい事は、飛空挺の中で聞いただろうから省かせて貰おう。今回は初心冒険者講習という事で、ご覧の通り遠路遥々とドラゴンの生息地にまで来た。そうだ、君らに活動して貰うここはドラゴンの生息する場所になる。空を見上げれば、その姿を見ることもあるだろうね」

　途と端たんにざわつき、さっそく空を見やる者もいる。

　この世界には現実の脅きよう威いとしてドラゴンが存在した。それが飛来すれば騎き士し団や兵団が出動し、数多あまたの犠ぎ牲せいを出しながら対処せねばならない相手だ。人々はドラゴンに対し強者に対する憧れと共に、果てしない恐きよう怖ふを感じている。

「ここらに居るのは飛ひ龍りゆう種だそうだ。都市近きん郊こうに生息するような龍りゆう脚きやく種とは勝手が違う。ああ、皆はどのドラゴンとも遭あっていないか。何にせよ、どっちも厄やつ介かいな連中ってものさ」

　事もなげに言うケイレブは、近場の山を指さした。

「あの山頂に巣があり、麓のここらは餌えさを取る縄なわ張ばりだ。そして君らはドラゴンの餌にならぬよう、ここで七日を過ごさねばならない。だが簡単な事のはずだ、なにせドラゴン退治をするのではないからね。もし出会ったら死ぬ気で逃げなさい、死ななければ逃げきれるだろう」

　ケイレブは口の片かた端はしを上げ笑った。

　以前はそれを皮肉り小馬鹿にしていると思ったが、このところの付き合いからすると、普通に笑っているだけで、人相が悪いだけなのだろう。後で教えてもいいが、落ち込むかもしれない。

「もし限界になったら、この場所に戻って構わない。それはそれで良い判断というものだ。ただし残りの日数を、我々教官のとても優しい指導を受けて貰う事になるがね。さて後は言い忘れた事は何かあるかな、ああそうだった──」

　追加で簡単なルールの説明がなされ、初心冒険者講習は開始された。




「では次、出発してくださーい。はい、頑張ってね」

　ベースキャンプを出発すると、神官着のまったりタイプの女性教官がポンッとノエルとイクシマの肩かたを叩いている。アヴェラもそのつもりでいたが、さらっとスルーされてしまった。

　なんとなく幸さい先さきの悪さを感じつつ、しかし気を取り直しドラゴンが生息する地へと足を踏み入れる。パーティ単位で順番に出発するため、先行した連中の足あし跡あとが地面には幾つか残っていた。

　それを辿り崖沿いにつくられた狭せまい坂道を上がり、岩場を通り過ぎると視界が開ける。

　凄い景色だった。

　真っ青な空の下で、見上げるほどに高い岩山は上が白く下は青黒い。麓の山と森は濃こい緑をなし。穏おだやかな流れの太い川が日射しの中にきらきらと輝く。手前の淡あわいが鮮あざやかな緑の草原を、草食系らしい生物が小さな群れを成しゆっくりと移動していた。

　横でノエルが手を庇ひさしにしながら見回した。

「こんな感じって、ちょっとワクワクするね」

「そーよのー。ドラゴンさえ注意すれば、良いとこよのう」

「うんうん、そんな感じ」

「我はちょいと昼ひる寝ねしたいぞ。見よ、あの辺りなど心地よさそうではないか。一緒にどうじゃ」

　ひょいと跳とびはねたイクシマは、川辺の木こ陰かげなんぞを指さしている。放ほうっておけば、そのまま走って行きそうな様子さえあった。

　アヴェラはこれ見よがしに大きく息を吐き、呆あきれ気分を表明してみせた。

「な、なんじゃ。その態度は。ちょっとぐらい、いいじゃろー」

「あまりの馬鹿さ加減になんともな……いいか、ここはドラゴンが生息しているという事だぞ。その意味が分かるか？」

「分かっとる。じゃが周りを見てみい、ドラゴンなんぞ影かげも形もない」

「そうじゃない。ドラゴンが生息できるだけの生態系があるという事だ」

　しかしノエルとイクシマは顔を見合わせ、揃って小首を傾かしげた。全く理解していない。頭の上に見事な疑ぎ問もん符ふがついていそうなぐらいだ。

「ドラゴンは大量の餌を必要とする。それを支える為には多くの生物が必要だ。どれだけ食べても尽きないだけの大量のモンスターがここらには居る。もちろん草を食べるモンスターだけでなく、それを襲って喰くらうモンスターたちもな」

「えっとさ、もしかしてなんだけど。ドラゴン以外も危険って事？」

「そうなるだろな」

「うわぁ……」

「この環かん境きようを探索して７日間過ごせる安全地帯を見つけ、尚なお且かつ食しよく糧りようを確保しなければいけない。しかも他の連中も同じ事をしているわけだが。さて、皆が真っ先に選ぶのはどこだと思う？」

　問いかけながらアヴェラは前に進めば、二人は真ま面じ目めな顔でついてくる。

　丈の低い草の生える地面は、なだらかな上り勾こう配ばい。

　進みながら付近を見れば、先行組のパーティが川の中州などにテントを張っていた。周囲が水に囲まれているため、そこが安全と考えているのかもしれない。

　愚かな行こう為いとしか思えないが、警告する意味も必要もないので素通りした。

「我は分かったぞ、ここら辺りじゃろな。いざとなれば、教官たちのおるベースキャンプに逃げ込めるからのう」

「そうなると近場は争そう奪だつ戦せんになる。場所も食糧も、そして倒すべきモンスターも。だったら、今のうちに少し離れて、良い場所を探す必要があると思わないか？」

「なるほど、お主考えておるのー。よし分かった、もそっと遠くに行こまいか。ノエルよ行くぞ、ついて参れ！」

　小柄なくせにノシノシ歩くイクシマの後をノエルが追いかける。二人はすっかり仲良くなっており、パーティとしては良い状態だ。

　襟えり元もとからヤトノが顔を出し不満そうにブツブツ言いだす。

「あの小娘め、御兄様に対し何と無礼な態度でしょうか」

「いいじゃないか。悪い奴でないし、むしろ面白い」

「ふむ、御兄様はあの小娘でも構わない……なんて守備範囲が広いのでしょうか。流石です！」

「何を言っているのやら。それより探索ができなくて、すまんな」

　厄神からは都市近郊の探索を指示されている。

　ただしアヴェラは指示に従っているというよりは、自分の意志で自分のために行動しているだけなのだが。それでも、少しばかり申し訳ない気分になってしまう。

「いいえ、お気になさらず。探索には手間も時間もかかると本体も理解しております。こうした場所の経験も、大きな目でみれば必要な事とわたくしも思います」

「確かに急がば回れとも言うからな」

　言いながら見れば少し先から笑顔のノエルが手をふり、イクシマが金棒で何度も地面を突いて急せかしている。アヴェラは楽しげに苦笑し足を速めた。




　森の奥から、ゆっくりと四足歩行の生物が近づいてくる。

　木の陰から観察した限り、ムフロンと呼ばれるモンスターで間違いなかった。

　牛や馬といった前世に存在した生物に、大きさも含ふくめどことなく似ており、全身は茶系の剛ごう毛もうに覆おおわれ、頭には大きく立派な巻き角がある。威い圧あつ感かんは半はん端ぱなく強く、この辺りで難敵と言われるだけのことはある存在感だ。

　互たがいの距離はそこそこ、不意を突けるかどうか判断に迷うところであった。

　アヴェラはカネミツソードを構え、深緑の空気を吸い込む。

「もう少し近づくまで待とう」

「そうだよね」

　ノエルの声を耳元で聞く。

　こちらも存在感という名の体温を感じてしまうぐらいに近い。アヴェラの肩越ごしに様子を窺うかがっているため、僅わずかな吐と息いきまで感じてしまう。今はモンスターに集中せねばならないはずが、どうにも気が散って仕方がない。

　苦く悩のうするアヴェラを余所よそに、ノエルはさらに身を乗り出してくる。

「強そうだけどさ、これ倒さないとご飯がないよね。ここは気合いを入れて頑張らねばだね」

「そうだな、そろそろ夜が近いからな」

「私の不運のせいで、変なモンスターにばっかり遭そう遇ぐうしちゃったから……」

　ひそひそと話をしながら、意識はムフロンに向けられている。

　だから別の木に隠れたもう一人の仲間、イクシマの様子に気付かなかった。彼かの女じよは金色の髪と同じ金の瞳を輝かせ、腰を浮うかせウズウズしている。幼ささえ感じる小柄な体で重そうな金棒を軽々と扱い、すっくと立ち上がる。

「ああ、もういかぬ。我はもう待つのは飽あきたのじゃって！　さあ、戦闘ぞ！」

「やめろ台無しだ！」

　金棒を手に飛び出すイクシマを制止しようとしたが、もう遅おそかった。土を蹴け立たて走る背中と、なびく金色の髪が見えるだけだ。

「戦闘じゃーっ！」

「なんて奴だ、くそっ！　なんで援えん護ごもなしに一人で行くんだ！」

　アヴェラも木の陰から飛びだした。

「こっちは馬鹿のフォローをする」

「了りよう解かいだよっ、私はバックアタック狙いで行くから。よろしく」

　ノエルの声を聞きながらアヴェラはイクシマの後を追った。




　小柄なイクシマは跳ぶように木々の間を駆け、ムフロンが完全に戦闘態勢を取るよりも早く金棒の一撃を叩き込んだ。巨きよ体たいが悲痛な声をあげふらつき、追いついたアヴェラもすかさず追撃のカネミツソードを叩き込む。分厚い身み幅はばの剣の一撃に獣じゆう毛もうが散り鮮せん血けつが飛び散った。呪いは入ったが効果がどれだけかは不明だ。

「勝手に突とつ撃げきするな！」

「先さき駆がけは戦士の誉ほまれぞ！」

　いくら注意しようとイクシマは懲りた様子は少しもない。

　ムフロンは生命力の強いモンスターという情報は得ていたが、確かにその通りだった。

　手痛い攻撃を受けたにもかかわらず、素早く体勢を立て直し、反撃に移ろうと身を屈かがめ──そのモンスターの視線が別に向く。

　赤黒リバーシブルのマントを翻し接近しかけたノエルは、ぎくっと足を止めた。

「あれ？　なんだかさ、私が狙われているような」

「たわけぇっ！　ぼさっとするでなーい」

　小柄なイクシマがノエルに飛びつき、押し倒してムフロンの突進から救った。

「後は我に任せ、ノエルは隠れておれっ！　さあ来い、ここじゃ！」

　イクシマは金棒の先で何度も地面を突き威い嚇かくした。

　激しい音と共に細かな石が飛び散る様に、ムフロンの敵意を惹ひきつける事に成功している。狙いを定めるように身を屈め、前脚で地面をかき猛もう然ぜんと走りだす。

　それに対しイクシマは金棒を頭上高々と振り上げた。だがしかし、完全に真っ正面に立って打ち込みの体勢を取っているではないか。そのままであれば体当たりをまともに受けかねない。

「馬鹿、それは危ない」

「誰が馬鹿じゃ！　我の力を見ておれ、全力でぶちのめしてくれよう！」

「くそっ！」

　アヴェラは罵ののしると腰にある予備のナイフを引き抜き、空中に軽く投げ、その刃は先さきを摑んで素早く投とう擲てき。顔面にそれを受けたムフロンの進路が僅かにそれた。

　突進する巨体とイクシマが間近になり──そして一撃。

　金棒が力強く振り下ろされ、ムフロンの眉み間けんに命中。肉を打ち骨を砕く鈍い音、獣けものの咆ほう吼こう。そして予想通り巨体に引っかけられ弾はじかれる少女の身体。僅かに進路がそれていたおかげで、直撃ではないのが幸いだ。

「ふぎゃあぁぁっっ！」

「言わんこっちゃない！」

　アヴェラは空中にあるイクシマに飛びつく事に成功した。激げき突とつするように抱だきかかえ、二人揃って絡み合うように転てん倒とう。真正面でなかったのが幸いし、威力はかなり押さえられ、擦り傷以上の大きな怪け我がはなさそうだ。

「だからこうなるんだよ、おっと失礼」

　起き上がろうと突いた手は、イクシマの足の間にあった。

「がぁぁーっ！　お主なー、どこに触さわっておる。破は廉れん恥ちじゃー！」

「うるさい黙れ、この馬鹿娘むすめ。あんな戦いしてどうすんだ」

「上手くいったじゃろがー！」

「どこがだ!?」

　ムフロンは、まだ健在であった。手負い状態ながら、騒ぐ声に反応し次なる攻撃に転じようと、ふらつく足に力を込めている。そこにノエルが飛びだした。

「アタックアップ！　えいやあああっ！」

　バフスキルを使用、強化された一撃を叩き込む。

　それはイクシマが打撃を与えた箇か所しよであり、重ねて攻撃を受けた巨体がビクンッと震ふるえた。次の瞬間には四し肢しの力を失い、へたり込むように身体を落とす。そのまま支えきれず横よこ倒だおしになり、重く大きな音をたて転倒した。

　その様子にイクシマは拳こぶしを握り声をあげる。

「はっはー！　やったかー、勝ち戦は最高よのー！」

「微み塵じんも反省してないな、こいつ」

「こいつじゃと？　無礼な、この我をなんと心得る！」

「はいはい、畏おそれ多くも先の副将軍とか言うなよ」

「なんじゃそれは。わけのわからぬ事を申す奴じゃな」

　今のフレーズはイクシマには分からなかったようで、小首を傾げている。それも仕方が無いだろう。この世界ではアヴェラだけしか知らない言い回しなのだから。

「と言うかなー、お主は全然活かつ躍やくしておらんではないか。我ばっか攻撃しておるし、トドメはノエルが入れておる。まったく情けないのー、これはもう仕方があるまいのう。我が面倒を見てやるからな、さあ感謝の意を示すがいい」

　言っている事は凄く失礼だが、気き恥はずかしそうに頰ほほを染め視線を逸らしているので、自分でも悪いとは思っているらしい。素す直なおになれない性格でもあるのだろう。

　何となく察せられる。

　察せられるがしかし、フォローに奔ほん走そうするしかなかった相手に対する言葉として実に失礼であった。故にイラッとしたアヴェラは奥の手を使うことにした。

「いいだろう。今の戦闘について、ケイレブ教官からお前の実家に報告をあげて貰うとしよう」

　イクシマは、たちまち青ざめた。

　途端に、縋すがるように手を伸のばしオロオロしだす。

「ま、待て待て待って。酷いじゃろぉ!?　それ絶対酷すぎじゃって。お主なー、そういうことで脅おどすとか酷いぞー！」

「いや脅しじゃない。本当に報告する」

「……我は反省しておる、次からは気を付けるとしよう。我が身を省かえりみ、己おのれの至らなさを深く実感しておる。と言うわけでな、父上に連絡するのはなしじゃぞ。よいな、我との約束なんじゃぞ」

　イクシマは、急にキリッと真面目な顔をして反省してますアピールをした。そして金色の瞳で下から一生懸命に見上げている。

　少し小動物っぽい雰囲気があって、アヴェラは仕方なく許す事にした。

　もちろんイクシマの態度の中に、若じやつ干かんの怯おびえを見て取ったのも理由だ。きっと、何らかの事情があるに違いない。人の弱い部分をつつく行為は、前世で自分が散々やられて凄く嫌だったので、これからはイクシマの実家関係には触ふれないでおこうと心に決めておく。

「よいしょっと、二人ともそこまでだよ。ほら解体して食糧を確保しなきゃ」

「うむ、そうじゃな。おおっ、でっかいのう。大きいのう」

　ムフロンを倒したノエルは、手にした剣を何度か血振りしている。そこに駆け寄ったイクシマはムフロンの大角に手を伸ばしベタベタ触りだす。もちろんそれは、話を誤ご魔ま化かし有う耶や無む耶やにしようとする魂こん胆たんもあるが、一番は物珍しさもありそうだった。

　ノエルの傍そばで動き回る様子は、まるで近所のお姉さんに遊んで貰う小さな子といった雰囲気だ。それを見ている分には微笑ほほえましいが、つい今しがたの戦闘を思い出すと頭が痛くなってしまう。この突撃娘をどうするか、それが今の悩なやみどころだ。

「解体か……とりあえず解体のできる人いるのか？　ちなみに出来ない」

　アヴェラが自分の問いに自分で首を横に振れば、ノエルもやはり首を横に振った。そっと顔を出したヤトノも同じように首を横に振っている。そしてイクシマが金棒を地面に突き刺さすと、両手を上に向け首を横に振った。

　しかし、どうやらそれは否定の意味ではないらしい。

「なんじゃ、なんじゃ情けないのう。そんな事もできぬのか」

「そうかできるなら解体を頼む」

「はぁっ？　なしてそこで我ができると思うん？」

　あっさりと言ったイクシマは、偉そうに腕組みしている。

「こいつ……」

　アヴェラがイラッとしたところ、まあまあとノエルが割って入った。

「それならさ、私がやってみるから。女は度胸で挑ちよう戦せんだよ」

「なんとお主がやるのか。一人では大変であろ、我も手伝おうぞ」

「よかった、それとっても助かるから。うん、ありがとね。じゃあやってみよっか」

「うむうむ。我らならば、すぐに解体の達人になれるじゃろって」

　イクシマは意気揚よう々ようと腕まくりをしている。その横でノエルがこっそり振り返り、にっこりと笑ってみせていた。どうやら、こちらは任せて欲しいという事らしい。

「了解、野営地の準備をしておくよ」

　アヴェラは疲れた気分で肯くと、ひとまず一人で動きだした。

　まだお互いを理解していないのだから、互いに歩み寄ろうにも程度が分からないのだ。ノエルの時のように最初からすんなり行く方が珍めずらしいに違いない。なんにせよ、まだまだこれからだ。





◆　　　◆　　　◆






　谷地形の少し高くなった位置の平たい場所。

　そこにある岩がん壁ぺきの軽い窪くぼみを寝ね床どことして使うため、アヴェラは簡単な屋根──木の枝と蔓つるで枠わくをつくり枯かれ草の束を載のせた簡素なもの──を設置した。素材を集めて組み立てるのは、なんとなく秘密基地でもつくるような気分だ。

　まさに子供のつくる秘密基地であって、どうせ数日を過ごすだけの代しろ物ものなので耐久性などは考こう慮りよしていない。夜間でも気温の下がらぬ地域という事で、要は風雨と夜よ露つゆさえしのげればいいのだ。

「お主は意外に器用よのう」

　辺りが少し暗みかけた頃ころ、やって来たイクシマが中を覗のぞき込み感心した。

「うむ、中はあんまり広くないのじゃな。まあよかろ、贅ぜい沢たくは言えぬでのう。ところでお主の寝床はどうした。早うせんと日が暮れてしまうんじゃぞ」

「ここに決まってるだろうが」

「はあああっ!?　嫁よめ入いり前の男と女が床とこを共にするのか！」

「冒険者が馬鹿な事を言うなよ」

「じゃ、じゃっどん。そんなのって、そんなのって破廉恥なんじゃ！」

「…………」

　アヴェラは、頰を染め叫んだイクシマを無言で見つめた。

　サバイバルをする状況で、こんな事を言い出すと誰が想像できるだろうか。まるで我が儘ままなお嬢様であるが、エルフの三の姫と言っていたので実際にそうなのだろう。

　ヤトノが少女の姿をとって現れた。

「御兄様に対し無礼が過ぎますね。文句があるなら木の上で寝ねなさい。お似合いですよ」

　白い衣の袖そでで口元を覆い、小馬鹿にするように笑っている。

「しかも床を共にですって？　ふっ、自意識過か剰じようですね」

「こ、こやつ我を見て鼻で笑いよった！　何がおかしいんじゃっ！」

「いえいえ笑っておりませんよ。小娘エルフが、さも一人前のような事を言いますので、わたくし笑いを堪こらえるのに苦労しております」

「なっ!?　良いか我は脱ぬいだら凄いんじゃぞー、ナイスバデーなんじゃぞー！」

「では脱ぎなさい。ほらほら今ここで脱いでごらんなさい」

「そっ、そんな破廉恥な事ができるかあああっ！」

　顔を真っ赤にしたイクシマが叫べば谷間に声が反はん響きようする。ヤトノは更さらに煽あおるようにクスクス笑い、なんとも相あい性しようの悪い両者である。

「こらっ、そこ騒いだらダメだよ。私が言いたいこと分かってるよね」

　軽い足音がすると、柔にゆう和わに困り笑いを浮かべたノエルがやって来た。

「じゃっどん、こやつが失礼なんじゃって」

「まったくです、この者が失礼なだけですから」

「何を言うか！　お主じゃー」

「小娘です、小娘が悪いんです」

「がぁーっ！」

「しゃーっ！」

　互いに揃って威嚇しあうが、そのタイミングばかりはピッタリだ。

「うん、分かったからさ。ほら、二人とも夕ご飯の準備しなきゃだよ」

　ノエルは大きな葉に包まれた肉を手にしている。

　どうやらそれが、イクシマと共に解体したムフロンの肉のようだ。あの巨体から考えれば量は少ない。一食分だけしか用意してないようだ。

　しかし考えてみれば、それが妥だ当とうなのだろう。下手に肉など置いて野営すれば、血の臭においに誘われたモンスターが寄って来かねない。そうなると、自分たちが肉にされかねない。その時に食べる量だけ確保するのが野営の正解なのだ。

「後は焼いて食べるだけだよね。でもさ、どうやって焼くかだけど……」

「それは準備しておいた。良い感じに平たい石があったからな、その上で焼けばいい。だが、どうやって火をつけるかだが……火打ち石は持ってるか？」

「ごめん、私は持ってないよ」

「今までだと火打ち石は使ってなかったからな、こっちも忘れた」

「「…………」」

　致ち命めい的ミスに顔を見合わせていると、えへんえへんとわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえてきた。もちろんそれはイクシマで、偉そうにそっくりかえって威い張ばり気味だ。

「お主らときたら、仕方がない奴らなんじゃって。我は魔法が使えるが、お主らには難しいようじゃな。さあ、我が魔法で火を用意してくれよう。伏ふし拝んで感謝するがよい」

「あっ、火でしたらわたくしが。ちょいさー」

　ヤトノが軽く息を吹ふきかけると、そこにあった木が勢い良く燃えだす。厄神の力が使われたためアヴェラは軽いこむら返りに苦しんだ。それはそれとして、今まさに魔法を唱えようとしたイクシマは大きく目を見開きショックを受けた顔で固まっている。

　それに対しヤトノは声こそ出さないが、高笑いをするようなポーズをして──つまり煽っている。

「余計な事すんなー！　がぁーっ！」

「お黙りなさい小娘！　しゃーっ！」

　威嚇し合う両者と苦しむアヴェラを見やり、ノエルは自分がしっかりせねばと決意した。両手を軽く握って気合いを入れると、さっそく肉を焼く準備に取りかかった。




　既に日は落ち、谷間という場はなお暗い。

　できるだけ周囲から目立たぬように岩や石を並べ、その間で火を使い平らな石を下から加熱していく。水滴を垂らしてみると、沸ふつ々ふつ蒸発するが勢いはない。どうやら、もう少し待たねばならないようだ。

「よいか、肉はしっかりと火を通してから食さねばならぬ。どんなに腹が減っておっても、絶対にしっかり焼けるまで待たねばならん。さもなくば、後でとっても苦しい思いをするんじゃって。よいな、我との約束じゃぞ」

「何だかさ、言葉に含まれる何かが重いって思うんだけど気のせい？」

　ノエルは訝しがっているが、アヴェラはきっとやらかしたのだろうと確信した。

　葉っぱを利用した皿の上には、適度に細切れにした肉が並ぶ。それには素す晴ばらしい斬れ味を持つカネミツソードを使用したが、少なくとも誰も気にしていない。ヤトノも何も言わないので、たぶん肉は呪われてはいないはずだ。

「まだかのう、今日はいっぱい動いたでな。我は腹ぺこじゃって」

「エルフが肉を食べるだと!?　植物しか食べないんじゃないのか!?」

「お主のその果てしない勘かん違ちがいってのは何なんじゃ。そんなわけあるか。我らエルフは普通に肉でも魚でも何でも食べるに決まっとるわい」

「そんな馬鹿な、エルフは雑食性だったのか……」

「お主なー、何だか言い方が失礼なんじゃぞー」

　雑談する内に石は熱せられ、垂らした水滴が見る間に蒸発していった。

　これはもう頃ころ合あいだろうと、さっそく肉が置かれる。途端に、じゅうっと小気味よい音が響いた。そして──鼻を突く重たい臭いが辺りに広がった。

「なあ、血ち抜ぬきしたのか？」

「あの大きさなんじゃぞ、できるわけなかろうが。だもんで、早めに処理して水に漬つけといたんじゃが……どうやら、ちと遅かったようじゃのう」

　肉食文化であるのに何故か血抜き技術が発達していないという事もなく、この世界でも普通に肉の血抜きなどによる処理は行われている。もちろん血を介かいした細さい菌きんの繁はん殖しよくが味に影えい響きようするという事は知らず、あくまでも経験則として知っているだけなのだが。

　なんにせよ血抜き処理を失敗した肉を食べることになりそうだった。

「ぬがああああっ!!　これ不ま味ずい！　まーずーいーぞ──！」

　塩だけで味付けしたそれに、まずは齧かじりついたイクシマは空にむかって吠ほえた。

「まったく騒々しい小娘ですね。どれ、私もいただきます。むっ、確かにこれは美お味いしくない……御兄様に、このようなものを食べさせるなんて。なんたる不覚」

「美う味まくはないが感謝して食べるさ」

　言いながら齧ったアヴェラだが、途端に顔をしかめた。

　口の中に臭いと同じキツい味わいが広がり、そこに脂あぶら臭さが加味される。早く吞のみ込んでしまいたいが、喉のどの奥が受け入れを拒否している気分だ。しかも嚙み応ごたえはひたすら固く、まるでゴムでも嚙んでいるような具合だ。

　そんな状態であるのに、イクシマは次々と食べていく。

「不味いんじゃなかったのか？」

「たわけぇ！　食べ物を残すとか、そんな罰ばち当あたりな真ま似ねができるものか！」

「このエルフ意外にいじましい」

「違ぁうっ！　これは命を頂く感謝、死したる者は血肉となりて我と共に生き続ける。つまり命の循じゆん環かん、円えん環かんの理ことわりなのじゃ！」

「エルフっぽい事を言っている気がする」

「と言うかなー、不味かろうと食わねば明日が動けんじゃろがー」

　ぶつくさ零しながら時折、水みず袋ぶくろに口をつけ流し込むように食べている。その水袋をアヴェラが受け取り、同じように口にするとイクシマは大きく目を見開き動揺気味となった。

「そ、それぇ。我の飲んでおったやつじゃぞ」

「だからなんだ？　一つしかないから仕方ないだろ」

「じゃっどん、我が口をつけておって……その、つまり！　破廉恥じゃ！」

「あっそう、だったらもう飲まなければいい。そもそもだ、さっきから一人で大量に飲みすぎだろ」

「うぐぐぐっ！　水がなくては、この肉は食えん！」

　イクシマは悔くやしそうに唸うなると、水袋を荒あら々あらしく奪うばい返し意を決したようにして飲んだ。そして肉を喰らい、また飲む。半ばやけ食いだ。

　さんざんな評価をされる肉であったが、しかしノエルは比ひ較かく的てき平気そうに食べている。

「えっとさ、そんなに美味しくないかな？　別に普通なんだけどな、うん」

「ノエルよ、お主これが平気なのか!?」

「だってさ、お母さんが無理して用意してくれたお肉ってこんな感じだったから。そっか、これって美味しくなかったんだ……そっか……」

「くっ！　うおおぉぉんっ!!　ああ、美味い！　これは美味いぞー！」

　イクシマはさらにガツガツと肉を頰ほお張ばりだした。アヴェラもヤトノも一つ二つと食べていくが、もちろん文句の声は、決してあげないのであった。

　美味しくはないが、それは言えない夕食が終わる。夜空を眺め軽く白さ湯ゆなどを飲んで雑談をするものの、しかし後はする事が無い。むしろ明日に備えて早めに寝ておくべきだった。

「では、皆さんお休みなさいませ。わたくしが見張りをしますので、ごゆっくりどうぞ」

「一人で見張りを任せるが、良かったか」

「はい、御兄様の安あん眠みんは、この良妹賢けん妹まいヤトノが守ります！　さあ心置きなく寝てしまって下さい。あっ、もちろん中で睦むつみ合っても問題なしですから」

「お前は何を馬鹿な事を言うんだ。まったく……もう寝る」

　アヴェラはそそくさ寝床の場所に移動した。下が岩のため適当に草を敷き詰つめてあり、後はそこに各自が持ってきた布を重ねて広げれば寝るには十分な状態だ。

「の、のう絶対に破廉恥じゃって。じゃって我は嫁入り前ぞよ」

　僅かに差し込む星明かりの中でイクシマは狼狽うろたえているが、まだ気にしているらしい。

「あー、はいはい。そういうのいいから、今日はもう疲れたから寝る」

「明日も頑張らなきゃだからね、早く休もっか。少し冷えそうだし引っ付いておかなきゃ」

「そうさせて貰うよ」

　アヴェラとノエルは並んで横になるのだが、イクシマは目を見開き躊ちゆう躇ちよしている。

「えっ、何それおかしい。それとも我がおかしいん？」

　呟くものの、しかし二人はすぐに寝ね入いってしまう。そうなると困ったように辺りを見回し、隅っこに行って小さくなって眠ねむるイクシマであった。

　そしてヤトノは──全員が眠りにおちた事を確認すると、何者かにそっと合図を送っていた。








第六話　死があるからこそ生きようとする






　アヴェラは寝床で目を覚ました。

　枯れ草の束を載せただけの簡素な屋根から、日の光が差し込んでいた。近くの沢さわから水流の音が響き、微び風ふうも吹き込んでいる。

　空気のヒンヤリ感からすると、まだ早い時刻のようだ。

　ほんの少しだけ戸と惑まどうが、直ぐに今は初心冒険者講習の最中と思い出した。ここは屋外で住みなれたアルストルから遠く離れた地なのだと。

　辺りはモンスターが彷徨うろつき、ドラゴンさえ出現する危険な土地になる。もちろん講習であるため、危険すぎる事はないはず。たとえば、教官たちが辺りを巡じゆん回かいするなど最低限の安全確保をしているに違いない。あのケイレブがぼやきながら歩く姿が容易に想像できてしまう。

　あまり良く寝られなかった。

　疲れが完全に抜けきっていないように身体が重い。

　軽く寝返りを打つと、隣となりの相手も同じように寝返りを打った。それでここに寝ているのは自分だけでなかったと思い出した。

「…………」

　直ぐ目の前に幸せそうな寝息をたてるノエルがいる。

　間近でみる肌はだは滑なめらかで柔やわらかげ。閉とざされた目の睫まつ毛げは長めで、呼吸に合わせ微かすかに動く唇くちびるは何か嬉しげに微び笑しようする。いつもは一つ結びにされた髪が解かれ、いまは軽く乱れ顔にかかっている。

　それだけでも可愛いのだが、まるっきり無防備な姿は更に可愛いらしく感じられてしまい、まるで安心しきった姿を守ってやりたくなる仔こ猫ねこのような萌もえがあった。

「おっと」

　アヴェラは我に返った。

　女性の寝顔を見つめ続けるのは失礼だと気付いたのだ。いつまでも見つめていたい気持ちはあるし、さらに言うなれば健すこやかに上下する膨らみなど見入ってしまいそうだ。けれど、やはり寝ている相手を見つめるのはよくない。

　誘ゆう惑わくを振り切ったアヴェラは、視線を逸らし上体を起こした。

　それだけで草の束の屋根に頭が触れてしまう。

　少しだけ肌寒さを感じるので、簡易でも寝床を用意しておいたのは正解だったのだろう。しかし数日の事と適当に──もちろん時間もなかったのだが──屋根を組んだだけなので、こうして朝の光の中で確認すると結構穴だらけだと気がついた。

　もう少し快適にするためにも草の量を増やしておくべきに違いない。

「んっ？」

　修しゆう繕ぜんすべき箇所を確認していると、イクシマの寝ね姿すがたが目に入った。

　普ふ段だんの言動は兎とも角として、今はすっかりあどけない顔で寝ている。差し込む日射しを受けた髪が輝き、何か美しい生き物のようだ。しかし、仰あお向むけで片手を軽く上げ反対の手をお腹なかの上に置き、はだけた服からお臍へそが見えている。そんな少々だらしない寝相のせいで、いろいろと台無しとなっていた。

　野生を忘れた野の良ら仔猫を見るような苦笑しか出てこなかった。

「やれやれ」

　アヴェラは呟くと、そっと動き枕まくら元もとにあった剣を手に寝床を抜けだした。

　晴れきった朝の日射しは眩まぶしくも透すき通る。

　空の青さと岩山の黒さのコントラストが美しい景色を背景に、匂におい立つような緑の鬱うつ蒼そうとした森とその木々たちと、透とう明めいさと透明な青さを宿した煌めく川の流れが存在する。これを前にしていると、世界の全てが美しく清らかだと思えてしまう。

　思いっきりの深呼吸をしていると、即座に気付いたヤトノが白い裾すそを翻し駆け寄って来た。

「御兄様、おはようございます！」

　抱きつくように飛びついて来るのは、たった一晩とはいえ離れていたのが寂しかったからに違いない。自宅ではいつも一緒に寝ているのだから、それに慣れきっていたアヴェラも同じ気分だ。小柄なヤトノを抱きかかえ、その存在を堪たん能のうしてしまう。

「おはよう。見張りをありがとうな、お陰で安心して寝られたよ」

「ああっ、御兄様にお礼を言われるだなんて。とっても幸せ！　感激！」

「それだと、まるで普段は何も言ってない感じだな」

「いえ、そんな事ありません。言葉の綾あやです綾！」

　言い繕つくろったヤトノは、そのまま顔を押し付け深呼吸した。

「ああ、御兄様の温ぬくもりに、御兄様の匂い。寝床に忍しのび込みたい気持ちを堪えた甲か斐いがありました」

「…………」

　そしてアヴェラは不安を抱いた。なぜならば昨日はいろいろ忙いそがしく、ばたばたしている内に日が暮れてしまったので、汗をかいたのに水浴びをしていないのだ。

「今の内に水浴びでもしておくかな」

「あっ、そうですか。もちろん、このヤトノが良さげな場所を見つけておきましたよ。お任せ下さい、ご案内いたします。身も心もすっきりしちゃって下さい」

「ここの見張りはどうすんだ」

「大丈夫です。ここに、モンスターや野の獣は近寄りませんから。わたくしがそうしましたから」

「ほほう、もしかしてだが。それはつまり厄神の力を使ったという事か。なるほどなるほど。だから、良く寝られず疲れが残っているわけか」

「あっ……さあ参りましょう」

　アヴェラが文句を言いかけると、ヤトノはギクッとしてみせ、ささっと素早く背後に回り込んでしまう。そのまま背中を押して促すところからすると、どうやら誤魔化すつもりらしい。

　斜しや面めんを降りて川辺に近づき、ヤトノの案内で散策するように歩く。

　石や小岩を踏み締め大石を跳んで進み、木々の張り出した枝を屈んで避け、川の流れに沿っていく。辺りに大きな岩が幾つもあり、川と森の境が明めい瞭りようである点からすると、大雨の時にはかなり増水し濁だく流りゆうになるのだろう。

　美しい景色も自然が猛もう威いを振るえば、その景色は一変するに違いない。

「もちろん、わたくしが御兄様のため朝食も用意しております」

　日射しの中のヤトノは上じよう機き嫌げんで、誰もこれが厄神の一部とは思えないほど清らかだった。

「へえ、それは気が利きくな」

「はいっ！　魚の死し骸がいと、腐った木に生えるキノコ。鳥どもが必死に守った卵を用意しました」

「……急に食欲がなくなってきた」

「何故です!?」

　ヤトノは心底驚おどろいた様子で振り返り、言葉通りに訝しんでいる。岩の上を素足でペタペタと、後ろ向きに歩くが全く転ぶこともなく、無造作に流木を避けてみせるぐらいだ。

「御兄様の為にと集めましたのに酷いです」

「ああそう。それより、水浴びの場所はまだなのか」

「はい、さっき通り過ぎました」

「おい……」

「態わざとじゃありませんよ。御兄様との散歩が楽しかっただけですし、不可抗こう力りよくです」

　改めて案内されたそこは、人の背丈ほどの大岩であった。そこに激突した流れが迂う回かいするように蛇だ行こうしており、岩の下流側は穏やかな淵ふちとなっている。透き通るような水は僅かな流れに揺らめき底までが見通せ、堆たい積せきする白く細かな砂が水底に確認できた。

「どうでしょう、ここであれば日当たりも良いです。問題ないですよね」

「確かにそうだな。良さげな場所だ」

「では、水に入りましょう」

　言って、ヤトノはあっさりと衣服を脱ぎ捨てた。

　日射しを受けて輝くような白い肌に、黒くろ髪かみが纏まとわり付く。膨らみかけた胸から細い胴どうへと僅かにくびれ、お腹にお臍と下半身はまだ子供のものである。

「一緒に水浴びする気なのか」

「当然ではありませんか。最近は一緒のお風ふ呂ろも嫌と言われて、わたくしは寂しいです」

「いや、そろそろ年ねん齢れいが年齢なんだし……」

「良いではありませんか。さあ、少々お待ちを」

　どこからか取り出した紐を咥え、頭に手をやり髪を結ゆいだすヤトノであったが、何一つ身体を隠す様子もない。厄神の一部として人の情動を模も倣ほうしているが、羞しゆう恥ち心しんがないわけではない。ただ単に相手が赤ん坊ぼうの頃から世話をするアヴェラなので何も気にしていないだけだ。

　ただし、アヴェラが気にしていないわけではないのだが、

「さあ、お任せ下さい。このヤトノが御兄様を上から下まで、綺き麗れいに磨みがきあげてみせます」

「やめろって服を引っ張るな」

「何故ですか、服のままでは水を浴びられませんよ。さあ脱ぎましょう。直ぐ脱ぎましょう。いいえ、むしろ脱がします」

　ヤトノは宣言し、そのまま手を伸ばした。

　上着を奪われたアヴェラがそれ以上を防ごうと揉み合いとなって、文字通りどこかを揉んでしまって紆う余よ曲きよく折せつ。張り付いてくるヤトノを押して剝はがそうと、押しあいへし合い。途と中ちゆうから水遊びのような雰囲気もありつつ、しかし砂に足を取られて転んでしまう。

「あっ」

　岸辺で半分だけ水につかりつつ、仰向けに倒れたヤトノの足の間にアヴェラがいる。恐らく今のこの光景だけを切り取って見れば、何かとんでもない事をしているように見えるだろう。特に相手が軽い乱れ髪がみで目を潤うるませていれば特にだ。

「御兄様ったら、なんて強ごう引いんなのでしょう」

「いや、その発言は誤解を生む」

「誤解されそうな方の意味で、わたくしは構いませんけど」

「なお悪い」

「御兄様ったら恥はずかしいのです？　もう今いま更さらでしょうに」

　くすくすと笑うヤトノを睨みつつ、アヴェラはあまり下を見ないように身体を起こしていった。こんな場所を万が一誰かに見られてしまっては大変だ。きっとあらぬ誤解を──足音がした。

　岩の上で砂を踏むような音が近づき、ピタリと止まる。

「どこに行ったかと思えばこんな場所──お、お主ら、朝っぱらから！　しかも、こんなとこで。な、なにをやっておるんじゃ……」

　やって来たのは言うまでもなくイクシマだった。

　わなわなと震えながら両目を極限にまで見開くのだが、その顔がみるみる紅潮していく。

「恐らく信じないと思うが、全くの誤解だぞ」

「別にわたくしは誤解でなくても構いませんよ」

「少し黙ってくれよ」

「御兄様のいけず」

　そもそも誤解というものは、何とかその場で解こうと思ったとしても、なかなかうまく解けないものである。尚なおかつそれが説得力のない言葉しか出せなければ、まずます難しい。

「は……」

「は？」

「は、破廉恥なんじゃああああっ！」

　朝から迷惑な大声が響き渡わたり、梢こずえの鳥たちが一いつ斉せいに飛び立った。

　それから誤解を解くまで苦労せねばならず、ヤトノが用意してくれた朝食──魚の死骸と腐った木に生えるキノコに哀あわれな鳥の卵──を食べる頃には、すっかり疲れていた。

　もう既に一日分の活躍をしたような気分だったのだ。





◆　　　◆　　　◆






　ちぐはぐな関係も三日も過ぎれば、それなりに上手くいきだした。

「スピードダウン」

「せいのっ！　えいやあっ！」

「追撃いくぞ！」

　デバフからのアヴェラとノエルの攻撃がシュトラオスに傷を付けた。全身が硬こう殻かくに覆われ脚は太く首は長く、なんとなく前世に居た二足歩行の大型の飛べない鳥を連想させる強敵モンスターだ。

　猛もう烈れつな突進からの蹴け爪づめ攻撃が厄介だが、今は二人の連続攻撃にたじろぎ苦痛と怒いかりの声をあげるばかりだ。それでも反撃に転じようとしたところで頭上に影が差す。

「とっどっめっ、じゃあああ！」

　近くの樹上から飛び降りてきたイクシマが鉄棒を振り下ろす。凄まじい痛撃を背中に受けたシュトラオスは、地面に叩き付けられるように倒れこんだ。

　後は囲んで一斉攻撃。

　戦闘による被ひ害がいは、ノエルが運悪く落ち葉を踏んで足を滑らせ転んだのみだった。

「よっし、勝ち戦いくさぞ。我たちパーテーの大勝利ってもんじゃ！」

　かんらかんら笑うイクシマは上機嫌そのもので、転んだノエルを助け起こしている。

「ううっ、今回の転びは盛せい大だいだったかな。気は抜いてなかったんだけどさ、やっぱ不運かも」

「我思うに、気にせずともよかろ。加護も運命と思えてきた今この時じゃって」

「そっか、ここはポジティブにモンスターを倒した事を喜ぶ時だね」

「その通りじゃって！　さあ我と共に勝ち鬨どきをあげよ、えいえいおー！」

「えいえいおー！」

　何か二人して左手を腰に当て、右手で拳を突き上げている。最近お気に入りの仕草だが、アヴェラは参加していない。そんな子供っぽい真似ができるかと横を向いてしまう。

「お主もちっとは喜んだらどうなんじゃ？」

「これでも喜んでいるのだがな」

「そうは見えぬから言うておろうが」

「そりゃどーも」

　前世の轍てつを踏まないよう前向きに生きると決めたアヴェラではあったが、しかし、だからと言って凄くやりたくない事までやれるかと言えば、そうでもない。

「しかし順調だな。この調子なら、残りも無事に過ごせそうだ」

「う、うむ。そうじゃな、あと少しなんじゃな……」

「どうした？」

「何と言うかじゃな、何と言うか。つまりじゃな、できればその。これが終わった後も──」

　様子のおかしなイクシマが口ごもり言っていると、アヴェラの肩に何かがぶつかった。軽く見やれば、それはノエルだった。

「ねえ二人とも……」

　緊きん迫ぱくした様子の声こわ色いろに何気なく振り向き、そしてノエルが凝ぎよう視しする方向へと視線を巡めぐらせ、途端にアヴェラもイクシマも同じように目を見開いた。

　そこに十人以上のローブ集団がいた。

　しかも抜き身の刃を手にして取り囲むように接近してきている。表情はローブの奥に隠れ見えないものの、どう見ても友好的な用事ではなさそうだった。

「なっ、なんじゃ、こ奴らは？」

「あれはアサシンだな、アサシン。厄神の加護持ちってことで昔から狙われているんだ。最近来ないと思ってたが、こんな場所で来るとはしつこい連中だ」

「落ち着いとる場合かあああッ！　我たち殺されるん!?」

「安心しろ、お前とノエルは連れ去られて生いけ贄にえにされるだけだろ」

「なお悪いわあああっ！　と言うか、同じじゃあああっ！」

　イクシマが腹の底から叫んだ。ここ数日でアヴェラとノエルはすっかり慣れている大声だが、アサシン集団は違った。その思わぬ大声に警けい戒かいしてしまい、つい足を止めてしまう。

「今だ、逃げるぞ！」

　後方確認はヤトノに任せておき、ノエルとイクシマの背を押し走り出す。

　アヴェラは前を走る二人を見ながら悔やむ。

　──くそっ。

　どうやら自分は浮かれていたらしい。アサシンがいつか来るとは思っていた。けれど問題を先送りするように、それを考えず、仲間と一緒に行動する嬉しさを優先させてしまった結果がこれだ。

「二人ともすまないっ」

　走りながらでも叫んで謝らずにいられなかった。

「何の事？　これの事？　それだったら気にしないで」

「そうなんじゃって、悪いのは連中！　お主は悪くなかろ！」

　息を乱しながらの言葉は嬉しいものだった。同時に二人なら、そう言ってくれるだろうと期待していた自分がいる。そんな自分に対する後ろめたさを嚙みしめ、応えてくれた二人に対し誓ちかった。絶対に仲間として大切にしようと。

　ここ数日の活動ですっかり把は握あくした地形の記憶を頼りに、狭せばまった谷地形の沢を駆け上がる。

　運悪くノエルが足を滑らせかけると、すかさずイクシマが手を貸し引っ張り、下からアヴェラが押し上げ全員揃って急な斜面を上がっていく。

「まあ、しつこいこと。まだ追って参りますよ」

「そうかっ！」

　さらに急になった斜面を両手両足を使い這い上がるのだが、最さい後こう尾びのアヴェラは途中にある小岩石を踏みつけ後ろへと押し出した。さらには、手に触れた石や木片を後ろに放り投げたりもする。

　それらが斜面を転がり落ちれば、地味で厄介な嫌がらせだ。

「さすが御兄様、嫌がらせにかけては天才！」

「ここは褒めておくところだろ」

「いえ、褒めたつもりなのですが」

　沢を上がった先は両脇わきが浸しん食しよくされた谷地形。大雨時には天然の排はい水すい路ろとなっているらしく、ほぼ一本道で緩やかにカーブしている。ここを突き進めばスタート地点の草原付近に出られる。姿を隠せる茂みもあれば、他の冒険者たちも活動している場所だ。

　アサシンたちは目立たぬよう行動するため、そこまでは追ってこないはずだ。もしそれでも追ってくれば、そのまま教官たちのいるベースキャンプに駆け込めば何も問題ない。

　何とかなると思ったアヴェラは、少し先を行くイクシマとノエルを追いかけ──だが、その二人が急に立ち止まったせいで衝しよう突とつしかけてしまう。

「おい、何やって……なっ!?」

　アヴェラは進むべき先に、それを見た。

　ぬっと巨きよ大だいなものが現れ、轟ごう音おんと共に地面にあった丸太を踏みつけ粉ふん砕さいしたのだ。その強大なものが何かと言えば、前世の図ず鑑かんで見た恐きよう竜りゆうの足としか言いようがない。

　呆ぼう然ぜんとしながら視線を上げ、赤みを帯びた甲こう殻かくの巨体を──ドラゴンを凝視した。

　一歩毎ごとに大きな音を響かせる巨体は、谷間の幅はばいっぱいを占しめ、翼つばさを器用に狭め身体を小さくしながらやって来る。頑丈そうな甲殻のあちこちに角や棘とげの間のようなものがあり、その向こうでは長い尾おの先せん端たんが揺らめいていた。

　間違いなく、これがケイレブの言っていたドラゴンだ。

「なんで飛龍種のくせに歩いて登場するんだよ！」

　思わず見当違いな愚ぐ痴ちを口にすると、それが聞こえたわけでもあるまいにドラゴンの鼻先がこちらを向いた。炯けい々けいとした目の下で、グワッと大きく口が開かれる。薄うす暗ぐらい中の遠方にもかかわらず、そこに鋭えい角かくな歯が幾つも並ぶ様子が妙にはっきりと見えた。

「まずっ……」

　ドラゴンは音というより、衝しよう撃げき波はに近い咆吼をあげ突進してきた。

　地面を踏み締める足の爪は太く凶悪で、衝撃で下の地面で土砂が跳ね上がる。後ろで揺れる尾は太く質量があり、岩がん盤ばんに激突すれば激しい音で削けずり火花を散らしていた。

　──最悪だ。

　そんな思いとは裏腹に、アヴェラの意識は妙に冷静であった。

　自分は何としても二人を助けねばならない。その決意と同時に知覚が研ぎ澄まされ、素早く精査した景色の中に、少し先に横穴の存在を捉とらえた。ドラゴンとの距離と接近速度、仲間との位置関係に自分の行動速度。その全てを瞬時に把握し計算していた。

　アヴェラは立ち竦すくんだままのノエルとイクシマに飛びつき抱かかえ、そのまま横っ飛びで横穴へと飛び込んだ。まさに火事場の馬ば鹿か力ぢからで、同じことをもう一度やれと言われても無理だろう。
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　横穴に飛び込んだ直後、ドラゴンがそれまでいた地点を通過。風圧が押し寄せ髪をかき乱す。しかし激しい地じ響ひびきのような足音は遠ざかり、同時にアサシンたちの悲鳴が聞こえてきた。

　まさに間かん一いつ髪ぱつだった。

「二人とも大丈夫か？」

「うっ、うん。ありがと、私は大丈夫なんだけど……」

　ノエルはぶつけた肘をさすり、苔こけの生えた地面の上に座り込んだ。心配そうな素振りで見つめる先には、両手をつき項うな垂だれるイクシマの姿がある。何やら震えているが、怯えているわけではなさそうだった。

「どうした、どこか怪我したか？」

「違う。そうではない」

「ん？」

「我は、我は情けないんじゃ。ドラゴンを前に足が震えて動けなんだ」

「仕方ないだろ、あれは誰だって動けないと思うが」

「じゃっどん、お主は動けたでないか……」

　イクシマの声は、出会ってから初めてというぐらいに沈しずんでいる。そうかと思うと、硬い石で覆われた足元を何度も叩きだした。

　ひょいっと飛びだしたヤトノが少女形態に姿を変え、得意そうに胸を反らした。

「御兄様は凄いのですよ。やる時はやる、凄いのです！」

「我は強くあらねばならんのに……」

「あのっ、聞いてます？」

「我は強くあらねばならん、強くなければならんのじゃ……怯ひるんではならぬ……誰よりも勇ゆう敢かんにあって、誰よりも恐れ知らずで、誰よりも強くあらねばならんのじゃ……」

「これ聞いてませんね、ドラゴンのショックが少々強すぎましたか」

　辺りに生物の気配はなく虫すら存在しない。

　アヴェラたちのいる横穴は意外に広く巨大な洞どう窟くつ空間になっており、頭上から僅かに光が差し込んでいる。奥には激しくうねるように水が流れ、どうやら地下水脈が露ろ出しゆつしているらしい。

　この状況で助かった命いのち冥みよう加がを感謝──ドスンドスンと重い響きが聞こえた。

「うっ、あのさ。私ってば凄く嫌な予感がするんだよ。これってさ、やっぱり加護のせいなのかな？」

「そんな問題ではないと思うな。それより逃げ道は……」

　周りを見回すが、それらしい場所などなかった。

　所しよ詮せんは水の通り道。都合の良い抜け道があるはずもない。あるのは地下水脈の黒々とした流れのみだが、泳ぐといった事は不可能な勢いだ。流石にそこに飛び込もうという気にはなれなかった。

「このまま通り過ぎてくれる事を祈いのるしかないな」

「えっとさ、先に謝っておくね。だって、私ってば不運だからさ」

「まさか、流石にそれはないだろ」

「私だってそう思いたいけどさ。今までの経験からすると──あっ」

　ヌッと入り口にドラゴンの横顔が現れる。

　ピタッと止まったかと思うと、ジロリと目だけが動く。間違いなく捕ほ捉そくされたと感じた直後、ドラゴンの顔が突っ込まれた。続いて巨体をグイグイ押し込まれ、無理矢理中に入ろうとしてきた。

　どうやら獲物を逃のがす気は無いらしい。

　ガリガリと岩肌が削られ小片が次々と落下、巨体が徐じよ々じよに迫ってくる。ドラゴンの巨体が半分以上も入り込むが逃げ場はなく、まさに袋の鼠ねずみだ。

　その時であった、イクシマが勢いよく立ち上がったのは。

　両手でしっかりと金棒を握りしめ、歯を嚙みしめ鼻の頭に皺しわを寄せ咆ほえる。

「我は強くあらねばならん！　そうでなければならぬ理由がある！」

「おい、止よせ！」

「こんなんで止まっていられるものかーっ！」

　イクシマは金棒を頭上に振りかざし勢いよく突撃した。

　意外な動きにドラゴンが戸惑い動きを止めると、その鼻はな面づらを金棒が殴なぐりつけた。鈍く固い音が響き、驚いたドラゴンが反射的に顔を動かしイクシマを弾き飛ばした。

「うぎやあああああんっ！」

　手を離れた金棒が落下し硬い石に激突し激しい音をたてた。そしてイクシマ自身は空中をくるくる回転しながら飛んでいく。とっさにアヴェラが飛びついて受け止めるが、その勢いは強く止めきれない。二人諸もろ共ともに地下水脈の流れへと落下してしまった。

「ええっ？　そんなっ二人とも！」

「お、御兄様あああっ!!」

　後に残されたノエルとヤトノの声は悲鳴そのものであった。
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　何も見えない空間で上下の感覚すらない。そこは地下水脈の流れの中で、人間の存在など木の葉一枚と何ら変わりがなかった。ただひたすらに流されていくだけだ。

　──あの時に似ている。

　アヴェラは生を終えた際の死への道筋を連想した。

　前世からの記憶があるのだから当然だが、死への過程も覚えている。

　死というものは大いなる流れである。それは抗あらがいようのない絶対的なもので、大いなる流れの中に何もかもが剝ぎ取られ、己が存在する認識さえも奪われ、無となって世界へと還かん元げんするのだ。

　自分が消えていく恐怖すらなくなり、完全に消滅するその寸前、厄神が拾い上げてくれたからこそ今がある。その時を思い出すと、アヴェラの心が奮い立った。

　──まだだ、まだ終われない！

　あの薄うすら寒い死から救い出してくれた厄神の頼みに応えねばならない。何を探しているのか分からぬが、他でもないこの自分を選び期待してくれた存在に応えてやらねばならない。自分はまだ新しい生の中で何も変われていなし摑めてもいない。だから、まだ終われない。

　暗黒の水流の中にアヴェラは力強く目を見開いた。

　まだ摑んだままでいたイクシマの手を更に力強く握りしめる。この何も分からない状況下で、唯ゆい一いつ感じ取れる他の存在がそれだ。その存在に縋りながら、自己をしっかりと保ち続ける。

　息はもう限界に近い。

　頭の中がガンガンと響き、大きく口を開け息を吸い込みたい欲求が込み上げてくる。ここが水中という状況にもかかわらず、その欲求は強く抑おさえがたい。口を開ければ終わりと分かっているが、呼吸をしろと本能が告げている。

　果てしない抗いを続ける最中、前方に薄明るさを見つけた。

　──あそこだ！

　アヴェラは全身全ぜん霊れいを込め、そちらに向かうべく足をばたつかせた。呼吸への欲求を押し殺し、あと少しあと少しと自分を騙だまし、力を振り絞しぼり濁流の中を藻も搔がき進む。

　つい先程まで己を保つ唯一の拠より所であった手の繫つながり。

　今はそれを手放してしまいたい誘惑が込み上げている。手を離し自分一人で進めば確実に水面まで到とう達たつできる。この激しい苦しみから解放され、一瞬でも早く息を吸い込むことができる。とんでもなく強い誘惑のなか、しかしアヴェラは最後まで手を離さなかった。

「っあ！」

　水面に顔が出た瞬間に息を吸えば、水飛沫みずしぶきを少し吸い込みむせ返る。流されながら見上げた空は、曇どん天てんどころか激しい雨で真っ暗だ。天候が急変したらしく雷らい光こうが閃ひらめき雷鳴が轟とどろきさえしている。

「あと少しだ……」

　何度か水中に引き込まれながら、それでも岸辺に到達。這うようにして水からあがる。

　両手を地面につき何度も大きく呼吸を繰くり返すと、ようやく助かった事を実感した。そのまま引っ繰り返って休みたい気持ちを堪え、水中から連れてきた少女に這い寄る。
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「おい、大丈夫か？　おいっ……くそっ、こいつ息をしてない！」

　イクシマは何の反応もない。長い金髪が顔やら首に乱れて張り付き、雷光の中に浮かび上がる白い顔は、まるで不ふ吉きつな状態であるかのようだ。

　その時のアヴェラは無我夢中であったが、それでも冷静であったに違いない。

「死ぬな！　死ぬんじゃないっ！」

　前世で数度習っただけの心肺蘇そ生せいを正確に思い出していた。両手を組み胸の間に置くと、胸骨圧あつ迫ぱくを強く早く繰り返す。途中で人工呼吸を施ほどこしながら、諦めずに何度も何度も繰り返す。ついにイクシマの呼吸が再開された。横よこ倒だおしにさせ水を吐かせると、ようやく辺りを見回す余裕が出た。

「これでよし……いや、まだマズいな」

　激しい降雨によって水みず嵩かさが増しつつあった。

　気が付けば川が増水し足元まで水が迫っている。不思議なもので、その時になってようやく激しい濁流の音を認識したぐらいだ。無我夢中の間は、イクシマの事しか見ていなかった。

　このままでは、また水中に逆ぎやく戻もどりになってしまう。

「安全な場所に行かなくては」

　力の限りを振り絞り、返事のないイクシマを担かつぎ上げ、少しでも高い位置を目指し移動する。

　疲れ切った身体では足の一歩でさえ苦行で、僅かな段差を上る事すら至難となる。先程の水中での抗いにも匹ひつ敵てきする難行であった。

　風雨は激しく足元は泥でい濘ねい、辺りは灰色の薄うす闇やみ。

　泥どろの中に倒れては起き上がり、また倒れてしまう。それでも気合いと根性でイクシマを引きずり、根気強く辛しん抱ぼう強く進む。どこが安全なのかさえ分からないが、しかし前方にある大木に目が惹きつけられてしまう。その根元にある洞ほらが妙にハッキリと見えていた。

　根こん拠きよも何もないが、そこが安全だと直感している。

　誘い込まれるように、その中へと入り込んだ。

　息は乱れ目を開ける事すら辛つらく、中の状態を確認するどころではないぐらいだ。疲れきった体は休息を要求しているが、まだそれはできない。最後のひと仕事が残っていた。

　水に濡ぬれた服を脱がねばならない。

　アヴェラは肌に張り付く服を苦労しながら全て脱ぎ捨て、今度はイクシマの服も全て剝ぎ取っていく。夜目にも白い肌が露あらわになり、細い胴に似合わぬ大きな胸が露わになり、全てが曝さらけ出される。だが、今はそれを目にしても何も感じない。

　今はとにかく疲れ切っていた。全身が休息を欲している。

　アヴェラは冷え切った少女の身体を抱き締めると、気絶するように眠りに落ちた。





◆　　　◆　　　◆






「んっ……」

　何か暖かで柔らかなものを腕の中に感じた。

　朧おぼろ気げな意識の中でそれは何かを考え込む。一番近いのは少女の姿をとったヤトノが寝しん具ぐに潜もぐり込んだ時の感かん触しよくだ。しかし、その時の感触よりもっと肌を触れ合わせている感触に思え──。

「ん？」

　アヴェラは目を覚ました。

　視界の中にある金と白の存在が何か分からない。それが身じろぎをした事でようやく分かる。腕の中にいるのは、横から抱きつくように眠るイクシマだった。そして、どうやら先程からアヴェラが撫でまわしているのは、その一番柔らかい部分らしい。

　寝返りを打ったイクシマは健やかな寝息をたて、安心しきった顔で頰をよせてくる。離そうとすると、温もりを求めくっつき足まで絡めてきた。

　朝で裸はだかの女の子がいて密着している。

「…………」

　これはマズい状況にいるとアヴェラは悟さとった。何がどうマズいかは上手く言い表せないが、こういうのは良くないと思うのだ。しかも暖を求めたイクシマが無意識とはいえ、しがみついてくる。柔らかく暖かく、そして良い匂いに頭がくらくらしそうだ。

　なんとか離れようと身体をずらしていくと、イクシマのどこか敏びん感かんな部分に触れたらしい。何とも艶なまめかしい声があがり──イクシマが目を覚ました。

　何度も瞬まばたきをしている。

　焦しよう点てんの曖あい昧まいであった金色の瞳がはっきりとしてくる様子が分かった。無言で見つめている内に状況を理解してきたらしい。出るところは出て引っ込むところは引っ込んだ身体の、その白い肌が見る間に朱しゆを帯びていく。

「は、は……」
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「は？」

「破廉恥じゃあああああああっ！」

　イクシマは叫び、振り回した腕がアヴェラの顎を捉えた。




「すまぬ、大声をあげてすまなんだ……」

　落ち着きを取り戻したイクシマは意外にも素直に頭を下げた。

　狭い洞の中に差し込んだ日射しが、金色の髪を輝かせている。その体に生なま乾がわきの服を軽く巻きつけているが、一度肌を晒した後のせいか、あまり大して隠す気はないらしい。

　そうなると女性らしい丸みを帯びた姿を前に、アヴェラの方が目のやり場に困ってしまう。

「こっちこそ悪い。ただ言い訳するなら緊きん急きゆう事態で──」

「知っておる、我は全部を見ておった」

「見ていたって……？」

「うむ。信じて貰えぬかもしれんが、あれは何とも奇き妙みような体験であったな。我は空中に浮かんでおり、我自身とお主を上から見おろしておったのじゃって。うむ、何とも不思議じゃった」

「それは幽ゆう体たい離り脱だつ……」

　しかしイクシマは分からないらしく、訝しげに眉まゆを寄せている。

「まあいい、とにかくな。お主が濁流の中で我を絶対に放さなかった事も、苦労して陸に引き上げてくれた事も、必死になって我の息を戻してくれた事も、その後も懸けん命めいに我を運んでくれた事も見ておった。お主はものっそい奴じゃ……本当にものっそい奴じゃって」

　呟くように言ったイクシマは上うわ目め遣づかいで見つめて来る。そこには、これまで存在しなかった親しみという感情を超こえた何かがあった。だが、生憎あいにくとアヴェラはそれを知らない。

「お主、何故にそこまでして我を助けた？」

「さあ？　途中で投げ捨てたい気持ちはあったけど、なんだかできなかったな」

「ふん、そこは乙おと女めをときめかせる事を言うべきじゃって」

　イクシマは怒ったような様子になり、顔を赤らめ目を泳がせている。

「そう乙女じゃ！　我は乙女なんじゃぞ。お主は、その乙女と肌を合わせ一夜を共にしたのじゃ。ちゃんと責任をとるのじゃぞ」

「いや、その……お前の思ってる事と違うし緊急事態だったわけで……」

　とたんにイクシマは半泣きのような顔となった。

「馬ば鹿か者ものおおぉっ！　お主なー、そこは察しろよぉー。据すえ膳ぜん搔っ食らう気力はないんかー！」

「え……？」

「もうよい！　この戯たわけっ！　とにかく、とーにーかーくー！　我の言った事とか、そういう気持ちというか。つまり……そういうのがあるって事を忘れるでないぞ！　よいなっ、我との約束じゃぞ。忘れたら我は泣くかんな！」

「はあ……？」

　一気にまくし立てたイクシマは、さらに顔を紅潮させ、ついにはそっぽを向いてしまった。

　これにはアヴェラは戸惑うばかりだ。前世で他人から好意を向けられた経験がないため、まず自分が好意を向けられる対象になるという認識が欠けている。難なん聴ちよう系とか鈍どん感かん系以前の、言わば無認識系という感じだろう。

「とりあえず分かったという事で、それより戻る事を考えないとな」

　装備の大半は濁流の中に失われている。武器は何故か目が覚めると枕元にあったカネミツソードのみ。後は濡れた衣服のみでポーション一つない。

「装備が……損害がでかいな」

「命があっただけでも十分なんじゃって」

「それもそうだな」

　最低限の布を身に着けたイクシマだが、裸よりもいかがわしく見えてしまうのは気のせいだろうか。少なくともアヴェラにはそう思えてしまい、チラチラと布に押さえ込まれたイクシマの胸など見てしまう。さすがに腰から下を見るような勇気はなかった。

「ふむ、まず服を乾かわかさねばならんな。どれ我が火を点つけてやろう」

「もしかして魔法か？」

「その通り。見ておれ、火神の加護ファイア」

　イクシマが手を差し向けた倒とう木ぼくに火が生じた。

　やはり火というものは偉い大だいで、小さな火ひとつで身体が暖まってきた気がする。

　木の洞の中で火を燃やしているが、裸で外を彷徨うろつくわけにもいかないので仕方が無かった。揃って火に服をかざし乾かしだす。

　もちろんイクシマの露出が増えて、アヴェラの目線は細かく彷徨さまようばかりだ。

「あー、なんと言うかな。そうだ、魔法が使えるとか羨ましいな」

「なんじゃ、お主は使えぬのか」

「魔法を教えてくれる私し塾じゆくの授業料は高いんだ。魔法は、金持ちのステータスだからな」

「そうか、では仕方がないのう。いずれ我が教えてしんぜよう」

「だったらノエルも一緒に頼むよ」

「うむ当然よの、パーテーの仲間じゃからな……って、ノエルじゃー！　そうじゃった、あやつドラゴンの前に残されとったではないかー！　これはいかぬ、なんとかせねば」

　慌あわてたイクシマが足元をガンガン叩きだす。お陰でアヴェラは質感のある胸というものが、どうやって揺れるかを目まの当たりにする事になった。

「心配しないでも大丈夫だろ、なにせヤトノが一緒なんだから」

「そうなんか？」

「多分……きっと恐らく……」

「不安じゃーっ！」

　焦あせって衣服を乾かし身み支じ度たくを調ととのえ火を消すと、木の洞に感謝の言葉を述べた。よく分からないが、きっと何か誰かが助力を与え助けてくれた気がしたのだ。

　そしてアヴェラとイクシマは、明るい日射しの中を連れだって歩きだした。




　鬱蒼とした木々が立ち並び、枝葉を伸ばす様は壁のようだ。

　頭上はやはり枝葉に覆われ空が見えないものの、僅かな隙すき間まからは日射しが差し込んでいる。泥濘を残した地面を踏み締めつつ早足で進む。

　あの風雨と暗くら闇やみの中を歩き、避ひ難なんに最適な場所を見つけられたのは奇き跡せきかもしれない。辺りを見回したアヴェラは自分のした事に自分で感心した。

「とりあえず川に戻って、上流に向かおう。方向的にはそれで合っているはずだ」

「ノエルと早く合流せぬといかん。あやつ、きっと心配しておるはずじゃって」

「むしろヤトノが心配なんだな」

「そうなんか、あやつ意外としおらしいんじゃな」

「いや違う、暴走しかねないって意味だ。ヤトノが暴走すると……」

　厄神の一部で、その本質は神。人と同じ姿をしてはいても情動は全く別。下手すれば、この辺りが人の近寄れぬ災厄の地になるとか、世界に疫えき病びようが広がり大噴ふん火かや大地じ震しんが発生するといった災害が起きかねない。

　アヴェラは皆まで言わず口を閉ざし歩みを早めた。たとえ昨日の疲労が抜けきっていなくとも、急いだ方が良いに違いない。しかし、イクシマは適当な木の枝を手に上機嫌に歩んでいる。

「ああ、しかし実に気分が良い。最っ高よのう」

「そうか？　ちょっと蒸むし暑いぐらいで、最高の気分とは思えないけどな」

「お主って奴は、人の心が分からぬ奴よのう」

「さいですか」

「まあ良かろ。あー、ところでな。我は死の神オルクスの加護を強く受けておるじゃろ」

　イクシマは静かに語りだした。

　あの泳ぎ着いた川岸に到着した。川はやや濁にごっているが、流れ自体は静かなものだ。そこから上流へと足場の良い場所を見定め、大きな石の転がる川辺を移動する。

「我を産んで下すった母殿は、我を産むと同時に命を落とされた。我の生は死と共に始まり、三の姫とは言えど上の姉二人と会った事は数えるほど。周りの者からは忌いまれ恐れられ、それでも我が生かされたのは死の力で敵を倒す事を期待されたからこそじゃ。よって我は誰よりも強く勇敢で恐れ知らずであらねばならなんだ」

「なかなかハードな人生だな」

「実を言うとな、お主らの加護を聞いて嬉しかったんじゃ。人に嫌われる加護が、我だけでないと分かってのう。すまぬな、我はこのように卑いやしい心根なんじゃって」

「卑しくなんかない。それに、その気持ち分かるよ」

　アヴェラも同じ気持ちがあるが、きっとノエルも同様に違いない。傷の舐なめあいをする気はないが、しかし似た境きよう遇ぐうであるからこそ分かる苦労もある。

「ここ数日一緒におって最っ高ーじゃった、できればこれからもパーテーを組んでくれると嬉しいんじゃがのう。まあ駄目なら駄目で、それは別に構わんし。ただ残念なだけじゃで……」

「なんだ、もうそのつもりでいたのに」

「そ、そうか。良かった……あっ、でもノエルはどうかのう？　こんな我でも一緒に居てくれるかのう？　もし嫌と言われたら、どうするか……」

「心配なら本人に聞いてみればいいさ」

　その心配は全くの杞き憂ゆうとなるに違いないが、悩み困った様子のイクシマが案外と可愛いため、その事は黙っておいた。そして黙っておいた方が、後の喜びはさらに良くなるに違いない。

　川を遡さかのぼっていくと、断だん崖がいへと突き当たった。その裾に巨大な洞窟が存在し、やや濁った流れが迸ほとばしっている。もちろん、その中を泳いで遡そ上じようする事は不可能だ。

「そうなると──」

　アヴェラは視線を上げた。隣でイクシマも同じ仕草をしている。

　目の前の切り立った崖は、見るからに岩らしい色と見た目をしてそびえている。最初は垂直な崖に見えていたが、ある程度の起伏や凹おう凸とつがあり途中には疎まばらに緑の木々まで生えていた。おそらくこの上に台地が広がり、そこが講習会が行われている地域のはずだ。

「岩を登って上にあがるしかないだろな」

「そうよのう。ほれ見てみい、あの辺りが登りやすそうじゃ。我らであればきっと行ける！」

　イクシマはアヴェラの腕を摑み、斜面を指さし促した。

　おおよその見当をつけ登りだした崖のような斜面は、あちこちに亀き裂れつや段差があって思ったほど苦労はしなかった。もちろん道なき道の斜面のため、時には足を踏み外しそうになったり足場が崩れたりと、ヒヤヒヤする場面は何度もある。

　それでも二人で協力し乗り越えていく。

「あとひと息だな、それ上がれ」

「むっ、ちと届かんな。よし我を押し上げてくれ、上に行ったら引き揚あげてやろうぞ」

　最後はイクシマの腰を摑んで先に行かせ、それから手を借りてよじ登る。

　ついに登りきると二人揃ってもつれ合うように地面に転がった。そのまま仰向けになって空を見上げ、荒い息を整える。空は見事なまでの青だ。

「疲れた。無理かと思った……」

「やればできるものってことじゃ」

「そうだな」

「後はノエルを探すのじゃが……ふむ、あれを見よ。見覚えがある風景じゃな」

　イクシマに続いて身体を起こすと、確かにその通りで野営していた位置も推測する事ができる。

　ただし、そうなると今度はアサシンたちの心配が出てきてしまう。あの時にドラゴンが戻って来るまでの時間を考えれば、あれで全ぜん滅めつしたとは考えられなかった。そして生きているのなら、諦めて帰る素直な相手とも考えられない。

　早めにノエルと合流しケイレブたち教官のいる場所に移動すべきだろう。

　疲れた身体にむち打って立ち上がると──茂みがガサガサと鳴った。

「っ！」

　アサシンの事を考えていたものだから、思わず剣を向けてしまったのは仕方ない事だ。しかし姿を現したのは神官着の女性で教官の一人だった。さらに、どことなく見覚えのある女性冒険者二人も一緒だ。だが、これでようやく安心ができる。

　アヴェラは慌てて剣を納め頭を下げた。

「教官でしたか。すいません、失礼しました」

「気になさらないで下さいよう。そうですか無事でしたか、随分と探しましたよ」

「ええまあ、川に流されましたので」

「よく無事でしたね!?」

「いや本当、もう少しで死ぬかと思いましたが。ところで仲間の一人とはぐれてまして、名前はノエル、女の子です。もしかして保護されていたりとかしませんか」

　見覚えのある女性二人の冒険者は、直ぐそこまで来ていた。

　歩き方と言うべきか表情と言うべきか、なんとなく態度が悪い。さらに軽く鼻で笑った様子で気がついた。この二人は前にノエルと一緒に行動していた連中だ。さらにクィークの群れを押し付け逃げて行った相手でもある。

　訝しむアヴェラと、二人が向かい合う。

　二人が凝視するような目で見つめてくる。顔を突き出し気味に、値ね踏ぶみするような感じがある。まるで前世の不良のような雰囲気だが、あながち間違いではない。

「あんたを、随分と探したよん」

「ん、それはありが──」

「じゃあ死のっか」

「は？」

　後ろ手に持っていた短剣が一いつ閃せんされ、斬り付けられる。

　予想外の行動に目を見開き反応できないアヴェラだが、しかしイクシマの体当たりによって救われた。そのまま地面の上に突っ伏ぷした。

「ぼさっとするでない！」

「いや、しかし……」

「今の間一髪じゃったぞ。これからは我に感謝して生きるのじゃぞ」

「ずうずうしいな」

　アヴェラは会話する事でようやく気持ちを落ち着けてきた。武器を構える女性冒険者二人は、理由不明だが敵だ。今の攻撃は間違いなく致命的な一撃を狙っていた。

　教官は柔和な笑えみを崩していない。そうなると──。

「あらあらダメじゃないですか、どうして抜け駆がけするのですか」

「だってー、私が始末すれば報ほう酬しゆう増えるっしょ。あそこで避けるとか、マジ鬱うつ陶とうしい」

「そういう生き物なのですよ。この災厄の申し子は」

「今の、エルフについて言ったんですけどー」

「……災厄の申し子の仲間も同じです」

　膝を突いたアヴェラとイクシマを前に彼女は優しく微笑んだ。

「とにかく、これでようやく始末がつけられますね」

　頰に手を当てる女性教官は、どこまでも優しげだ。

　さらにゾロゾロと──前より数は減っているが──現れるのはアサシンたちだ。これが偶ぐう然ぜんの遭遇と思うなら、ただの間ま抜ぬけだろう。

「お前は教官じゃなかったのか!?」

「もちろん教官ですよ。ですから、お前だなんて言わないで下さい。敬意を込めてルチマ教官と呼びましょうね、ですけど、もう呼ぶ機会はないでしょう。災厄の申し子はこの世界より消え去るのですから」

　くすくす笑う様子は何の気負いもない。

　これからアヴェラを殺そうとするにもかかわらず、全くの自然体だ。ルチマという女は自分が正しい事をしていると信じきっている。その目を見れば本気と分かる。

　これまでのアサシンの襲しゆう撃げきで、断片的ながら目的は分かっていた。

　そいつらの同類であれば、世界で起きる災厄を恐れ、それを防ぎたいと思っているのだ。それも心の底から。だから自分が正しく自分こそが正義と信じきり、人々の為にと厄神の加護を持つ存在を排はい除じよしようと決めている。たとえそれが見当違いであろうと、ルチマも含めアサシンたちは信じきっているのだ。

　前方は敵に囲まれ背後は崖。

「災厄より正義の方が厄介なんだよ！」

　アヴェラは膝を突いた状態から跳ね、迂う闊かつに近寄ったアサシンに抜き打ちで下から斬りつけた。飛び退のいた相手に回避されたが、しかし浅くかすっている。そして、それは呪われたカネミツソードにとって十分な傷だ。

　悲鳴があがり、呪いに蝕むしばまれた相手は苦しみ倒れた。

「今だ！」

　思わぬ事態に驚くアサシンたちにカネミツソードを振り回す。とにかく手傷を負わせる事だけを狙い、さらに何人かに軽い手傷を負わせ悶もだえ苦しませた。

　ほぼ同時にイクシマも、そこらに転がっていた枯れた丸木を手に取り、女冒険者の一人を殴り倒した。木片と同時に血ち反へ吐どが飛ぶような、まったく容よう赦しやのない一撃だ。

「ちょっ、何してくれるの。可か哀わい想そうでしょ」

「やかましいいいっ！　可哀想なのはお主の頭じゃろが！」

「うるさいよ。早く報酬になりなさい」

「これじゃから金に目が眩くらんだ奴は嫌なんじゃ！」

　イクシマは斬りかかってきた剣の攻撃を丸木で受け止めた。深々と食い込み木片が散る。そのまま剣をくわえ込んだ丸木を捻り、相手の手から奪い取ってしまう。

　それでも短剣を抜こうとする相手に、イクシマはニヤリと笑った。

「これでもくらうがよい、火神の加護ファイアアロー！」

　間近で放たれた火の矢が女冒険者の腹に激突すれば、炎ほのおが弾はじけるように広がり悲鳴があがる。イクシマはそれを容赦なく蹴り飛ばしたが、半分は消火の為だろう。

「手加減してやったのを感謝するがよい。さあ、このまま斬り抜けようぞ！」

　促されたアヴェラはイクシマと共にルチマへと向かった。

　だが、ルチマはメイスを振り上げ魔法を行使する。

「させませんよ。さあ太陽神よ我に加護を与え賜たまえ、光り輝く雨よリヒトレイン」

「んなぁ、それ上級魔法!?」

　上から光の棘が降り注ぎアヴェラとイクシマへと幾本も突き立った。それは身体を傷つけこそしないが、代わりに激しい痛みを与えるものだ。主に懲ちよう罰ばつや暴徒鎮ちん圧あつに使用される魔法だ。

　イクシマは短い悲鳴をあげ倒れ痙けい攣れんしてしまった。

　だが、それでもアヴェラはまだ動けた。濁流に吞まれようとも生き抜いた精神力でもって身体を動かし、カネミツソードを振り上げルチマを狙う。

「太陽神よ我に加護を与え賜え、光り輝く雨よリヒトレイン」

　もう一度くらうと、さすがに限界だった。

　イクシマ諸共倒れ込み、それでも膝を突き身体を支える。近寄ろうとするアサシンどもに弱々しくはあるが剣を振るい、威嚇してみせた。

　このまま終わるのだろうか。

　結局この世界も、どれだけ努力をしても失敗し、上手くいきかけると台無しになり、何も得られず何も成し遂とげられない世の中なのだろうか。かつての決意が揺らいでくる。

「ほらほら、もう終わりですよ」

「うるさい！」

　近寄っていたアサシンにカネミツソードを振るう。だが、予期していたらしく簡単に避けられてしまうだけだった。その一振りが精せい一いつ杯ぱいで、剣ごと地面に手を突き荒い息を繰り返す。

「まあっ、裁きの光を二度も受けてもまだ動けるとは。さすが恐ろしい存在ですね。ですが、もうこれで終わりにしましょうか。災厄の使者を滅ほろぼせば、この世の人々に幸せがもたらされるのです」

「むしろ逆効果なんだがな」

「命いのち乞ごいは見苦しいと思いますよ」

　ルチアはメイスをリズミカルに振り回し笑っている。

　流石にカネミツソードの威力と、正体不明の呪いを警戒しているのか、直ぐには近づいてこない。その間に少しでも体力を回復したいところだが──。

「もー、腕が痛い頭が痛い。これ最悪じゃね、こんなん絶対最悪だし。許せないね、許せねえぞ。もう終わってよくね。報酬増額とかどーでもいいから、ぶった斬ってやんよ」

「同じく。これポーション飲んでも痛いし、あーズキズキするわ。くそだな本当に。こいつ死にたいってことでしょ。あたしに殺して欲しいってわけでしょ。あたしって性格優しいし、人からもそう言われるけど。キレたから、マジでキレたから」

　女二人の冒険者は、飲み干したポーションの瓶を投げつけてきた。

　それが額に当たり目も眩むような衝撃。砕けた瓶が辺りに飛び散り、その破片には血が付着していた。二人は怒りと嘲あざけりの声をあげ、剣と短剣を手にした。地面の上の砂利を踏みしめる音が近づくが、抗う力も出て来ない。

　どれだけ努力しようと失敗するのだろうか。

　上手くいきかけて台無しになるのだろうか。

　何をしても何も得られず、何も成し遂げられず、誰からも顧かえりみられる事もなく空くう虚きよなる死を迎えるのだろうか。

　しかしイクシマの小さな呻きが聞こえ、アヴェラは気付いた。

　何も得られなかったわけではない。自分を見つめてくれる仲間が二人も得られた。全く空虚という事もなかった。それであれば。それであれば、まだ諦められない。

「まだだ、まだ終わるわけにはいかない！」

　アヴェラは全身に渾こん身しんの力を込め起き上がってみせた。以前にケイレブ教官から受けた強撃の経験が生きている。手も足も震え、真っ直ぐに立つことも難しい。それでも目に力を込め歯を食い縛り、カネミツソードを構え背後のイクシマを庇かばった。

「こいつ、めっちゃ偉そう。ぜってぇ自分が世界の中心みたいに思ってる、そのノリが鬱陶しい。本当、嫌い。マジむかつくわ」

「黙れ!!」

　その気合いと迫力は、近寄っていた二人を怯ませ後あと退ずさらせたほどだ。

　ルチマは驚きの表情を見せながら胸の前で手を組んでいる。

「なんてしぶとさなのでしょうか。ああ、やはり災厄の申し子は滅ぼさねばならないのですね。分かりました。ならば悶え苦しみながら終わりなさい。さあ、太陽神の加護よ──」

　その時であった、頭上に影が差したのは。

　腹に響く轟音。

　押し寄せる風圧。

　全身を揺さぶる振しん動どう。

　アヴェラは目の前に現れた巨体を呆然として見つめた。赤みを帯びた甲殻に大きな翼よく膜まく、長く太い尾。重じゆう厚こう感かんのある唸りをあげるそれこそは、あの時のあのドラゴンに違いなかった。

　そしてルチマ教官はドラゴンの足の下だ。

　巨大な爬は虫ちゆう類るいめいた爪の間から赤黒い液体が染しみ出ており、いとも容易くあっさりと踏み潰つぶされたのだと分かる。何も分からぬまま死んだのは幸運だったに違いない。

　アサシンたちは逃げだし、そして女冒険者二人はパニック状態だ。

「ドラゴンとか聞いてないし！　ど、どうすんのよ！」

「あたし思いついたよ、ドラゴンから絶対逃げられる方法っての」

「どうすんの？」

「こうすんの！」

「はぁぁっ!?」

　女冒険者の片割れが、もう一人を突き飛ばし走りだした。しかし、次の瞬間ドラゴンの尾が薙なぎ払われ、その走る姿が一瞬で血ち煙けむりに変わった。悲鳴をあげたもう一人は風圧に飛ばされただけであったが、それが幸運であったかはまた別の話だ。そのままはね飛ばされ、長く尾を引く悲鳴と共に崖がい下かへと姿を消したのだから。

　ドラゴンは壊かい走そうしだしたアサシン集団を睨み、大きく息を吸った。それだけで辺りの空気が風となって動く。口中に炎火がちらついたかと思うと、次の瞬間に炎が吐き出された。激しい熱波はアヴェラの元にまで押し寄せたほどで、アサシンたちは炎の中に姿を消した。

　この恐るべき存在は、首が痛くなるほど見上げねばならない巨大さだ。疲れ切り魔法をくらい身体の動きは鈍く、武器は剣一本。そして退路はない。それでもイクシマを守ろうとする気持ちは、些いささかも衰おとろえない。

　それどころか決意と共に身体の奥底から力が込み上げてくる──。

「ああ、良かったです。何とかギリギリで間に合いましたね」

「二人とも大丈夫だった？　アヴェラ君は無事そうだけどさ、イクシマちゃん動けない状態だね」

「御兄様が無事なのは当然として、小娘は死んでませんか」

「いやいや、ちゃんと生きてるからさ！　そんなの言ったら駄目なんだよ！」

「あら、ごめんなさい」

　その声はドラゴンの背中あたりから聞こえてくる。

　ふいに巨体が身を屈めると、ヤトノとノエルが顔を覗かせる。どちらも元気そうにドラゴンの翼の上を滑り降りてくるが、何故だかドラゴンが降り易いように気き遣づかっている気がした。

　運の悪いノエルが転んで突っ伏すが、その横をヤトノが凄い勢いでかけてくる。

「御兄様っ！　ご無事でしたか！　どこか痛いところは？　溺おぼれて水を吞みました？　お腹が空すいてませんか、空いてますよね！　身体が重いとか動かしにくいとか。ああっ、もういいです！　自分では気づかない不調もありますよね、わたくしが直接確認しましょう！」

「やめろ脱がそうとするな。疲れているんだ、それ以上すると怒るぞ」

「御兄様のいけず……」

「そんな事より。そんな事よりだ……そちらはどちら様？」

　アヴェラはそっとドラゴンを指さした。

　その赤い甲殻に覆われた姿は、巨体を沈めるように深々と伏せをして待機している。その様子を喩たとえるのであれば、非常に相応しくないと分かっているが、まるで命令を待つ飼い犬のようだった。

「ああ、これですか。これはトカゲです」

「どう見てもドラゴンじゃないか」

「いいえトカゲです。ドジで愚かで間抜けなトカゲなんです。これが言い含めておいた通りにやらないので小娘がはね飛ばされ、それで御兄様が水に落ちてしまって……あっ」

「ちょっと待て」

　白い袖で口を押さえたヤトノに、アヴェラは冷たい目をして詰め寄った。横目で様子を見ていたノエルは、あーぁと呟きそそくさとイクシマの介かい抱ほうに向かっている。

「言い含めておいただと？」

「それはその……」

「どういう事だ？」

「えーと、それはですね……」

「素直に白状して怒られるか、言わないまま怒られるか。さあ、どっちがいい？」

「どっちも怒られます!?」

　緋色の瞳の目を見開き、両手で顔を隠したヤトノであったが、ややあって白状する気になったらしい。上目遣いで微び妙みように目線を逸らしているが、ちょっとだけ開き直った感じだ。

「ええ、ええ言いますとも。このトカゲはこれでも災厄に関わる存在でして。ちょうどこの地に居りましたので、御兄様に冒険っぽいスリリングを味わって頂こうと……」

「襲わせたと？」

「違います！　ちょっとガオーッ、と咆えさせるぐらいの手て筈はずだったのです。それが、このトカゲが馬鹿なだけなんです。本当なんです！」

　ヤトノは涙ぐみ声を張り上げた。

　両手を胸の前で合わせ見上げる姿は、まるで小さな子供が一生懸命言い訳するようである。軽く下した唇くちびるを嚙み涙が頰を伝えば、これはもう許してやるしかないという気になってしまう。

　だがアヴェラが何か言おうとするより先に、聞き慣れない声が響いた。

「そんなっ、酷いですぜ。ヤトノの姐あねさん」

　ドラゴンからの声だった。

　しかも、くだけた口調だ。

　さらに、とても低姿勢だ。

「あっしは旦だん那な方が危険そうだったんで、こりゃいけねぇと助けに──」

「黙りなさい。その巨体で突進しておいて、何が助けるですか！」

「ちゃんと踏まないつもりで気を付けてましたよ!?　で、ご挨あい拶さつに伺おうとしたら何か小っこいのに鼻先を叩かれちまって。鼻ですよ鼻ぁ、鼻を叩かれたら痛いじゃないですか……」

　ドラゴンは一生懸命訴うつたえるが、怯えるように顎を地面に付け伏せの状態で見つめてくる。下顎の先を嚙んで牙をのぞかせた姿は、あまりに情けない。

「えーとだな、どういう関係？」

　その疑問にはイクシマを介抱していたノエルが答えた。

「私が理解した感じだとさ。王様の愛まな娘むすめと、最前線の将軍みたいな感じかな」

「すいやせん、あっし将軍ほど偉くないです」

「またまた、そんな。ドラゴンさんてば、謙けん遜そんしちゃって」

「こりゃ滅めつ相そうもない」

　ドラゴンは照れた様子で頭を搔いた。

　アヴェラの中で輝いていた格かつ好こういいドラゴン像が音をたて崩れていく。これでは、まるで気の良い田舎いなかのオッサンだ。あまりにも酷すぎる。この世界に生まれてから一番の衝撃かもしれない。

「というわけで、旦那も無事見つかりやしたし。どうか許していただけやすと……」

「許される？　そんな筈はずないでしょう、貴方のせいで御兄様は死にかけたのですよ。罪一等ぐらいは減じてやってもいいですが、このケジメをどうつけましょうか。そうですね、ドラゴンゾンビにでもしてやりましょうか」

「ひいぃっ！　姐さん許して下さい」

　ドラゴンは、もう完全に土下座している。その巨体を縮こまらせ震えきった様子に、アヴェラは哀れさ──もはや可哀想という感覚より情けなさが先に立つ──を催もよおした。

　手を伸ばしヤトノの頭を撫で宥めてやる。

「まあいいじゃないか。そんな事するなよ」

「ですが御兄様、こやつのせいで御兄様は──」

「腐ったら臭いし不衛生じゃないか」

「御兄様……とっても御兄様らしい理由ですね。ええ分かりましたとも、とりあえず保留という事で。とりあえずですけど」

　ヤトノはぶつくさ言いながら引き下がった。

　そしてドラゴンは感謝の意でアヴェラを拝もうとして、しかし前脚の裏の汚よごれに気付き適当に地面になすりつけた。ちらっと見えたが、完全に押しつぶされた人型らしき物体がある。

　喉の奥が酸すっぱくなる感覚に、アヴェラは慌てて目を逸らした。

　ノエルはイクシマの背を支え抱き起こし、身体をさすって声をかけている。

「もう大丈夫だから、イクシマちゃんしっかりして」

「うっ……」

　介抱の甲斐あってイクシマは小さな呻きをあげた。

「我は、ここは……」

「おっと、小っこいのが目を覚ましやしたか？」

「ふんぎゃああああああああああっ！」

　イクシマは泣きながら絶ぜつ叫きようした。

　目を覚ました瞬間、巨大なドラゴンが自分を覗き込んでいれば当然の反応だろう。それで地面を這って逃げ、ひっしとしがみついた相手は誰であろうアヴェラであった。

「ふむふむ、なるほどなるほど」

　ヤトノは目め敏ざとく気付くと口元に軽く手をやり、ほくそ笑んだ。

「これはこれで乙おつなもの、この小娘というのは少し気に入りませんが」

「お主いいいっ!?　何が気に入らんのじゃー！」

「そういうとこですよ。もっと可愛くおなりなさい」

「がぁーっ！」

「しゃーっ！」

　両者は顔を付き合わせ威嚇し合う。

　しかしヤトノは視線を急に外して目をそらし、そのまま何かを聞くように頷いている。

「むっ、本体からの通信……どうやらあなたの加護神オルクスが、本体のところに手土産を持って挨拶に来たそうです」

「はあああっ!?　何を言うとる、そんなの絶対おかしすぎじゃって！　ああっ、こいつ厄神の分霊じゃったあああっ!!」

「煩うるさい子ですね。それでオルクスは、不ふ憫びんな子なのでくれぐれもよろしくと泣いて頼んだそうですよ。あなたも少しは自分の神を見習ったらどうですか」

「ふええええっ、なんぞそれ!?　我、不憫に思われとるん!?」

「そういう事ですので仕方がありません。末永くよろしくして差し上げますよ」

　ヤトノの言葉にイクシマは呆然となって、ふらふらしている。それを抱き止めたノエルは、よっしと拳を握っている。きっと自分と同じ気分を味わい、同じ境遇になったのが嬉しいのだろう。

「何か分かりやせんが、良かったですなぁ」

　ドラゴンが何度か頷いた。それだけで風圧を感じるが、もう誰も恐ろしいとは思ってない。気のいいオッサンがいる程度の感覚だ。

「仲間とか、そういうの大事でやすからね。こりゃなんぞ、ご用意しやせんと。あっしは酒なんぞ好きでやすが、旦那は違うでしょうし。はてどうするか……」

「トカゲにしては良い心がけです。いいでしょう、先程の保留にした件は水に流してさしあげましょう。さあ牙なり爪なり引き抜いて差し出しなさい」

「勘弁して下さいよ、そりゃあっしの商売道具なもんで」

「ならば延えん髄ずいでも逆げき鱗りんでも構いませんよ」

「ちょっ、姐さん！　それ死にますって、勘弁して下さいな」

「あれも駄目これも駄目とは呆れたものです。では、聞きましょう。何を用意するつもりですか」

「そこらの獲物を狩って来ようかと……」

「トカゲ、御兄様を馬鹿にしてます？」

　苛いら々いらとしたヤトノはどこからともなく扇を取り出すと、自らの掌てのひらを叩いた。小気味よい音のひとつで、ドラゴンは首を竦めてしまった。少女の前で小さくなるドラゴンという凄い構図だ。

　恐ろしげなドラゴンの目から涙がポロポロと零れ地面に落ちた。

　そのまま地面に吸い込まれるかと思えば、コロコロと足元にまで転がってくる。何気なく拾い上げてみると、それは掌にすっぽり入る大きさで涙るい滴てき型がたをしている。澄んだ透明であったものが、みるみる黒く変色していく。黒くろ水ずい晶しようのような奥深い透とう明めい感かんがあり、中で力強い何かが渦うず巻まくようにも感じられる。持っているだけで、暖かくも力強い何かが染みてくるようにも思えた。

「……これはドラゴンの涙だ」

　祖父ジルジオの邸てい宅たくで見た、同様の品を思い出す。あちらは赤で、しかし色の深みはもっと浅かった。いま手にしている品の方が、遥かに強い力が込められているのだろう。

　見ればノエルとイクシマも拾い上げ眺めている。

　しかも拾い上げた以外の涙は溶とけるようにして地面へと吸い込まれ消えていった。

「これを貰ってもいいかな」

「えっ!?　そんなもんで、よろしいんですかい？」

「とても良いよ。記念にも丁度いいし、価値とかそういう意味でもね」

「どうぞどうぞ、あざーっす！　こりゃまた助かった」

　ドラゴンは小こ躍おどりしそうな様子だ。実際に尻尾がパタパタと──実際にはドスンドスンと──動いている。それを睨むヤトノであったが、ややあって仕方ないと肩を竦め気分を切り替かえると、アヴェラが本当に怪我をしてないかとペタペタ触って確認しだした。

　そしてアヴェラは大きく安あん堵どの息を吐く。

　いろいろあったが、全員が無事に合流できた。一時はもうダメかと思いもしたが、なんとかなった。万ばん事じ塞さい翁おうが馬とは言うが、これは万事厄神が竜りゆうとでも言うべきかもしれない。
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「なるほど。つまりドラゴンがドジでアヴェラが川に流され、ルチマ女史の正体がアサシンでドラゴンに踏まれ、皆は助かったと。なるほど……かつて聞いた事がないぐらい意味不明な話じゃないか。酔よっ払ったヘボ吟ぎん遊ゆう詩し人じんが謳うたうサーガ並みに意味が分からんね」

　大きく息を吐くのはケイレブであった。

　その仕草は心の底からのもので、胸中に溜たまった理り不ふ尽じんに対する憤ふん慨がいを全て吐き出そうとするかのようだった。ポカをやらかした部下の対応に疲れ切った中年男の如ごとき趣おもむきが漂ただよう。

　なんにせよ疲れきった様子だった。

　それは、この初心冒険者講習が始まってからケイレブたち教官は酷い目に遭っている為だ。

　開催中に大雨が降ったのは構わない、それも冒険者としての試練の一つなのだから。だが、その直後からドラゴンが縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り、これによってパニックに陥おちいった大量のモンスターが一斉に逃げ惑い大騒そう動どう。フィールドを駆けずり回り、怯える新米冒険者を保護しながらモンスターどもを撃破。しかし気付けば同どう僚りようのルチマ女史が姿を消しており、何かあったかと気を揉み捜そう索さくしているところでアヴェラたちに遭遇。そして、なぜか説明をかってでたヤトノから俄にわかに信じがたい話を聞いたのだった。

「そんな意味の分からん話を、この僕に信じろと言うのかな？」

「おや、わたくしの言葉を疑うというのですか。呪いますよ」

「よしてくれ、今は何の呪い対策もしていない」

「どうせ意味ないでしょうに」

　ヤトノはクスクスと笑う。

　あどけなさが残る顔立ち、白い小さなリボンに飾かざられた長い黒髪。白いセーターの上に神官衣のような上着を重ね、足元は素足といった少女。だが、可愛い見た目に騙されてはいけない。正体は厄神の分霊で、人間など歯し牙がにもかけない恐ろしい存在なのだ。

　長年冒険者としてやって来たケイレブにとって災厄は馴な染じみの深い存在だった。だから、さほど恐れはしないが、油断ならぬ相手とは思っている。

「そこまで疑うわけではないが……しかし証しよう拠こがないのは困った事だよ。この僕だって上役に報告をあげねばならぬ立場なのだからね。そこで絶対に揉めるだろう」

「ふむ、御兄様が懸け念ねんされておられた通りですね。ええ、ですから用意しておきましたよ。第三者とは言いきれませんが一部当事者として証言のできる者を」

「ほう、アサシンの生き残りでも捕つかまえたのか」

「あの愚か者共は全て死んでおります。今は、わたくしの本体がたっぷりと可愛がっております」

「ははぁ、連中は自じ業ごう自じ得とくとはいえ気の毒に」

　さして気の毒そうにでもなく笑ったケイレブだが、木立の向こうに目をやって眉をひそめた。その梢より高い位置に、のっそり動く何かの姿を見てしまったのだ。大きな葉は擦ずれが響き、鳥が慌ただしく飛び立つ。間違いなく何か居るが、かなり大きいのは間違いない。

　訝しんでいると、ひょっこり出て来た顔と目が合ってしまう。

「あー、ところで蛇娘……」

「誰が蛇娘ですか、無礼ですよ」

「ああ、すまない。それで不承不承聞くのだがね……あそこにいるのは何かな？　僕の目にはドラゴンっぽい存在に見えるのだがね。もしかして、話に出てきたドラゴンなのではなかろうかと気になってしまうのだが」

「あのトカゲときたら、なんてドジで間抜けなのでしょう。しっかり隠れておくよう、あれだけ言い含めておいたというのに。ほら、参りなさい！」

　苦い顔で振り向いたヤトノが木立に向け手を上げ──ケイレブは息を吞む。

「おい、おいっ、おいっ！　おいぃっ!!」

　木々を薙ぎ倒し突き進んでくる赤黒い巨体。衝しよう角かくのような棘のある甲殻に、鋭い牙と爪。長い尾を揺らめかせ、一歩毎に地響きをさせながら突き進んでくる存在。それはドラゴンの中でも最悪に分類されるカオスドラゴンで間違いない。しかもサイズから察するに、相当の年月を経た古竜だ。

　下手に刺し激げきすれば、この近辺を焦しよう土どに変えかねない相手だ。

　こんな生物の生息する場所で講習をするなど、愚ぐの骨頂に馬鹿の極きわみだろう。

「ここを選んだ馬鹿は誰だっ……ああ僕だった、くそっ！」

　ケイレブは、心の中で知る限りの語ご彙いと言語で自分を罵った。

　これまでドラゴンを倒した事はあるが、ここまで年を経た個体ではない。しかも手て練だれの仲間たちと共に最高装備と道具を揃え、自分たちに有利な地形で罠わなまで使っての事だ。

　それに比べ、今は剣一本と丸まる裸はだかのようなものではないか。

　青空を背景に長い首を動かし顔を近づけてくるカオスドラゴンの眼まな差ざしは叡えい智ちに満ち、巨体には威い容ようがある。もしかすると上手く会話することが可能かもしれない。礼を尽くし誠意をもってすれば、敵対しないでくれる可能が──。

「どもどもどもぉ、お呼びにあずかり参上しやした」

　それが誰の発した言葉か、ケイレブには分からなかった。

　いや本当は分かっていた。

　だが、頭が理解する事を拒否している。むしろ信じたくないといった思いに近い。偉大なる強敵、強者の象しよう徴ちよう、天空の覇は者しや、動く伝説、災厄の申し子。そんな数々の異名を持つ存在が、こんな田舎のオッサンのような言葉を放つなど信じたくなくて当然だ。

　ヤトノは腕組みしながら巨体を睨み付ける。

「まったく、このトカゲは！　配はい慮りよというものがありませんね。折角、わたくしがこの男を驚かせてやろうと思ったものを。どうして合図するまで大人しく隠れていないのですか」

「ですが、ヤトノの姉あね御ごの合図を見み逃のがすわけにもいきやせんので」

「お黙んなさい。そこを上手くやるのが、できるドラゴンというものなんです」

「そんな無茶を仰おつしやる……」

　もうケイレブは何とも言えない気分だ。

　愛あい想そ笑いを浮かべ申し訳なさそうに頭を搔くカオスドラゴンの姿を、もはや現実として受け止めるしかない。たとえそれが、心の中にあった畏い怖ふすべきドラゴン像の崩ほう壊かいを意味するとしてもだ。

　胸中を寂しさや詫わびしさが去来する事は止められなかった。

「いや、しっかり驚かされたよ。なるほど一部当事者とは、そういう事か。つまり、そちらのドラゴン氏がルチマ女史を殺害したという事だね」

「そうでやすよ。メイスを持った人間の雌めすが、ヤトノの姉御んとこの旦那を傷つけようとしてやしたね。ええ、もう。こりゃいけねえって、あっしはすかさず助けに入りやして。ええ、このあっしが助けに入らねば！　旦那の命はなかったのは間違いなく」

　しきりに助けたアピールをしては、チラッチラッとヤトノを見やっている。

　巨大なドラゴンは自分の指先ほどの、小さな少女を恐れきっているのだ。もちろん厄神の一部なので恐れる気持ちは分からないでもない。分からないでもないが、とっても情けない。

　ケイレブは少し泣きたい気持ちだった。

「さて、この小こ賢ざかしくも鬱陶しいトカゲの証言は以上です。まだ証言が必要でしたら、どこへなりとも出向かせますよ。さあ如何いかがしましょうか？」

　ヤトノは薄く笑っている。

　もちろん、そんな事をすれば大パニックになる事を知りながら言っているのだ。

　ケイレブは息を吐きつつ、平原へと視線を転じた。

　そちらではアヴェラと二人の少女がのんびり座って憩っている。少女の片方はあのイクシマで、随分と仲良さげで楽しそうに笑っているではないか。

　少し意外だが、上手くパーティに溶け込めた様子に安堵した。それだけが唯一の救いだ。

「いや必要ないよ、僕が何とかするよ……」

「それでは、よろしいですね。御兄様は少しも悪くない、むしろ暗殺者を入り込ませた都市側こそが悪いという事で」

「ああ、了解した。市長にもしっかり伝えておくよ」

　ケイレブはこれからせねばならぬ苦労を思いやり深々と息を吐いた。遠く彼方かなたを眺め──ただしドラゴンの巨体に邪魔されるが──既に今から疲れた気分だ。

「よろしいでしょう。ところで話は変わりますが、こうした講習は毎年やるものなのです？」

「それはもちろんだよ。冒険者になりたがる愚か者は毎年いるからね」

　ケイレブは相手の真意を摑みかね訝しがった。

　それに対しヤトノは長い黒髪を揺らし軽く頷いてみせる。

「でしたら、小生意気な新米冒険者を脅すエキストラにドラゴンなどは如何でしょうか」

「……なに？」

「丁度良いのがいますでしょう。今であれば、わたくしが仲ちゆう介かいして差し上げてもよろしいですよ」

「いや確かに、それは嬉しいが……」

　ケイレブは口ごもった。

　冒険者をやっていくのであれば、強大な存在に遭遇した経験というものは貴重だ。特に成り立て冒険者の生意気盛ざかりの調子に乗った連中には、最高の教訓になる。しかもそれがエキストラとして危険なく──ただし受講者は知らないまま──脅かしてくれるのであれば理想的だ。

「荷馬車いっぱいの酒さか樽だるでも用意してやりなさい。そうすれば、このトカゲも少しは働くでしょう」

「ヤトノの姉御、どうして……」

「黙りなさい。お酒が好きと申していたのはお前ではありませんか。一応は御兄様を助けたのは事実。それについては認めてあげます」

「姉御ぉ！」

　感極まった様子のドラゴンと、軽くそっぽを向くヤトノという少女。どちらも災厄の申し子と言える存在だが、とてもそうとは思えない。

　災厄に抗えぬなら、そこに良い点を見いだし上手く付き合うしかないだろう。そんな事を考えつつも、都市に戻ってから待つであろう後始末から目を逸らすケイレブなのであった。
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　世界に影えい響きようを与あたえる数多あまたの神々を祀まつり、人々が祈いのりを捧ささげる場所は聖堂と呼ばれる。その場を提供し維い持じするのは教会という組織で、構成員は聖職者たち。

　聖堂の入り口で人々は幾いく許ばくかの布ふ施せを払はらい、整理券を受け取るとレーンに並び、幾いくつかある祭さい壇だんに進み一人ずつ祈りを捧げる。

　気き紛まぐれな神たちから神対応──たとえば一時的な加護増強や、軽い啓けい示じでの声かけ──を受ける事もあり、そこは神と人との繫つながりのある場所だった。

　そのため各都市の聖堂は常に混こみ合い熱気に満ち、聖職者たちは多た忙ぼうだ。

　特にここ探たん索さく都市アルストルは、加護を求める冒ぼう険けん者しやが押おし寄せるため、とりわけ混み合う。

　そんなアルストルの聖堂で聖職者を采さい配はいするのは、うら若きフィリアという女性であった。若くして侍じ祭さいに抜ばつ擢てきされるほど優ゆう秀しゆうな人物であるし、人の良い柔にゆう和わな顔立ちと人当たり。そして何より聖職者にしては肉感的な体つきもあって、聖堂を訪おとずれる皆みなからの人気は高い。

　実は彼かの女じよに会うため聖堂を訪れる者も多かったりする。

「押さないで下さい、順番に。一列で詰つめて、お願いします」

　聖職者は祭壇までのレーン整理や誘ゆう導どう、祭壇で長い祈りをする者の剝はがしや出禁者確かく認にん。神対応に舞まい上がり騒さわぐ者や、塩対応を受け落ち込こむ者を宥なだめ連れ出すなど対応に追われている。

　フィリアは全体を見ながら指示を飛ばす。

「一番レーンの進行が遅おくれ気味です、騎き士しを近づけ圧をかけて。二番、三番は問題ありませんが、油断せずお願いします。四番の今の人、ループが酷ひどいからそろそろ警告を。五番レーンの鎧よろいの人ですが、どこか様子がおかしいです。直すぐに身体検査をお願いします」

　神聖と言うには、少々熱気に満ち過ぎた聖堂。その秩ちつ序じよは彼女が維持している。

　そこに少年の神しん殿でん騎士が小走りで駆かけ寄った。

「フィリア侍祭様、ちょっといいですか」

　鎧のサイズが微び妙みように合わず、まだ鎧に着られた成り立ての年ねん齢れいだ。憧あこがれの女性を前に顔を上げられず、それでも一いつ生しよう懸けん命めい報告をする。

「えっと、すいません。変な人がいるんですけど、どうしたらいいのか……」

「焦あせらなくても大だい丈じよう夫ぶですよ。まずはブラックリスト入りかどうか、周りの先せん輩ぱい方に相談してみましょうね。大丈夫ですよ、そうやって少しずつ危ない人の顔を覚えていきましょう」

「あ、はい……でも、その人は司祭様に面会したいと言ってるんです」

「うーん、そちらですか。ですがアポ無しというのは難しいです。残念ながら今日は会えないと伝えて帰って頂きましょうね。これも経験ですから頑がん張ばってみましょう。でも大丈夫ですよ、他の騎士さんたちも助けてくれてますから……あっ、ちょっと待って」

　フィリアは何かに気付いた様子で少年騎士を呼び止めた。

　彼女にしては珍めずらしく口ごもるのだが、それは知りたくない現実をイヤイヤ確認する様子だ。

「もしかして、もしかしてですけど。その変な人は他に何か言ってませんでしたか。たとえば……そう、名前がアから始まるとか。違ちがいますよね、そんな事ありませんよね」

「いえ、その通りです。アヴェラという方です」

　少年は後々まで語る。

　その名を聞いたフィリア侍祭の変化は劇的であったと。冷や汗あせを流し手で口を押さえ後あと退ずさる様子は、まるで恐おそろしい言葉を投げかけられたかのようだったと。

「その変な人は、今どこに？」

「あぁっ、入ってきたらダメって言ったのに。侍祭様の後ろですよ」

　その言葉にフィリアはぎこちなく振ふり向いた。

「どうもフィリアさん、変な人です」

「出たぁっ!?」

　アヴェラの顔を見たフィリアは完全に恐きよう慌こう状態となった。後退り少年騎士を抱だき締しめて縋すがるぐらいで、役得になった少年は天にも昇のぼる心ここ地ちの顔だ。

「その反応は酷いですね。あのフィリアさんが、こんな失礼な態度をとるなんて……残念だ。昔なんて二人だけの秘密ですよって、誰だれも居ない部屋で人に言えない事を教えてくれたのに」

「言い方ぁ！」

「おや、何か問題でも？」

　聖堂の中が静かになっていた。

　大勢の者が聞き耳を立てだす気配にフィリアは瞬しゆん時じに顔を染めつつ、否定に必死だ。もちろん人に言えない事とは厄やく神じんに関する事なので噓うそではない。なお、フィリアに抱きしめられたままの少年騎士は驚きよう愕がくの面おも持もちをしつつ、もしかして自分もと淡あわい期待を抱いている。

「ちょっと変な事を言わないで下さいよう。酷いんです！」

「酷いって言われましてもね。ところで、変な事ってなんですかね。具体的に教えて貰もらえますか」

「そーゆーとこです！」

「怒おこらないで下さい。つまりそう、これは小こ粋いきなジョークというものですので。とりあえず司祭様に会いたいですけど、いいですか」

　にっこり笑う要求にフィリアに嫌いやという選せん択たく肢しはなかった。一刻も早く、この災さい厄やくの使者を別の場所に追いやりたかったのだ。





◆　　　◆　　　◆






　アルストルにある聖堂は他と違い、一つ重要な役目があった。

　それこそが厄神対策というものである。その地に誕生し存在する厄神の加護を持つ者の監かん視し、それから情報共有という名の御ご機き嫌げん取り。全すべては災厄を起こさぬようにするための活動だ。

　もちろん聖堂の全ての者が関かかわっているのではなく、ごく一部の者だけだ。

　フィリア侍祭はその中で厄神対策係という役を与えられており、それもあっての出世であった。ただし、本人の反応からして分かるように全く意に染まぬ事なのだが。

「御お兄にい様さま、流石さすがです。今の弄いじり具合、最高に邪じや悪あくです」

　清せい貧ひんをモットーとした静かな部屋に、可愛かわいらしい声が響ひびく。少女形態をとったヤトノはアヴェラと並んで椅い子すに座り、足をぶらぶらとさせている。今はとても機嫌が良いらしい。

「フィリアさんを見ていると、なんだかこう弄りたくなるんだ」

「分かります。あれだけ弄りがいのある人間はいませんよ。一種の才能ですね」

「打てば響くし、打つ程ほどに良くなっていく気がする」

「まさに逸いつ材ざいですね。それで、どうしてここに来たのです？　これまでの件でなのでしょうか？」

「もちろんそうだ」

　アヴェラは頷うなずいた。検定試験でのオインク、初心冒険者講習での事件。思い起こせばクィークの群れを押し付けられた出来事も。それら全てが、アヴェラを狙ねらって引き起こされたものだ。

　それがあるからこそ、この教会に来たのだ。

　犯人が誰かは不明だが、アルストルにある教会は過去にアヴェラを狙った事実があった。もちろん当時の首しゆ謀ぼう者しやは一いつ掃そうされ、今では穏おん健けん派に首がすげ替かえられている。だが、それでも一部にはそうした勢力が残っているとアヴェラは睨にらんでいた。

　だからこそ、ここを訪れたのだ。

「仲間もできたし、一度は釘くぎを刺さしておかないと」

「なるほど、ですが少なくともここの司祭は御兄様の味方なのでは？」

「来たという事実が大事なのだよ」

　呟つぶやくように言ったアヴェラは視線を転じ、開け放たれた扉とびらの向こうから初老の禿はげた男がセカセカ早足で部屋にやって来る様子を見やった。

　それはアルストルにある教会のトップ、司祭のアンドンだ。

　アヴェラが厄神の加護を持つ事も、ヤトノという厄神の分ぶん霊れいの存在も承知しており、その対応を一任されているという苦労人だ。今日も突とつ然ぜんの訪問に胃を痛くしているらしく顔色が悪い。

「すいませんが、うちのフィリア嬢じようをあんまり苛いじめないで貰えます？」

「申し訳ありません、司祭様。以後留意致いたします」

「アヴェラ君は前もそう言ってましたよね……」

　この司祭には、ため息が似合う。

　疲つかれきったうらぶれた雰ふん囲い気きのある司祭だが、貴族や豪ごう商しようなど上流階級と対等に付き合える立場の地位だ。その地位であれば役得として懐ふところを潤うるおし優ゆう雅がな暮らしを行う者も多いのだが、このアンドン司祭は別だ。

　何かと胃痛ネタで苦労ばかりしている。

　管かん轄かつ内に史上初の厄神の加護持ちが誕生、それを排はい除じよしようとする過激派の暴走。激げき怒どした警備隊と神殿騎士の抗こう争そう、修しゆ羅らの如ごとく暴れ回るエイフス夫ふう婦ふに破は壊かいされる聖堂。そして厄神の分霊の降臨による大混乱。その後は怒ど濤とうのようにトラブルが続出。

　アンドン司祭が禿げたのは度たび重かさなるストレスが原因に違いないとアヴェラは確信している。

「司祭様は検定試験でオインクが現れた件を聞いていますか？」

「ええ……こちらでも調査中ですよ」

「遺い跡せきの中で、わざとクィークの群れを押し付けられたのは？」

「それは初耳です」

「では初心冒険者講習でアサシンが出た件も？」

「それは速報を頂き鋭えい意い調査中です」

「しかも教官の一人がアサシンを率いて、しかも神官みたいでしたけど？」

「……過去に所属していた事は事実です」

「抑おさえる事は難しいですか？」

「現状では」

「なるほど、そうですか」

　アヴェラは頷くが、その回答はヤトノのお気に召めさなかった。明らかに不快そうに、軽く腕うでを組み片手を口元にやる。それだけでアンドン司祭の額に脂あぶら汗あせが浮うかんでしまう。

「有り体ていに言って、誰がどう動いているかは不明なんです。恐らくですが、これまでのような単体ではなく。幾つかの組織、下手をすると国や教会などにまで跨またがった組織が構成されているのではないかと思われるのですよ」

「なるほど、そうですか。よろしいでしょう、わたくしがそこに所属する人間を全て呪のろい殺せば解決できるのですね」

「お止やめ下さい。そんな事をしたら世の中は大混乱です。無む辜この民たみにどれだけ被ひ害がいが出ることか」

「ふふふっ、でしたら誰も困らなくなるように疫えき病びようでも流は行やらせましょうか。それも、ほとんどの人間が死に絶えるようなとっておきを」

　それが冗じよう談だんでないと知るアンドン司祭は震ふるえあがった。

　かつて赤子のアヴェラが殺されかけた後に疫病が流行し、それはハポン王国の十人に一人を病やまいに苦しめ、その半数を殺したのだ。自分の返答次し第だいで国が滅ほろび大勢の者が苦しみかねない。アンドン司祭の胃は究極のストレスに晒さらされ、世界の皆が禿げてしまえと聖職者にあるまじき事を祈ってしまうほど苦く悩のうした。

　だが、そこに助けの手が差し伸のべられた。

　他ならぬ元げん凶きようのアヴェラからだ。

「とりあえず、ヤトノの言う事は冗談として」

「そんなっ！　酷いです御兄様、わたくしは真しん剣けんなんですよ」

「死病が流行るとか勘かん弁べんして欲ほしいな。せめて聖職者の髪かみの毛が全部抜ぬける病とかでもあればな」

「あります」

　ほっとしかけた司祭に救いは無かった。

　自らの髪の命運に──残り少ないからこそ余計に──必死となってしまう。

「待って下さい！　分かりました！　引き続きこれまで以上に全力で対策をしますから。変な疫病は止めて貰えますか、お願いしますよ……」

　これで目的を果たしたとアヴェラは軽く頷いた。

　司祭と面会した事実と、その後の対策強化。これが正体不明の敵対者へと伝われば、多少なりとも牽けん制せいになるはずだ。アンドン司祭の苦悩と引き替えに、とりあえずの安全は確保できたに違いなかった。

「ではお願いします」




　後を頼たのんだアヴェラが神殿を出ると、そこにノエルとイクシマが待っていた。暇ひまそうに座すわっていたが、途と端たんに笑え顔がおとなって手を振り走ってくる。

　その姿にアヴェラは何とも言えない感かん慨がいを覚えていた。

　素す晴ばらしい仲間にして信用できる友人。その両方が一度に手に入ったのだ。このまま、この関係が続いてくれる事を心から願い、自分もそうあれるように努力せねばならないと思っている。

　しかもこれは、自分が変わってみせたからこそ得られた存在だ。

　前世で不ふ遇ぐうだった者は、今こそ本当に生まれ変わったに違いない。

「お主なー、何を笑っとるん？　さんざん我らを待たせたのじゃぞ、ここは甘あま味みの一つでも奢おごるぐらいの誠意をみせたらどうなんじゃ。ほれほれ」

「と、言ってるイクシマちゃんだけど。心配してたんだよ、アヴェラ君はまだかまだかって」

　途端にイクシマの白すぎるほどに白い肌はだに朱しゆがさした。

「皆まで言う奴やつがおるかっ！」

「だって本当のことだよ。誰か出てくる度に反応してたしさ」

「やめよっ、我のイメージを変えるなっ！」

「ごめん、イクシマちゃんのイメージって変わらないけど」

「噓んっ!?」

　イクシマは頰ほほを押さえると、驚愕の面おも持もちで震えている。きっと自分で思い描えがいていた自分のイメージとの乖かい離りに悶もだえているのだろう。無む慈じ悲ひ無自覚にそれを宣告したノエルは、少しもそれに気付かずアヴェラの前にやって来た。元気よく一つに結んだ髪が揺ゆれている。

「じゃあさ、美お味いしい甘味処どころを知ってるからさ。そこ行こうよ」

「ああ、そうだな。ついでに作戦会議をしようか。草原のフィールドの面めん倒どうなあいつ、あれを倒たおさないといけないからな。甘あまい物でも食べながら考えよう」

　ノエルは嬉うれしそうに笑うが、それは明るい日ひ射ざしが似合っている。

「じゃあ行こうよ。ほら、イクシマちゃんも気を取り直して」

「う、うむ。よし糖分をたっぷり摂せつ取しゆしてやろうぞ。我は糖分が多いほど良い案が閃ひらめくのじゃぞ」

「それ甘い物が食べたいだけだよね、うん」

「よいではないか。それよりノエルよ、早うその店に案内せぬか」

「了りよう解かいだよ。あっ、でも今の時間だと混んでるかも。念の為ため、他のお店も考えておかないと」

　ノエルが胸の下で腕を組み、片手を頰にやって考え歩きだす。その周りに引っ付くイクシマはそわそわとしており、いかにも楽しみといった様子だ。

「なんじゃお主ー。早う来ぬか、我らと共に行こうぞ」

「そうだよね。アヴェラ君がいないと始まらないよね、うん」

　ニカッとした笑えみと穏おだやかな笑みが日射しの中に輝かがやいている。鮮あざやかな色に彩いろどられた世界は喧けん噪そうに満ち、美しくも活いき活きと存在していた。

「さあ御兄様。わたくしたちも参りましょうか」

「そうだな行こうか、次の冒ぼう険けんが待っている」

　光の中に差し出される手、アヴェラはそれをとって共に歩きだした。
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　本書を手にとってくださり、ありがとうございます。

　こちらはＷｅｂ小説投とう稿こうサイトのカクヨムにて開かい催さいされた「第２回ドラゴンノベルス新世代ファンタジー小説コンテスト」にて特別賞を受賞し、書しよ籍せき化のはこびとなりました。

　これも全すべては応おう援えんしてくださる皆みなさん、読んでくださる皆さんのお陰かげです。

　この場をお借りしまして、お礼かたがた感謝を。




　本作のメインのテーマは「生まれ変わる、やり直すとは何か」というものです。

　今が上う手まくいかぬのは環かん境きようが悪い。だから今いる場所ではなく新しい環境に行けば心機一転、必ず全てが上手くいく────などと思っていた時もありました。

　でも、実際はそうはならない。

　当然ながら、新しい場所でも考えや性格が同じなら行動パターンは同じ。すると、辿たどる道こそ多少は違ちがえど行き着く先は同じになってしまう。変わりたければ、まず自分を変えねばどうにもならないと痛感するしだい。

　そんな実体験をベースとして、本作は変わろうと決意し前向きに行動し一歩を踏ふみ出していく物語となっています。でも、書きだした時は、微み塵じんもそんな事は考えていませんでした。

　後で読み返すと、そのような物語になってました。




　さて、Ｗｅｂから書籍になるにあたって、改かい稿こうだけでなく書き下ろしを追加。

　しかし少々追加しすぎ、行数が通常のドラゴンノベルズ作品より一行多くなっている。ですが、この追加によって物語の流れがスッキリまとまったかと思います。

　設定も多少変へん更こうしていますが、これぞ一番大きな変更と思っているのが主人公の武器。

　書籍化されるのであれば、好きな武器を出さずして、なんぞか書籍化をせざらん。

　よって、武器をいわゆるところの延えん文ぶん兼かね光みつ────二尺四寸弱、切っ先伸のびて元もと先さきの身み幅はば差が少ない雄ゆう壮そうな姿。板いた目めに杢もく目めを交え地じ沸にえ厚く、細かな地ち景けいが働き上品に肌はだが立った精せい妙みような地じ鉄がねに乱れ映りが立ち、刃は文もんは小こ湾のたれに小こ互ぐの目交じり、匂におい口くち明るく冴さえ、刃は中ちゆうに足あし葉よう入はいり金きん筋すじ砂す流ながし細かに掛かかり、帽ぼう子しは乱れ込こみ先細かに掃はき掛かけ小こ丸まるに返る────に変更しました。

　物語への影えい響きようはありませんが、少なくとも気分が違う。




　素す敵てきなイラストを描かいて頂いた絵西さんに感謝を。繊せん細さいで緻ち密みつで丁てい寧ねいなデザイン、大人っぽく綺き麗れいで可愛かわいいキャラクターたちが本当に素す晴ばらしい。最初にイラストを頂いたとき、プロってほんともの凄すごいと感じ入ったところです。

　最後になりますが、書籍化にあたって関かかわり協力してくださった大勢の皆さんにも感謝を。

　そしてもう一度改めて、本書を手にとってくださり、ありがとうございます。


一江左かさね


















本書は、２０２０年にカクヨムで実施された「第２回ドラゴンノベルス新世代ファンタジー小説コンテスト」で特別賞を受賞した「厄神つき下級騎士なれど、加護を駆使して冒険者生活！」を加筆修正したものです。
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